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第一　蛇の章

一、蛇

一　蛇＊の毒が（身体のすみずみに）ひろがるのを薬で制するように、怒りが起ったのを制する修行者＊（比び　丘く　）は、この世とかの世＊とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を＊捨て去るようなものである。

二　池に生は　える[image: 蓮]れん華げ　＊を、水にもぐって折り取るように、すっかり愛欲を断た　ってしまった修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

三　奔はしり流れる妄執の水流を涸か　らし尽して余すことのない修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

四　激流が弱々しい葦あし＊の橋＊を壊こわすように、すっかり驕きょう慢まんを滅し尽した修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

五　無花果い ち じ くの樹き　の林の中に花を探し求めても得られないように、諸々もろもろの生存状態のうちに堅けん固ご　なもの＊を見出さない修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

六　内に怒ることなく＊、世の栄えい枯こ　盛せい衰すいを超越した＊修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七　想念＊を焼き尽して余すことなく＊、心の内がよく整ととのえられた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

八　走っても疾はや過ぎることなく＊、また遅れることもなく＊、すべてこの妄もう想そう＊をのり超こ　えた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

九　走っても疾過ぎることなく、また遅れることもなく、「世間における一切のものは虚きょ妄もうである＊」と知っている修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一〇＊　走っても疾過ぎることなく、また遅れることもなく、「一切のものは虚妄である」と知って貪むさぼりを離れた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一一　走っても疾過ぎることなく、また遅れることもなく、「一切のものは虚妄である」と知って愛欲を離れた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一二　走っても疾過ぎることなく、また遅れることもなく、「一切のものは虚妄である」と知って憎ぞう悪お　を離れた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一三　走っても疾過ぎることなく、また遅れることもなく、「一切のものは虚妄である」と知って迷めい妄もうを離れた修行者は＊、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一四　悪い習性＊がいささかも存することなく、悪の根を抜き取った修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一五　この世に還かえり来る縁となる〈煩ぼん悩のうから生ずるもの＊〉をいささかももたない修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一六　ひとを生存に縛しばりつける＊原因となる〈妄もう執しゅう＊から生ずるもの〉をいささかももたない修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

一七　五つの蓋おおい＊を捨て、悩なやみなく＊、疑惑を超こ　え＊、苦悩の矢＊を抜き去られた修行者は、この世とかの世とをともに捨て去る。[image: ──]蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

二、ダニヤ

一八　牛うし飼か　い＊ダニヤ＊がいった、

　「わたしはもう飯を炊た　き、乳を搾しぼって＊しまった。マヒー河＊の岸のほとりに、わたしは（妻子と）ともに住んでいます。わが小こ　舎や　の屋根は葺ふ　かれ、火は点ともされている。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ＊。」

一九　師は答えた、

　「わたくしは怒ることなく、心の頑がん迷めいさを離れている。マヒー河の岸のほとりに一夜の宿やどりをなす。わが小こ　舎や　＊（すなわち自身）はあばかれ、（欲情の）火は消えた＊。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二〇　牛飼いダニヤがいった、

　「蚊も虻あぶもいないし、牛どもは沼地に茂しげった＊草を食は　んで歩み、雨が降ってきても、かれらは堪た　え忍ぶであろう。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二一　師は答えた、

　「わが筏いかだ＊はすでに組まれて、よくつくられていたが、激流＊を克こく服ふくして、すでに渡りおわり、彼ひ　岸がんに到着している。もはや筏の必要はない。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二二　牛飼いダニヤがいった、

　「わが牧婦（＝妻）は従順であり、貪むさぼることがない＊。久しくともに住んできたが、わが意こころに適っている。かの女にいかなる悪のあるのをも聞いたことがない。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二三　師は答えた、

　「わが心は従順であり、解げ　脱だつしている。永いあいだ修養したので、よくととのえられている。わたくしにはいかなる悪も存在しない。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二四　牛飼いダニヤがいった、

　「わたしは自活しみずから養うものである。わが子らはみなともに住んで＊健すこやかである。かれらに＊いかなる悪のあるのをも聞いたことがない。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二五　師は答えた、

　「わたくしは何なんぴとの傭やとい人にんでもない。みずから得たものによって全世界を歩む。他人に傭われる必要はない＊。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二六　牛飼いダニヤがいった、

　「未いまだ馴な　らされていない牛＊もいるし、乳を飲む仔牛もいる。孕はらんだ牝め　牛うし＊もいるし、交尾を欲する牝牛＊もいる。牝牛どもの主である牡お　牛うしもいる。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二七＊　師は答えた、

　「未だ馴らされていない牛もいないし、乳を飲む仔牛もいない。孕んだ牝牛もいないし、交尾を欲する牝牛もいない。牝牛どもの主である牡牛もここにはいない。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二八＊　牛飼いダニヤがいった、

　「牛を繫つなぐ杭くいは、しっかり打ちこまれていて揺ゆるがない。ムンジャ草でつくった新しい縄はよくなわれている。仔牛もこれを断た　つことができないであろう。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

二九　師は答えた、

　「牡牛のように結むすび縛いましめを断た　ち、くさい臭いのする蔓つる草くさ＊を象のように踏みにじり、わたくしはもはや母ぼ　胎たいに入ることはないであろう＊。神よ、もしも雨を降らそうと望むなら、雨を降らせよ。」

三〇　忽ちに大雲が現われて、雨を降らし、低地と丘とをみたした。神が雨を降らすのを聞いて、ダニヤは次のことを語った。

三一　「われらは尊き師にお目にかかりましたが、われらの得たところは実に大きいのです。眼ある方かた＊よ。われらはあなたに帰き　依え　いたします。あなたはわれらの師となってください。大いなる聖者よ。

三二　妻もわたしもともに従順であります。幸せな人（ブッダ）のもとで清らかな修行＊を行いましょう。生死の彼岸に達して、苦しみを滅ほろぼしましょう。」

三三　悪魔パーピマンがいった、

　「子＊のある者は子について喜び、また牛のある者は牛について喜ぶ。人間の執しゅう著じゃくするもとのもの＊は喜びである。執著するもとのもののない人は、実に喜ぶことがない。」

三四＊　師は答えた、

　「子のある者＊は子について憂うれい、また牛のある者は牛について憂う。実に人間の憂いは執著するもとのものである。執著するもとのもののない人は、憂うることがない。」

三、犀の角＊

三五　あらゆる生きものに対して暴力を加えることなく、あらゆる生きもののいずれをも悩なやますことなく、また子を欲するなかれ＊。況いわんや朋ほう友ゆうをや。犀さいの角つののようにただ独ひとり歩あゆめ＊。

三六　交まじわりをしたならば＊愛情＊が生ずる。愛情にしたがってこの苦しみが起る。愛情から禍わざわいの生ずることを観察して、犀の角のようにただ独り歩め。

三七　朋友・親友に憐あわれみをかけ＊、心がほだされると、おのが利＊を失う。親しみにはこの恐れのあることを観察して、犀の角のようにただ独り歩め。

三八　子や妻に対する愛あい著じゃくは、たしかに＊枝の広く茂った＊竹が互いに相あい絡からむようなものである。筍たけのこが他のものにまつわりつくことのないように、犀の角のようにただ独り歩め。

三九　林の中で、縛られていない鹿が食物を求めて欲するところに赴おもむくように＊、聡明な人は独立自由＊をめざして、犀の角のようにただ独り歩め＊。

四〇　仲間の中におれば、休むにも、立つにも、行くにも、旅するにも、つねにひとに呼びかけられる。他人に従属しない独立自由をめざして、犀の角のようにただ独り歩め。

四一　仲間の中におれば、遊戯と歓かん楽らくとがある。また子らに対する情愛＊は甚だ大である。愛しき者と別れることを厭いといながらも、犀の角のようにただ独り歩め。

四二　四方のどこにでも赴き、害心あることなく、何でも得たもので満足し、諸々もろもろの苦難に堪た　えて、恐れることなく、犀の角のようにただ独り歩め。

四三　出しゅっ家け　者しゃでありながらなお不満の念をいだいている＊人々がいる。また家に住まう在ざい家け　者しゃでも同様である。だから他人の子女にかかわること少く＊、犀の角のようにただ独り歩め。

四四　葉の落ちたコーヴィラーラ＊樹のように、在家者のしるし＊を棄て去って、在家の束そく縛ばくを断た　ち切って、健たけき人はただ独り歩め。

四五　もしも汝なんじが、〈賢明＊で協同し行ぎょう儀ぎ　正しい明めい敏びんな同伴者＊〉を得たならば、あらゆる危難に＊うち勝ち、こころ喜び、気をおちつかせて、かれとともに歩め。

四六＊　しかしもしも汝が、〈賢明で協同し行儀正しい明敏な同伴者〉を得ないならば、譬えば王が征服した国を捨て去るようにして、犀の角のようにただ独り歩め。

四七　われらは実に朋友を得る幸しあわせを讃ほ　め称たたえる。自分よりも勝すぐれあるいは等ひとしい朋友には、親しみ近づくべきである。このような朋友を得ることができなければ、罪つみ過とがのない生活を楽しんで、犀の角のようにただ独り歩め。

四八　金の細工人がみごとに仕上げた二つの輝く黄おう金ごんの腕うで輪わ　＊を、一つの腕にはめれば、ぶつかり合う＊。それを見て、犀の角のようにただ独り歩め。

四九＊　このように二人でいるならば、われに饒じょう舌ぜつといさかいとが起るであろう。未来にこの恐れのあることを察して、犀の角のようにただ独り歩め。

五〇　実に欲望＊は色とりどりで甘かん美び　であり、心に楽しく、種々のかたちで、心を攪かく乱らんする。欲望の対たい象しょう＊にはこの患うれいのあることを見て、犀の角のようにただ独り歩め。

五一　これはわたくしにとって災害であり、腫はれ物ものであり、禍わざわいであり、病やまいであり、矢であり、恐怖である。諸々の欲望の対象にはこの恐ろしさのあることを見て、犀の角のようにただ独り歩め。

五二　寒さと暑さと、飢う　えと＊渇かつえと、風と太陽の熱と、虻あぶと蛇と、[image: ──]これらすべてのものにうち勝って、犀の角のようにただ独り歩め。

五三　肩がしっかりと発育し[image: 蓮]華のようにみごとな＊巨大な象は、その群むれを離れて、欲するがままに森の中を遊歩する。そのように、犀の角のようにただ独り歩め。

五四　集会を楽しむ人には＊、暫時の解げ　脱だつ＊に至るべきことわりもない。太陽の末まつ裔えい（ブッダ）の＊ことばをこころがけて、犀の角のようにただ独り歩め。

五五　相あい争あらそう哲学的見解を超え、（さとりに至る）決定に達し、道を得ている人は、「われは智慧が生じた。もはや他の人に指導される要がない＊」と知って、犀の角のようにただ独り歩め。

五六　貪むさぼることなく、詐いつわることなく、渇かつ望することなく、（見せかけで）覆おおうことなく＊、濁にごり＊と迷めい妄もうとを除のぞき去り、全世界において妄執のない＊ものとなって、犀の角のようにただ独り歩め。

五七　義ならざるものを見て邪曲にとらわれている悪い朋友を避けよ。貪りに耽ふけり＊怠っている人に、みずから親しむな。犀の角のようにただ独り歩め。

五八　学識ゆたかで真理をわきまえ、高こう邁まい・明めい敏びんな友と交まじわれ。いろいろと為になることがら＊を知り、疑惑を除き去って、犀の角のようにただ独り歩め。

五九　世の中の遊戯や娯ご　楽らくや快楽に、満足を感ずることなく＊、心ひかれることなく、身の装飾を離れて、真実を語り、犀の角のようにただ独り歩め。

六〇＊　妻子も、父母も、財宝も穀こく物もつも、親族やそのほかあらゆる欲望までも、すべて捨てて、犀の角のようにただ独り歩め。

六一　「これは執しゅう著じゃくである。ここには楽しみは少く、快い味わいも少くて、苦しみが多い。これは魚を釣る釣り針である」と知って、賢者は、犀の角のようにただ独り歩め。

六二　水の中の魚が網あみを破るように、また火がすでに焼いたところに戻ってこないように、諸々の（煩ぼん悩のうの）結び目＊を破り去って、犀の角のようにただ独り歩め。

六三　俯ふ　して視み　、とめどなくうろつく＊ことなく、諸々の感官を防いで＊守り、こころを護まもり（慎しみ）、（煩悩の）流れ出ることなく、（煩悩の火に）焼かれることもなく、犀の角のようにただ独り歩め。

六四＊　葉の落ちたパーリチャッタ樹のように、在家者の諸々のしるしを除のぞき去って、出家して袈け　裟さ　の衣をまとい＊、犀の角のようにただ独り歩め。

六五　諸々の味を貪むさぼることなく＊、えり好みすることなく＊、他人を養うことなく＊、戸ごとに食を乞こ　い、家々に心をつなぐことなく、犀の角のようにただ独り歩め。

六六　こころの五つの覆おおい＊を断た　ち切って、すべて付随して起る悪しき悩み（随ずい煩ぼん悩のう＊）を除き去り、なにものかにたよることなく、愛念＊の過あやまちを絶た　ち切って＊、犀の角のようにただ独り歩め。

六七　以前に経験した楽しみと苦しみとを擲なげうち、また快こころよさと憂うれいとを擲って、清らかな平静と安やすらいとを得て、犀の角のようにただ独り歩め。

六八　最高の目的を達成するために努力策さく励れいし、こころが怯ひるむことなく、行いに怠おこたることなく、堅固な活動をなし、体力と智力とを具そなえ＊、犀の角のようにただ独り歩め。

六九　独どく坐ざ　＊と禅ぜん定じょうを捨てることなく＊、諸々のことがらについて常に理法に従って行い、諸々の生存には患うれいのあることを確かに知って、犀の角のようにただ独り歩め。

七〇　妄執の消滅を求めて、怠らず、明敏であって＊、学ぶこと深く＊、こころをとどめ、理法を明らかに知り、自制し、努力して、犀の角のようにただ独り歩め。

七一　音声に驚かない獅し　子し　＊のように、網にとらえられない風のように、水に汚けがされない[image: 蓮]はすのように、犀の角のようにただ独り歩め。

七二　歯し　[image: 牙]が　強く獣どもの王である獅子が他の獣にうち勝ち制圧してふるまうように、辺地の坐ざ　臥が　に親しめ。犀の角のようにただ独り歩め。

七三　慈いつくしみ＊と平静とあわれみ＊と解げ　脱だつと喜びとを時に応じて＊修め、世間すべてに背そむくことなく、犀の角のようにただ独り歩め。

七四　貪とん欲よくと嫌けん悪お　と迷めい妄もうとを捨て、結むすび目＊を破り、命いのちを失うのを恐れることなく、犀の角のようにただ独り歩め。

七五　今のひとびとは自分の利益のために交まじわりを結び＊、また他人に奉仕する＊。今日、利益をめざさない友は、得がたい。自分の利益のみを知る人間は、きたならしい。犀の角のようにただ独り歩め。

四、田を耕すバーラドヴァージャ＊

　わたくしが聞いたところによると＊、[image: ──]あるとき＊尊き師（ブッダ）はマガダ国の南山＊にある「一つの茅かや＊」というバラモン村におられた。そのとき田を耕たがやすバラモン・バーラドヴァージャ＊は、種た　子ね　を播ま　く時に五百挺ちょうの鋤すきを牛に結びつけた。

　そのとき師（ブッダ）は朝早く内衣を着つ　け、鉢と上衣＊とをたずさえて、田を耕すバラモン・バーラドヴァージャが仕事をしているところへ赴おもむかれた。ところでそのときに田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは食物を配給していた。

　そこで師は食物を配給しているところに近づいて、傍らに立たれた。田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは、師が食を受けるために立っているのを見た。そこで師に告げていった、「道の人よ。わたしは耕して種たねを播く。耕して種を播いたあとで食う。あなたもまた耕せ、また種を播け。耕して種を播いたあとで食え」と。

　（師は答えた）、「バラモンよ。わたくしもまた耕して種を播く。耕して種を播いてから食う」と。

　（バラモンがいった）、「しかしわれらは、ゴータマさん（ブッダ）の軛くびきも鋤も鋤すき先さきも突つき棒ぼうも牛も見ない。それなのにゴータマさんは『バラモンよ。わたしもまた耕して種を播く。耕して種を播いてから食う』という」と。

　そこで田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは詩＊を以て師に呼びかけた。

　

七六　「あなたは農夫であるとみずから称しておられますが、われらはあなたが耕作するのを見たことがない。おたずねします、[image: ──]あなたが耕作するということを、われらが了りょう解かいし得るように話してください。」

七七 （師は答えた＊）、「わたしにとっては、信仰が種た　子ね　である。苦行＊が雨である。智慧がわが軛くびきと鋤すきとである。慚はじることが鋤棒である。心＊が縛しばる縄＊である。気を落ちつけること＊がわが鋤先と突棒とである。

七八　身をつつしみ、ことばをつつしみ、食物を節して＊過食しない。わたくしは真実をまもることを草くさ刈か　りとしている。柔にゅう和わ　がわたくしにとって〔牛の〕軛を離すこと＊である。

七九　努力がわが〈軛をかけた牛〉であり、安あん穏のん＊の境地に運んでくれる。退しりぞくことなく進み、そこに至ったならば、憂うれえることがない。

八〇　この耕作はこのようになされ、甘かん露ろ　＊の果実み の りをもたらす。この耕作を行なったならば、あらゆる苦悩から解と　き放たれる。」

　

　そのとき田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは、大きな青銅の鉢に乳ちち粥がゆを盛って、師（ブッダ）にささげた。[image: ──]「ゴータマさまは乳粥をめしあがれ。あなた＊は耕作者です。ゴータマさまは甘露の果実み の りをもたらす耕作をなさるのですから。」

　

八一　詩を唱となえて＊〔報酬として〕得たものを、わたくしは食うてはならない。バラモンよ、このことは正しく見る人々（目ざめた人々）のならわしではない。詩を唱えて得たものを、目ざめた人々（諸のブッダ）は斥しりぞける。バラモンよ、定めが存するのであるから、これが（目ざめた人々の）生活法なのである。

八二　全き人＊である大だい仙せん人にん＊、煩ぼん悩のうの汚けがれ＊をほろぼし尽し悪い行いを消滅した人に対しては、他の飲食をささげよ。けだしそれは功く　徳どくを積もうと望む者のための（福ふく）田でんであるからである。

　「では、ゴータマ（ブッダ）さま、この乳粥をわたしは誰にあげましょうか？」

　「バラモンよ。実に神々・悪魔・梵ぼん天てんとともなる世界において、神々・人間・道の人・バラモンを含む生きものの中で、全き人（如にょ来らい）とかれの弟子とを除いては、この乳粥を食べてすっかり消化し得る人を見ない＊。だから、バラモンよ、その乳粥を青草の少いところに棄てよ、或いは生いき物もののいない水の中に沈めよ。」

　そこで田を耕すバラモン・バーラドヴァージャはその乳粥を生物のいない水の中に沈めた。さてその乳粥は、水の中に投げ棄てられると、チッチタ、チッチタと音を立てて、大いに湯煙りを立てた。譬たとえば終日日ひ　に曝さらされて熱せられた鋤すき先さきを水の中に入れると、チッチタ、チッチタと音を立て、大いに湯煙りを出すように、その乳粥は、水の中に投げ棄てられると、チッチタ、チッチタと音を立てて、大いに湯煙りを出した。

　そのとき田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは恐れおののいて、身の毛がよだち、師（ブッダ）のもとに近づいた。そうして師の両足に頭を伏せて、礼拝してから、師にいった、[image: ──]「＊すばらしいことです、ゴータマさま。すばらしいことです、ゴータマさま。譬えば倒れた者を起すように、覆おおわれたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るであろう』といって暗くら闇やみの中で灯火＊をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで真理を明らかにされました。故にわたくしはここにゴータマさまに帰き　依え　します。また真理と修行僧のつどいに帰依します。わたくしはゴータマさまのもとで出家し、完全な戒律（具ぐ　足そく戒かい）を受けましょう。」

　そこで田を耕すバラモン・バーラドヴァージャは、師（ブッダ）のもとで出しゅっ家け　し、完全な戒律を受けた。それからまもなく、このバーラドヴァージャさんは独ひとりで他の人々から遠ざかり、怠おこたることなく精励し専心していたが、まもなく、無上の清らかな行いの究きゅう極きょく[image: ──]諸々の立派な人たち（善男子）はそれを得るために正しく家を出て家なき状態に赴おもむいたのであるが[image: ──]を現世においてみずからさとり、証し、具ぐ　現げんして、日を送った。「生まれることは尽つ　きた。清らかな行いはすでに完成した。なすべきことをなしおえた。もはや再びこのような生存を受けることはない＊。」

　とさとった。そうしてバーラドヴァージャさんは聖者の一人となった。

五、チュンダ＊

八三　鍛か　冶じ　工こう＊の子チュンダがいった、「偉大な智慧ある聖者・目ざめた人・真理の主・妄執＊を離れた人・人類の最上者＊・優すぐれた御ぎょ者しゃに、わたくしはおたずねします。[image: ──]世間にはどれだけの修行者がいますか？　どうぞお説きください。」

八四　師（ブッダ）は答えた、「チュンダよ。四種の修行者＊があり、第五の者はありません。面と向って問われた＊のだから、それらをあなたに明かしましょう。[image: ──]〈道による勝者＊〉と〈道を説く者＊〉と〈道において生活する者＊〉と及び〈道を汚けがす者＊〉とです。」

八五　鍛冶工チュンダはいった、「目ざめた人々は誰を〈道による勝者＊〉と呼ばれるのですか？　また〈道を習い覚える人＊〉はどうして無比なのですか？　またおたずねしますが、〈道によって生きる〉ということを説いてください。また〈道を汚す者〉をわたくしに説き明かしてください。」

八六　「疑いを超こ　え、苦悩を離れ、安らぎ（ニルヴァーナ＊）を楽しみ、貪る執念をもたず＊、神々と世間とを導く人、[image: ──]そのような人＊を〈道による勝者〉であると目ざめた人々は説く。

八七　この世で最高のものを最高のものであると知り、ここで法を説き判別する人、疑いを絶た　ち欲念に動かされない＊聖者を、修行者たちのうちで第二の〈道を説く者〉と呼ぶ。

八八　みごとに説かれた〈理法にかなったことば＊〉である〈道〉に生き、みずから制し、落ち着いて気をつけていて、とがのないことばを奉じている人を、修行者たちのうちで第三の〈道によって生きる者〉と呼ぶ。

八九　善く誓せい戒かいを守っているふりをして＊、ずうずうしくて、家門を汚けがし、傲ごう慢まんで、いつわりをたくらみ、自制心なく、おしゃべりで、しかも、まじめそうにふるまう者、[image: ──]かれは〈道を汚す者〉である。

九〇 （かれらの特徴を）聞いて＊、明らかに見抜いて知った＊在家の立派な信徒＊は、『かれら（四種の修行者）はすべてこのとおりである』と知って、かれらを洞察し、このように見ても、その信徒の信仰はなくならない＊。かれはどうして、汚れた者と汚れていない者と、清らかな者と清らかでない者とを同一視してよいであろうか。」

六、破滅

　わたくしが＊聞いたところによると、[image: ──]あるとき師（ブッダ）は、サーヴァッティー＊のジェータ林＊、〈孤独なる人々に食を給する長者〉の園におられた。そのとき一人の容よう色しょく麗しい神が、夜半を過ぎたころ、ジェータ林を隈くまなく照らして、師（ブッダ）のもとに近づいた。近づいてから師に敬礼して傍らに立った。そうしてその神は師に詩を以て呼びかけた。

　

九一　「われらは、〈破滅する人〉のことをゴータマ＊（ブッダ）におたずねします。破滅への門は何ですか？　師にそれを聞こうとしてわれらはここに来たのですが、[image: ──]。」

九二 （師は答えた）、「栄さかえる人＊を識別することは易やすく、破滅を識別することも易い。理法を愛する人は栄え、理法を嫌う人＊は敗やぶれる。」

九三　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第一の破滅です。先生！＊　第二のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

九四　「悪い人々を愛し、善よ　い人々を愛することなく＊、悪人のならいを楽しむ＊。これは破滅への門である。」

九五　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第二の破滅です。先生！　第三のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

九六　「睡眠の癖くせあり、集会の癖あり、奮励することなく、怠りなまけ、怒りっぽいので名だたる人がいる、[image: ──]これは破滅への門である。」

九七　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第三の破滅です。先生！　第四のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

九八　「みずからは豊ゆたかで楽らくに暮しているのに＊、年老いて衰えた母や父を養わない人がいる、[image: ──]これは破滅への門である。」

九九　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第四の破滅です。先生！　第五のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一〇〇＊　「バラモンまたは〈道の人＊〉または他の〈もの乞こ　う人＊〉を、噓をついてだます＊ならば、これは破滅への門である。」

一〇一　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第五の破滅です。先生！　第六のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一〇二　「おびただしい富あり、黄おう金ごんあり＊、食物ある人が、ひとりおいしいものを食べるならば、これは破滅への門である。」

一〇三　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第六の破滅です。先生！　第七のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一〇四　「血けっ統とう＊を誇り、財産を誇り、また氏姓＊を誇っていて、しかも己おのが親しん戚せきを軽けい[image: 蔑]べつする＊人がいる、[image: ──]これは破滅への門である。」

一〇五　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第七の破滅です。先生！　第八のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一〇六＊　「女に[image: 溺]おぼれ、酒にひたり、[image: 賭]と　博ばくに耽ふけり、得う　るにしたがって得え　たものをその度たびごとに失う人がいる、[image: ──]これは破滅への門である。」

一〇七　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第八の破滅です。先生！　第九のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一〇八＊　「おのが妻に満足せず、遊女に交まじわり、他人の妻に交わる、[image: ──]これは破滅への門である。」

一〇九　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第九の破滅です。先生！　第十のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一一〇　「青春を過ぎた男が、ティンバル果か　＊のように盛り上った乳房＊のある若い女を誘ひ　き入れて、かの女についての嫉しっ妬と　から夜も眠られない、[image: ──]これは破滅への門である。」

一一一　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第十の破滅です。先生！　第十一のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一一二　「酒肉に荒すさみ、財を浪費する女＊、またはこのような男に、実権を託たくすならば、これは破滅への門である。」

一一三　「よくわかりました。おっしゃるとおりです。これが第十一の破滅です。先生！　第十二のものを説いてください。破滅への門は何ですか？」

一一四　「クシャトリヤ（王族）の家に生まれた人が、財力が少いのに＊欲望が大きくて、

　この世で王位を獲え　ようと欲するならば、

　これは破滅への門である。

一一五　世の中にはこのような破滅のあることを考察して、

　賢者・すぐれた人は真理を見て、

　幸せな世界を体得する＊。」


七、賤しい人＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]あるとき師（ブッダ）は、サーヴァッティーのジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者〉の園におられた。そのとき師は朝のうちに内衣を着つ　け、鉢と上衣とをたずさえて、托たく鉢はつのためにサーヴァッティーに入った。

　そのとき火に事つかえるバラモン・バーラドヴァージャの住居には、聖火がともされ、供そなえ物ものがそなえられていた。さて師はサーヴァッティー市の中を托鉢して、かれの住居に近づいた。火に事えるバラモン・バーラドヴァージャは師が遠くから来るのを見た。

　そこで、師にいった、「髪を剃った奴＊よ、そこにおれ＊。にせの〈道の人〉よ、そこにおれ。賤いやしい奴やつよ、そこにおれ」と。

　そう言われたので、師は、火に事えるバラモン・バーラドヴァージャに言った、「バラモンよ。あなたはいったい賤しい人とはなにかを知っているのですか？　また賤しい人たらしめる条件を知っているのですか？」

　「ゴータマさん（ブッダ）。わたくしは人を賤しい人とする条件をも知っていないのです。どうか、わたくしが賤しい人を賤しい人とさせる条件を知り得るように、ゴータマさんはわたくしにその定さだめを説いてください。」

　「バラモンよ、ではお聞きなさい。よく注意なさい。わたくしは説きましょう。」

　「どうぞ、お説きください」と、火に事えるバラモン・バーラドヴァージャは師に答えた。師は説いていった、

　

一一六　「怒りやすくて恨うらみをいだき、邪悪にして、見せかけであざむき＊、誤あやまった見解を奉じ、たくらみのある人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一一七　一度生まれるもの＊（胎生）でも、二度生まれるもの（卵生）でも、この世で生きものを害し、生きものに対するあわれみのない人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一一八＊　村や町を破壊し、包囲し、圧制者として一般に知られる人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一一九　村にあっても、林にあっても＊、他人の所有物をば、与えられないのに盗ぬすみ心をもって取る人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二〇＊　実際には負ふ　債さいがあるのに、返済するように督とく促そくされると、『あなたからの負債はない』といって言い逃のがれる人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二一＊　実に[image: 僅]かの物が欲ほ　しくて路行く人を殺害して、[image: 僅]かの物を奪い取る人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二二　証人として尋たずねられたときに、自分のため、他人のため、また財のために＊、偽りを語る人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二三　或いは暴力を用い、或いは相愛して＊、親族＊または友人の＊妻と交まじわる＊人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二四　己れは財豊ゆたかであるのに＊、年老いて衰えた母や父を養わない人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二五＊　母・父・兄弟・姉妹或いは義母を打ち、またはことばで罵ののしる人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二六　相手の利益となることを問われたのに不利益を教え、隠し事をして語る人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二七　悪事を行なっておきながら、『誰もわたしのしたことを知らないように』と望み、隠し事をする＊人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二八　他人の家に行っては美食をもてなされながら、客として来た時には＊、返礼としてもてなさない＊人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一二九　バラモンまたは〈道の人＊〉、または他の〈もの乞う人〉を噓をついてだます人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三〇＊　食事のときが来たのに、バラモンまたは〈道の人〉をことばで罵り食を与えない人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三一　この世で迷めい妄もうに覆おおわれ、[image: 僅]かの物が欲しくて＊、事実でないことを＊語る人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三二　自分をほめたたえ、他人を軽けい[image: 蔑]べつし、みずからの慢心のために卑いやしくなった＊人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三三　ひとを悩なやまし、欲深く、悪いことを欲し＊、ものおしみをし、あざむいて（徳がないのに敬うやまわれようと欲し＊）、恥じ入る心のない人＊、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三四＊　目ざめた人（ブッダ）をそしり、或いは出家・在家のその弟子（仏弟子＊）をそしる人、[image: ──]かれを賤しい人であると知れ。

一三五　実際は尊敬さるべき人ではないのに尊敬さるべき人（聖者＊）であると自称し、梵ぼん天てんを含む世界の盗賊＊である人、[image: ──]かれこそ実に最下の賤しい人である。

　わたくしがそなたたちに説き示したこれらの人々は、実に〈賤しい人〉と呼ばれる。

一三六　生れによって賤しい人となるのではない。生れによってバラモンとなるのではない。行こう為い　によって賤しい人ともなり、行為によってバラモンともなる＊。

一三七　わたくしは次にこの実例を示すが、これによって＊わが説せつ示じ　を知れ。チャンダーラ族の子で犬殺しのマータンガという人は、世に知られて令名の高い人であった。

一三八＊　かれマータンガはまことに得え　がたい最上の名誉を得た。多くの王族やバラモンたちはかれのところに来て奉仕した。

一三九　かれは神々の道＊、塵ちり汚よごれを離れた大道を登って、欲情を離れて、ブラフマン（梵天）の世界に赴おもむいた。（賤しい）生れも、かれがブラフマンの世界に生まれることを妨さまたげなかった。

一四〇　ヴェーダ読どく誦じゅ者しゃの家に生まれ、ヴェーダの文もん句く　に親しむバラモンたちも、しばしば悪い行為を行なっているのが見られる。

一四一　そうすれば、現世においては非難せられ、来世においては悪いところ＊に生まれる。（身分の高い）生れも、かれらが悪いところに生まれまた非難されるのを防ぐことはできない。

一四二　生れによって賤しい人となるのではない。生れによってバラモンとなるのでもない。行為によって賤しい人ともなり、行為によってバラモンともなる。」

　

　このように説かれたときに、火に事つかえるバラモン・バーラドヴァージャは、師にいった、「すばらしいことです。ゴータマ（ブッダ）さま。すばらしいことです、ゴータマさま。あたかも倒れた者を起すように、覆われたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色を見るであろう』といって暗夜に灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで法を明らかにされました。ですから＊、わたくしは、ゴータマさまに帰き　依え　したてまつる。また真理と修行僧のつどいに帰依したてまつる。ゴータマさまは、わたくしを在ざい俗ぞく信しん者じゃとして受けいれてください。今日以後命の続く限り帰依いたします。」

八、慈しみ＊

一四三　究極の理想＊に通じた人が、この平安の境地＊に達してなすべきことは、次のとおりである。能力あり＊、直く、正しく、ことばやさしく、柔にゅう和わ　で、思い上ることのない者＊であらねばならぬ。

一四四　足た　ることを知り＊、わずかの食物で暮し＊、雑務少く＊、生活もまた簡素であり、諸々の感官が静まり、聡明で、高ぶることなく、諸々の（ひとの）家で貪むさぼることがない＊。

一四五　他の識者の非難を受けるような下劣な行いを、決してしてはならない。一切の生きとし生けるもの＊は、幸福であれ＊、安あん穏のんであれ＊、安楽であれ。

一四六　いかなる生いき物もの生しょう類るい＊であっても＊、怯おびえている＊ものでも強きょう剛ごうなものでも、悉ことごとく、長いものでも、大きなものでも、中くらいのものでも、短いものでも、微細なものでも、粗そ　大だいなものでも、

一四七　目に見えるものでも、見えないものでも、遠くに住むものでも、近くに住むものでも、すでに生まれたものでも、これから生まれようと欲するものでも、一切の生きとし生けるものは、幸せであれ。

一四八　何ぴとも他人を欺あざむいてはならない。たといどこにあっても他人を軽んじてはならない。悩なやまそうとして怒りの想いをいだいて＊互いに他人に＊苦く　痛つうを与えることを望んではならない。

一四九　あたかも、母が己おのが独ひとり子ご　を命を[image: 賭]か　けても護まもるように、そのように一切の生きとし生けるものどもに対しても、無量の＊（慈いつくしみの）こころを起すべし。

一五〇　また全世界に対して無量の慈しみの意こころを起すべし。

　上に、下に、また横に、障害なく＊怨みなく敵意なき（慈しみを行うべし）。

一五一　立ちつつも、歩みつつも、坐しつつも、臥ふ　しつつも、眠らないでいる限りは、この（慈しみの）心づかいをしっかりとたもて。

　この世では、この状態を崇高な境地＊と呼ぶ。

一五二　諸々もろもろの邪よこしまな見解＊にとらわれず＊、戒いましめを保ち、見るはたらき＊を具そなえて、諸々の欲望に関する貪むさぼりを除いた人は、決して再び母ぼ　胎たいに宿やどることがないであろう＊。

九、雪山に住む者＊

一五三　七岳という神霊（夜や　叉しゃ＊）がいった、「今日は十五日＊のウポーサタ＊である。みごとな＊夜が近づいた。さあ、われわれは世にもすぐれた名高い師ゴータマ（ブッダ）にお目にかかろう。」

一五四　雪山に住む者という神霊（夜叉）がいった、「このような立派な人のこころは一切の生きとし生けるものに対してよく安立しているのだろうか。望ましいものに対しても、望ましくないものに対しても、かれの意欲＊はよく制されているのであろうか？＊」

一五五　七岳という神霊は答えた、「このような立派なかれ（ブッダ）のこころは、一切の生きとし生けるものに対してよく安立している。また望ましいものに対しても、望ましくないものに対しても、かれの意欲はよく制せられている。」

一五六　雪山に住む者という神霊がいった、「かれは与えられないものを取らないであろうか？　かれは生きものを殺さないように心がけているであろうか？　かれは怠たい惰だ　から遠ざかっているであろうか？　かれは精神の統一をやめないであろうか？」

一五七　七岳という神霊は答えた、「かれは与えられないものを取らない。かれは生きものを殺さないように心がけている。かれは怠惰から遠ざかっている。目ざめた人（ブッダ）は精神の統一をやめることがない。」

一五八　雪山に住む者という神霊がいった、「かれは噓うそをつかないであろうか？　粗暴なことば＊を発しないだろうか？　中傷の悪口＊を言わないだろうか？　くだらぬおしゃべりを言わないだろうか？」

一五九　七岳という神霊は答えた、「かれは噓をつかない。また粗暴なことばを発しない。また中傷の悪口を言わない。くだらぬおしゃべりを言わない。」

一六〇　雪山に住む者という神霊がいった、「かれは欲望の享きょう楽らくに耽ふけらないだろうか？　その心は濁にごっていないだろうか？　迷めい妄もうを超こ　えているだろうか？　諸々のことがらを明らかに見とおす眼をもっているだろうか？」

一六一　七岳という神霊は答えた、「かれは欲望の享楽に耽らない＊。またその心は濁っていない。すべての迷妄を超えている。目ざめた人として諸々のことがらを明らかに見とおす眼をもっている。」

一六二　雪山に住む者という神霊がいった、「かれは明知を具そなえているだろうか？　かれの行いは全く清らかであろうか？　かれの煩ぼん悩のうの汚れ＊は消滅しているであろうか？　かれはもはや再び世に生まれるということがないであろうか？」

一六三　七岳という神霊は答えた、「かれは明知を具えている。またかれの行いは清らかである。かれのすべての煩悩の汚れは消滅している。かれはもはや再び世に生まれるということがない。」

一六三ａ （雪山に住む者という神霊がいった）、「聖者の心は＊行動とことばとをよく具現している。明知と行いとを完全に具えているかれを汝なんじが讃さん嘆たんするのは、当然である。」

一六三ｂ　「聖者の心は行動とことばとをよく具現している。明知と行いとを完全に具えているかれに、そなたが随ずい喜き　するのは、当然である。」

一六四 （七岳という神霊がいった）、「聖者の心は行動とことばとをよく具現している。さあ、われらは明知と行いとを完全に具えているゴータマに見まみえよう。」

一六五 （雪山に住む者という神霊がいった）、「かの聖者は羚かも羊しかのような脛すねがあり、瘦や　せ細ほそって＊、聡そう明めいであり、少食で、貪むさぼることなく、森の中で静かに瞑めい想そうしている、来たれ、われらはゴータマ（ブッダ）に見まみえよう。

一六六　諸々の欲望をかえりみることなく、あたかも獅し　子し　のように象のように独ひとり行くかれに近づいて、われらは尋たずねよう、[image: ──]死の縛いましめから解と　き放たれる道を。」

一六七 （その二人の神霊がいった）、「説き示す人、説き明かす人、あらゆることがらの究きゅう極きょくをきわめ＊、怨うらみと怖おそれを超こ　えた目ざめた人、ゴータマに、われらは問おう。」

一六八　雪山に住む者という神霊がいった、「何があるとき世界は生起するのですか？　何に対して親しみ愛するのですか？　世間の人々は何ものに執しゅう著じゃくしており、世間の人々は何ものに悩まされている＊のですか？」

一六九　師は答えた、「雪山に住むものよ。六つのもの＊があるとき世界が生起し、六つのものに対して親しみ愛し＊、世界は六つのものに執著しており、世界は六つのものに悩まされている。」

一七〇　「それによって世間＊が悩まされる執著とは何であるか？　お尋ねしますが、それからの出しゅつ離り　の道を説いてください。どうしたら苦しみから解き放たれる＊のでしょうか。」

一七一　「世間には五種の欲望の対たい象しょう＊があり、意（の対象）が第六であると説き示されている。それらに対する貪とん欲よく＊を離れたならば、すなわち苦しみから解き放たれる。

一七二　世間の出離であるこの道が汝らに如にょ実じつに説き示された。このことを、われは汝らに説き示す、[image: ──]このようにするならば、苦しみから解き放たれるのである。」

一七三　「この世において誰が激流＊を渡るのでしょうか？　この世において誰が大海＊を渡るのでしょうか？　支ささえなくよるべのない深い海に入って、誰が沈まないのでしょうか？」

一七四　「常に戒いましめを身にたもち、智慧あり、よく心を統一し、内ない省せいし、よく気をつけている人こそが、渡りがたい激流を渡り得る。

一七五　愛欲の想いを離れ、一切の結び目（束縛）を超こ　え、歓楽による生存を滅しつくした人＊[image: ──]、かれは深海のうちに沈むことがない。」

一七六 （雪山に住む者という神霊がいった）、「深い智慧があり＊、微び　妙みょうな意義を見、何ものをも有せず、欲の生存＊に執しゅう著じゃくせず、あらゆることがらについて解げ　脱だつし、天の路を＊歩みつつあるかの大仙人を見よ。

一七七　世に名高く、微妙な意義を見、智慧をさずけ、欲望の起る根源に執著せず、一切を知り、よく聡明であり、気け　高だかい路を＊歩みつつあるかの大仙人を見よ。

一七八　今日われらは美しい〔太陽〕を見、美しく晴れた朝に[image: 逢]い＊、気もちよく起き上がった。激流をのり超え、煩悩の汚けがれのなくなった＊〈覚さとった人〉にわれらは見まみえたからである。

一七九　これらの千の神霊どもは、神じん通づう力りきあり、誉ほまれたかきものどもであるが、かれらはすべてあなたに帰き　依え　します。あなたはわれらの無上の師であります。

一八〇　われらは、村から村へ、山から山へ、めぐり歩もう、[image: ──]覚った人をも、真理のすぐれた所以ゆ え んをも礼拝しつつ＊。」

一〇、アーラヴァカという神霊＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]あるとき尊き師（ブッダ）はアーラヴィー＊国のアーラヴァカという神霊（夜や　叉しゃ）の住居に住みたもうた。そのときアーラヴァカ神霊は師のいるところに近づいて、師にいった、「道の人よ、出てこい」と。「よろしい、友よ」といって師は出てきた。（また神霊はいった）、「道の人よ、入れ」と。「よろしい、友よ」といって、師は入った。ふたたびアーラヴァカ神霊は師にいった、「道の人よ、出てこい」と。「よろしい、友よ」といって師は出て行った。（また神霊はいった）、「道の人よ、入れ」と。「よろしい、友よ」といって師は入った。三たびまたアーラヴァカ神霊は師にいった、「道の人よ、出てこい」と。「よろしい、友よ」といって師は出てきた。（また神霊はいった）、「道の人よ、入れ」と。「よろしい、友よ」といって師は入った。四たびまたアーラヴァカ神霊は師にいった、「道の人よ、出てこい」と。（師は答えた）、「では、わたしはもう出て行きません、汝なんじのなすべきことをなさい」と。

　（神霊がいった）、「道の人よ、わたしは汝に質問しよう。もしも汝がわたしに解答できないならば、汝の心を乱し、汝の心臓を裂き、汝の両足をとらえてガンジス河の向こうの岸に投げつけよう。」（師は答えた）、「友よ。神々・悪魔・梵ぼん天てんを含む世界において、道の人・バラモン・神々・人間を含む生けるものどものうちで、わが心を乱し、わが心臓を裂き、わが両足をとらえてガンジス河の向こうの岸に投げつけ得るような人を、実にわたしは見出さない。友よ。汝が聞きたいと欲することを、何でも聞け」と。そこでアーラヴァカ神霊は、師に次の詩をもって呼びかけた＊　。[image: ──]

　

一八一＊　「この世で人間の最上の富は何であるか？　いかなる善行が安楽をもたらすのか？　実に味の中での美味は何であるか？　どのように生きるのが最上の生活であるというのか？」

一八二　「この世では信仰＊が人間の最上の富である。徳行に篤あついこと＊は安楽をもたらす。実に真実＊が味の中での美味である。智慧によって生きる＊のが最高の生活であるという。」

一八三　「ひとはいかにして激流を渡るのであるか？　いかにして海を渡るのであるか？　いかにして苦しみを超こ　えるのであるか？　いかにして全く清きよらかとなるのであるか？」

一八四＊　「ひとは信仰によって激流を渡り、精励によって海を渡る。勤勉によって苦しみを超え、智慧によって全く清らかとなる。」

一八五　「ひとはいかにして智慧を得るのであるか？　いかにして財を獲え　るのであるか？　いかにして名声を得るのであるか？　いかにして交友を結ぶのであるか？　どうすれば、この世からかの世に赴おもむいたときに憂うれいがないのであろうか？」

一八六　〔師いわく、[image: ──]〕「諸々の尊敬さるべき人が安らぎ＊を得る理法を信じ、精励し、聡明であって、教えを聞こうと熱望する＊ならば、ついに智慧を得る。

一八七　適てき宜ぎ　に事をなし＊、忍にん耐たいづよく努力する者は財を得る＊。

　誠実をつくして名声を得、

　何ものかを与えて交友を結ぶ＊。

一八八　信仰あり在家の生活を営いとなむ人に＊、誠実、真理＊、堅けん固ご　、施せ　与よ　というこれらの四種の徳があれば、かれは来世に至って憂えることがない。

一八九＊　もしもこの世に誠実、自制、施与、耐た　え忍びよりもさらに勝すぐれたものがあるならば、さあ、それら他のものをも広く〈道の人〉、バラモンどもに問え。」

一九〇　〔神霊いわく、[image: ──]〕「いまやわたくしは、どうして道の人、バラモンどもに広く問う要がありましょうか。わたくしは今日〈来世のためになること〉を覚り得たのですから。

一九一　ああ、目ざめた方かたがアーラヴィーに住むためにおいでになったのは、実はわたくしのためをはかってのことだったのです。わたくしは今日、何に施与すれば大いなる果報が得られるかということを知りました。

一九二　わたくしは、村から村へ＊、町から町へめぐり歩こう、[image: ──]覚った人を、また真理のすぐれた所以ゆ え んを、礼拝しつつ。」

一一、勝利＊

一九三＊　或いは歩み、或いは立ち、或いは坐り、或いは臥ふ　し、身を屈かがめ、或いは伸の　ばす、[image: ──]これは身体の動どう作さ　である。

一九四　身体は、骨と筋すじとによってつながれ、深皮と肉とで塗ぬ　られ、表皮に覆おおわれていて、ありのままに見られることがない。

一九五　身体は腸に充み　ち、胃に充ち、肝かん臓ぞうの塊かたまり・膀ぼう胱こう・心臓・肺臓・腎じん臓ぞう・脾ひ　臓ぞうあり、

一九六＊　鼻汁・粘ねん液えき・汗・脂し　肪ぼう・血・関節液・胆たん汁じゅう・膏あぶらがある。

一九七　またその九つの孔あな＊からは、つねに不ふ　浄じょう物ぶつが流れ出る。眼からは目やに、耳からは耳みみ垢あか、

一九八　鼻からは鼻汁、口からは或るときは胆汁を吐は　き、或るときは痰たんを吐く。全身からは汗と垢とを排はい泄せつする。

一九九　またその頭（頭蓋骨）は空くう洞どう＊であり、脳のう髄ずいにみちている。しかるに愚おろか者ものは無む　明みょうに誘われて、身体を清らかなものだと思いなす。

二〇〇　また身体が死んで臥ふ　すときには、膨ふくれて、青黒くなり、墓場に棄てられ＊て、親族もこれを顧かえりみない。

二〇一　犬や野狐や狼おおかみや虫類がこれをくらい、烏や鷲わしやその他の生きものがこれを[image: 啄]ついばむ。

二〇二　この世において智慧ある修行者は、覚さとった人（ブッダ）のことばを聞いて、このことを完全に了りょう解かいする＊。何となればかれは、あるがままに見るからである。

二〇三＊　〈かの死んだ身も、この生きた身のごとくであった。この生きた身も、かの死んだ身のごとくになるであろう〉と、内面的にも外面的にも身体に対する欲を離れるべきである。

二〇四　この世において愛欲を離れ、智慧ある修行者は、不死・平安＊・不滅なるニルヴァーナの境地に達した。

二〇五　人間のこの身体は、不浄で、悪臭を放ち、（花や香を以て）まもられている＊。種々の汚お　物ぶつが充満し、ここかしこから流れ出ている。

二〇六　このような身体をもちながら、自分を偉いものだと思い、また他人を軽[image: 蔑]するならば、かれは〈見る視力が無い〉という以外の何だろう。

一二、聖者

二〇七　親しみ慣れること＊から恐れが生じ、家の生活から汚れた塵ちりが生ずる。親しみ慣れることもなく家の生活もないならば、これが実に聖者＊のさとり＊である。

二〇八　すでに生じた（煩ぼん悩のうの芽を）断ち切って、新たに植えることなく、現に生ずる（煩悩）を長ぜしめることがないならば＊、この独り歩む人を〈聖者〉と名づける。かの大仙人は平安の境地を見た＊のである。

二〇九　平安の境地＊、（煩悩の起る）基礎を考究して、そのたねを弁わきまえ知って、それを愛あい執しゅうする心を長ぜしめないならば、かれは、実に生を滅ぼしつくした終極＊を見る聖者であり、妄もう想そう＊をすてて（迷える者の）部類に赴おもむかない＊。

二一〇　あらゆる執しゅう著じゃくの場所＊を知りおわって、そのいずれをも欲することなく、貪むさぼりを離れ、欲のない聖者は、作さく為い　によって求めることがない＊。かれは彼ひ　岸がんに達しているからである。

二一一　あらゆるものにうち勝ち、あらゆるものを知り、いとも聡明で、あらゆる事物に汚されることなく、あらゆるものを捨て、妄執が滅びて解げ　脱だつした人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一二　智慧の力あり、戒いましめと誓いをよく守り、心がよく統一し、瞑想（禅ぜん定じょう）を楽しみ、落ち着いて気をつけていて、執著から脱して、荒れたところなく、煩悩の汚れのない人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一三　独り歩み、怠おこたることのない聖者、非難と賞讃とに心を動かさず、音声に驚かない獅し　子し　＊のように、網あみにとらえられない風のように、水に汚されない[image: 蓮]のように、他人に導かれることなく、他人を導く人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一四　他人がことばを極きわめてほめたりそしったりしても、水浴場における柱＊のように泰たい然ぜんとそびえ立ち、欲情を離れ、諸々の感官をよく静めている人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一五　梭ひ　のように真まっ直す　ぐにみずから安立し＊、諸々の悪い行為を嫌い、正と不正とを＊つまびらかに考察している人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一六＊　自己を制して悪をなさず、若いときでも、中年でも、聖者は自己を制している。かれは他人に悩まされることなく、また何びとをも悩まさない。諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一七　他人から与えられたもので生活し、〔容器の〕上の部分からの食物＊、中ほどからの食物＊、残りの食物＊を得ても、（食を与えてくれた人を）ほめることもなく、またおとしめて罵ののしる＊こともないならば、諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二一八　婬欲の交わりを断ち、いかなるうら若き女人にも心をとどめず、驕おごりまたは怠りを離れ、束縛から解脱している聖者[image: ──]かれを諸々の賢者は（真の）〈聖者〉であると知る。

二一九　世間をよく理解して、最高の真理を見、激流を超え海をわたったこのような人、束縛を破って、依存することなく、煩悩の汚れのない人、[image: ──]諸々の賢者は、かれを〈聖者〉であると知る。

二二〇　両者＊は住所も生活も隔へだたっていて＊、等しくない。在家者は妻を養うが、善く誓せい戒かいを守る者（出家者）は何ものをもわがものとみなす執著がない＊。在家者は、他のものの生命を害そこなって、節制することがないが、聖者は自制していて、常に生命ある者を守る。

二二一　譬えば青あお頸くびの＊孔く　雀じゃくが、空を飛ぶときには、どうしても白鳥の速さに及ばないように、在家者は、世に遠ざかって林の中で瞑想する聖者・修行者に及ばない。

　

〈蛇の章〉第一おわる

　

まとめの句

　蛇とダニヤと〔犀の〕角と耕す人と、チュンダと破滅と賤しい人と、慈しみを修めることと雪山に住む者とアーラヴァカと、勝利とまた聖者と、[image: ──]

　これらの十二の経が「蛇の章」と言われる。


第二　小なる章

一、宝＊

二二二　ここに集まった諸々の生きものは＊、地上のものでも、空中のものでも、すべて歓喜せよ。そうしてこころを留とどめて＊わが説くところを聞け。

二二三　それ故に、すべての生きものよ、耳を傾けよ。昼夜に供そなえ物ものをささげる人類に、慈いつくしみを垂た　れよ。それ故に、なおざりにせずに、かれらを守れ。

二二四＊　この世また来世におけるいかなる富であろうとも、天界における勝すぐれた宝であろうとも、われらの全き人（如にょ来らい）に等しいものは存在しない。この勝れた宝は、目ざめた人（仏）のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二二五　心を統一したサキヤムニ＊は、（煩ぼん悩のうの）消滅・離欲・不死・勝れたものに到達された、[image: ──]その理法と等しいものは何も存在しない。このすぐれた宝は理法＊のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二二六　最も勝れた仏が讃嘆したもうた清らかな心の安定＊を、ひとびとは「〔さとりに向って〕間ま　をおかぬ心の安定＊」と呼ぶ。この〈心の安定〉と等しいものはほかに存在しない。このすぐれた宝は理法の（教え）のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二二七　善人のほめたたえる八はっ輩ぱいの人＊はこれらの四し　双そうの人である。かれらは幸せな人＊（ブッダ）の弟子であり、施せ　与よ　を受けるべきである。かれらに施ほどこしたならば、大いなる果か　報ほうをもたらす。この勝れた宝は〈つどい〉のうちにある。この真理によって幸せであれ。

二二八　ゴータマ（ブッダ）の教えにもとづいて、堅けん固ご　な心をもってよく努力し、欲望がなく、不死＊に没入して、達すべき境地に達し＊、代だい償しょうなくして＊得て、平安の楽しみ＊を享う　けている。この勝れた宝は〈つどい〉のうちにある。この真理によって幸せであれ。

二二九　城門の外に立つ柱＊が地の中に打ち込まれていると、四方からの風にも揺ゆるがないように、諸々の聖なる真理＊を観察して見る立派な人＊は、これに譬たとえられるべきである、とわれは言う。この勝れた宝は〈つどい〉のうちにある。この真理によって幸せであれ。

二三〇　深い智慧ある人（ブッダ）がみごとに説きたもうた諸々の聖なる真理をはっきりと知る人々は、たとい大いになおざりに陥おちいることがあっても、第八の生存＊を受けることはない。この勝れた宝は〈つどい〉のうちにある。この真理によって幸せであれ。

二三一　〔[image: 〓]〕自身を実在とみなす見解と〔[image: 〓]〕疑いと〔[image: 〓]〕外面的な戒律・誓いという三つのことがら＊が少しでも存在するならば、かれが知見を成じょう就じゅするとともに、それらは捨てられてしまう。かれは四つの悪い場所＊から離れ、また六つの重罪＊をつくるものとはなり得ない。このすぐれた宝が〈つどい〉のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二三二　またかれが身体によって、ことばによって、またはこころの中で、たとい[image: 僅]かなりとも悪い行為をなすならば、かれはそれを隠すことができない。隠すことができないということを、究きゅう極きょくの境地を見た人＊は説きたもうた。このすぐれた宝が〈つどい〉のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二三三　夏の月＊の初めの暑さに林の茂みでは枝が花を咲かせたように、それに譬うべき、安らぎに赴おもむく＊妙たえなる教え＊を（目ざめた人、ブッダが）説きたもうた、[image: ──]ためになる最高のことがらのために。このすぐれた宝が目ざめた人（ブッダ）のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二三四　勝すぐれたものを知り、勝れたものを与え、勝れたものをもたらす勝れた無上の人が、妙なる教えを説きたもうた。このすぐれた宝が〈目ざめた人〉（ブッダ）のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二三五　古い（業ごう）はすでに尽き、新しい（業）はもはや生じない。その心は未来の生存に＊執著することなく、種子をほろぼし、それが生長することを欲しないそれらの賢者は、灯火のように滅びる。このすぐれた宝が〈つどい〉のうちに存する。この真理によって幸せであれ。

二三六　われら、ここに集まった諸々の生きものは、地上のものでも、空中のものでも、神々と人間とのつかえるこのように完成した〈目ざめた人〉（ブッダ）を礼拝しよう。幸せであれ。

二三七＊　われら、ここに集まった諸々の生きものは、地上のものでも、空中のものでも、神々と人間とのつかえるこのように完成した〈教え〉を礼拝しよう。幸せであれ。

二三八　われら、ここに集まった諸々の生きものは、地上のものでも、空中のものでも、神々と人間とのつかえるこのように完成した〈つどい〉を礼拝しよう。幸せであれ。

二、なまぐさ＊

二三九　「稷きび・ディングラカ＊・チーナカ＊豆・野菜＊・球根・蔓つるの実を善よ　き人々から正しいしかたで得て食べながら、欲を貪むさぼらず、偽いつわりを語らない。

二四〇　よく炊かしがれ、よく調理されて、他人から与えられた純粋で美味な米飯の食物を舌した鼓つづみうって食べる人は、なまぐさを食うのである。カッサパ＊よ。

二四一　梵ぼん天てん＊の親族＊（バラモン）であるあなたは、おいしく料理された鳥肉とともに米飯を味わって食べながら、しかも〈わたしはなまぐさものを許さない〉と称している。カッサパよ、わたくしはあなたにこの意味を尋たずねます。あなたの言う〈なまぐさ〉とはどんなものなのですか。」

二四二　「生いき物ものを殺すこと、打ち、切断し、縛しばること、盗むこと、噓をつくこと、詐さ　欺ぎ　、だますこと、邪曲を学習すること＊、他人の妻に親近すること、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四三　この世において欲望を制することなく、美味を貪り、不浄の（邪悪な）生活をまじえ＊、虚無論をいだき、不正の行いをなし、頑がん迷めいな人々、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四四　粗暴・残ざん酷こくであって、陰かげ口ぐちを言い、友を裏切り、無慈悲で、極めて傲ごう慢まんであり、ものおしみする性たちで、なんぴとにも与えない人々、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四五　怒り、驕おごり、強ごう情じょう、反抗心、偽いつわり、嫉しっ妬と　、ほら吹くこと、極端の高慢、不良の徒と交まじわること、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四六　この世で、性質が悪く、借金を踏み倒し、密告をし、法廷で偽ぎ　証しょうし＊、正義を装よそおい、邪悪を犯おかす最も劣等な人々、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四七　この世でほしいままに生きものを殺し、他人のものを奪って、かえってかれらを害しようと努め、たちが悪く、残酷で＊、粗暴で無礼な人々、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四八　これら（生けるものども）に対して貪り求め、敵対して殺し、常に（害を）なすことにつとめる人々は、死んでからは暗黒に入り、頭を逆さかさまにして地獄に落ちる、[image: ──]これがなまぐさである。肉食することが〈なまぐさい〉のではない。

二四九　魚肉・獣肉（を食わないこと）も、断だん食じきも、裸体も、剃てい髪はつも、結髪も、塵ちり垢あかにまみれることも、粗あらい鹿の皮（を着ること）も、火神への献けん供く　につとめることも、あるいはまた世の中でなされるような、不死を得るための苦く　行ぎょうも、（ヴェーダの）呪じゅ文もんも、供く　犠ぎ　も、祭さい祀し　＊も、季節の荒あら行ぎょう＊も、それらは、疑念を超こ　えていなければ、その人を清めることができない＊。

二五〇　通路（六つの機官）を＊まもり、機官にうち勝って行動せよ。理法のうちに安立し、まっすぐで柔和なこと＊を楽しみ、執しゅう著じゃくを去り、あらゆる苦しみを捨てた賢者は、見聞したことに汚けがされない＊。」

二五一　以上のことがらを尊き師＊（ブッダ）はくりかえし説きたもうた。ヴェーダの呪文に通じた人＊（バラモン）はそれを知った。なまぐさを離れて、何ものにもこだわることのない、跡を追いがたい聖者（ブッダ）は、種々の詩句を以てそれを説きたもうた。

二五二　目ざめた人（ブッダ）のみごとに説きたもうた[image: ──]なまぐさを離れ一切の苦しみを除き去る[image: ──]ことばを聞いて、（そのバラモンは）、謙けん虚きょなこころで、全き人＊（ブッダ）を礼拝し、即座に出家することをねがった。

三、恥はじ＊

二五三＊　恥じることを忘れ、また嫌って、「われは（汝の）友である」と言いながら、しかも為な　し得る仕事を引き受けない人、[image: ──]かれを「この人は（わが）友に非あらず」と知るべきである。

二五四　諸々の友人に対して、実行がともなわないのに、ことばだけ気に入ることを言う人は、「言うだけで実行しない人」であると、賢者たちは知りぬいている。

二五五　つねに注意して友ゆう誼ぎ　の破れることを懸け　念ねんして（甘うまいことを言い）、ただ友の欠点のみ見る人は、友ではない。子が母の胸にたよるように、その人にたよっても、他人のためにその間を裂かれることのない人こそ、友である。

二五六　成果を望む人は、人間に相応した重荷を背負い、喜びを生ずる境地と賞讃を博する楽しみを修める。

二五七　遠ざかり離れる味と＊平安となる味とを味わって、法の喜び＊の味を味わっている人は、苦悩を離れ＊、悪を離れている。

四、こよなき幸せ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]あるとき尊き師（ブッダ）はサーヴァッティー市のジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者〉の園におられた。そのとき一人の容色麗しい神が、夜半を過ぎたころジェータ林を隈くまなく照らして、師のもとに近づいた。そうして師に礼して傍らに立った。そうしてその神は、師に詩を以て呼びかけた。

　

二五八　「多くの神々と人間とは、幸福を望み、幸せ＊を思っています。最上の幸福を説いてください。」

二五九　諸々の愚ぐ　者しゃに親しまないで、諸々の賢けん者じゃに親しみ＊、尊敬すべき人々を尊敬すること、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六〇　適当な場所に住み＊、あらかじめ功く　徳どくを積んでいて、みずからは正しい誓せい願がんを起していること＊、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六一　深い学識あり、技術を身につけ、身をつつしむことをよく学び、ことばがみごとであること＊[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六二　父母につかえること、妻子を愛し護まもること＊、仕事に秩序あり混乱せぬこと＊、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六三　施せ　与よ　＊と、理法にかなった行いと、親族を愛し護ることと、非難を受けない行為、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六四　悪をやめ＊、悪を離れ＊、飲酒をつつしみ＊、徳行をゆるがせにしないこと、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六五　尊敬と謙けん[image: 遜]そんと満足＊と感謝＊と（適当な）時に教えを聞くこと、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六六　耐え忍ぶこと＊、ことばのやさしいこと＊、諸々もろもろの〈道の人〉に会う＊こと、適当な時に理法についての教えを聞く＊こと、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六七　修養＊と、清らかな行いと、聖なる真理を＊見ること、安らぎ（ニルヴァーナ）を体得すること＊、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六八　世俗のことがら＊に触ふ　れても、その人の心が動揺せず、憂うれいなく、汚けがれを離れ、安あん穏のんであること＊、[image: ──]これがこよなき幸せである。

二六九　これらのことを行うならば、いかなることに関しても敗やぶれることがない。あらゆることについて幸福＊に達する。[image: ──]これがかれらにとってこよなき幸せである。

五、スーチローマ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）はガヤー＊（村）のタンキタ石床＊におけるスーチローマという神霊（夜や　叉しゃ）の住居す ま いにおられた。そのときカラという神霊とスーチローマという神霊とが、師のいます近くを通りすぎた。そのときカラという神霊はスーチローマという神霊に言った、「かれは〈道の人〉である」と。（スーチローマという神霊は言った）、「かれが真の〈道の人〉であるか、或いは似而非　え　　せ　の〈道の人＊〉であるかを、わたしが知らないうちは、かれは真の〈道の人〉ではなくて、似而非の〈道の人〉である。」

　そこでスーチローマという神霊は、師のもとに至り、そうして身を師に近づけた。ところが師は身を退しりぞけた。そこでスーチローマという神霊は師にいった、「〈道の人〉よ。汝なんじはわたしを恐れるのか。」（師いわく）、「友よ。わたしは汝を恐れているのではない。しかし汝に触ふ　れることは悪いのだ。」（スーチローマという神霊はいった）、「〈道の人〉よ。わたしは汝に質問しよう。もしも汝がわたしに解答しないならば、汝の心を乱し、汝の心臓を裂さ　き、汝の両足をとらえてガンジス河の向こう岸に投げつけよう。」

　（師は答えた）、「友よ。神々・悪魔・梵ぼん天てんを含む世界において、道の人・バラモン・神々・人間を含む生けるものどものうちで、わが心を乱し、わが心臓を裂き、わが両足をとらえてガンジス河の向こう岸に投げつけ得るような人を、実にわたしは見ない。友よ。汝が聞きたいと欲することを、何でも聞け。」

　そこでスーチローマという神霊は、次の詩を以て、師に呼びかけた。[image: ──]

　

二七〇　貪とん欲よくと嫌けん悪お　とはいかなる原因から生ずるのであるか。好きと嫌いと身の毛のよだつこと（戦せん慄りつ）とはどこから生ずるのであるか。諸々の妄もう想そうはどこから起って、心を投げうつのであるか？[image: ──]あたかもこどもらが烏＊を投げすてるように。

二七一　貪欲と嫌悪とは自身から生ずる＊。好きと嫌いと身の毛のよだつこととは、自身から生ずる。諸々の妄想は、自身から生じて心を投げうつ、[image: ──]あたかもこどもらが烏を投げすてるように＊。

二七二　それらは愛執＊から起り、自身から現われる。あたかも榕樹バニヤンの新しい若木が枝から生ずるようなものである。それらが、ひろく諸々の欲望に執著していることは、譬えば、蔓つる草くさが林の中にはびこっているようなものである。

二七三　神霊よ、聞け。それらの煩ぼん悩のうがいかなる原因にもとづいて起るかを知る人々は、煩悩を除きさる。かれらは、渡りがたく、未いまだかつて渡った人のいないこの激流を渡り、もはや再び生存を受けることがない。

六、理法にかなった行い＊

二七四　理法にかなった行い＊、清らかな行い＊、これが最上の宝であると言う。たとい在ざい家け　から出て家なきに入り、出しゅっ家け　の身となったとしても、

二七五　もしもかれが荒々しいことばを語り＊、他人を苦しめ悩なやますことを好み、獣けもの（のごとく）であるならば、その人の生活はさらに悪いものとなり、自分の塵ちり汚けがれを増ま　す＊。

二七六　争論を楽しみ、迷めい妄もうの性質に[image: 蔽]おおわれている修行僧は、目ざめた人（ブッダ）の説きたもうた理法を、説明されても理解しない。

二七七　かれは無明に誘いざなわれて、修養をつんだ他の人を苦しめ悩まし、煩悩が地獄に赴おもむく道であることを知らない。

二七八　実にこのような修行僧は、苦難の場所に陥おちいり、母ぼ　胎たいから他の母胎へと生まれかわり、暗黒から暗黒へと赴く。死後には苦しみを受ける。

二七九　あたかも糞ふん坑こうが年をへると糞に充満したようなものであろう。不潔な人は、実に清めることがむずかしい。

二八〇　修行僧らよ。このような出家修行僧を、実は、〈家にたよっている人、邪よこしまな欲望あり、邪まな思いあり、邪まな行いをなし、悪いところ＊にいる人〉であると知れ。

二八一　汝らはすべて一致協力して、かれを斥しりぞけよ。[image: 籾]もみ殻がらを吹き払え。[image: 屑]くずを取り除のぞけ＊。

二八二　次いで、実は〈道の人〉ではないのに〈道の人〉であると思いなしている[image: 籾]殻どもを除き去れ。[image: ──]悪を欲し、悪い行いをなし、悪いところにいるかれらを吹き払って。

二八三　みずからは清き者となり、互いに思いやりをもって、清らかな人々と共に住むようにせよ。そこで、聡明な者どもが、ともに仲よくして、苦悩を終滅せしめるであろう。

七、バラモンにふさわしいこと＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]あるとき尊き師（ブッダ）はサーヴァッティー市のジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者〉の園におられた。そのときコーサラ国に住む、多くの、大富豪であるバラモンたち＊[image: ──]かれらは老いて、年長た　け、老いぼれて、年を重ね、老齢に達していたが[image: ──]は師のおられるところに近づいた。そうして師と会え　釈しゃくした。喜ばしい思い出に関する挨あい拶さつのことばを交かわしたのち、かれらは傍らに坐した。

　そこで大富豪であるバラモンたちは師に言った、「ゴータマ（ブッダ）さま。そもそも今のバラモンは昔のバラモンたちの守っていた＊バラモンの定さだめにしたがっているでしょうか？」〔師は答えた〕、「バラモンたちよ。今のバラモンたちは昔のバラモンたちの守ったバラモンの法に従ってはいない。」「では、ゴータマさまは、昔のバラモンたちの守ったバラモンの法をわれらに話してください。[image: ──]もしもゴータマさまにお差さし支つかえがなければ。」「では、バラモンたちよ、お聞きなさい、よく注意なさい。わたしは話してあげましょう。」「どうぞ」と、大富豪であるバラモンたちは、師に答えた。

　師は次のことを告げた。[image: ──]

　

二八四　昔の仙人たちは自己をつつしむ苦く　行ぎょう者しゃであった。かれらは五種の欲望の対象＊をすてて、自己の（真実の）理想を行なった。

二八五　バラモンたちには家畜もなかったし、黄おう金ごんもなかったし、穀物もなかった。しかしかれらはヴェーダ読どく誦じゅを財宝ともなし、穀物ともなし、ブラフマン＊を倉として守っていた。

二八六　かれらのために調理せられ家の戸口に置かれた食物、すなわち信仰心をこめて調理せられた食物、を求める（バラモンたち）に与えようと、かれら（信徒）は考えていた。

二八七　豊かに栄えていた地方や国々の人々は、種々に美しく染めた衣服や臥ふし床ど　や住居をささげて、バラモンたちに敬礼した。

二八八　バラモンたちは法によって守られていたので、かれらを殺してはならず、うち勝ってもならなかった。かれらが家々の戸口に立つのを、なんぴとも決して妨さまたげなかった。

二八九　かれら昔のバラモンたちは四十八年間、童貞の清浄行を行なった。知と行とを求めていたのであった。

二九〇＊　バラモンたちは他の（カーストの）女を娶めとらなかった。かれらはまたその妻を買うこともなかった。ただ相愛して同どう棲せいし、相あい和わ　合ごうして楽しんでいたのであった。

二九一 （同棲して楽しんだのではあるけれども）、バラモンたちは、（妻に近づき得る）時を除いて、月経のために遠ざかったときは、その間は決して婬欲の交わりを行わなかった。

二九二　かれらは、不ふ　婬いんの行ぎょう＊と戒かい律りつ＊と正しょう直じき＊と温順と苦行と柔にゅう和わ　と不傷害と耐え忍びとをほめたたえた。

二九三　かれらのうちで勇猛堅固であった最上のバラモンは、実に婬欲の交わりを夢に見ることさえもなかった。

二九四　この世における聡明な性たちの或る人々は、かれの行いにならいつつ、不婬と戒律と耐え忍びとをほめたたえた。

二九五　米と臥が　具ぐ　と衣服とバターと油とを乞い、法に従って集め、それによって祭さい祀し　をととのえ行なった。かれらは、祭祀を行うときにも、決して牛を殺さなかった。

二九六　母や父や兄弟や、また他の親族のように、牛はわれらの最上の友である。牛からは薬＊が生ずる。

二九七　それら（牛から生じた薬）は食料となり、気力を与え、皮膚に光沢つ　やを与え、また楽しませてくれる。（牛に）このような利益のあることを知って、かれらは決して牛を殺さなかった。

二九八　バラモンたちは、手足が優美で、身体が大きく、容色端たん麗れいで、名声あり、自分のつとめに従って、為な　すべきことを為し、為してはならぬことは為さないということに熱心に努力した。かれらが世の中にいた間は、この世の人々は栄えて幸福であった。

二九九　しかるにかれらに誤った見解が起った。次第に王者の栄えい華が　と化け　粧しょう盛装した女人を見るにしたがって、

三〇〇　また駿しゅん馬め　に牽ひ　かせた立派な車、美しく彩いろどられた縫ぬい物もの、種々に区く　画かくされ部分ごとにほど良よ　くつくられた邸宅や住居を見て、

三〇一　バラモンたちは、牛の群が栄え、美女の群を擁ようするすばらしい人間の享楽を得たいと熱望した。

三〇二　そこでかれらはヴェーダの呪文＊を編へん纂さんして、かの甘かん蔗しょ王おう＊のもとに赴おもむいていった、「あなたは財宝も穀物も豊ゆたかである。祭さい祀し　を行いなさい。あなたの富は多い。祭祀を行いなさい。あなたの財産は多い。」

三〇三　そこで戦車兵の主である王は、バラモンたちに勧すすめられて、[image: ──]馬の祀まつり、人間の祀り、擲なげ棒ぼうの祀り＊、ヴァージャペッヤの祀り＊、誰にでも供養する祀り＊、[image: ──]これらの祀りを行なって、バラモンたちに財を与えた。

三〇四　牛、臥具、衣服、盛装化粧した女人、またよく造られ駿馬に牽かせる車、美しく彩られた縫物[image: ──]、

三〇五　部分ごとによく区画されている美事な邸宅に種々の穀物をみたして、（これらの）財をバラモンたちに与えた。

三〇六　そこでかれらは財を得たのであるが、さらにそれを蓄積することを願った。かれらは欲に[image: 溺]おぼれて、さらに欲念が増長した。そこでかれらはヴェーダの呪文を編纂して、再び甘蔗王に近づいた。

三〇七　「水と地と黄金と財と穀物とが生命あるひとびとの用具であるように、牛は人々の用具である。祭さい祀し　を行いなさい。あなたの富は多い。祭祀を行いなさい。あなたの財産は多い。」

三〇八　そこで戦車兵の主である王は、バラモンたちに勧すすめられて、幾百千の多くの牛を犠牲のために[image: 屠]ほふらせた。

三〇九　牛は、脚あしを以ても、角つのを以ても、何によっても決して（他のものを）害そこなうことがなくて、羊に等しく柔和で、瓶かめをみたすほど乳を搾しぼらせてくれる。しかるに王は、角をとらえて、刃やいばを以てこれを[image: 屠]らせた。

三一〇　刃が牛に落ちるや、そのとき神々と祖霊と帝たい釈しゃく天てんと阿あ　修しゅ羅ら　と羅ら　刹せつたちは、「不法なことだ！」と叫んだ。

三一一　昔は、欲と飢う　えと老お　いという三つの病いがあっただけであった。ところが諸々の家畜を祀りのために殺したので、九十八種の病いが起った。

三一二　このように（殺害の）武器を＊不法に下すということは、昔から行われて、今に伝わったという。何ら害のない（牛が）殺される。祭祀を行う人は理法に背そむいているのである。

三一三　このように昔からのこのつまらぬ習俗は、識者の非難するものである。人はこのようなことを見るごとに、祭祀実行者を非難する。

三一四　このように法が廃すたれたときに、隷れい民みん（シュードラ）と庶しょ民みん（ヴァイシヤ＊）との両者が分裂し、また諸々の王族がひろく分裂して仲たがいし、妻はその夫＊を[image: 蔑]さげすむようになった。

三一五　王族も、梵ぼん天てんの親族（バラモン）も、並びに種姓（の制度）によって守られている他の人々も、生れを誇る論議を捨てて＊、欲望に支配されるに至った、と。

　

　このように説かれたときに＊、大富豪であるバラモンたちは、師にいった、「すばらしいことです！　ゴータマ（ブッダ）さま。すばらしいことです！　ゴータマさま。あたかも倒れた者を起すように、覆おおわれているものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るであろう』といって暗くら闇やみの中で灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで理法を明らかにされた。ここで、われらはゴータマさまに帰き　依え　したてまつる。また真理と修行僧のつどいに帰依したてまつる。ゴータマさまは、われらを在俗信者として、受け入れてください。今日から命の続く限り帰依いたします。」

八、船＊

三一六　ひとがもしも他人から習って理法を知るならば、その人を敬うことは、あたかも神々がインドラ神（帝釈天）を敬うがごとくになすべきである。学識の深いその（師）は、尊敬されれば、その人に対して心からよろこんで、真理を顕けん示じ　する。

三一七　思慮ある人は、そのことを理解し傾聴して、理法にしたがった教えを順次に実践し、このような人に親しんで怠ることがないならば、識者・弁わきまえ知る者・聡明なる者となる。

三一八　未だことがらを理解せず、嫉しっ妬と　心しんのある＊、くだらぬ人・愚者に親しみつかえるならば、ここで真理（理法）を弁え知ることなく、疑いを超こ　えないで、死に至る。

三一九　あたかも人が水かさが多く流れの疾はやい河に入ったならば、かれは流れにはこばれ、流れに沿そ　って過ぎ去るようなものである。かれはどうして他人を渡すことができるであろうか。

三二〇　それと同じく、真理（理法）を弁え知らず、学識の深い人にことがらの意義を聞かないならば、みずから知らず、疑いを超えていない人が、どうして他人の心を動かす＊ことができるであろうか。

三二一　堅けん牢ろうな船に乗って、橈かいと舵かじとを具そなえているならば、操縦法を知った巧みな経験者は、他の多くの人々をそれに乗せて渡すように、

三二二　それと同じく、ヴェーダ（真理の知識）に通じ＊、自己を修養し、多く学び、動揺しない＊（師）は、実に（みずから）知っているので、傾聴し侍じ　坐ざ　＊しようという気持を起した他の人々の心を動かす＊。

三二三　それ故に、実に聡明にして学識の深い立派な人に親しめ。ものごとを知って実践しつつ、真理＊を理解した人は、安楽を得るであろう。

九、いかなる戒いましめを＊

三二四　いかなる戒めをまもり＊、いかなる行いをなし、いかなる行為を増大せしめるならば、人は正しく安立し、また最上の目的＊を達し得るのであろうか。

三二五　長上＊を敬い、嫉ねたむな。諸々の師に見まみえるのに適当な時を知り、法に関する話を聞くのに＊正しい時機を知れ。みごとに説かれたことを謹つつしんで聞け。

三二六　強ごう情じょうをなくし謙けん虚きょな態度で、時に応じて師のもとに行け。ものごと＊と真理＊と自制と清らかな行いとを心に憶おもい、かつ実行せよ。

三二七　真理を楽しみ、真理を喜び＊、真理に安住し、真理の定さだめを知り、真理をそこなうことばを口にするな。みごとに説かれた真実にもとづいて暮せ。

三二八　笑い、だじゃれ、悲ひ　泣きゅう、嫌けん悪お　、いつわり、詐さ　欺ぎ　、貪とん欲よく、高慢＊、激げき[image: 昂]こう＊、粗暴なことば＊、汚お　濁だく、耽たん[image: 溺]できをすてて、驕おごりを除去し、しっかりとした態度で行え。

三二九　みごとに説かれたことばは、聞いてそれを理解すれば、精となる＊。聞きかつ知ったことは、精神の安定を修すると、精になる。人が性急であってふらついているならば、かれには智慧も学識も増大することがない。

三三〇　聖者の説きたもうた真理を喜んでいる人々は、ことばでも、こころでも、行いでも、最上である。かれらは平安と柔和と瞑めい想そうとのうちに安立し、学識と智慧との真髄＊に達したのである。

一〇、精励

三三一　起た　てよ、坐すわれ＊。眠って汝らになんの益があろう。矢に射られて苦しみ悩んでいる者どもは、どうして眠られようか。

三三二　起てよ、坐れ。平安＊を得るために、ひたすらに修行せよ。汝らが怠たい惰だ　でありその〔死王の〕力に服したことを死王＊が知って、汝らを迷わしめることなかれ。

三三三　＊神々も人間も、ものを欲しがり＊、執著にとらわれ＊ている。この執著＊を超こ　えよ。わずかの時＊をも空むなしく過すことなかれ。時を空しく過した人は地獄に墜お　ちて悲しむからである。

三三四　怠おこたりは塵ちり垢あかである。怠りに従って塵垢がつもる。つとめはげむことによって、また明知によって、自分にささった矢を抜け。


一一、ラーフラ＊

三三五　〔師（ブッダ）がいった〕、「ラーフラ＊よ。しばしばともに住むのに慣な　れて、お前は賢者を軽けい[image: 蔑]べつするのではないか？　諸もろ人びとのために炬たい火まつをかざす人を、汝は尊敬しているか？」

三三六 （ラーフラは答えた）、「しばしばともに住むのに慣れて賢者を軽[image: 蔑]するようなことを、わたくしは致しません。諸人のために炬火をかざす人＊を、わたくしは常に尊敬しています。」

　以上、序の詩

三三七　「愛すべく喜ばしい五欲＊の対象をすてて、信仰心によって家から出て、苦しみを終滅せしめる者であれ。

三三八　善よ　い友だちと交まじわれ＊。人里はなれ奥まった騒音の少いところに坐ざ　臥が　せよ。飲食に量を知る者であれ。

三三九　衣服＊と、施ほどこされた食物と、（病人のための）物品と坐臥の所、[image: ──]これらのものに対して欲を起してはならない。再び世にもどってくるな。

三四〇　戒かい律りつの規定を奉じて、五つの感官を制し＊、そなたの＊身体を観ぜよ＊（身体について心を専注せよ）。切せつに世を厭いとい嫌う者となれ。

三四一　愛欲があれば、（汚いものでも）清らかに見える。その（美麗な）外形を避けよ。（身は）不浄であると心に観じて、心をしずかに統一せよ。

三四二　無相のおもい＊を修せよ。心にひそむ傲ごう慢まん＊をすてよ。そうすれば汝は傲慢をほろぼして＊、心静まったものとして日を送るであろう。」

　

　実に尊き師（ブッダ）がこのようにラーフラさんにこれらの詩を以て繰くり返かえし教えられた。

一二、ヴァンギーサ＊

　わたくしがこのように聞いたところによると、[image: ──]あるとき尊き師（ブッダ）はアーラヴィーにおけるアッガーラヴァ霊樹のもとにおられた。そのとき、ヴァンギーサ＊さんの師でニグローダ・カッパ＊という名の長老が、アッガーラヴァ霊樹＊のもとで亡くなって＊から、間がなかった。そのときヴァンギーサさんは、ひとり閉じこもって沈思していたが、このような思念が心に起った、[image: ──]「わが師は実際に亡くなったのだろうか、あるいはまだ亡くなっていないのだろうか？」と。

　そこでヴァンギーサさんは、夕方に沈思から起き出て、師のいますところに赴おもむいた。そこで師に挨あい拶さつして、傍らに坐った。傍らに坐ったヴァンギーサさんは師にいった、「尊いお方さま。わたくしがひとり閉じこもって沈思していたとき、このような思念が心に起りました。[image: ──]〈わが師は実際に亡くなったのだろうか、或いはまだ亡くなっていないのだろうか？〉」と。

　そこでヴァンギーサさんは座から立ち上って、衣を左の肩にかけて＊右肩をあらわし、師に向って合がっ掌しょうし、師にこの詩を以て呼びかけた。

　

三四三　「現世において、もろもろの疑惑＊を断たれた無上の智慧ある師におたずね致します。[image: ──]世に知られ、名声あり、心が安らぎに帰した＊〔ひとりの〕修行者が、アッガーラヴァ〔霊樹のもと〕で亡くなりました。

三四四　先生！　あなたは、そのバラモンに『ニグローダ・カッパ』という名をつけられました。ひたすらに真理を見られた方かたよ＊。かれは、あなたを礼拝し、解げ　脱だつをもとめ、つとめ励はげんでおりました。

三四五　サッカ（釈[image: 迦]族の人、釈尊）よ、あまねく見る人よ。われらはみな、（あなたの）かの弟子のことを知ろうと望んでいます。われらの耳は、聞こうと待ちかまえています。あなたはわれらの師です。あなたは、この上ない方です。

三四六　われらの疑惑を断ってください。これをわたくしに説いてください。智慧ゆたかな方よ。かれらが全く亡くなったのかどうかを知って、われらの間で説いてください。[image: ──]千の眼ある帝たい釈しゃく天てんが神々の間で説くように。あまねく見る方よ。

三四七　この世で、およそ束そく縛ばくなるものは、迷めい妄もうの道であり、無智を朋とし、疑いによって存するが、全き人（如来）にあうと、それらはすべてなくなってしまう。この〔全き人〕は人間のための最上の眼であります。

三四八　風が密雲を払いのけるように、〔この人＊〕（ブッダ）が煩ぼん悩のうの汚れを払うのでなければ、全世界は覆おおわれて、暗黒となるでありましょう。光輝ある人々＊も輝かないでありましょう。

三四九　聡明な人々は世を照らします。聡明な方よ。わたくしは、あなたをそのような人だと思います。われらはあなたを〈如にょ実じつに見る人〉であると知って、みもとに近づきました。衆人集会の中で、われらのために（ニグローダ）カッパのことを明あきらかにしてください。

三五〇　すみやかに、いとも妙なる声を発してください。白鳥がその頸をもたげて徐おもむろに鳴くように、よくととのった円まどやかな声を徐ろに発してください。われらはすべて、すなおに聞きましょう。

三五一　生死を残りなく捨て、悪を払い除いた＊（ブッダ）に請こ　うて、真理を説いていただきましょう。諸々の凡ぼん夫ぷ　は、〔知ろうと欲し言おうと〕欲することをなしとげることができないが、諸々の全き人（如来）たちは、慎重に思慮してなされるからです。

三五二　この完全な確定的な説明が、正しい智者であるあなたによって、よく持たもたれているのです。わたくしは、さらにこの合がっ掌しょうをささげます＊。（みずからは）知りながら（語らないで、われらを）迷わしたもうな。智慧すぐれた方よ。

三五三　あれこれの＊尊い理法を知っておられるのですから、（みずからは）知りながら〔語らないで、われらを〕迷わしたりなさいますな。励はげむことにすぐれた方よ。夏に暑熱に苦しめられた人が水をもとめるように、わたくしは（あなたの）ことばを望むのです。聞く者に〔ことばの雨を〕降らしてください＊。

三五四　カッパ師＊が清らかな行いを行なって達成しようとした目的は、かれにとって空むなしかったのでしょうか？　かれは、消え滅びたのでしょうか？　それとも生存の根こん元げんを残して安らぎに帰したのでしょうか＊？　かれはどのように解げ　脱だつしたのでしょうか、[image: ──]わたくしたちはそれを聞きたいのです。」

三五五　師は答えた、「かれはこの世において、名称と形態とに関する妄執を断ち切ったのである。長いあいだ陥おちいっていた黒魔＊の流れを断ち切ったのである。」五人＊の修行者の最上者であった尊き師はそのように語られた。

三五六　〔ヴァンギーサいわく、[image: ──]〕「第七の仙人＊（ブッダ）さま。あなたのおことばを聞いて、わたくしは喜びます。わたくしの問いは、決してむだではありませんでした。バラモンであるあなたは、わたくしをだましません。

三五七　目ざめた人（ブッダ）の弟子（ニグローダ・カッパ）は、ことばで語ったとおりに実行した人でした。ひとを欺あざむく死魔のひろげた堅固な網を破りました。

三五八　先生！　カッパ師は執著＊の根元を見たのです。ああ、カッパ師は、いとも渡りがたい死魔の領域を超こ　えたのです。」

一三、正しい遍歴＊

三五九＊　「智慧ゆたかに、流れを渡り、彼ひ　岸がんに達し、完全な安らぎを得て、こころ安住した聖者におたずね致します。家から出て諸々の欲望を除いた修行者が、正しく世の中を遍へん歴れきするには、どのようにしたらよいのでしょうか。」

三六〇　師はいわれた、「瑞ずい兆ちょうの占うらない、天変地異の占い＊、夢占い、相そうの占い＊を完全にやめ、吉凶の判断をともにすてた修行者は、正しく世の中を遍歴するであろう。

三六一　修行者が、迷いの生存を超越し、理法をさとって、人間及び天界の諸々の享きょう楽らくに対する貪とん欲よくを慎つつしむならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六二　修行者がかげぐちをやめ、怒りと物惜しみとを捨てて、順逆の念を離れるならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六三　好ましいものも、好ましくないものも、ともに捨てて、何ものにも執しゅう著じゃくせず、こだわらず、諸々の束そく縛ばくから離脱しているならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六四　かれが、生存を構成する要素＊のうちに堅固な実体を見出さず、諸々の執著されるもの＊に対する貪欲を慎しみ、こだわることなく、他人に誘ひ　かれないならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六五　ことばによっても、こころによっても、行為によっても、逆さからうことなく、正しく理法を知って、ニルヴァーナの境地をもとめるならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六六　修行者が、『かれはわれを拝む』と思って高ぶることなく、罵ののしられても心にふくむことなく＊、他人から食物を与えられたからとて驕おごることがないならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六七　修行者が、貪むさぼりと迷いの生存（の望み）とを捨てて、（生きものを）切ったり縛しばったりすることをやめ、疑惑を超こ　え、（煩ぼん悩のうの）矢を抜いたのであれば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六八　修行者が、自分に適当なことを知り、世の中で何ものをも害そこなうことなく＊、如にょ実じつに理法を知っているのであるならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三六九　かれにとっては、いかなる潜在的妄もう執しゅう＊も存せず、悪の根が根こそぎにされ、ねがうこともなく、求めること＊もないならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三七〇　煩ぼん悩のうの汚けがれはすでに尽き、高慢を断ち、あらゆる貪りの路を超え、みずから制し、安らぎに帰し、こころが安立しているならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三七一　信念あり、学識ある賢者が、究きゅう極きょくの境地に至る定さだまった道を見、諸々の仲間の間にありながら仲間に盲もう従じゅうせず＊、貪欲と嫌けん悪お　と憤ふん怒ぬ　とを慎しむならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三七二　清らかな行いによって煩悩にうち克か　った勝者であり、覆おおいを除き、諸々の事物を支配し、彼ひ　岸がんに達し、妄執の動きがなくなって＊、生存を構成する諸要素を滅ぼす認識を立派に完成するならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三七三　過去及び未来のものに関して（妄みだりなる）はからいを超こ　え＊、極めて清らかな智慧あり、あらゆる変化的生存の領域から＊解脱しているならば、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。

三七四　究極の境地＊を知り、理法をさとり、煩悩の汚れを断ずることを明らかに見て＊、あらゆる〈生存を構成する要素〉を滅しつくすが故に、かれは正しく世の中を遍歴するであろう。」

三七五　「尊いお方（ブッダ）さま。まことにこれはそのとおりです。このように生活し、みずから制する修行者は、あらゆる束そく縛ばくを超こ　えているのです。かれは正しく世の中を遍歴するでしょう。」

一四、ダンミカ

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]あるとき尊き師（ブッダ）はサーヴァッティー市のジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者の園〉におられた。そのときダンミカという在俗信者が五百人の在俗信者とともに師のおられるところに近づいた。そして師に挨拶し、かたわらに坐すわった。そこで在俗信者ダンミカは師に向って詩を以て呼びかけた。

　

三七六　「智慧ゆたかなゴータマ（ブッダ）さま。わたくしはあなたにお尋たずねしますが、教えを聞く人＊は、家から出て出しゅっ家け　する人であろうと、また在ざい家け　の信徒であろうと、どのように行うのが善いのですか？

三七七　実にあなたは神々とこの世の人々の帰き　趣しゅ＊と究きゅう極きょくの目的＊とを知っておられます。奥深いことがらを見る方かたで、あなたに比ならぶ人はいません。世人はあなたを、優すぐれた目ざめた人（ブッダ）だと呼んでいます。

三七八　あなたはすっかり証さとりおわって＊、生けるものどもをあわれんで、智識と理法を説かれます。あまねく見る人よ。あなたは世の覆おおいを開き、汚けがれなくして、ひろく全世界に輝きたもう＊。

三七九　エーラーヴァナ＊と名づける象王は、あなたが勝利者（ブッダ）であると聞いたので、あなたのもとに来ました。かれもまたあなたと相談して、（あなたの話を）聞いて、『いいなあ』といって、喜んで去りました。

三八〇　毘び　沙しゃ門もん天てん王のう＊であるクヴェーラ＊も、また教えを請おうとして、あなたに近づいてきました。賢者よ。かれに尋たずねられたときにも、あなたは話をなさいました。かれもまた（あなたの話を）聞いて、喜んだ姿を示しました。

三八一　アージーヴィカ教＊徒であろうとも、ジャイナ教＊徒であろうとも、論争を習ならいとするこれらのいかなる異説の徒でも、すべて、智慧であなたを超えることはできません。立ったままでいる人が急いで走ってゆく人を追い越すことができないようなものです。

三八二　論争を習いとするいかなるバラモンでも、老年であろうとも、あるいは（中年、あるいは青年の）バラモンであろうとも、またそのほか『われこそは論客である』と自じ　負ふ　している人々でも、すべてあなたから〈ためになることがら〉を得ようと望んでいるのです。

三八三　先生！　あなたがみごとに説きたもうたこの教えは幽ゆう微び　であり、また楽しいものです。あなたにお尋ねしますが、どうぞわれらにお説きください。最高の〈目ざめた方〉（ブッダ）よ。

三八四　これらの出しゅっ家け　修しゅ行ぎょう者しゃたち、並びに在ざい俗ぞく信しん者じゃたちは、すべて、（目ざめた人の教えを）聞こうとして、ここに集まってきたのです。けがれなき人（目ざめた人）がさとり、みごとに説いた理法を聞け。[image: ──]神々がインドラ神のことばを聞くように。」

三八五 （師は答えた）、「修行者たちよ、われに聞け。煩悩を除き去る修行法を汝らに説いて聞かせよう。汝らすべてはそれを持たもて。目的をめざす＊思慮ある人＊は、出家人にふさわしいそのふるまいを習い行え。

三八六　修行僧は時ならぬのに＊歩き[image: 廻]るな。定さだめられたときに＊、托たく鉢はつのために村に行け。時ならぬのに出て歩くならば、執しゅう著じゃくに縛しばられるからである。それ故に諸々の〈目ざめた人々〉は時ならぬのに出て歩くことはない。

三八七　諸々の色かたち・音声・味・香り・触ふ　れられるものは、ひとびとをすっかり酔わせるものである。これらのものに対する欲望を慎つつしんで、定められたときに、朝食を得るために（村に）入れよ。

三八八　そうして修行僧は、定められたときに施ほどこしの食物を得たならば、ひとりで退しりぞいて＊、ひそかに坐れよ。自己を制して、内に顧かえりみて思い、こころを外に放はなってはならぬ。

三八九　もしもかれが、教えを聞く人＊、或いは他の修行者とともに語る場合があるならば、その人にすぐれた真理を示してやれ。かげぐちや他人を誹ひ　謗ぼうすることばを発してはならぬ。

三九〇　実に或る人々は（誹謗の）ことばに反はん撥ぱつする。かれら浅はかな小こ　賢ざかしい人々をわれらは称しょう讃さんしない。（論争の）執著があちこちから生じて、かれらを束そく縛ばくし、かれらはそこでおのが心を遠くへ放ってしまう。

三九一　智慧のすぐれた人（ブッダ）の弟子は、幸せな人（ブッダ）の説きたもうた法を聞いて、食物と住所と臥が　具ぐ　＊と大衣＊の塵ちりを洗い去るための水とを、よく気をつけて用いよ。

三九二　それ故に、食物と臥具と大衣＊の塵を洗い去るための水、[image: ──]これらのものに対して、修行僧は執著して汚れることがない。[image: ──][image: 蓮]はすの葉に宿る水すい滴てき〔が汚されない〕ようなものである。

三九三　次に在ざい家け　の者ものの行うつとめを汝らに語ろう。このように実行する人は善い〈教えを聞く人〉（仏弟子）である。純然たる出しゅっ家け　修行者に関する規定は、所有のわずらいある人（在家者）がこれを達成するのは実に容易ではない。

三九四　生きものを（みずから）殺してはならぬ。また（他人をして）殺さしめてはならぬ。また他の人々が殺害するのを容認してはならぬ。世の中の強きょう剛ごうな者どもでも、また怯おびえている＊者どもでも、すべての生きものに対する暴力を抑おさえて[image: ──]。

三九五　次に教えを聞く人は、与えられていないものは、何ものであっても、またどこにあっても、知って＊これを取ることを避けよ。また（他人をして）取らせることなく、（他人が）取り去るのを認めるな。なんでも与えられていないものを取ってはならぬ。

三九六　ものごとの解った人は婬行＊を回避せよ。[image: ──]

　燃えさかる炭火の坑あなを回避するように。

　もし不婬＊を修することができなければ、

　（少くとも）他人の妻＊を犯おかしてはならぬ。

三九七　会堂＊にいても、団体＊のうちにいても、

　何ぴとも他人に向って偽いつわりを言ってはならぬ。

　また他人をして偽りを言わせてもならぬ。

　また他人が偽りを語るのを容認してはならぬ。

　すべて虚きょ偽ぎ　を語ることを避けよ。

三九八　また飲酒を行なってはならぬ。

　この（不飲酒の）教えを喜ぶ在家者は、他人をして飲ませてもならぬ。他人が酒を飲むのを容認してもならぬ。[image: ──]

　これは終ついに人を狂きょう酔すいせしめるものであると知って[image: ──]。

三九九＊　けだし諸々の愚者は酔よいのために悪事を行い、

　また他の人々をして怠たい惰だ　ならしめ、（悪事を）なさせる。

　この禍いの起るもとを回避せよ。

　それは愚ぐ　人じんの愛好するところであるが、しかしひとを狂酔せしめ迷わせるものである。

四〇〇　（1）生きもの＊を害してはならぬ。（2）与えられないものを取ってはならぬ。（3）噓をついてはならぬ。（4）酒を飲んではならぬ。（5）婬事たる不浄の行いをやめよ。（6）夜に時ならぬ食事をしてはならぬ。

四〇一　（7）花かざりを着つ　けてはならぬ。芳香を用いてはならぬ。（8）地上に床を敷いて臥ふ　すべし。

　これこそ実に八つの項目より成るウポーサタ（斎戒）であるという＊。

　苦しみを終滅せしめるブッダが宣示したもうたものである。

四〇二　そうしてそれぞれ半月の第八日、第十四日、第十五日にウポーサタを修せよ。八つの項目より成る完全なウポーサタを、きよく澄す　んだ心で行え。また特別の月＊においてもまた同じ。

四〇三　ウポーサタを行なった〈ものごとの解った人〉は次に、きよく澄んだ心で喜びながら、翌朝早く食物と飲物とを適てき宜ぎ　に修行僧の集いにわかち与えよ。

四〇四　正しい法（に従って得た）財を以て母と父とを養え。正しい商売＊を行え。つとめ励はげんでこのように怠ることなく暮している在家者は、（死後に）〈みずから光を放つ＊〉という名の神々のもとに赴く。」

　

〈小なる章〉第二おわる

　

この章のまとめの句

　宝となまぐさと、恥と、こよなき幸せと、スーチローマと理法にかなった行いと、バラモンにふさわしいことと、船の経と、いかなる戒めを、と、精励と、ラーフラと、ヴァンギーサと正しい遍歴と、さらにダンミカと[image: ──]

　これらの十四の経が「小なる章」と言われる。


第三　大いなる章＊

一、出家＊

四〇五　眼ある人（釈尊）はいかにして出しゅっ家け　したのであるか＊、かれはどのように考えたのちに、出家を喜んだのであるか、かれの出家をわれは述べよう。

四〇六　「この在ざい家け　の生活は狭せま苦くるしく、煩わずらわしくて、塵ちりのつもる場所である。ところが出家は、ひろびろとした野や　外がいであり、（煩いがない）」と見て、出家されたのである。

四〇七　出家されたのちには、身による悪行をはなれた。ことばによる悪行をもすてて、生活をすっかり清められた。

四〇八　目ざめた人（ブッダ）はマガダ国の（首都）・山に囲かこまれた王おう舎しゃ城じょう＊に行った。すぐれた相そう好ごう＊にみちた（目ざめた）人は托たく鉢はつのためにそこへ赴おもむいたのである。

四〇九 （マガダ王）ビンビサーラは高たか殿どのの上に進み出て＊、かれを見た。すぐれた相好にみちた（目ざめた）人を見て、（侍じ　臣しんに）このことを語った。

四一〇　「汝なんじら、この人をみよ。美しく、大きく、清らかで、行いも具そなわり、眼の前を見るだけである。

四一一　かれは眼を下に向けて気をつけている＊。この人は賤いやしい家の出身ではないようだ。王の使者どもよ、走り追え。この修行者はどこへ行くのだろう。」

四一二　派は　遣けんされた王の使者どもは、かれのあとを追って行った。[image: ──]「この修行者はどこへ行くのだろう。かれはどこに住んでいるのだろう」と。

四一三　かれは、諸々の感官を制し、よくまもり、正しく自覚し＊、気をつけながら、家ごとに食を乞こ　うて、その鉢を速すみやかにみたした。

四一四　聖者は托鉢を終えて、その都市の外に出て、パンダヴァ山＊に赴いた。[image: ──]かれはそこに住んでいるのであろう。

四一五　〔ゴータマ（ブッダ）がみずからの〕住所に近づいたのを見て、そこで諸々の使者はかれに近づいた。そうして一人の使者は（王城に）もどって、王に報告した、[image: ──]

四一六　「大王さま。この修行者はパンダヴァ山の前方の山さん窟くつの中に、虎か牡お　牛うしのように、また獅し　子し　のように坐しています＊」と。

四一七　使者のことばを聞き終るや、そのクシャトリヤ（ビンビサーラ王）は壮麗な車に乗って、急いでパンダヴァ山に赴いた。

四一八　かのクシャトリヤ（王）は、車に乗って行けるところまで車を駆か　り、車から下りて、徒歩で赴いて＊、かれに近づいて坐した。

四一九　王は坐して、それから挨拶のことばを喜び交した＊。挨拶のことばを交したあとで、このことを語った。[image: ──]

四二〇　「あなたは若くて青春に富み、人生の初めにある若者です。容姿も端麗で、生れ貴とうといクシャトリヤ（王族）のようだ。

四二一　象の群を先頭とする精鋭な軍隊を整えて、わたしはあなたに財を与えよう＊。それを享受なさい。わたしはあなたの生れを問う。これを告げなさい。」

四二二 （釈尊がいった）、「王さま。あちらの＊雪山（ヒマーラヤ）の側に、一つの正直な民族＊がいます。昔からコーサラ国の住民であり、富と勇気を具そなえています。

四二三　姓に関しては〈太陽の裔すえ＊〉といい、種族に関しては〈シャカ族〉（釈しゃ[image: 迦]か　族ぞく）といいます。王さまよ。わたくしはその家から出家したのです。欲望をかなえるためではありません。

四二四　諸々の欲望には患うれいのあることを見て＊、また出離こそ安あん穏のんであると見て、つとめはげむために進みましょう。わたくしの心はこれを楽しんでいるのです。」

二、つとめはげむこと＊

四二五　ネーランジャラー河＊の畔ほとりにあって、安穏を得るために、つとめはげみ専心し、努力して瞑めい想そうしていたわたくしに、

四二六 （悪魔）ナムチ＊はいたわりの＊ことばを発しつつ近づいてきて、言った、「あなたは瘠や　せていて、顔色も悪い。あなたの死が近づいた。

四二七　あなたが死なないで生きられる見込みは、千に一つの割合だ。きみよ、生きよ。生きたほうがよい。命があってこそ諸々の善行をなすこともできるのだ＊。

四二八　あなたがヴェーダ学生としての清らかな行いをなし＊、聖火に供そなえ物もの＊をささげてこそ、多くの功く　徳どくを積むことができる。（苦く　行ぎょうに）つとめはげんだところで、何になろうか。

四二九　つとめはげむ道は、行きがたく、行いがたく、達しがたい。」

　この詩を唱となえて、悪魔は目ざめた人（ブッダ）の側に立っていた。

四三〇　かの悪魔がこのように語ったときに、尊師（ブッダ）は次のように告げた。[image: ──]

　「怠け者の親族よ、悪あ　しき者よ。汝なんじは（世間の）善業を求めてここに来たのだが、

四三一　わたくしにはその（世間の）善業を求める必要は微み　塵じんもない。悪魔は善業の功徳を求める人々にこそ語るがよい。

四三二　わたくしには信念＊があり、努力があり、また智慧がある。このように専心しているわたくしに、汝はどうして生命い の ち＊をたもつことを尋たずねるのか？

四三三 （はげみから起る）この風＊は、河水の流れをも涸か　らすであろう。ひたすら専心している＊わが身の血がどうして涸こ　渇かつしないであろうか。

四三四 （身体の）血が涸れたならば、胆たん汁じゅうも痰たんも涸れるであろう。肉が落ちると、心はますます澄す　んで＊くる。わが念おもいと智慧と統一した心とはますます安立するに至る。

四三五　わたくしはこのように安住し、最大の苦痛＊を受けているのであるから、わが心は諸々の欲望にひかれることがない＊。見よ、心身の清らかなことを＊。

四三六　汝の第一の軍隊は欲望であり、第二の軍隊は嫌けん悪お　＊であり、第三の軍隊は飢き　渇かつであり、第四の軍隊は妄もう執しゅうといわれる。

四三七　汝の第五の軍隊はものうさ、睡眠であり、第六の軍隊は恐怖といわれる。汝の第七の軍隊は疑ぎ　惑わくであり、汝の第八の軍隊はみせかけ＊と強ごう情じょう＊と、

四三八　誤って得られた利得と名声と尊敬と名誉と、また自己をほめたたえて他人を軽けい[image: 蔑]べつすること＊である。

四三九　ナムチよ、これらは汝の軍勢である。黒き魔＊（Kanha）の攻撃軍である。勇者でなければ、かれにうち勝つことはできない。（勇者は）うち勝って楽しみを得る。

四四〇　このわたくしがムンジャ草を取り去る＊だろうか？ （敵に降参してしまうだろうか？）この場合、命は＊どうでもよい。わたくしは、敗やぶれて生きながらえるよりは、戦って死ぬほうがましだ。

四四一　或る修行者たち・バラモンどもは、この（汝の軍隊）のうちに埋没してしまって、姿が見えない。そうして徳行ある人々の行く道をも知っていない。

四四二　軍勢が四方を包囲し、悪魔が象に乗ったのを見たからには、わたくしは立ち迎えてかれらと戦おう。わたくしをこの場所から退しりぞけることなかれ。

四四三　神々も世間の人々も汝の軍勢を破り得ないが、わたくしは智慧の力で汝の軍勢をうち破る＊。[image: ──]焼いてない生なまの土鉢を石で砕くように。

四四四　みずから思いを制し、よく念おもい（注意）を確立し、国から国へと遍歴しよう。[image: ──]教えを聞く人々をひろく導きながら。

四四五＊　かれらは、無欲となったわたくしの教えを実行しつつ、怠おこたることなく、専心している。そこに行けば憂うれえることのない境地に、かれらは赴おもむくであろう。」

四四六 （悪魔はいった）、

　「われは七年間も尊師（ブッダ）に、一歩一歩ごとにつきまとうていた。しかもよく気をつけている正しょう覚かく者しゃには、つけこむ[image: 隙]すき＊をみつけることができなかった＊。

四四七　烏からすが脂肪の色をした岩石の周囲をめぐって『ここに柔かいものが見つかるだろうか？　味のよいものがあるだろうか？』といって飛び[image: 廻]ったようなものである。

四四八　そこに美味が見つからなかったので、烏はそこから飛び去った。岩石に近づいたその烏のように、われらは厭あ　いてゴータマ（ブッダ）を捨て去る。」

四四九　悲しみにうちしおれた悪魔の脇から、琵び　琶わ　がパタッと落ちた。ついで、かの夜や　叉しゃ＊は意い　気き　銷しょう沈ちんしてそこに消え失せた。

三、みごとに説かれたこと＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師ブッダはサーヴァッティー市のジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者の園〉におられた。そのとき師は諸々の〈道の人〉に呼びかけられた、「修行僧たちよ」と。「尊き師よ」と、〈道の人〉たちは師に答えた。師は告げていわれた、「修行僧たちよ。四つの特徴を具そなえたことばは、みごとに説かれたのである。悪あ　しく説かれたのではない。諸々の智者が見ても欠点なく、非難されないものである。その四つとは何であるか？　道の人たちよ、ここで修行僧が、〔[image: 〓]〕みごとに説かれたことばのみを語り、悪しく説かれたことばを語らず、〔[image: 〓]〕理法のみを語って理にかなわぬことを語らず、〔[image: 〓]〕好このましいことのみを語って、好ましからぬことを語らず、〔[image: 〓]〕真実のみを語って、虚きょ妄もうを語らないならば、この四つの特徴を具えていることばは、みごとに説かれたのであって、悪しく説かれたのではない。諸々の智者が見ても欠点なく、非難されないものである。」尊き師はこのことを告げた。そのあとでまた、〈幸せな人〉である師は、次のことを説いた。

　

四五〇　立派な人々＊は説いた[image: ──]〔[image: 〓]〕最上の善いことばを語れ。（これが第一である。）〔[image: 〓]〕正しい理ことわりを語れ、理に反することを語るな。これが第二である。〔[image: 〓]〕好ましいことばを語れ。好ましからぬことばを語るな。これが第三である。〔[image: 〓]〕真実を語れ。偽りを語るな。これが第四である。

　

　そのときヴァンギーサ長老は座から起た　ち上って、衣を一つの肩にかけ（右肩をあらわして）、師（ブッダ）のおられる方に合がっ掌しょうして、師に告げていった、「ふと思い出すことがあります！　幸せな方かたよ」と。「思い出せ、ヴァンギーサよ」と、師は言われた。そこでヴァンギーサ長老は師の面前で、ふさわしい詩を以て師をほめ称たたえた。

　

四五一　自分を苦しめず、また他人を害しないことばのみを語れ。これこそ実に善く説かれたことばなのである。

四五二　好ましいことば＊のみを語れ。そのことばは人々に歓よろこび迎えられることばである。感じの悪いことばを避けて、他人の気に入ることばのみを語るのである。

四五三＊　真実は実に不滅のことばである。これは永遠の理法＊である。立派な人々は、真実の上に、ためになること＊の上に、また理法の上に安立しているといわれる。

四五四　安らぎに達するために、苦しみを終滅させるために、仏の説きたもうおだやかなことばは、実に諸々のことばのうちで最上のものである。

四、スンダリカ・バーラドヴァージャ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）はコーサラ国のスンダリカー河の岸に滞在しておられた。ちょうどその時に、バラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは、スンダリカー河の岸辺で聖火をまつり、火の祀りを行なった。さてバラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは、聖火をまつり、火の祀りを行なったあとで、座から立ち、あまねく四方を眺めていった、[image: ──]「この供そなえ物もののおさがりを誰に食べさせようか。」

　バラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは、遠からぬところで尊き師（ブッダ）が或る樹の根もとで頭まで衣をまとって坐っているのを見た。見おわってから、左手で供物のおさがりをもち、右手で水みず瓶がめをもって師のおられるところに近づいた。そこで師はかれの足音を聞いて、頭の覆おおいをとり去った。そのときバラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは「この方かたは頭を剃そ　っておられる。この方は剃てい髪はつ者しゃである」といって、そこから戻ろうとした。そうしてかれはこのように思った、「この世では、或るバラモンたちは、頭を剃っているということもある。さあ、わたしはかれに近づいてその生れ（素姓）を聞いてみよう」と。

　そこでバラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは師のおられるところに近づいた。それから師にいった、「あなたの生れは何ですか？」と。

　そこで師は、バラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャに詩を以て呼びかけた。

　

四五五　「わたしはバラモンではないし＊、王族の者＊でもない。わたしはヴァイシヤ族＊（庶民）の者でもないし、また他の何ものでもない＊。

　諸々の凡ぼん夫ぷ　の姓を知りつくして＊、無む　一いち物もつで、熟慮して、世の中を歩む。

四五六　わたしは家なく、重衣＊を着つ　け、鬚ひげ髪かみを剃そ　り、こころを安らかならしめて、この世で人々に汚けがされることなく、歩んでいる。

　バラモンよ。あなたがわたしに姓をたずねるのは適当でない。」

四五七　「バラモンはバラモンと出で　会あ　ったときには、『あなたはバラモンではあられませんか？』とたずねるものです。」

　「もしもあなたがみずからバラモンであるというならば、バラモンでないわたしに答えなさい。わたしは、あなたに三句二十四字より成るかのサーヴィトリー＊讃歌のことをたずねます。」

四五八　「この世の中では、仙人や王族やバラモンというような人々は、何のために神々にいろいろと供物を献じたのですか？」

　（師が答えた）、「究極に達したヴェーダの達人が祭さい祀し　のときに或る（世俗の人の）献けん供く　を受けるならば、その（世俗の）人の（祭祀の行為は）効果をもたらす＊、とわたくしは説く。」

四五九　バラモンがいった、「わたくしはヴェーダの達人であるこのような立派な方＊にお目にかかったのですから、実にその方かたに対する（わたくしの）献供はきっと効果があるでしょう。（以前には）あなたのような方にお目にかからなかったので、他の人が献供の菓子（のおさがり）を食べていたのです。」

四六〇 （師が答えた）、「それ故に、バラモンよ、あなたは求めるところがあって求めてきたのであるから、こちらに近づいて問え。恐らくここに、平安で、（怒りの）煙の消えた、苦しみなく、欲求のない聡そう明めいな人を見出すであろう。」

四六一 （バラモンがいった）、「ゴータマ（ブッダ）さま。わたくしは祭祀を楽しんでいるのです。祭祀を行おうと望むのです。しかしわたくしははっきりとは知っていません。あなたはわたくしに教えてください。何にささげた献供が有効であるかを言ってください。」

　（師が答えた）、「では、バラモンよ、よくお聞きなさい。わたくしはあなたに理法を説きましょう。

四六二　生れを問うことなかれ。行いを問え。火＊は実にあらゆる薪まきから生ずる。賤いやしい家に生まれた人でも、聖者として道どう心しん堅けん固ご　であり、恥を知って慎つつしむならば、高貴の人となる。

四六三　真実もてみずから制し、（諸々の感官を）慎しみ、ヴェーダの奥おく義ぎ　に達し＊、清らかな行いを修めた人、[image: ──]そのような人にこそ適当な時に供そなえ物ものをささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四六四＊　諸々の欲望を捨てて、家なくして歩み、よくみずからを慎しんで、梭ひ　のように真直ぐな人々、[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四六五　貪とん欲よくを離れ、諸々の感官を静かにたもち、月がラーフ＊の捕われから脱したように（捕われることのない）人々[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四六六　執しゅう著じゃくすることなくして、常に心をとどめ、わがものと執しゅうしたものを（すべて）捨て去って、世の中を歩き[image: 廻]る人々、[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四六七　諸々の欲望を捨て、欲にうち勝ってふるまい、生死のはてを知り、平安に帰し、清涼なること湖水のような〈全き人＊〉（如にょ来らい）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四六八　全き人（如来）は、平等なるもの（過去の目ざめた人々、諸仏）と等しくして、平等ならざる者どもから遥かに遠ざかっている。かれは無む　限げんの智慧あり、この世でもかの世でも汚けがれに染まることがない。〈全き人〉（如来）はお供えの菓子を受けるにふさわしい。

四六九　偽りもなく、慢心もなく＊、貪欲を離れ、わがものとして執著することなく、欲望をもたず、怒りを除き、こころ静まり＊、憂いの垢あかを捨て去ったバラモンである〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七〇　こころの執著をすでに断って＊、何らとらわれるところがなく、この世についてもかの世についてもとらわれることがない〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七一　こころをひとしく静かにして激流をわたり、最上の知見によって＊理法を知り、煩ぼん悩のうの汚けがれを滅しつくして、最後の身体をたもっている＊〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七二　かれは、生存の汚れも、荒々しいことばも、除き去られ滅びてしまって、存在しない。かれはヴェーダに通じた人であり、あらゆることがらに関して解げ　脱だつしている〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七三　執著を超こ　えていて、執著をもたず、慢心にとらわれている者どものうちにあって慢心にとらわれることなく、畑及び地所＊（苦しみの起る因縁）とともに苦しみを知りつくしている〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七四　欲望にもとづくことなく＊、遠ざかり離れることを見＊、他人の教える異った見解を超越して、何らこだわってとらわれること＊のない〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。

四七五　あれこれ一切の事物をさとって、それらが除き去られ滅びてしまって存在しないで、平安に帰し、執著を滅ぼしつくして解脱している〈全き人〉（如来）は、お供えの供物を受けるにふさわしい。

四七六　煩悩の束そく縛ばくと迷いの生存への生れかわりとが滅び去った究きゅう極きょくの境地を見、愛欲の道を断って余すところなく、清らかにして、過ちなく、汚れなく、透明である＊〈全き人〉（如来）は、お供えの供物を受けるにふさわしい。

四七七　自己によって自己を観じて＊（それを）認めることなく＊、こころが等しくしずまり、身体が真まっ直す　ぐで、みずから安立し、動揺することなく、心の荒すさみなく、疑惑のない〈全き人〉（如来）は、お供えの供物を受けるにふさわしい。

四七八　迷めい妄もうにもとづいて起る障さわり＊は何ら存在せず＊、あらゆることがらについて智見あり、最後の身体をたもち、めでたい無上のさとりを得、[image: ──]これだけでも人の霊たましい＊は清らかとなる。[image: ──]〈全き人〉（如来）は、お供えの菓子を受けるにふさわしい。」

四七九　「あなたのようなヴェーダの達人にお会いできたのですから、わが供物は真実の供物であれかし。梵ぼん天てんこそ証人としてみそなわせ。先生！　ねがわくはわたくしから受けてください。先生！　ねがわくはわがお供えの菓子を召し上ってください。」

四八〇　「詩を唱となえて得たものを、わたくしは食うてはならない。バラモンよ、これは正しく見る人々（目ざめた人々、諸仏）のなすきまりではない。詩を唱えて得たものを目ざめた人々（諸仏）は斥しりぞけたもう。バラモンよ。このきまりが存するのであるから、これが（目ざめた人々、諸仏の）行いのしかた（実践法＊）である。

四八一　全き者である大仙人＊、煩悩の汚れをほろぼし尽し悪行＊による悔恨の消滅した＊人に対しては、他の飲食をささげよ＊。けだしそれは功く　徳どくを積もうと望む者の（福）田であるからである。」

四八二　「先生！　わたくしのような者の施ほどこしを受け得る人、祭さい祀し　の時に探しもとめて供く　養ようすべき人、をわたくしは[image: ──]あなたの教えを受けて[image: ──]どうか知りたいのです。」

四八三　「争い＊を離れ、心に濁にごりなく、諸々の欲望を離り　脱だつし、ものうさ＊を除のぞき去った人、

四八四　限界を超えたもの（煩悩＊）を制し、生死を究きわめ、聖者の徳性＊を身に具そなえたそのような聖者が祭祀のために来たとき、

四八五　かれに対して眉をひそめて見下すことをやめ、合がっ掌しょうしてかれを礼拝せよ。飲食物をささげて、かれを供養せよ。このような施ほどこしは、成じょう就じゅして果か　報ほうをもたらす。」

四八六　「目ざめた人（ブッダ）であるあなたさまは、お供えの菓子を受けるにふさわしい。あなたは最上の福ふく田でんであり、全世界の布ふ　施せ　を受ける人であります。あなたにさし上げた物は、果報が大きいです。」

　

　そこでバラモンである＊スンダリカ・バーラドヴァージャは、尊き師にいった、「すばらしいことです、ゴータマ（ブッダ）さま。すばらしいことです、ゴータマさま。あたかも倒れた者を起すように、覆おおわれたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るであろう』といって暗くら闇やみの中に灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで理法を明らかにされました。だから、わたくしはゴータマさまに帰き　依え　したてまつる。また法と修行僧のつどいに帰依したてまつる。わたくしはゴータマさまのもとで出家し、完全な戒かい律りつ（具ぐ　足そく戒かい）を受けたいものです。」

　そこでバラモンであるスンダリカ・バーラドヴァージャは、師のもとで出家し、完全な戒律を受けた。それからまもなく、このスンダリカ・バーラドヴァージャさんは独ひとりで他から遠ざかり、怠ることなく精励し専心していたが、まもなく、無上の清らかな行いの究きゅう極きょく[image: ──]諸々の立派な人たち（善男子）はそれを得るために正しく家を出て家なき状態に赴おもむいたのであるが[image: ──]を現世においてみずからさとり、証し、具現して、日を送った。「生まれることは尽きた。清らかな行いはすでに完成した。なすべきことをなしおえた。もはや再びこのような生存を受けることはない」とさとった。そうしてスンダリカ・バーラドヴァージャさんは聖者の一人となった。

五、マーガ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）は、王舎城の〈鷲わしの峰〉という山におられた。そのときマーガ青年は師のおられるところに赴おもむいた。そこに赴いて師に挨拶した。喜ばしい、思い出の挨あい拶さつのことばを交かわしたのち、かれらは傍らに坐した。そこでマーガ青年は師に言った、[image: ──]

　「ゴータマ（ブッダ）さま。わたくしは実に、与える人、施せ　主しゅであり、寛かん仁じんにして、他人からの施ほどこしの求めに応じ、正しい法によって財を求めます。そのあとで、正しい法によって獲かく得とくして[image: 儲]もうけた財物を、一人にも与え、二人にも与え、三人にも与え、四人にも与え、五人にも与え、六人にも与え、七人にも与え、八人にも与え、九人にも与え、十人にも与え、二十人にも与え、三十人にも与え、四十人にも与え、五十人にも与え、百人にも与え、さらに多くの人にも与えます。ゴータマさま。わたくしがこのように与え、このようにささげるならば、多くの福徳を生ずるでしょうか。」

　「青年よ。実にあなたがそのように与え、そのようにささげるならば、多くの福徳を生ずる。誰であろうとも、実に、与える人、施主であり、寛仁にして、施しの求めに応じ、正しい法によって財を求め、そのあとで、法によって獲得して[image: 儲]けた財物を、一人にも与え、さらにつづいては百人にも与え、さらに多くの人にも与える人は、多くの福徳を生ずるのである。」

　そこでマーガ青年は詩を以て呼びかけた。

　

四八七　マーガ青年がいった、「袈け　裟さ　を着つ　け家なくして歩む寛仁なるゴータマさまに、わたくしはお尋たずねします。この世で、施しの求めに応ずる在ざい家け　の施主、福徳＊をもとめ福徳をめざして供そなえ物ものをささげ、他人に飲食物を与える人が、祀りを実行するときには、何者にささげた供物が清きよらかとなる＊のでしょうか。」

四八八　尊い師は答えた、「マーガよ。施しの求めに応ずる在家の施主、福徳をもとめ福徳をめざして供物をささげる人が、この世で他人に飲食物を与えるならば、まさに施せ　与よ　を受けるにふさわしい人々とともに目的を達成することになるであろう。」

四八九　マーガ青年はいった、「施しの求めに応ずる在家の施主、福徳をもとめ福徳をめざして供物をささげる人が、この世で他人に飲食物を与えるに当って、〈まさに施与を受けるにふさわしい人々〉のことをわたしに説いてください。先生！」

四九〇　「実に執しゅう著じゃくすることなく世間を歩み、無一物で、自己を制した〈全き人＊〉がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九一　一切の結び・縛いましめを断た　ち、みずから慎しみ、解げ　脱だつし、苦しみなく、欲求のない人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九二　一切の結び・縛めから解き放たれ、みずから慎しみ、解脱し、苦しみなく、欲求のない人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九三　貪とん欲よくと嫌けん悪お　と迷めい妄もうとを捨てて、煩ぼん悩のうの汚けがれを滅しつくし、清らかな行いを修めている人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九四　偽りもなく、慢心もなく＊、貪欲を離れ、わがものとして執しゅうすることなく、欲望をもたぬ人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九五　実に諸々の愛執に耽ふけらず、すでに激流をわたりおわって、わがものという執著なしに歩む人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九六　この世でもかの世でも、いかなる世界についても、移りかわる生存＊への妄執の存在しない人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九七＊　諸々の欲望を捨てて、家なくして歩み、よくみずから制して、梭ひ　のように真直ぐな人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九八　貪欲を離れ、諸々の感官をよく静かにたもち、月がラーフの捕われから脱したように（捕われることのない）人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

四九九　安らぎに帰して＊、貪欲を離れ、怒ることなく、この世で（生存の諸要素＊を）捨て去ってもはや（迷いの生存）に行く道のない人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

五〇〇　生と死とを捨てて余すところなく、あらゆる疑惑を超こ　えた人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

五〇一　自己を洲す　（よりどころ）として世間を歩み、無一物で、あらゆることに関して解脱している人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

五〇二　『これは（わたしの）最後の生存であり、もはや再び生を享う　けることはない』ということを、この世で如実に知っている人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。

五〇三　ヴェーダに通じ、安らいだ心を楽しみ、落ち着いて気をつけていて＊、全きさとり＊に達し、多くの人々に帰き　依え　されている人々がいる。[image: ──]そのような人々にこそ適当な時に供物をささげよ。[image: ──]バラモンが功徳を求めて祀りを行うのであるならば。」

五〇四 （マーガがいった）、「実にわたしの質問はむだではありませんでした。尊き師は、まさに施せ　与よ　を受けるにふさわしい人々のことを、わたくしに説いてくださいました。先生！　あなたはこの世でこのすべてのことがらを如実に知っておられます。あなたはこの理法を知っておられるからです。」

五〇五　マーガ青年が（さらにつづけて）いった、「この世で施しの求めに応ずる在家の施主、福徳をもとめ福徳をめざして供物をささげる人が、他人に飲食物を与えるに当って、どうしたならば祀りが成功成就するかということをわたくしに説いてください。先生！」

五〇六　尊き師（ブッダ）は答えた、「マーガよ。祀りを行え、祀り実行者はあらゆる場合に＊心を清からしめよ。祀り実行者の専任すること＊は祀りである。かれはここに安立して邪悪を捨てる＊。

五〇七　かれは貪欲を離れ、憎悪を制し、無量の慈いつくしみの心を起して、日夜つねに怠らず、無量の（慈しみの）心をあらゆる方角にみなぎらせる。」

五〇八 （マーガがいった）、「誰が清らかとなり＊、解脱するのですか？　誰が縛ばくせられる＊のですか？　何によってひとはみずから梵ぼん天てん界かいに至るのですか？　聖者よ、お尋たずねしますが、わたくしは知らないのですから、説いてください。尊い師は、わたくしのあかしです。わたくしは今梵天をまのあたり見たのです。真にあなたはわれらにとっては梵天に等しいかただからです。光輝ある方かたよ。どうしたならば、梵天界に生まれるのでしょうか？」

五〇九　尊き師は答えた、「マーガよ。三種の条件を具えた＊完全な祀りを実行するそのような人は、施せ　与よ　を受けるにふさわしい人々を喜ばせる。施しの求めに応ずる人が、このように正しく祀りを行うならば、梵天界に生まれる、と、わたくしは説く。」

　

　このように説かれたときに、マーガ青年は師にいった、「すばらしいことです。ゴータマ（ブッダ）さま。すばらしいことです。ゴータマさま。あたかも倒れた者を起すように、覆おおわれたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るであろう』といって暗くら闇やみの中で灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで真理を明らかにされました。だから、わたくしはゴータマさまに帰き　依え　したてまつる。また真理と修行僧のつどいとに帰依したてまつる。ゴータマさまはわたくしを在俗信者として受け入れてください。今日から命の続く限り帰依いたします。」


六、サビヤ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）は王舎城の竹園林にある栗り　鼠す　飼養の所＊に住んでおられた。そのとき遍歴の行ぎょう者じゃサビヤに、昔の血縁者であるが（今は神となっている）一人の神が質問を発した、[image: ──]「サビヤよ。〈道の人〉であろうとも、バラモンであろうとも、汝が質問したときに明確に答えることのできる人がいるならば、汝はその人のもとで清らかな行いを修めなさい」と。そこで遍歴の行者サビヤは、その神からそれらの質問を受けて、次の〔六師〕のもとに至って質問を発した。すなわちプーラナ・カッサパ、マッカリ・ゴーサーラ、アジタ・ケーサカンバリ、パクダ・カッチャーヤナ、ベッラーッティ族の子であるサンジャヤ、ナータ族の子であるニガンタとであるが、かれらは〈道の人〉あるいはバラモンであり、衆徒をひきい、団体の師であり、有名で名声あり、教派の開祖であり、多くの人々から立派な人として崇あがめられていた。〔しかるに〕かれらは、遍歴の行者サビヤに質問されても、満足に答えることができなかった。そうして、怒りと嫌けん悪お　と憂うれいの色をあらわにしたのみならず、かえって遍歴の行者サビヤに反問した。そこで遍歴の行者サビヤはこのように考えた、「これらの〈道の人〉またはバラモンであられる方々は衆徒をひきい、団体の師であり、有名で名声あり、教派の開祖であり、多くの人々から立派な人として崇められている。かれら、すなわちプーラナ・カッサパからさらについにナータ族の子であるニガンタに至るまでの人々は、わたしに質問されても、満足に答えることができなかった。満足に答えることができないで、怒りと嫌悪と憂いの色をあらわにしたのみならず、わたしに反問した。さあ、わたくしは低く劣おとった状態（在俗の状態）に戻って諸々の欲望を享きょう楽らくすることにしよう」と。

　そのとき遍歴の行者サビヤはまたこのように考えた、「ここにおられる〈道の人〉ゴータマもまた衆徒をひきい、団体の師であり、有名で名声あり、教派の開祖であり、多くの人々から立派な人として崇あがめられている。さあ、わたしは〈道の人〉ゴータマに近づいて、これらの質問を発することにしよう」と。

　さらに遍歴の行者であるサビヤは次のように考えた、「ここにおられる〈道の人〉・バラモンがたは、年老お　いて、年長た　け、老いぼれて、年を重ね、老齢に達しているが、長老であり、経験を積み、出しゅっ家け　してからすでに久しく、衆徒をひきい、団体の師であり、有名で名声あり、教派の開祖であり、多くの人々から立派な人として崇められている。すなわちプーラナ・カッサパからさらにナータ族の子ニガンタに至るまでの人々であるが、かれらは、わたくしに質問されても、満足に答えることができなかった。満足に答えられないで、怒りと嫌悪と憂いの色をあらわにしたのみならず、かえってそこでわたくしに反問した。〈道の人〉ゴータマはわたくしの発したこれらの質問に明確に答え得るであろうか＊。〈道の人〉ゴータマは生年も若いし、出家したのも新しいことだからである」と。

　次いで遍歴の行者サビヤはこのように考えた、「〈道の人〉は若いからといって侮あなどってはならない。軽けい[image: 蔑]べつしてはならない。たといかれが若い〈道の人〉であっても、かれは大だい神じん通づうがあり、大威力がある。さあ、わたしは〈道の人〉ゴータマのもとに赴おもむいて、この質問を発してみよう」と。

　そこで遍歴の行者サビヤは王舎城に向って順次に歩みを進め、王舎城の竹園林にある栗鼠飼養所におられる尊き師（ブッダ）のもとに赴いた。そうして、師に挨拶した。喜ばしい、思い出の挨あい拶さつのことばを交かわしたのち、かれは傍らに坐した。それから遍歴の行者サビヤは師に詩を以て呼びかけた。[image: ──]

　

五一〇　サビヤがいった、「疑いがあり、惑まどいがあるので、わたくしは質問しようと願って、ここに来ました。わたくしのためにそれを解決してください。わたくしが質問したならば、順次に、適切に、明確に答えてください。」

五一一　師は答えた、「サビヤよ。あなたは質問しようと願って、遠くからやって来ましたね。あなたのために、それを解決してあげましょう。あなたが質問したならば、順次に、適切に、明確に答えましょう。

五一二　サビヤよ。何でも心の中で思っていることを、わたくしに質問なさい。わたくしは一つ一つ質問を解決してあげましょう。」

　

　そのとき遍歴の行者であるサビヤはこのように考えた、「まことにすばらしいことだ。まことに珍しいことだ、[image: ──]わたくしが他の〈道の人〉たち・バラモンたちのところでは機会さえも得られなかったのに、道の人ゴータマがこの機会を与えてくれた」と。かれは、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣きん快かいの心を生じて、師に質問した。

　

五一三　サビヤがいった、「〈修行僧〉とは何ものを得た人のことをいうのですか？　何によって〈温和な人〉となるのですか？　どのようにしたならば、〈自己を制した人〉と呼ばれるのですか？　どうして〈目ざめた人〉（ブッダ）と呼ばれるのですか？　先生！　おたずねしますが、わたくしに説明してください。」

五一四　師は答えた、「サビヤよ。みずから道を修して完全な安らぎに達し、疑いを超こ　え、生存と衰滅とを捨て、（清らかな行いに）安立して、迷いの世の再生を滅ぼしつくした人、[image: ──]かれが〈修行僧〉である。

五一五　あらゆることがらに関して平静であり、こころを落ち着け、全世界のうちで何ものをも害そこなうことなく＊、流れをわたり、濁にごりなく、情欲の[image: 昂]たかまり増すことのない〈道の人〉、[image: ──]かれは〈温和な人〉である。

五一六　全世界のうちで内面的にも外面的にも諸々の感官を修養し、この世とかの世とを厭いとい離れ、身を修めて、死ぬ時の到来を願っている人、[image: ──]かれは〈自己を制した人〉である。

五一七　あらゆる宇宙時期と＊輪りん[image: 廻]ね　と（生ある者の）生と死とを二つながら思し　惟い　弁べん別べつして、塵ちりを離れ、汚れなく、清らかで、生を滅ぼしつくすに至った人、[image: ──]かれを〈目ざめた人〉（ブッダ）という。」

　

　そこで、遍歴の行者であるサビヤは、師の説かれたことをよろこび、随ずい喜き　し、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣快の心を生じて、さらに師に質問を発した。

　

五一八　サビヤがいった、「何を得た人を〈バラモン〉と呼ぶのですか？　何によって〈道の人〉と呼ぶのですか？　どうして〈沐もく浴よくをすませた者〉と呼ぶのですか？　どうして〈竜＊〉と呼ぶのですか？　先生！　おたずねしますが、わたくしに説明してください。」

五一九　師が答えた、「サビヤよ。一切の悪を斥しりぞけ＊、汚けがれなく、よく心をしずめ持たもって＊、みずから安立し、輪[image: 廻]を超こ　えて完全な者＊となり、こだわることのない人＊、[image: ──]このような人は〈バラモン〉と呼ばれる。

五二〇　安らぎに帰き　して＊、善悪を捨て去り、塵を離れ、この世とかの世とを知り、生と死とを超越した人、[image: ──]このような人がまさにその故に〈道の人〉と呼ばれる。

五二一　全世界のうちで内面的にも外面的にも一切の罪悪を洗い落し＊、時間に支配される神々と人間とのうちにありながら妄想分別におもむかない人＊、[image: ──]かれを〈沐浴をすませた者〉と呼ぶ。

五二二　世間のうちにあっていかなる罪悪をもつくらず＊、一切の結び目・束そく縛ばくを捨て去り、いかなることにもとらわれることなく解げ　脱だつしている人、[image: ──]このような人はまさにその故に〈竜〉と呼ばれる。」

　

　そこで、遍歴の行者サビヤは師の所説をよろこび随喜し、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣快の心を生じて、さらに師に質問を発した。

　

五二三　サビヤがいった、「諸々の目ざめた人（ブッダ）は誰を〈田の勝者＊〉と呼ぶのですか？　何によって巧たくみなのですか？　どうして〈賢者〉なのですか？　どうして〈聖者〉と呼ばれるのですか？　先生！　おたずねしますが、わたくしに説明してください。」

五二四　師が答えた、「サビヤよ。天の田＊・人の田・梵ぼん天てんの田という一切の田を弁別して、一切の田の根本の束縛から離脱した人、[image: ──]このような人がまさにその故に〈田の勝者〉と呼ばれるのである。

五二五　天の蔵くら＊・人の蔵・梵天の蔵なる一切の蔵を弁別して、一切の蔵の根本の束縛から離脱した人、[image: ──]このような人がまさにその故に〈巧みな＊人〉と呼ばれるのである。

五二六　内面的にも外面的にも二つながらの白く＊浄らかなものを弁別して、清きよらかな智慧あり、黒と白（善悪業）を超越した人、[image: ──]このような人はまさにその故に〈賢者〉と呼ばれる。

五二七　全世界のうちで内面的にも外面的にも正邪の道理を知っていて、人間と神々の崇敬を受け、執しゅう著じゃくの網を超えた人、[image: ──]かれは〈聖者〉である。」

　

　そこで、遍歴の修行者サビヤは師の所説をよろこび随喜し、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣快の心を生じて、さらに師に質問を発した。

　

五二八　サビヤがいった、「何を得た人を〈ヴェーダの達人〉と呼ぶのですか？　何によって〈知りつくした人〉となるのですか？　いかにして〈勤め励む者〉となるのですか？　〈育ちの良い人〉とはそもそも何ですか？　先生！　おたずねしますが、どうかわたくしに説明してください。」

五二九　師は答えた、「サビヤよ、道の人ならびにバラモンどもの有するすべてのヴェーダを弁別して、一切の感受したものに対する貪むさぼりを離れ、一切の感かん受じゅを超えている人、[image: ──]かれは〈ヴェーダの達人〉である。

五三〇　内的には差別的〈妄もう想そうとそれにもとづく名称と形態〉とを究め知って、また外的には病いの根源を究め知って＊、一切の病いの根源である束縛から脱のがれている人、[image: ──]そのような人が、まさにその故に〈知りつくした人〉と呼ばれるのである。

五三一　この世で一切の罪悪を離れ、地獄の責せめ苦く　を超えて努め励む者、精励する賢者、[image: ──]そのような人が〈勤め励む者〉と呼ばれるのである。

五三二　内面的にも外面的にも執著の根源である諸々の束縛を断ち切り、一切の執著の根源である束縛から脱れている人、[image: ──]そのような人が、まさにその故に〈育ちの良い人〉と呼ばれるのである。」

　

　そこで、遍歴行者サビヤは師の所説をよろこび随喜し、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣快の心を生じて、さらに尊師に質問を発した。

　

五三三　サビヤがいった、「何を得た人を〈学識ある人〉と呼ぶのですか？　何によって〈すぐれた人〉となるのですか？　またいかにして〈行いの具そなわった人〉となるのですか？　〈遍歴行者〉とはそもそも何ですか？　先生！　おたずねしますが、わたくしに説明してください。」

五三四　師は答えた、「サビヤよ。教えを聞きおわって、世間における欠点あり或いは欠点のないありとあらゆることがらを熟知して、あらゆることがらについて征服者・疑惑のない者・解脱した者、煩悩に悩まされない者＊を、〈学識のある人〉と呼ぶ。

五三五　諸々の汚れと執著のよりどころ＊とを断ち、智に達した人は、母ぼ　胎たいに赴くことがない。三種の想い＊と汚お　泥でい＊とを除のぞき断って、妄もう想そう分ふん別べつに赴かない＊、[image: ──]かれを〈すぐれた人＊〉と呼ぶ。

五三六　この世において諸々の実践を実行し、有能であって、常に理法を知り、いかなることがらにも執著せず、解脱していて、害しようとする心の存在しない人、[image: ──]かれは〈行いの具わった人〉である。

五三七　上にも下にも横にも中央にも、およそ苦しみの報いを受ける行為を回避して＊、よく知りつくして行い＊、偽いつわりと慢まん心しんと貪とん欲よくと怒り＊と〈名称と形態〉（個体のもと）とを滅ぼしつくし、得う　べきものを得え　た人＊、[image: ──]かれを〈遍歴の行ぎょう者じゃ〉と呼ぶ。」

　

　そこで、遍歴の行者サビヤは師の所説をよろこび随喜し、こころ喜び、楽しく、嬉しく、欣快の心を生じて、座から起た　ち上って、上うわ衣ぎ　を一方の肩にかけ（右肩をあらわし）、師に向って合がっ掌しょうして、ふさわしい詩を以て目ま　のあたり師を讃嘆した。

　

五三八　「智慧ゆたかな方よ。諸々の〈道の人〉の論争にとらわれた、名称と文字と表象とにもとづいて起った＊六十三種の異説＊を伏して、激流をわたりたもうた。

五三九　あなたは苦しみを滅ぼし、彼ひ　岸がんに達せられた方かたです。あなたは真の人（拝まれる人＊）です。あなたは完全にさとりを開かれた方です。あなたは煩ぼん悩のうの汚れを滅ぼされた方だと思います。あなたは光輝あり、理解あり、智慧ゆたかな方です。苦しみを滅ぼした方よ。あなたはわたくしを救ってくださいました。

五四〇　あなたはわたくしに疑惑のあるのを知って、わたくしの疑いをはらしてくださいました。わたくしはあなたに敬礼します。聖者よ。聖者の道の奥をきわめた人よ。心に荒すさみなき、太陽の末まつ裔えいよ。あなたはやさしい方です。

五四一　わたくしが昔いだいていた疑問を、あなたははっきりと説と　き明あかしてくださいました。眼ある方よ。聖者よ。まことにあなたは〈さとりを開いた人＊〉です。あなたには、妨さまたげの覆おおいがありません。

五四二　あなたの悩み悶もだえは、すべて破られ断たれています。あなたは清しょう涼りょうとなり、身を制し、堅けん固ご　で、誠実に行動する方です。

五四三　象の中の象王＊であり偉大な英雄であるあなたが説くときには、すべての神々は、ナーラダ、パッバタの両〔神群＊〕とともに随喜します。

五四四　貴とうとい方かたよ。あなたに敬礼します。最上の人よ。あなたに敬礼します。神々を含めた全世界のうちで、あなたに比くらべられる人はおりません。

五四五　あなたは覚さとった人です。あなたは師です。あなたは悪魔の征服者です、賢者です。あなたは煩悩の潜在的な可能力＊を断って、みずから〔彼岸に〕渡りおわり、またこの人々を渡すのです。

五四六　あなたは生存の素因＊を超越し、諸々の煩悩の汚れを滅ぼしておられます、あなたは獅し　子し　です。何ものにもとらわれず＊、恐れおののきを捨てておられます。

五四七　麗うるわしい白びゃく[image: 蓮]れん華げ　が泥水に染そまらないように、あなたは善悪の両者に汚されません、雄々お　お　しき人よ、両足をお伸の　ばしなさい。サビヤは師を礼拝します。」

　

　そこで、遍歴の行者サビヤは尊き師（ブッダ）の両足に頭をつけて礼して、言った、[image: ──]「すばらしいことです、尊いお方さま。すばらしいことです、譬えば倒れた者を起すように、覆われたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るであろう』といって暗くら闇やみの中で灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで理法を明らかにされました。ここでわたくしはゴータマ（ブッダ）さまに帰き　依え　したてまつる。また真理と修行僧のつどいとに帰依したてまつる。わたくしは師のもとで出しゅっ家け　したいのです。完全な戒かい律りつを受けたいのです。」

　（師はいわれた）、「サビヤよ。かつて異説の徒であった者が、この教えと戒律とにおいて出家しようと望み、完全な戒律を受けようと望むならば、かれは四カ月の間別に住む。四カ月たってから、もういいな、と思ったならば、諸々の修行僧はかれを出家させ、完全な戒律を受けさせて、修行僧となるようにさせる。しかしこの場合は、人によって（期間の）差異のあることが認められる。」

　「尊いお方さま。もしもかつて異説の徒であった者が、この教えと戒律とにおいて出家しようと望み、完全な戒律を受けようと望むならば、かれは四カ月の間別に住み、四カ月たってから、もういいな、と思ったならば、諸々の修行僧がかれを出家させ、完全な戒律を受けさせて、修行僧となるようにさせるのであるならば、わたくしは（四カ月間ではなくて）、四年間別に住みましょう。そうして四年たってから、もういいな、と思ったならば、諸々の修行僧はわたくしを出家させ、完全な戒律を受けさせて、修行僧となるようにさせてください。」

　さて遍歴の行者サビヤは（直ちに）師のもとで出家し、完全な戒律を受けた。それからまもなく、この長老サビヤは独ひとりで他人から遠ざかり、怠おこたることなく精せい励れいし専心していたが、やがて無上の清らかな行いの究きゅう極きょく[image: ──]諸々の立派な人々はそれを得るために正しく家を出て家なき状態に赴おもむいたのであるが[image: ──]を現世においてみずからさとり、証し、具現して日を送った。「生まれることは尽きた。清らかな行いはすでに完成した。なすべきことをなしおえた。もはや再びこのような生存を受けることはない」とさとった。そうしてサビヤ長老は聖者の一人となった＊。

七、セーラ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき師は大勢の修行僧千二百五十人とともにアングッタラーパ＊〔という地方〕を遍歴して、アーパナと名づけるアングッタラーパの或る町に入られた。結髪の行ぎょう者じゃケーニヤはこういうことを聞いた、「シャカ族の子である〈道の人〉ゴータマ（ブッダ）は、シャカ族の家から出家して、修行僧千二百五十人の大きなつどいとともに、アングッタラーパを遍歴して、アーパナに達した。そのゴータマさまには、次のような好い名声がおとずれている。[image: ──]すなわち、かの師は、真の人＊・さとりを開いた人・明知と行いを具そなえた人・幸せな人・世間を知った人・無上の人・人々を調ととのえる御ぎょ者しゃ・神々と人間との師・目ざめた人（ブッダ）・尊い師であるといわれる。かれは、みずからさとり＊、体得し＊て、神々・悪魔・梵ぼん天てんを含むこの世界や〈道の人〉・バラモン・神々・人間を含む生けるものどもに教えを説く。かれは、初めも善く、中ほども善く、終りも善く、意義も文字もよく具わっている教えを説き、完全円満で清らかな行いを説き明かす、と。ではそのような立派な尊敬さるべき人に見まみえるのは幸せ、みごとな善いことだ。」

　そこで結髪の行者ケーニヤは師のおられるところに赴いた。そうして、師に挨拶した。喜ばしい、思い出の挨あい拶さつのことばを交かわしたのち、かれは傍らに坐した。そこで傍らに坐した結髪の行者ケーニヤに対して師は法に関する話を説いて、指導し、元気づけ、喜ばされた。結髪の行者ケーニヤは、師に法に関する話を説かれ、指導され、元気づけられ、喜ばされて、師にこのように言った、「ゴータマさまは修行僧の方々とともに、明日わたくしのささげる食物をお受けください。」

　そのように告げられて、師は結髪の行者ケーニヤに向って言われた、「ケーニヤよ。修行僧のつどいは大勢で、千二百五十人もいます。またあなたはバラモンがたを信奉しています。」

　結髪の行者ケーニヤは再び師に言った、「ゴータマさま。修行僧の方々は大勢で、千二百五十人もいるし、またわたくしはバラモンがたを信奉していますが、しかしゴータマさまは修行僧の方々とともに、明日わたくしのささげる食物をお受けください。」

　師は結髪の行者ケーニヤに再び言われた、「ケーニヤよ。修行僧のつどいは大勢で、千二百五十人もいます。またあなたはバラモンがたを信奉しています。」

　結髪の行者ケーニヤは三たび師に言った、「ゴータマさま。修行僧のつどいは大勢で、千二百五十人もいるし、またわたくしはバラモンがたを信奉していますが、しかしゴータマさまは修行僧の方々とともに、明日わたくしのささげる食物をお受けください。」師は沈黙によって承しょう諾だくされた。

　そこで結髪の行者ケーニヤは、師が承諾されたのを知って、座から起た　って、自分の庵いおり＊に赴いた。それから、友人＊・朋ほう輩ばい・近親・親族に告げていった、「友人・朋輩・近親・親族の皆さん。わたしのことばをお聞きなさい。わたしは〈道の人〉ゴータマを修行僧の方々とともに、明日の食事に招待しました。だから皆さんは、身を動かしてわたしに手伝ってください。」

　結髪の行者ケーニヤの友人・朋輩・近親・親族は、「承知しました」と、かれに答えて、或る者は竈かまどの坑あなを掘り、或る者は薪まきを割り、或る者は器を洗い、或る者は水みず瓶がめを備えつけ、或る者は座席を設けた。また結髪の行者ケーニヤはみずから（白い帳とばりを垂た　れた）円い集会場をしつらえた。

　ところでそのときセーラ・バラモンはアーパナに住んでいたが、かれは三ヴェーダ＊の奥おく義ぎ　に達し、語ご　彙い　＊論・活用論・音おん韻いん論ろん・語源論・（第四のアタルヴァ・ヴェーダ＊と）第五としての史詩＊に達し、語句と文法に通じ、順世論＊や偉人の観相に通達し、三百人の少年にヴェーダの聖句を教えていた。そのとき結髪の行者ケーニヤはセーラ・バラモンを信奉していた。

　ときにセーラ・バラモンは三百人の少年に取り巻かれていたが、（長く坐っていたために生じた疲労を除くために）膝を伸ばす散歩をし、あちこち歩んでいたが、結髪の行者ケーニヤの庵に近づいた。そこでセーラ・バラモンは、ケーニヤの庵に属する結髪の行者たちが、或る者は竈かまどの坑を掘り、或る者は薪を割り、或る者は器を洗い、或る者は水瓶を備えつけ、或る者は座席を設もうけ、また結髪の行者ケーニヤはみずから円い集会場をしつらえているのを見た。見てから結髪の行者ケーニヤに問うた、「ケーニヤさんには息子の嫁取りがあるのでしょうか？　あるいは息女の嫁入りがあるのでしょうか？　大きな祭さい祀し　が近く行われるのですか？　あるいはマガダ王セーニヤ・ビンビサーラが軍隊とともに明日の食事に招待されたのですか？」

　「セーラよ。わたくしには息子の嫁取りがあるのでもなく、息女の嫁入りがあるのでもなく、マガダ王セーニヤ・ビンビサーラが軍隊とともに明日の食事に招かれているのでもありません。そうではなくて、わたくしは近く大きな祭祀を行うことになっています。シャカ族の子・道の人ゴータマ（ブッダ）は、シャカ族の家から出家して、アングッタラーパ国を遊歩して、大勢の修行僧千二百五十人とともにアーパナに達しました。そのゴータマさまには次のような好い名声がおとずれている。[image: ──]すなわち、かの師は＊、真の人・さとりを開いた人・明知と行いを具そなえた人・幸せな人・世間を知った人・無上の人・人々を調ととのえる御者・神々と人間との師・目ざめた人（ブッダ）・尊き師であるといわれる。わたくしはあの方かたを修行僧らとともに明日の食事に招きました。」

　「ケーニヤさん。あなたはかれを〈目ざめた人〉（ブッダ）と呼ぶのか？」

　「セーラさん。わたくしはかれを〈目ざめた人〉と呼びます。」

　「ケーニヤさん。あなたはかれを〈目ざめた人〉と呼ぶのか？」

　「セーラさん。わたくしはかれを〈目ざめた人〉と呼びます。」

　そのときセーラ・バラモンは心に思った。「〈目ざめた人〉という語を聞くことは、世間においてはむずかしいのである。ところでわれわれの聖典の中に偉人の相そうが三十二伝えられている。それを具えている偉人にはただ二つの途みちがあるのみで、その他の途はありえない。〔第一に〕もしもかれが在ざい家け　の生活を営むならば、かれは転輪王＊となり、正義を守る正義の王として四方を征服して、国土人民を安定させ、七宝を具有するに至る。すなわちかれには輪という宝・象という宝・馬という宝・珠たまという宝・女という宝・資産者という宝・及び第七に指揮者という宝が現われるのである。またかれには千人以上の子があり、みな勇敢で雄々しく、外敵をうち砕く。かれは、四海の果てに至るまで、この大地を武力によらず刀剣を用いずに、正義によって征服して支配する。〔第二に〕しかしながら、もしもかれが家から出て出家者となるならば、真の人・覚さとりを開いた人となり、世間における諸々の煩ぼん悩のうの覆おおいをとり除のぞく」と。

　「ケーニヤさん。では真の人・覚りを開いた人であられるゴータマさまは、いまどこにおられるのですか？」

　かれがこのように言ったときに、結髪の行者ケーニヤは、右腕を差し伸ばして、セーラ・バラモンに告げていった、「セーラさん。この方角に当って一帯の青い林があります。（そこにゴータマさまはおられるのです）。」

　そこでセーラ・バラモンは三百人の少年とともに師のおられるところに赴いた。そのときセーラ・バラモンはそれらの少年たちに告げていった、「きみたちは（急いそがずに）小こ　股またに歩いて、響きを立てないで来なさい。諸々の尊き師は獅子のように独ひとり歩む者であり、近づきがたいからです。そうしてわたしが〈道の人〉ゴータマと話しているときに、きみたちは途中でことばを挿さしはさんではならない。きみたちはわたしの話が終るのを待て。」

　さてセーラ・バラモンは尊き師のおられるところに赴いた。そこで、師に挨拶した。喜ばしい、思い出の挨拶のことばを交したのち、かれは傍らに坐した。それから、セーラ・バラモンは師の身に三十二の〈偉人の相そう〉があるかどうかを探した。セーラ・バラモンは、師の身体に、ただ二つの相を除いて、三十二の偉人の相が殆んど具そなわっているのを見た。ただ二つの〈偉人の相〉に関しては、（それらがはたして師にあるかどうかを）かれは疑い惑まどい、（〈目ざめた人（ブッダ）〉であるということを）信用せず、信仰しなかった。その二つとは体の膜の中におさめられた隠かくし所どころと広こう長ちょう舌ぜつ相そうとである。

　そのとき師は思った、「このセーラ・バラモンはわが身に三十二の偉人の相を殆んど見つけているが、ただ二つの相を見ていない。ただ体の膜の中におさめられた隠所と広長舌相という二つの偉人の相に関しては、（それらがはたしてわたくしの身にあるかどうかを）かれは疑い惑い、（目ざめた人（ブッダ）であるということを）信用せず、信仰していない」と。

　そこで師は、セーラ・バラモンが師の体の膜の中におさめられた隠所を見得るような神じん通づうを示じ　現げんした。次に師は舌を出し、舌で両りょう耳じ　孔こうを上下になめまわし、両鼻孔を上下になめまわし、前の額ひたいを一面に舌で撫でた。

　そこでセーラ・バラモンは思った、[image: ──]「道の人ゴータマは三十二の偉人の相を完全に身に具えていて、不完全ではない。しかしわたしは、『かれがブッダであるか否いなか』ということをまだ知らない。ただわたしは、年老お　い齢よわい高く師またはその師であるバラモンたちが『諸々の〈尊敬さるべき人、完全な覚さとりを開いた人〉は、自分が讃嘆されるときには、自身を示現する』と語るのを聞いたことがある。さあ、わたしは、適当な詩を以て、〈道の人〉ゴータマ（ブッダ）をその面前において讃嘆しましょう」と。そこでセーラ・バラモンはふさわしい詩を以て尊き師をその面前において讃嘆した。[image: ──]

　

五四八＊　「先生！　あなたは身体が完全であり、よく輝き、生れも良く、見た目も美しい。黄おう金ごんの色があり、歯は極きわめて白い。あなたは精力ある人です。

五四九　実に、生れの良い人の具えるすがた・かたちは、すべて、偉人の相として、あなたの身体のうちにあります。

五五〇　あなたは、眼が清らかに、容貌も美しく、（身体は）大きく、真っ直ぐで、光輝あり、〈道の人〉の群むれの中にあって、太陽のように輝いています。

五五一　あなたは見るも美しい修行者（比び　丘く　）で、その膚はだは黄金のようです。このように容色が優すぐれているのに、どうして〈道の人〉となる必要がありましょうか。

五五二　あなたは転輪王（世界を支配する帝王）となって、戦車兵の主となり、四方を征服し、ジャンブ州（全インド）の支配者となるべきです。

五五三　クシャトリヤ（王侯たち）や地方の王どもは、あなたに忠誠を誓うでしょう。ゴータマ（ブッダ）よ。王の中の王として、人類の帝王として、統とう治ち　をなさってください。」

五五四　師（ブッダ）は答えた、「セーラよ。わたくしは王ではありますが、無上の真理の王です。真理によって輪＊をまわすのです。[image: ──]（だれも）反転しえない輪を。」

五五五　セーラ・バラモンがいった、「あなたは〈完全にさとった者〉であると、みずから称しておられます。ゴータマ（ブッダ）よ。あなたは『われは〈無上の真理の王〉であり、法によって輪をまわす』と説いておられます。

五五六　では、誰が、あなたの将軍なのですか？　師の相続者である弟で　子し　は、誰ですか？　あなたがまわされたこの〈真理の輪〉を、誰が（あなたに）つづいてまわすのですか？」

五五七　師が答えた、「セーラよ。わたしがまわした輪、すなわち無上の〈真理の輪〉（法輪）を、サーリプッタがまわす。かれは〈全き人〉につづいて出現した人です。

五五八＊　わたしは、知らねばならぬことをすでに知り、修むべきことをすでに修め、断た　つべきことをすでに断ってしまった。それ故に、わたしは〈さとった人〉（ブッダ）である。バラモンよ。

五五九　わたしに対する疑惑をなくせよ。バラモンよ。わたしを信ぜよ。もろもろの〈さとりを開いた人〉に、しばしば見まみえることは、いともむずかしい。

五六〇　かれら（さとりを開いた人々）が、しばしば世に出現することは、そなたらにとって、いとも得がたいことであるが、わたしは、その〈さとった人〉なのである。バラモンよ、わたしは（煩悩の）矢を抜き去る最上の人である。

五六一　わたしは神聖な者＊であり、無比であり、悪魔の軍勢を撃破し、あらゆる敵を降服させて、なにものをも恐れることなしに喜ぶ。」

五六二 （セーラは弟子どもに告げていった）、[image: ──]「きみたちよ。眼まなこある人の語るところを聞け。かれは（煩悩の）矢を断った人であり、偉大な健たけき人である。あたかも、獅し　子し　が林の中で吼ほ　えるようなものである。

五六三　神聖な者、無比なる者、悪魔の軍勢を撃破する者、を見ては、だれが信ずる心をいだかないであろうか。たとい、色の黒い種族の生れの者でも＊、（信ずるであろう）。

五六四　従おうと欲する者は、われに従え。また従いたくない者は、去れ。わたしもすぐれた智慧ある人のもとで出しゅっ家け　しましょう。」

五六五 （セーラの弟子どもが言った）、[image: ──]「もしもこの〈完全にさとった人〉の教えを、先生が喜ばれるのでしたら、わたくしたちもまた、すぐれた智慧ある人のもとで、出家しましょう。」

五六六 （セーラは言った）、[image: ──]「これら三百人のバラモンたちは、合がっ掌しょうしてお願いしています。『先生！　わたくしたちは、あなたのみもとで、清らかな行いを実践しましょう。』」

五六七　師（ブッダ）が答えた、[image: ──]「セーラよ。清らかな行いが、みごとに説かれている。それは、目ま　のあたり、即時に＊果か　報ほうをもたらす。怠おこたることなく道を学ぶ人が、出家して〔清らかな行いを修めるのは〕、空むなしくはない。」

　

　セーラ・バラモンは仲間とともに師のもとで出家して、完全な戒かい律りつを受けた。

　ときに、結髪の行者ケーニヤは、その夜が過ぎてから、自分の庵いおりで味のよい硬こう軟なんの食物を用意させて、師に時の来たことを告げて、「ゴータマ（ブッダ）さま。時間です。食事の用意ができました」と言った。そこで師は午前中に内衣を着け、重衣をきて、鉢を手にとって、結髪の行者ケーニヤの庵に赴おもむいた。そうして、修行僧のつどいとともに、あらかじめ設もうけられた席についた。それから結髪の行者ケーニヤは、ブッダを初め修行僧らに、手ずから、味のよい硬軟の食物を給きゅう仕じ　して、満足させ、あくまでもてなした。そこで結髪の行者ケーニヤは、師が食事を終り鉢から手を離したときに、みずから一つの低い座を占めて、傍らに坐した。そうして結髪の行者ケーニヤに、師は次の詩を以て、喜びの意を表した。[image: ──]

　

五六八＊　火への供く　養よう＊は祭さい祀し　のうちで最上のものである。サーヴィトリー＊〔讃歌〕はヴェーダの詩句のうちで最上のものである＊。王は人間のうちでは最上の者である＊。大洋＊は、諸しょ河か　川せんのうちで最上のものである＊。

五六九　月は、諸々の星のうちで最上のものである＊。太陽は、輝くもののうちで最上のものである。修行僧の集い＊は、功く　徳どくを望んで供く　養ようを行う人々にとって最上のものである。

　

　師はこれらの詩を唱となえて結髪の行者ケーニヤに喜びの意を示して、座から起た　って、去って行かれた。

　そこでセーラさんは、自分の仲間とともに、独ひとりで他人から遠ざかり、怠おこたることなく、精せい励れいし専心していたが、まもなく[image: ──]諸々の立派な人々がそれを得るために正しく家を出て家なきに赴く目的であるところの[image: ──]無上の清らかな行いの究きゅう極きょくを現世においてみずからさとり、体得し、具現していた。「〔迷いの生存のうちに〕生まれることは消滅した。清らかな行いはすでに完成した。なすべきことをなしおえた。もはや再びこのような生存を受けることはない」とさとった。そうしてセーラさんとその仲間とは、聖者の一人一人となった。

　そののちセーラさんはその仲間とともに師のおられるところに赴いた。そうして、衣を一方の（左の）肩にかけて〔右肩をあらわして〕、師に向って合掌し、次の詩を以て師に呼びかけた。[image: ──]

　

五七〇　「先生！　眼まなこある方かたよ。今から八日以前に、われらはあなたに帰き　依え　しましたが、七日のあいだに、われらはあなたの教えの中で身をととのえました。

五七一＊　あなたは覚さとった方（ブッダ）です。あなたは師です。あなたは悪魔を征服した聖者です。あなたは煩ぼん悩のうの潜在的な可能力を断た　って、みずから渡りおわり、またこの人々を渡してくださいます。

五七二　あなたは生存の素因＊を超越し、諸々の煩悩の汚けがれを滅ぼしておられます。あなたは執しゅう著じゃくすることのない獅子のようです。恐れおののきを捨てておられます。

五七三　これら三百人の修行僧は、合掌して立っています。健たけき人よ、足をお伸の　ばしください。諸々の竜（行者）をして師を拝ませましょう。」

八、矢＊

五七四　この世における人々の命は、定まった相すがたなく、どれだけ生きられるか解わからない。惨いたましく、短くて、苦悩をともなっている。

五七五　生まれたものどもは、死を[image: 遁]のがれる道がない。老お　いに達しては、死ぬ。実に生あるものどもの定さだめは、このとおりである。

五七六　熟した果実は早く落ちる。それと同じく、生まれた人々は＊、死なねばならぬ。かれらにはつねに死の怖おそれがある＊。

五七七　たとえば、陶とう工のつくった土の器が終にはすべて破壊されてしまうように、人々の命もまたそのとおりである。

五七八　若い人も壮年の人も、愚ぐ　者しゃも賢者も、すべて死に屈服してしまう。すべての者は必ず死に至る。

五七九　かれらは死に捉とらえられてあの世に去って行く＊が、父もその子を救わず、親族もその親族を救わない。

五八〇　見よ。見まもっている親族がとめどなく悲嘆に暮れているのに、人は[image: 屠]と　所しょに引かれる牛のように、一人ずつ、連れ去られる。

五八一　このように世間の人々は死と老いとによって害そこなわれる。それ故に賢者は、世のなりゆきを知って＊、悲しまない。

五八二　汝は、来た人の道を知らず、また去った人の道を知らない。汝は（生と死の）両極を見きわめないで、いたずらに泣き悲しむ。

五八三　迷めい妄もうにとらわれ自己を害なっている人が、もしも泣き悲しんでなんらかの利を得ることがあるならば、賢者もそうするがよかろう。

五八四　泣き悲しんでは、心の安らぎは得られない。ただかれにはますます苦しみが生じ、身体がやつれるだけである。

五八五　みずから自己を害そこないながら、身は瘠や　せて醜みにくくなる。そうしたからとて、死んだ人々はどうにもならない。嘆き悲しむのは無益である。

五八六　人が悲しむのをやめないならば、ますます苦悩を受けることになる。亡くなった人のことを嘆くならば、悲しみに捕とらわれてしまったのだ。

五八七　見よ。他の〔生きている〕人々は、また自分のつくった業にしたがって死んで行く。かれら生あるものどもは死に捕えられて、この世で慄ふるえおののいている。

五八八　ひとびとがいろいろと考えてみても、結果は意図とは異なったものとなる。壊やぶれて消え去るのは、このとおりである。世の成りゆくさまを見よ。

五八九　たとい人が百年生きようとも、あるいはそれ以上生きようとも、終には親族の人々から離れて、この世の生命を捨てるに至る。

五九〇　だから〈尊敬さるべき人＊〉の教えを聞いて、人が死んで亡くなったのを見ては、「かれはもうわたしの力の及ばぬものなのだ」とさとって、嘆き悲しみを去れ。

五九一　たとえば家に火がついているのを水で消し止めるように、そのように智慧ある聡明な賢者、立派な人は、悲しみが起ったのを速かに滅ぼしてしまいなさい。[image: ──]譬えば風が綿を吹き払うように。

五九二　己が悲嘆と愛執＊と憂い＊とを除のぞけ。己おのが楽しみを求める人は、己が（煩ぼん悩のうの）矢を抜くべし。

五九三 （煩悩の）矢を抜き去って、こだわることなく＊、心の安らぎを得たならば、あらゆる悲しみを超越して、悲しみなき者となり、安らぎに帰する。


九、ヴァーセッタ＊

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）はイッチャーナンガラ＊〔村〕のイッチャーナンガラ林に住んでおられた。そのとき、多くの著名な大富豪＊であるバラモンたちがイッチャーナンガラ村に住んでいた。すなわちチャンキンというバラモン、タールッカというバラモン、ポッカラサーチというバラモン、ジャーヌッソーニというバラモン、トーデーヤというバラモン及びその他の著名な大富豪であるバラモンたちであった。

　そのときヴァーセッタとバーラドヴァージャという二人の青年が（久しく坐していたために生じた疲労を除くために）膝を伸の　ばすためのそぞろ歩きをあちこちで行なっていた＊。

　かれらはたまたま次のような議論を始めた、「きみよ。どうしたらバラモンとなれるのですか？」

　バーラドヴァージャ青年は次のように言った。「きみよ。父かたについても母かたについても双方ともに生れ（素姓）が良く、純潔な母ぼ　胎たいに宿やどり＊、七世の祖先に至るまで血統に関しては未いまだかつて爪つま弾はじきされたことなく、かつて非難されたことがないならば、まさにこのことによってバラモンであるのである。」

　ヴァーセッタ青年は次のように言った、「きみよ。ひとが戒かい律りつをまもり徳行を身に具そなえているならば、まさにこのことによってバラモンであるのである。」

　〔しかし〕バーラドヴァージャ青年はヴァーセッタ青年を説得することができなかったし、またヴァーセッタ青年はバーラドヴァージャ青年を説得することができなかった。そこでヴァーセッタ青年はバーラドヴァージャ青年に告げて言った、「バーラドヴァージャよ。シャカ族の子である〈道の人〉ゴータマ（ブッダ）は、シャカ族の家から出しゅっ家け　して、ここにイッチャーナンガラ〔村〕のイッチャーナンガラ林のうちに住んでいる。そのゴータマさまには次のような好い名声がおとずれている。[image: ──]すなわち、かの師は、尊敬さるべき人・目ざめた人・明知と行いとを具そなえた人・幸せな人・世間を知った人・無上の人・人々を調ととのえる御ぎょ者しゃ・神々と人間との師・目ざめた人（ブッダ）・尊き師であるといわれる。バーラドヴァージャさん。さあ行こうよ。〈道の人〉ゴータマのいるところに行こう。そこへ行ったら、〈道の人〉ゴータマにこのことがらを尋たずねよう。そうして〈道の人〉ゴータマがわれわれに解答してくれたとおりに、われわれはそれを承認しよう。」「そうしましょう」と、バーラドヴァージャ青年はヴァーセッタ青年に答えた。

　そこでヴァーセッタ青年とバーラドヴァージャ青年とは、師のいますところに赴おもむいた。そうして、師に挨拶した。喜ばしい、思い出についての挨あい拶さつのことばを交かわしたのち、かれらは傍らに坐した。そこでヴァーセッタ・バラモンは次の詩を以て師に呼びかけた。[image: ──]

　

五九四　「われら両人は三ヴェーダ＊の学者であると、（師からも）認められ、みずからも称しています。わたくしはポッカラサーティの弟子であり、この人はタールッカの弟子です。

五九五　三ヴェーダに説かれていることがらを、われわれは完全に知っています。われわれはヴェーダの語句と文法とに精通し、ヴェーダ読どく誦じゅ＊については師に等しいのです。

五九六　ゴータマよ。そのわれわれが生れの如何い か んを論議して、論争が起りました。『生れによってバラモンなのである』とバーラドヴァージャは語りますが、わたくしは『行為によってバラモンとなるのである』と言います。眼ある方かたよ。こういうわけなのだと了りょう解かいしてください。

五九七　われら両人は互いに相手を説得することができないのです。そこで、〈目ざめた人〉（ブッダ）としてひろく知られているあなたさまにたずねるために、やって来ました。

五九八　人々が満月に＊向って近づいて合＊がっ掌しょうし礼拝し敬うやまうように、世人はゴータマを礼拝し敬います＊　。

五九九　世間の眼まなことして出現したもうたゴータマに、われらはおたずねします。生れによってバラモンであるのでしょうか。あるいは行為によってバラモンとなるのでしょうか？　われわれには解りませんから、話してください、[image: ──]われらがバラモンの何たるかを知りうるように。」

六〇〇　師は答えた、「ヴァーセッタよ。そなたらのために、諸々の生物の生れ（種類）の区別を、順次にあるがままに説明してあげよう。それらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇一　草や木にも（種類の区別のあることを）知れ。しかしかれらは（『われらは草である』とか、『われらは木である』とか）言い張ることはない。かれらの特徴は生れにもとづいている＊。かれらの生れはいろいろと異っているからである。

六〇二　次に蛆うじ虫むしや蟋蟀こおろぎから蟻あり類るいに至るまでのものにも（種類の区別のあることを）知れ。かれらの特徴は生れにもとづいているのである。かれらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇三　小さなものでも、大きなものでも、四足獣にも、（種類の区別のあることを）知れ。かれらの特徴は生れにもとづいているのである。かれらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇四　腹を足としていて背の長い匍は　うもの＊にも（種類の区別のあることを）知れ。かれらの特徴は生れにもとづいている。かれらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇五　次に、水の中に生まれ水に棲す　む魚ども＊にも、（種類の区別のあることを）知れ。かれらの特徴は生れにもとづいている。かれらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇六　次に、翼を乗物として虚こ　空くうを飛ぶ鳥どもにも、（種類の区別のあることを）知れ。かれらの特徴は生れにもとづいている。かれらの生れは、いろいろと異っているからである。

六〇七　これらの生類には生れにもとづく特徴はいろいろと異っているが、人類＊にはそのように生れにもとづく特徴がいろいろと異っているということはない。

六〇八　髪についても、頭についても、耳についても、眼についても、口についても、鼻についても、唇についても、眉についても、

六〇九　首についても、肩についても、腹についても、背についても、臀しりについても、胸についても、陰所についても、交合についても、

六一〇　手についても、足についても、指についても、爪についても、脛すねについても、[image: 腿]ももについても、容色についても、音声についても、他の生類の中にあるような、生れにもとづく特徴（の区別）は（人類のうちには）決して存在しない。

六一一　身を禀う　けた生きものの間ではそれぞれ区別＊があるが、人間のあいだではこの区別は存在しない。人間のあいだで区別表示が説かれるのは、ただ名称によるのみ。

六一二　人間のうちで、牧牛＊によって＊生活する人があれば、かれは農夫であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一三　人間のうちで、種々の技能によって生活する人があれば、かれは職人であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一四　人間のうちで売買をして生活する人が＊あれば、かれは商人であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一五　人間のうちで他人に使われて生活する者があれば、かれは傭やとい人にんであって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一六　人間のうちで盗みをして生活する者＊があれば、かれは盗賊であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一七　人間のうちで武術によって生活する者があれば、かれは武士であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一八　人間のうちで司し　祭さいの職によって生活する者が＊あれば、かれは司祭者であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六一九　人間のうちで村や国を領有する者が＊あれば、かれは王であって、バラモンではないと知れ。ヴァーセッタよ。

六二〇＊　われは、（バラモン女の）胎はらから生まれ＊（バラモンの）母から生まれた人をバラモンと呼ぶのではない。かれは〈きみよ、といって呼びかける者＊〉といわれる。かれは何か所有物の思いにとらわれている＊。無一物＊であって執しゅう著じゃくのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二一　すべての束そく縛ばくを断た　ち切り、怖おそれることなく、執著を超越して、とらわれることのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二二　紐ひも＊と革かわ帯おび＊と綱＊とを、手た　綱づな＊ともども断ち切り、門をとざす閂＊（障しょう礙げ　）を滅して、目ざめた人＊（ブッダ）、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二三＊　罪がないのに＊罵られ、なぐられ、拘禁＊されるのを堪え忍び、忍耐の力あり、心の猛き人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二四＊　怒ることなく＊、つつしみあり＊、戒律を奉じ＊、欲を増すことなく＊、身をととのえ＊、最後の身体に達した人＊、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二五＊　[image: 蓮]はちす葉ば　の上の露のように＊、錐きりの尖さきの芥け　子し　のように＊、諸々の欲情に汚けがされない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二六＊　すでにこの世において自己の苦しみの滅びたことを知り、重おも荷に　をおろし、とらわれのない人＊、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二七＊　明らかな智慧が深くて、聡明で、種々の道に通達し＊、最高の目的＊を達した人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二八＊　在ざい家け　者しゃ・出しゅっ家け　者しゃのいずれとも交まじわらず＊、住すみ家か　がなくて遍へん歴れきし、欲の少い人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六二九＊　強くあるいは弱い＊生きものに対して暴力を加えることなく＊、殺さず、また殺させることのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三〇＊　敵意ある者どもの間にあって敵意なく、暴力を用いる者どもの間にあって心おだやかに、執著する者ども＊の間にあって執著しない人、[image: ──]かれをわたしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三一＊　芥け　子し　粒つぶが＊錐きりの尖せん端たんから落ちたように、愛あい著じゃくと憎ぞう悪お　と高ぶりと隠し立て＊とが脱落した人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三二＊　粗そ　野や　ならず、ことがらをはっきりと伝える真実のことばを発し＊、ことばによって何なん人ぴとの感情をも害することのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三三＊　この世において、長かろうと短かろうと、微細であろうとも粗大であろうとも、浄かろうとも不浄であろうとも＊、すべて与えられていない物を取らない＊人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三四＊　現世を望まず、来世をも望まず、欲求もなくて、とらわれのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三五＊　こだわりあることなく、さとりおわって、疑ぎ　惑わくなく、不死＊の底に達した人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三六＊　この世の禍か　福ふくいずれにも執著する＊ことなく、憂うれいなく、汚けがれなく、清らかな人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三七＊　曇りのない月のように、清く、澄み、濁りがなく、歓楽の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三八＊　この障害＊、険道＊・輪りん[image: 廻]ね　（さまよい）・迷めい妄もうを超こ　えて、渡りおわって彼ひ　岸がんに達し、瞑めい想そうし、興奮することなく＊、疑惑なく、執著がなくて、心安らかな人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六三九＊　この世の欲望を断ち切り、出家して遍歴し、欲望の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四〇＊　この世の愛あい執しゅうを断ち切り、出家して遍歴し、愛執の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四一＊　人間の絆きずな＊を捨て、天界の絆＊を越え、すべての絆をはなれた人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四二＊　〈快楽〉と〈不快＊〉とを捨て、清らかに涼しく、とらわれることなく＊、全世界にうち勝った健たけき人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四三＊　生きとし生ける者の死生をすべて知り、執著なく、幸せな人、覚さとった人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四四＊　神々も天の伎楽神（ガンダルヴァ）たちも人間もその行方ゆ く えを知り得ない人、煩ぼん悩のうの汚れを滅しつくした人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四五＊　前にも、後にも、中間にも＊、一物をも所有せず、すべて無一物で＊、何ものをも執著して取りおさえることのない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四六＊　牡お　牛うしのように＊雄々お　お　しく、気け　高だかく、英雄・大仙人・勝利者・欲望のない人・沐もく浴よくした者＊・覚った人（ブッダ）、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四七　前世の生涯を知り、また天上と地獄とを見、生存を滅し尽くすに至った人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶ。

六四八　世の中で名とし姓として付けられているものは、名称にすぎない。（人の生まれた）その時その時に付けられて、約束の取り決めによってかりに設けられて伝えられているのである。

六四九 （姓名は、かりに付けられたものにすぎないということを）知らない人々にとっては、誤った偏見が長い間ひそんでいる。知らない人々はわれらに告げていう、『生れによってバラモンなのである』と。

六五〇　生れによって〈バラモン〉となるのではない。生れによって〈バラモンならざる者〉となるのでもない。行為によって〈バラモン〉なのである＊。行為によって〈バラモンならざる者〉なのである。

六五一　行為によって農夫となるのである。行為によって職人となるのである。行為によって商人となるのである。行為によって傭やとい人にんとなるのである。

六五二　行為によって盗賊ともなり、行為によって武士ともなるのである。行為によって司祭者となり、行為によって王ともなる。

六五三　賢者はこのようにこの行為を、あるがままに見る。かれらは縁えん起ぎ　＊を見る者であり、行為（業）とその報いとを熟知している。

六五四　世の中＊は行為によって成り立ち＊、人々は行為によって成り立つ。生きとし生ける者は業（行為）に束縛されている。[image: ──]進み行く車が轄くさびに結ばれているように。

六五五　熱心な修行と清らかな行いと感官の制御と自制と＊、[image: ──]これによって〈バラモン〉となる＊。これが最上のバラモンの境地＊である。

六五六　三つのヴェーダ＊（明知）を具そなえ、心安らかに、再び世に生まれることのない人は、諸々の識者にとっては、梵ぼん天てんや帝たい釈しゃく＊〔と見なされる〕のである。ヴァーセッタよ。このとおりであると知れ。」

　

　このように説かれたので＊、ヴァーセッタ青年とバーラドヴァージャ青年とは師に向って言った、「すばらしいことです。ゴータマ（ブッダ）さま。すばらしいことです。ゴータマさま。譬たとえば、倒れた者を起すように、覆おおわれたものを開くように、方角に迷った者に道を示すように、あるいは『眼ある人々は色やかたちを見るように』といって暗夜に灯火をかかげるように、ゴータマさまは種々のしかたで理法を明らかにされました。いまわたくしはゴータマさまと真理と修行僧のつどいとに帰き　依え　したてまつる。ゴータマさまはわたくしたちを、在俗信者として受けいれてください。わたくしたちは、今日から命の続く限り帰依いたします。」

一〇、コーカーリヤ＊

　わたしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊き師（ブッダ）は、サーヴァッティー市のジェータ林、〈孤独な人々に食を給する長者の園〉におられた。そのとき修行僧コーカーリヤは師のおられるところに赴おもむいた。そうして、師に挨拶して、傍らに坐した。それから修行僧コーカーリヤは師に向っていった、「尊き師（ブッダ）よ。サーリプッタとモッガラーナとは邪念があります＊。悪い欲求にとらわれています。」

　そう言ったので、師（ブッダ）は修行僧コーカーリヤに告げて言われた、「コーカーリヤよ、まあそういうな。コーカーリヤよ、まあそういうな。サーリプッタとモッガラーナとを信じなさい。サーリプッタとモッガラーナとは温良な＊性たちの人たちだ。」

　修行僧コーカーリヤは再び師にいった、「尊き師よ。わたくしは師を信じてお頼たよりしていますが、しかしサーリプッタとモッガラーナとは邪念があります。悪い欲求にとらわれています。」

　師は再び修行僧コーカーリヤに告げて言われた、「コーカーリヤよ、まあそういうな。コーカーリヤよ、サーリプッタとモッガラーナとを信じなさい。サーリプッタとモッガラーナとは温良な性たちの人たちだ。」

　修行僧コーカーリヤは三たび師にいった、「尊き師よ。わたくしは師を信じてお頼りしていますが、しかしサーリプッタとモッガラーナとは邪念があります、悪い欲求にとらわれています。」

　師は三たび修行僧コーカーリヤに告げて言われた、「コーカーリヤよ、まあそういうな。コーカーリヤよ、サーリプッタとモッガラーナとを信じなさい。サーリプッタとモッガラーナとは温良な性たちの人たちだ。」

　そこで修行僧コーカーリヤは座から起って、師に挨拶して、右まわりをして＊立ち去った。修行僧コーカーリヤが立ち去ってからまもなく、かれの全身に芥け　子し　粒つぶ＊ほどの腫はれ物ものが出てきた。（初めは）芥子粒ほどであったものが、（次第に）小豆あ ず き＊ほどになった。小豆ほどであったものが、大だい豆ず　＊ほどになった。大豆ほどであったものが、棗なつめの核＊ほどになった。棗の核ほどであったものが、棗の果実＊ほどになった。棗の果実ほどあったものが余甘子＊ほどになった。余甘子ほどであったものが、未熟な木瓜の果実＊ほどになった。未熟な木瓜の果実ほどであったものが、熟した木瓜＊ほどになった。熟した木瓜ほどになったものが破裂し、膿うみと血とが迸ほとばしり出た。そこで修行僧コーカーリヤはその病苦のために死去した。修行僧コーカーリヤは、サーリプッタとモッガラーナとに対して敵意をいだいていたので、死んでから紅ぐ　[image: 蓮]れん地じ　獄ごくに生まれた。

　そのときサハー（娑婆）世界の主・梵ぼん天てんは、夜半を過ぎた頃に、麗うるわしい容色を示して、ジェータ林を隈くまなく照らして、師のおられるところに赴いた。そうして師に敬礼して傍らに立った。そこでサハー世界の主である梵天は師に告げていった。「尊いお方さま。修行僧コーカーリヤは死去しました。修行僧コーカーリヤは、サーリプッタとモッガラーナとに対して敵意をいだいていたので、死んでから紅[image: 蓮]地獄に生まれました。」サハー世界の主・梵天はこのように言った。このように言ってから、師に敬礼し、右まわりをして、その場で消え失せた。

　さて、その夜が明けてから、師は、諸々の修行僧に告げて言われた、「諸々の修行僧らよ。昨夜サハー世界の主である梵天が、夜半を過ぎた頃に、麗しい容色を示して、ジェータ林を隈なく照らして、わたくしのいるところに来た。それからわたくしに敬礼して傍らに立った。そうしてサハー世界の主である梵天は、わたくしに告げていった。『尊いお方さま。修行僧コーカーリヤは死去しました。修行僧コーカーリヤは、サーリプッタとモッガラーナとに対して敵意をいだいていたので、死んでから紅[image: 蓮]地獄に生まれました』と。サハー世界の主である梵天はこのように言った。そうして、師を敬礼し、右まわりをして、その場で消え失せた。」

　このように説かれたときに、一人の修行僧が師に告げていった、「尊いお方さま。紅[image: 蓮]地獄における寿命の長さは、どれだけなのですか？」

　「修行僧よ。紅[image: 蓮]地獄における寿命は実に長い。それを、幾年であるとか、数百年であるとか、幾千年であるとか、幾十万年であるとか、数えることはむずかしい。」

　「尊いお方さま。しかし譬ひ　喩ゆ　を以て説明することができるでしょう。」

　「修行僧よ。それはできるのです」といって、師は言われた、「たとえば、コーサラ国の枡ます目め　ではかつて二十カーリカの胡ご　麻ま　の積荷（一車輛分）があって、それを取り出すとしよう、ついで一人の人が百年を過ぎるごとに胡麻を一ひと粒つぶずつとり出すとしよう。その方法によって、コーサラ国の枡目ではかつて二十カーリカの胡麻の積荷（一車輛分）が速やかに尽きたとしても、一つのアッブダ地獄はまだ尽きるに至らない。二十のアッブダ地獄は一つのニラッブダ地獄〔の時期〕に等しい＊。二十のニラッブダ地獄は一つのアババ地獄〔の時期〕に等しい。二十のアババ地獄は一つのアハハ地獄〔の時期〕に等しい。二十のアハハ地獄は一つのアタタ地獄〔の時期〕に等しい。二十のアタタ地獄は一つの黄おう[image: 蓮]れん地獄〔の時期〕に等しい。二十の黄[image: 蓮]地獄は一つの白びゃく睡すい[image: 蓮]れん地獄〔の時期〕に等しい。二十の白睡[image: 蓮]地獄は一つの青しょう[image: 蓮]れん地獄〔の時期〕に等しい。二十の青[image: 蓮]地獄は一つの白[image: 蓮]地獄〔の時期〕に等しい。二十の白[image: 蓮]地獄は一つの紅[image: 蓮]地獄〔の時期〕に等しい。ところで修行僧コーカーリヤは、サーリプッタおよびモッガラーナに対して敵意をいだいていたので、紅[image: 蓮]地獄に生まれたのである。」

　師はこのように言われた。幸せな人である師は、このことを説いてから、さらに次のように言われた。[image: ──]

　

六五七　人が生まれたときには、実に口の中には斧おのが生じている。愚者は悪わる口くちを言って、その斧によって自分を斬り割さ　く＊のである。

六五八＊　毀そしるべき人を誉ほ　め、また誉むべき人を毀る者、[image: ──]かれは口によって禍をかさね＊、その禍のゆえに福楽を受けることができない。

六五九　[image: 賭]と　博ばく＊で財を失う人は、たとい自身を含めて＊一切を失うとも、その不運はわずかな＊ものである。しかし立派な聖者＊に対して悪意をいだく人の受ける不運＊は、まことに重いのである。

六六〇＊　悪口を言いまた悪意を起して聖者をそしる者は、十万と三十六のニラッブダの〔巨大な年数のあいだ〕また五つのアッブダの〔巨大な年数のあいだ〕地獄に赴おもむく。

六六一　噓を言う人は地獄に堕お　ちる＊。また実際にしておきながら「わたしはしませんでした」と言う人もまた同じ。両者ともに行為の卑劣な人々であり、死後にはあの世で同じような運命を受ける（地獄に堕ちる）。

六六二　害心なく＊清らかで＊罪汚れのない＊人を憎にくむかの愚ぐ　者しゃには、必ず悪〔い報い〕がもどってくる。風に逆さからって微細な塵ちりを撒き散らすようなものである。

六六三　種々なる貪とん欲よくに耽ふける者は、ことばで他人をそしる。[image: ──]かれ自身は、信仰心なく、ものおしみして、不親切で、けちで、やたらにかげ口を言うのだが。

六六四　口くち穢ぎたなく、不実で、卑いやしい者よ。生きものを殺し＊、邪悪で、悪行をなす者よ。下劣を極め、不吉な、でき損そこないよ。この世であまりおしゃべりするな。お前は地獄に堕ちる者だぞ。

六六五　お前は塵ちりを撒ま　いて不利を招き、罪をつくりながら、諸々の善人を非難し、また多くの悪事をはたらいて、長いあいだ深い坑あな＊（地獄）に陥おちいる。

六六六　けだし何なに者ものの業も滅びることはない。それは必ずもどってきて、（業をつくった）主がそれを受ける。愚者は罪を犯おかして、来世にあってはその身に苦しみを受ける。

六六七 （地獄に堕ちた者は）、鉄の串くしを突きさされるところに至り、鋭い刃やいばのある鉄の槍に近づく。さてまた[image: 灼]しゃく熱ねつした鉄丸のような食物を食わされるが、それは、（昔つくった業に）ふさわしい当然なことである。

六六八 （地獄の獄ごく卒そつどもは「捕えよ」「打て」などといって）、誰もやさしいことばをかけることなく、（温顔をもって）向ってくることなく、頼たよりになってくれない。（地獄に堕ちた者どもは）、敷き拡げられた炭火の上に臥し、あまねく燃え盛る＊火炎の中に入る。

六六九　またそこでは（地獄の獄卒どもは）鉄の網をもって（地獄に堕ちた者どもを）からめとり、鉄てっ[image: 槌]ついをもって打つ。さらに真の暗黒である闇に至るが、その闇はあたかも霧のようにひろがっている。

六七〇　また次に（地獄に堕ちた者どもは）火炎があまねく燃え盛っている銅製の釜かまに入る。火の燃え盛るそれらの＊釜の中で永いあいだ煮られて、浮き沈みする。

六七一　また膿うみや血のまじった湯釜があり、罪を犯おかした人はその中で煮られる。かれがその釜の中でどちらの方角へ向って横たわろうとも、（膿と血とに）触ふ　れて汚けがされる。

六七二　また蛆うじ虫むしの棲す　む水みず釜がまがあり、罪を犯した人はその中で煮られる。出ようにも、つかむべき縁ふちがない。その釜の上部は内側に彎わん曲きょくしていて、まわりが全部一様だからである。

六七三　また鋭い剣の葉のついた林があり、（地獄に堕ちた者どもが）その中に入ると、手足を切断される。（地獄の獄卒どもは）鉤かぎを引っかけて舌をとらえ、引っ張りまわし、引っ張り[image: 廻]しては叩きつける。

六七四　また次に（地獄に堕ちた者どもは）、超え難いヴェータラニー＊河に至る。その河の流れは鋭利な剃刀かみそりの刃＊である。愚かな輩やからは、悪い事をして罪を犯しては、そこに陥おちいる。

六七五　そこには黒犬や斑ぶち犬いぬや黒くろ烏からすの群や野狐がいて、泣きさけぶかれらを貪むさぼり食うて飽あ　くことがない。また鷹たかや黒色ならぬ烏＊どもまでが[image: 啄]ついばむ。

六七六　罪を犯した人が身に受けるこの地獄の生存は、実に悲惨である。だから人は、この世において余生のあるうちになすべきことをなして、忽ゆるがせにしてはならない。

六七七　紅ぐ　[image: 蓮]れん地獄に運び去られた者（の寿命の年数）は、荷車につんだ胡ご　麻ま　の数ほどある、と諸々の智者は計算した。すなわちそれは五千兆ちょう年ねん＊とさらに一千万の千二百倍の年である。

六七八　ここに説かれた地獄の苦しみがどれほど永く続こうとも、その間は地獄にとどまらねばならない。それ故に、ひとは清く、温良で、立派な美徳をめざして、常にことばとこころをつつしむべきである。

一一、ナーラカ

〔序＊〕

六七九　よろこび楽しんでいて清らかな衣をまとう三十人の神々の群＊と帝たい釈しゃく天てんとが、恭うやうやしく衣をとって極めて讃嘆しているのを、アシタ仙＊は日中の休息＊のときに見た。

六八〇　こころ喜び踊りあがっている神々を見て、ここに仙人は恭々しくこのことを問うた、

　「神々の群が極めて満悦しているのは何故ですか？

　どうしたわけでかれらは衣をとってそれを振り[image: 廻]しているのですか？

六八一　たとえ阿あ　修しゅ羅ら　＊との戦いがあって、神々が勝ち阿修羅が敗ま　けたときにも、そのように身の毛の振い立つほど喜ぶことはありませんでした。どんな稀まれなできごとを見て神々は喜んでいるのですか？

六八二　かれらは叫び、歌い、楽がっ器き　を奏かなで、手を打ち、踊っています。須しゅ弥み　山せん＊の頂いただきに住まわれるあなたがたに、わたくしはおたずねします。尊き方々よ、わたくしの疑いを速すみやかに＊除のぞいてください。」

六八三 （神々は答えて言った）、「無比のみごとな宝であるかのボーディサッタ（菩[image: 薩]、未来の仏）は、もろびとの利益安楽のために人間世界に生まれたもうたのです、[image: ──]シャカ族の村に、ルンビニーの聚じゅ落らくに。

　だからわれらは嬉しくなって、非常に喜んでいるのです。

六八四　生きとし生ける者の最上者、最高の人、牡お　牛うしのような人、生きとし生けるもののうちの最高の人（ブッダ）は、やがて〈仙人（のあつまる所）〉という名の林＊で（法）輪を回転する＊であろう。[image: ──]猛たけき獅し　子し　が百獣にうち勝って吼ほ　えるように。」

六八五　仙人は（神々の）その声を聞いて急いで（人間世界に）降りてきた。そのときスッドーダナ王＊の宮殿に近づいて、そこに坐して、シャカ族の人々に次のようにいった、

　「王子はどこにいますか。わたくしもまた会いたい。」

六八六　そこで諸々のシャカ族の人々は、その児を、アシタという（仙人）に見せた。[image: ──]熔よう炉ろ　で巧みな金工が鍛きたえた黄金のようにきらめき幸福に光り輝く尊い顔の児を。

六八七　火炎のように光り輝き、空行く星王（月）のように清らかで、雲を離れて照る秋の太陽のように輝く児を見て、歓喜を生じ、[image: 昂]まる喜びでわくわくした＊。

六八八　神々は、多くの骨あり千の円輪ある傘さん蓋がい＊を空中にかざした。また黄金の柄え　のついた払ほっ子す　で〔身体を〕上下に扇あおいだ＊。

　しかし払子や傘蓋を手にとっている者どもは見えなかった。

六八九　カンハシリ＊（アシタ）という結髪の＊仙人は、こころ喜び、嬉しくなって、その児を抱きかかえた。[image: ──]その児は、頭の上に白い傘をかざされて白色がかった毛布の中にいて、黄金の飾りのようであった。

六九〇　相そう好ごうと呪じゅ文もん（ヴェーダ）に通つう暁ぎょうしているかれは＊、シャカ族の牡牛（のような立派な児）を抱きとって、（特相を）検しらべたが、心に歓喜して声を挙げた。[image: ──]「これは無上の方かたです、人間のうちで最上の人です。」

六九一　ときに仙人は自分の行く末を憶おもうて、ふさぎこみ、涙を流した。仙人が泣くのを見て、シャカ族の人々は言った、[image: ──]

　「われらの王子に障さわりがあるのでしょうか？」

六九二　シャカ族の人々が憂うれえているのを見て、仙人は言った、[image: ──]

　「わたくしは、王子に不吉の相があるのを思いつづけているのではありません。またかれに障りはないでしょう。この方は凡ぼん庸ようではありません。よく注意してあげてください。

六九三　この王子は最高のさとりに達するでしょう。この人は最上の清浄＊を見、多くの人々のためをはかり、あわれむが故に、法輪をまわすでしょう。この方の清らかな行い＊はひろく弘ひろまるでしょう。

六九四　ところが、この世におけるわたくしの余命はいくばくもありません。（この方がさとりを開かれるまえに）中途でわたくしは死んでしまうでしょう。わたくしは比たぐいなき力ある人の教えを聞かないでしょう。だから、わたくしは、悩み、悲嘆し、苦しんでいるのです。」

六九五　かの清らかな修行者（アシタ仙人）はシャカ族の人々に大きな喜びを起させて、宮廷から去っていった。かれは自分の甥（ナーラカ）をあわれんで、比たぐいなき力ある人の教えに従うようにすすめた。[image: ──]

六九六　「もしもお前が後に『目ざめた人あり、さとりを開いて、真理の道を歩む』という声を聞くならば、そのときそこへ行ってかれの教えをたずね、その師のもとで清らかな行いを行え。」

六九七　その聖者は、人のためをはかる心あり、未来における最上の清らかな境地を予見していた。その聖者＊に教えられて、かねて諸々の善根を積んでいたナーラカは、勝利者（ブッダ）を待望しつつ、みずからの感官をつつしみまもって暮していた。

六九八　〈すぐれた勝利者が法輪をまわしたもう〉との[image: 噂]うわさを聞き、アシタという（仙人）の教えのとおりになったときに、出かけていって、最上の人である仙人（ブッダ）に会って信仰の心を起し、いみじき聖者に最上の聖者の境地＊をたずねた。

　

　序文の詩句は終った。

　

六九九＊　〔ナーラカは尊師にいった〕、「アシタの告げたこのことばはそのとおりであるということを了りょう解かいしました。故に、ゴータマよ、一切の道理の通つう達たつ者しゃ（ブッダ）であるあなたにおたずねします。

七〇〇　わたくしは出しゅっ家け　の身となり、托たく鉢はつの行ぎょうを実践しようと願っているのですが、おたずねします。聖者よ、聖者の境地、最上の境地を説いてください。」

七〇一　師（ブッダ）はいわれた、「わたくしはあなたに聖者の境地を教えてあげよう。これは行いがたく、成じょう就じゅし難いものである。さあ、それをあなたに説いてあげよう。しっかりとして、堅けん固ご　であれ。

七〇二　村にあっては、罵ののしられても、敬礼されても、平然とした態度で臨のぞめ。（罵られても）こころに怒らないように注意し、（敬礼されても）冷静に、高ぶらずにふるまえ。

七〇三　たとい園林のうちにあっても、火炎の燃え立つように種々のものが現れ出てくる。

　婦女＊は聖者を誘惑する。婦女をしてかれを誘惑させるな。

七〇四　婬欲のことがらを離れ、さまざまの愛欲をすてて、弱いものでも、強いものでも、諸々の生きものに対して、敵対することもなく、愛あい著じゃくすることもない。

七〇五　『かれらもわたくしと同様であり、わたくしもかれらと同様である』と思って、わが身に引きくらべて、（生きものを）殺してはならぬ。また他人をして殺させてはならぬ＊。

七〇六　凡ぼん夫ぷ　は欲望と貪むさぼりとに執しゅう著じゃくしているが、眼まなこある人はそれを捨てて道を歩め。この（世の）地獄＊を超こ　えよ。

七〇七　腹を減へ　らして、食物を節し、少欲であって、貪ることなかれ。かれは貪り食う欲望に厭あ　きて、無欲であり、安らぎに帰している＊。

七〇八　その聖者は托たく鉢はつにまわり歩いてから、林のほとりにおもむき、樹き　の根もとにとどまって、座につくべきである。

七〇九　かれは思慮深く、瞑めい想そうに専念し、林のほとりで楽しみ、樹の根もとで瞑想し、大いにみずから満足すべきである。

七一〇　ついで夜が明けたならば、村里のほとりに去るべきである。（信徒から）招待を受けても、また村から食物をもらってきても、決して喜んではならない。

七一一　聖者は、村に行ったならば、家々を荒々しくガサツに[image: 廻]ってはならない＊。話をするな＊。わざわざ策さくして食を求める＊ことばを発してはならない。

七一二　『（施しの食物を）得たのは善かった』『得なかったのもまた善かった』と思って、全き人はいずれの場合にも平然として＊還かえってくる。あたかも（果実をもとめて）樹のもとに赴いた人が、（果実を得ても得なくても、平然として）帰ってくるようなものである。

七一三　かれは鉢を手にして歩き[image: 廻]り、啞者ではないのに啞者と思われるようにするのだ。施せ　物もつが少かったからとて軽んじてはならぬ。施してくれる人を侮あなどってはならない。

七一四　道の人（ブッダ）は高く或いは低い種々の道＊を説き明かしたもうた。重ねて彼ひ　岸がんに＊至ることはないが、一度で彼岸に至ることもない。

七一五 （輪りん[image: 廻]ね　の）流れを断た　ち切った修行僧には執著＊が存在しない。なすべき（善）となすべからざる（悪）とを捨て去っていて、かれには煩はん悶もんが存在しない。」

七一六　師がいわれた、

　「あなたに聖者の道を説こう＊。[image: ──]（食をとるには）剃刀かみそりの刃＊の譬たとえのように用心せよ。舌で上うわ口こう蓋がいを抑おさえ、腹についてはみずから食を節すべし。

七一七　心が沈んでしまってはいけない。またやたらに多くのことを考えてはいけない。腥なまぐさい臭気なく＊、こだわることなく、清らかな行いを究きゅう極きょくの理想とせよ＊。

七一八　独り坐することと〈道の人〉に奉仕すること＊とを学べ。聖者の道は独り居ることであると説かれている。独り居てこそ＊楽しめるであろう。

七一九　そうすればかれは十方に光り輝くであろう。欲望をすてて瞑想している諸々の賢者の名声を聞いたならば、わが教えを聞く者＊はますます恥を知り、信仰を起すべきである。

七二〇　そのことを深い淵の河水と浅瀬の河水とについて知れ。河底の浅い小川の水は音を立てて流れるが、大河の水＊は音を立てないで静かに流れる。

七二一　欠けている足た　りないものは音を立てるが、満ち足りたものは全く静かである。愚ぐ　者しゃは半なかば水を盛った水瓶かめのようであり、賢者は水の満ちた湖のようである。

七二二　〈道の人＊〉が理法にかない意義あること＊を多く語るのは、みずから知って教えを説くのである。みずから知って多くのことを語るのである。

七二三　しかしみずから知って己おのれを制し、みずから知っているのに多くのことを語らないならば、かれは聖者として聖者の行にかなう＊。かれは聖者として聖者の行を体得した。」


一二、二種の観察

　わたくしが聞いたところによると、[image: ──]或るとき尊師はサーヴァッティーの〔郊外にある〕東園にあるミガーラ（長者）の母の宮殿のうちにとどまっておられた。そのとき尊師（ブッダ）はその定期的集会（布ふ　[image: 薩]さつ）の日、十五日、満月の夜に、修行僧（比び　丘く　）の仲間に囲まれて屋おく外がいに住しておられた。さて尊師は修行僧の仲間が沈黙しているのを見まわして、かれらに告げていわれた、[image: ──]

　「修行僧たちよ。善にして、尊とうとく、出しゅつ離り　を得させ、さとりにみちびく諸々の真理がある。そなたたちが、『善にして、尊く、出離を得させ、さとりにみちびく諸々の真理を聞くのは、何故であるか＊』と、もしもだれかに問われたならば、かれらに対しては次のように答えねばならぬ。[image: ──]『二種ずつの真理を如にょ実じつに知るため＊である』と。しからば、そなたたちのいう二種とは何であるか、というならば、『これは苦しみである。これは苦しみの原因である』というのが、一つの観察〔法〕である。『これは苦しみの消しょう滅めつである。これは苦しみの消滅に至る道である』というのが、第二の観察〔法〕である。修行僧たちよ。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励はげんで、専心している修行僧にとっては、二つの果か　報ほうのうちのいずれか一つの果報が期待され得る。

　[image: ──]すなわち現世における〈さとり＊〉か、あるいは煩ぼん悩のうの残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないこと（不ふ　還げん）である。」[image: ──]

　尊師はこのように告げられた。そうして、幸せな師（ブッダ）は、さらにまた次のように説かれた。

　

七二四＊　苦しみを知らず、また苦しみの生起するもとをも知らず、また苦しみのすべて残りなく滅びるところをも、また苦しみの消滅に達する道をも知らない人々、[image: ──]

七二五　かれらは心の解げ　脱だつを欠き、また智慧の解脱＊を欠く。かれらは（輪りん[image: 廻]ね　を）終滅させることができない。かれらは実に生と老いとを受ける。

七二六　しかるに、苦しみを知り、また苦しみの生起するもとを知り、また苦しみのすべて残りなく滅びるところを知り、また苦しみの消滅に達する道を知った人々、[image: ──]

七二七　かれらは、心の解脱を具現し、また智慧の解脱を具現する。かれらは（輪[image: 廻]を）終滅させることができる。かれらは生と老いとを受けることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがら＊を正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて素因＊に縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら素因が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩ぼん悩のうの残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師（ブッダ）は、さらにまた次のように説かれた。

　

七二八　世間には種々なる苦しみがあるが、それらは生存の素因にもとづいて生起する。実に愚者は知らないで生存の素因をつくり、くり返し苦しみを受ける。それ故に、知り明らめて、苦しみの生ずる原因を観察し、再生の素因をつくるな。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『どんな苦しみが生ずるのでも、すべて無む　明みょうに縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら無明が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七二九　この状態から他の状態へと、くり返し生死輪りん[image: 廻]ね　に赴く人々は、その帰き　趣しゅ（行きつく先）は無明にのみ存する。

七三〇　この無明とは大いなる迷いであり、それによって永いあいだこのように輪[image: 廻]してきた。しかし明知に達した生けるものどもは、再び迷いの生存に戻ることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて潜在的形成力に縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら潜在的形成力が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七三一　およそ苦しみが生ずるのは、すべて潜在的形成力を縁（原因）として起るのである。諸々の潜在的形成力が消滅するならば、もはや苦しみの生ずることもない。

七三二　「苦しみは潜在的形成力の縁から起るものである」と、この災わざわいを知って、一切の潜在的形成力が消滅し、（欲などの）想を止とどめたならば、苦しみは消滅する。このことを如実に知って、

七三三　正しく見、正しく知った諸々の賢者・ヴェーダの達人＊は、悪魔の繫け　縛ばくにうち勝って、もはや迷いの生存に戻ることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて識別作用（識しき）に縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら識別作用が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七三四　およそ苦しみが生ずるのは、すべて識別作用＊に縁って起るのである。識別作用が消滅するならば、もはや苦しみが生起するということは有りえない。

七三五　「苦しみは識別作用に縁って起るのである」と、この禍いを知って、識別作用を静まらせたならば、修行者は、快をむさぼることなく、安らぎに帰しているのである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて接触に縁って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら接触が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七三六　接触にとらわれ、生存の流れにおし流され、邪道を歩む人々は、束そく縛ばくの消滅は遠いかなたにある。

七三七　しかし接触を熟知し理解して、平安を楽しむ人々は、実に接触がほろびるが故に＊、快を感ずることなく、安らぎに帰している。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて感受に縁って起るものである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら諸々の感受が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七三八　楽であろうと、苦であろうと、非苦非楽であろうとも、内的にも外的にも、およそ感受されたものはすべて、

七三九　「これは苦しみである」と知って、滅び去るものである虚きょ妄もうの事物に触れるたびごとに、衰すい滅めつすることを認みとめ、このようにしてそれらの本性を識知する＊。諸々の感受が消滅するが故に、修行僧は快を感ずることなく、安らぎに帰している。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて妄執（愛執）に縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら妄執が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七四〇　妄執を友としている人は、この状態からかの状態へと永い間流る　転てんして、輪りん[image: 廻]ね　を超こ　えることができない。

七四一　妄執は苦しみの起る原因である、とこの禍いを知って、妄執を離れて、執著することなく、よく気をつけて、修行僧は遍へん歴れきすべきである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて執著に縁って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら諸々の執著が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらにまた次のように説かれた。

　

七四二　執著に縁って生存が起る。生存せる者は苦しみを受ける。生れた者は死ぬ。これが苦しみの起る原因である。

七四三　それ故に諸々の賢者は、執著が消滅するが故に、正しく知って、生れの消滅したことを熟知して、再び迷いの生存にもどることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて起動に縁って起るものである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら諸々の起動が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七四四　およそ苦しみが起るのは、すべて起動を縁として起る。諸々の起動が消滅するならば、苦しみの生ずることもない。

七四五　「苦しみは起動の縁から起る」と、この禍いを知って、一切の起動を捨て去って、起動のないこと＊において解げ　脱だつし、

七四六　生存に対する妄執を断ち、心の静まった修行僧は、生をくり返す輪りん[image: 廻]ね　を超こ　える。かれはもはや生存を受けることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて食料に縁よ　って起るのである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら諸々の食料が残りなく離れ消滅するならば、苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、或いは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七四七　およそ苦しみが起るのは、すべて食料を縁として起る。諸々の食料が消滅するならば、もはや苦しみの生ずることもない。

七四八　「苦しみは食料の縁から起る」と、この禍いを知って、一切の食料を熟知して、一切の食料にたよらない、

七四九　諸々の煩ぼん悩のうの汚けがれの消滅の故に無病＊の起ることを正しく知って、省察して（食料を）受用し＊、理法に住するヴェーダの達人は、もはや（迷いの生存者のうちに）数えられることがない。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『およそ苦しみが生ずるのは、すべて動揺に縁って起るものである』というのが、一つの観察〔法〕である。『しかしながら諸々の動揺が残りなく離れ消滅するならば、もはや苦しみの生ずることがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七五〇　およそ苦しみが起るのは、すべて動揺＊を縁として起る。諸々の動揺が消滅するならば、もはや苦しみの生ずることもない。

七五一　「苦しみは動揺の縁から起る」と、この禍いを知って、それ故に修行僧は（妄執の）動揺を捨て去って、諸々の潜在的形成力を制止して、無動揺・無む　執しゅう著じゃくで、よく気をつけて、遍歴すべきである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『従属する者は、たじろぐ』というのが、一つの観察〔法〕である。『従属することのない者は、たじろがない』というのが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七五二　従属することのない人はたじろがない。しかし従属することのある人＊は、この状態からあの状態へと執著していて、輪りん[image: 廻]ね　を超こ　えることがない。

七五三　「諸々の従属の中に大きな危険がある」と、この禍いを知って、修行僧は、従属することなく、執著することなく、よく気をつけて、遍歴すべきである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『物質的領域よりも非物質的領域のほうが、よりいっそう静まっている』というのが、一つの観察〔法〕である。『非物質的領域よりも消滅のほうが、よりいっそう静まっている』というのが、第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七五四＊　物質的領域＊に生まれる諸々の生存者と非物質的領域＊に住む諸々の生存者とは、消滅を知らないので、再びこの世の生存に戻ってくる。

七五五　しかし物質的領域を熟知し、非物質的領域に安住し、消滅＊において解げ　脱だつする人々は、死を捨て去ったのである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『神々と悪魔とともなる世界、道の人（沙しゃ門もん）・バラモン・神々・人間を含む諸々の生存者が〈これは真理である〉と考えたものを、諸々の聖者は〈これは虚きょ妄もうである〉と如実に正しい智慧をもってよく観ずる』[image: ──]これが一つの観察〔法〕である。『神々と悪魔とともなる世界、道の人・バラモン・神々・人間を含む諸々の生存者が〈これは虚妄である〉と考えたものを、諸々の聖者は〈これは真理である〉と如実に正しい智慧をもってよく観ずる』[image: ──]これが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七五六　見よ、神々並びに世人は、非ひ　我が　なるもの＊を我と思いなし、〈名称と形態＊〉（個体）に執しゅう著じゃくしている。「これこそ真理である」と考えている。

七五七　或るものを、ああだろう、こうだろう、と考えても、そのものはそれとは異ったものとなる。何となれば、その（愚ぐ　者しゃの）その（考え）は虚妄なのである。過ぎ去るものは虚妄なるものであるから。

七五八　安らぎ＊は虚妄ならざるものである。諸々の聖者はそれを真理であると知る。かれらは実に真理をさとるが故に、快を貪ることなく平安に帰しているのである。

　

　「修行僧たちよ。『また他の方法によっても二種のことがらを正しく観察することができるのか？』と、もしもだれかに問われたならば、『できる』と答えなければならない。どうしてであるか？　『神々と悪魔とともなる世界、道の人（沙門）・バラモン・神々、人間を含む諸々の生存者が〈これは安楽である〉と考えたものを、諸々の聖者は〈これは苦しみである〉と如実に正しい智慧をもってよく観ずる』[image: ──]これが一つの観察〔法〕である。『神々と悪魔とともなる世界、道の人・バラモン・神々・人間を含む諸々の生存者が〈これは苦しみである〉と考えたものを、諸々の聖者は〈これは安楽である〉と如実に正しい智慧をもってよく観ずる』[image: ──]これが第二の観察〔法〕である。このように二種〔の観察法〕を正しく観察して、怠らず、つとめ励んで、専心している修行僧にとっては、二つの果報のうちのいずれか一つの果報が期待され得る。[image: ──]すなわち現世における〈さとり〉か、あるいは煩悩の残りがあるならば、この迷いの生存に戻らないことである。」[image: ──]

　師（ブッダ）はこのように告げられた。そうして、幸せな師はさらに次のように説かれた。

　

七五九＊　有ると言われる限りの、色かたち、音声、味わい、香り、触れられるもの、考えられるもの＊であって、好ましく愛すべく意こころに適かなうもの、[image: ──]

七六〇　それらは実に、神々並びに世人には「安楽」であると一般に認みとめられている。またそれらが滅びる場合には、かれらはそれを「苦しみ」であると等しく認めている。

七六一　自己の身体（＝個体）を断滅する＊ことが「安楽」である、と諸々の聖者は見る。（正しく）見る人々のこの（考え）は、一切の世間の人々と正反対である。

七六二　他の人々が「安楽」であると称するものを、諸々の聖者は「苦しみ」であると言う。他の人々が「苦しみ」であると称するものを、諸々の聖者は「安楽」であると知る。解し難き真理を見よ。無智なる人々はここに迷っている＊。

七六三　覆おおわれた人々には闇やみがある。（正しく）見ない人々には暗黒がある。善良なる人々には開かい顕けんされる。あたかも見る人々に光明のあるようなものである。理法が何であるかを知らない獣（のような愚人）は、（安らぎの）近くにあっても、それを知らない。

七六四　生存の貪とん欲よくにとらわれ、生存の流れにおし流され、悪魔の領土に入っている人々には、この真理は実に覚さとりがたい。

七六五　諸々の聖者以外には、そもそも誰がこの境地を覚り得るのであろうか。この境地を正しく知ったならば、煩悩の汚けがれのない者となって、まどかな平安に入るであろう。

　

　師（ブッダ）はこのように説かれた。修行僧たちは悦よろこんで師の所説を歓喜して迎えた。実にこの説明が述べられたときに、六十人の修行僧は執しゅう著じゃくがなくなって、心が汚れから解げ　脱だつした。

　

　〔二種の観察の〕まとめの句

　真理（諦）と、生存の素因と、無明と、諸々の形成力と、第五に識別作用と、接触と、感受されるものと、妄執と、執著と、起動と、諸々の食と、動揺における震動と、物質的領域と、真理と苦とで、十六である。

　

　〈大いなる章〉第三おわる

　

　まとめの句

　出家と、つとめはげむことと、みごとに説かれたことと、スンダリカと、マーガと、サビヤと、セーラと、矢と、ヴァーセッタと、コーカーリヤと、ナーラカと、二種の観察と[image: ──]

　これらの十二の経が「大いなる章」と言われる。


第四　八つの詩句の章＊

一、欲望＊

七六六　欲望をかなえたいと望んでいる人が、もしもうまくゆくならば、かれは実に人間の欲するものを得て、心に喜ぶ。

七六七　欲望をかなえたいと望み貪とん欲よくの生じた人が、もしも欲望をはたすことができなくなるならば、かれは、矢に射い　られたかのように、悩なやみ苦しむ＊。

七六八　足で蛇の頭を踏まないようにするのと同様に、よく気をつけて諸々の欲望を回避する人は、この世でこの執著＊をのり超える。

七六九＊　ひとが、田畑・宅地・黄金・牛馬・奴ぬ　婢ひ　・傭やとい人にん・婦女・親族、その他いろいろの欲望を貪むさぼり求めると、

七七〇　無力のように見えるもの（諸々の煩悩）がかれにうち勝ち、危い災難がかれをふみにじる。それ故に苦しみがかれにつき従う＊。あたかも壊やぶれた舟に水が侵入するように。

七七一　それ故に、人は常によく気をつけていて、諸々の欲望を回避せよ。船のたまり水を[image: 汲]み出すように、それらの欲望を捨て去って、激しい流れを渡り、彼ひ　岸がんに到達せよ。

二、洞窟についての八つの詩句＊

七七二　窟いわや（身体）のうちにとどまり＊、執著し、多くの（煩ぼん悩のう）に覆おおわれ、迷めい妄もうのうちに沈没している人、[image: ──]このような人は、実に〈遠ざかり離れること＊〉（厭おん離り　）から遠く隔へだたっている。実に世の中にありながら欲望を捨て去ることは、容易ではないからである。

七七三　欲求にもとづいて生存の快楽にとらわれている人々は、解げ　脱だつしがたい。他人が解脱させてくれるのではないからである。かれらは未来をも過去をも顧こ　慮りょしながら、これらの（目の前の）欲望または過去の欲望を貪むさぼる＊。

七七四　かれらは欲望を貪り、熱中し＊、[image: 溺]おぼれて、吝りん嗇しょくで、不正になずんでいるが、（死時には）苦しみにおそわれて悲嘆する、[image: ──]「ここで死んでから、われらはどうなるのだろうか」と。

七七五　だから人はここにおいて＊学ぶべきである。世間で「不正」であると知られているどんなことであろうとも、それのために不正を行なってはならない。「ひとの命は短いものだ」と賢者たちは説いているのだ。

七七六　この世の人々が、諸々の生存に対する妄執にとらわれ、ふるえているのを、わたくしは見る。下劣な人々は、種々の生存に対する妄執を離れないで、死に直面して泣く。

七七七 （何ものかを）わがものであると執著して動揺している人々を見よ。（かれらのありさまは）ひからびた流れの水の少いところにいる魚のようなものである。これを見て、「わがもの」という思いを離れて行うべきである。[image: ──]諸々の生存に対して執著することなしに。

七七八　賢者は、両極端に対する欲望を制し＊、（感官と対象との）接触を知りつくして＊、貪ることなく、自責の念にかられるような悪い行いをしないで、見聞することがらに汚けがされない。

七七九　想い＊を知りつくして、激流を渡れ。聖者は、所有したいという執著に汚されることなく、（煩悩の）矢を抜き去って、つとめ励んで行い、この世をもかの世をも望まない。

三、悪意についての八つの詩句＊

七八〇　実に悪意をもって（他人を）誹そしる人々＊もいる。また他人から聞いたことを真実だと思って＊（他人を）誹る人々もいる。誹ることばが起っても、聖者はそれに近づかない。だから聖者は何ごとについても心の荒すさむこと＊がない。

七八一　欲にひかれ、好み＊にとらわれている人は、どうして自分の偏見を超こ　えることができるだろうか。かれは、みずから完全であると思いなしている＊。かれは知るにまかせて語るであろう。

七八二　ひとから尋ねられたのではないのに、他人に向って、自分が戒かい律りつや道徳を守っていると言いふらす人は、自分で自分のことを言いふらすのであるから、かれは「下劣な人」である、と真理に達した人々は語る。

七八三　修行僧が平安となり、心が安静に帰して、戒律に関して「わたくしはこのようにしている」といって誇ることがないならば、世の中のどこにいても煩ぼん悩のうのもえ盛さかることがないのであるから、かれは〈高貴な人〉である、と真理に達した人々は語る。

七八四　汚けがれた＊見解をあらかじめ設もうけ、つくりなし、偏へん重ちょうして、自分のうちにのみ勝すぐれた実みのりがあると見る人は、ゆらぐものにたよる平安に執著しているのである。

七八五　諸々の事物に関する固執（はこれこれのものであると）確かに知って＊、自己の見解に対する執著を超越することは、容易ではない。故に人はそれらの（偏執の）住居す ま いのうちにあって、ものごとを斥しりぞけ、またこれを執と　る＊。

七八六　邪悪を掃はらい除いた人は、世の中のどこにいっても、さまざまな生存に対してあらかじめいだいた偏見が存在しない。邪悪を掃い除いた人は、いつわり＊と驕きょう慢まんとを捨て去っているが、どうして（輪りん[image: 廻]ね　に）赴くであろうか？　かれはもはやたより近づくものがない＊のである。

七八七　諸々の事物に関してたより近づく人＊は、あれこれの論議（誹そしり・[image: 噂]さ）を受ける。（偏見や執著に）たより近づくことのない人を、どの言いがかりによって、どのように呼び得るであろうか？　かれは執しゅうすることもなく、捨てること＊もない。かれはこの世にありながら一切の偏見を掃い去っているのである。

四、清浄についての八つの詩句＊

七八八　「最上で無病の、清らかな人をわたくしは見る。人が全く清らかになるのは見解＊による」と、このように考えることを最上であると知って、清らかなことを観ずる人は、（見解を、最上の境地に達し得る）智慧であると理解する。

七八九　もしも人が見解によって清らかになり得るのであるならば＊、あるいはまた人が智識によって苦しみを捨て得るのであるならば、それでは煩悩にとらわれている人が（正しい道以外の）他の＊方法によっても清きよめられることになるであろう。このように語る人を「偏見ある人＊」と呼ぶ。

七九〇 （真の）バラモン＊は、（正しい道の）ほかには、見解・伝承の学問・戒律・道徳・思想のうちのどれによっても清らかになるとは説かない。かれは禍福に汚けがされることなく、自我を捨て、この世において（禍福の因を）つくることがない＊。

七九一　前の（師など）を捨てて後の（師など）にたより、煩悩の動揺＊に従っている人々は、執著をのり超えることがない。かれらは、とらえては、また捨てる。猿が枝をとらえて、また放つ＊ようなものである。

七九二　みずから誓せい戒かい＊をたもつ人は、想おもいに耽ふけって、種々雑多なことをしようとする。しかし智慧ゆたかな人は、ヴェーダ＊によって知り、真理を理解して、種々雑多なことをしようとしない。

七九三　かれは一切の事物について、見たり学んだり思索したこと＊を制し＊、支配している。このように観じ、覆おおわれることなしにふるまう人を、この世でどうして妄もう想そう分ふん別べつさせる＊ことができようか。

七九四　かれらははからいをなすことなく、（何物かを）特に重んずることもなく、「これこそ究極の清らかなことだ」と語ることもない。結ばれた執著のきずなをすて去って、世間の何ものについても願望を起すことがない。

七九五 （真の）バラモンは、（煩悩の）範囲＊をのり超こ　えている。かれが何ものかを知りあるいは見ても、執著することがない。かれは欲を貪ることなく、また離欲を貪ることもない＊。かれは〈この世ではこれが最上のものである〉と固執することもない。

五、最上についての八つの詩句＊

七九六　世間では、人は諸々の見解のうちで勝すぐれているとみなす見解を「最上のもの」であると考えて、それよりも他の見解はすべて「つまらないものである」と説く。それ故にかれは諸々の論争を超えることがない＊。

七九七　かれ（＝世間の思想家）は、見たこと・学んだこと・戒律や道徳・思索したことについて、自分の奉じていることのうちにのみ＊すぐれた実みのりを見、そこで、それだけに執著して、それ以外の他のもの＊をすべてつまらぬものであると見なす。

七九八　ひとが何か或るものに依い　拠きょして「その他のものはつまらぬものである」と見なすならば、それは実にこだわりである、と〈真理に達した人々〉は語る。それ故に修行者は、見たこと・学んだこと・思索したこと、または戒律や道徳にこだわってはならない。

七九九　智慧に関しても、戒律や道徳に関しても、世間において偏見をかまえてはならない。自分を他人と「等しい」と示すことなく、他人よりも「劣っている」とか、或いは「勝れている」とか考えてはならない。

八〇〇　かれは、すでに得た（見解）〔先入見〕を捨て去って執著することなく、学識に関しても特に依拠することをしない。人々は（種々異った見解に）分れているが＊、かれは実に党派に盲従せず＊、いかなる見解をもそのまま信ずることがない。

八〇一　かれはここで、両極端に対し＊、種々の生存に対し＊、この世についても、来世についても、願うこと＊がない。諸々の事物に関して断定を下して得た固執の住居す ま い＊は、かれには何も存在しない。

八〇二　かれはこの世において、見たこと、学んだこと、あるいは思索したことに関して、微み　塵じんほどの妄もう想そう＊をも構かまえていない。いかなる偏見をも執することのないそのバラモンを、この世においてどうして妄想分別させる＊ことができるであろうか？

八〇三　かれらは、妄想分別をなすことなく、（いずれか一つの偏見を）特に重んずるということもない。かれらは、諸々の教義のいずれかをも受け入れることもない＊。バラモンは戒律や道徳によって導かれることもない。このような人＊は、彼ひ　岸がんに達して、もはや還かえってこない。

六、老い＊

八〇四　ああ短いかな、人の生命よ。百歳に達せずして死す。たといそれよりも長く生きたとしても、また老衰のために死ぬ。

八〇五　人々は「わがものである」と執しゅう著じゃくした物のために＊悲しむ。（自己の）所有しているものは常住ではないからである。この世のものはただ変滅するものである＊、と見て、在ざい家け　にとどまっていてはならない＊。

八〇六　人が「これはわがものである」と考える物、[image: ──]それは（その人の）死によって失われる。われに従う人＊は、賢明にこの理ことわりを知って、わがものという観念に屈してはならない。

八〇七　夢の中で会った人でも、目がさめたならば＊、もはやかれを見ることができない。それと同じく、愛した人でも死んでこの世を去ったならば、もはや再び見ることができない。

八〇八　「何の誰それ」という名で呼ばれ、かつては見られ、また聞かれた人でも、死んでしまえば、ただ名が残って伝えられるだけである。

八〇九　わがものとして執著したものを貪むさぼり求める人々は、憂いと悲しみと慳ものおしみとを捨てることがない。それ故に諸々の聖者は、所有を捨てて＊行なって安あん穏のん＊を見たのである。

八一〇　遠ざかり退しりぞいて行ぎょうずる修行者は、独り離れた座所に＊親しみ近づく。迷いの生存の領域＊のうちに自己を現わさないのが、かれにふさわしい＊ことであるといわれる。

八一一　聖者はなにものにもとどこおることなく、愛することもなく、憎むこともない。悲しみも慳ものおしみもかれを汚けがすことがない。譬えば（[image: 蓮]はすの）葉の上の水が汚されない＊ようなものである。

八一二　たとえば[image: 蓮]の葉の上の水滴、あるいは[image: 蓮]華の上の水が汚されない＊ように、それと同じく聖者は、見たり学んだり思索したどんなことについても、汚されることがない。

八一三　邪悪を掃はらい除いた人は＊、見たり学んだり思索したどんなことでも＊特に執著して考えることがない。かれは他のものによって清らかになろうとは望まない。かれは貪らず、また嫌うこともない＊。

七、ティッサ・メッテイヤ＊

八一四　ティッサ・メッテイヤ＊さん＊がいった、[image: ──]「きみよ＊。婬欲の交わりに耽ふける者の破滅を説いてください。あなたの＊教えを聞いて、われらも独り離れて住むことを学びましょう。」

八一五　師（ブッダ）は答えた、「メッテイヤよ。婬欲の交わりに耽る者は教えを失い、邪よこしまな行いをする。これはかれのうちにある卑いやしいことがらである。

八一六　かつては独りで暮していたのに、のちに婬欲の交わりに耽る人は、車が道からはずれたようなものである。世の人々はかれを『卑しい』と呼び、また『凡ぼん夫ぷ　』と呼ぶ。

八一七　かつてかれのもっていた名誉も名声も、すべて失われる。このことわりをも見たならば、婬欲の交わりを断つことを学べ。

八一八　かれは諸々の（欲の）想いに囚とらわれて、困窮者のように考えこむ。このような人は、他人からのとどろく非難の声＊を聞いて恥じいってしまう。

八一九　そうして他人に詰なじられたときには虚言に陥おちいる。すなわち、〔自からを傷つける〕刃＊（悪行）をつくるのである。これがかれの大きな難所＊である。

八二〇　独りでいる修行をまもっていたときには一般に賢者と認められていた人でも、もしも婬欲の交わりに耽ったならば、愚者のように悩む。

八二一　聖者はこの世で前後にこの災いのあることを知り、独りでいる修行を堅かたくまもれ。婬欲の交わりに耽ってはならない。

八二二 （俗事から）離れて独り居ること＊を学べ。これは諸々の聖者にとって最上のことがらである。（しかし）これだけで『自分が最上の者だ』と考えてはならない。[image: ──]かれは安らぎに近づいているのだが。

八二三　聖者は諸々の欲望を顧みることなく、それを離れて修行し、激流を渡りおわっているので、諸々の欲望に束そく縛ばくされている＊人々はかれを羨うらやむのである。」[image: ──]

八、パスーラ＊

八二四　かれらは「ここにのみ清らかさがある」と言い張って、他の諸々の教えは清らかでないと説く。「自分が依拠しているもののみ善である」と説きながら、それぞれ別々の真理に＊固こ　執しゅうしている。

八二五　かれらは論議を欲し、集会に突入し、相互に他人を〈愚者である〉と烙らく印いんし、他人（師など）をかさに着て、論争を交かわす。[image: ──]みずから真理に達した者であると称しながら、自分が称讃されるようにと望んで。

八二六　集会の中で論争に参加した者は、称讃されようと欲して、おずおずしている。そうして敗北してはうちしおれ、（論敵の）あらさがしをしているのに、（他人から）論難されると、怒る。

八二七　諸々の審判者がかれの所論に対し「汝の議論は敗北した。論破された」というと、論争に敗北した者は嘆き悲しみ、「かれはわたしを打ち負かした」といって悲泣する＊。

八二八　これらの論争が諸々の修行者の間に起ると、これらの人々には得意と失意とがある＊。ひとはこれを見て論争を＊やめるべきである。称讃を得ること以外には他に、なんの役にも立たないからである。

八二九　あるいはまた集会の中で議論を述べて、それについて称讃されると、心の中に期待したような利益を得て、かれはそのために喜んで、心が高ぶる。

八三〇　心の高ぶりというものは、かれの害そこなわれる場所である。しかるにかれは慢心・増ぞう上じょう慢まん心しんの言をなす。このことわりを見て、論争してはならない。諸々の熟達せる人々は、「それによって清浄が達成される＊」とは説かないからである。

八三一　たとえば王に養われてきた勇士が、相手の勇士を求めて、喚かん声せいを挙げて進んでゆくようなものである。勇士よ。かの（汝にふさわしい、真理に達した人の）いるところに到いたれ。相手として戦うべきものは、あらかじめ存在しないのである。

八三二 （特殊な）偏見を固執して論争し＊、「これのみが真理である」と言う人々がいるならば、汝はかれらに言え、[image: ──]「論争が起っても、汝と対論する者＊はここにいない」と。

八三三　またかれらは対立を離脱して＊行い、一つの見解を〔他の〕諸々の偏見と抗争させない人々なのであるが、かれらに対して、あなたは何を得ようとするのか？　パスーラよ。かれらの間で「最上のもの」として固執されたものは、ここには存在しないのである。

八三四　さてあなたは（「自分こそ勝利を得るであろう」と）思いをめぐらし、心中にもろもろの偏見を考えて、邪悪を掃はらい除いた人（ブッダ）と論争しようと、やって来られたが、あなたも実にそれだけならば、それを実現することは、とてもできない＊。

九、マーガンディヤ＊

八三五 （師（ブッダ）は語った）、「われは（昔さとりを開こうとした時に）、愛執と嫌けん悪お　と貪とん欲よく（という三人の魔女）を見ても、かれらと婬欲の交わりをしたいという欲望さえも起らなかった。糞尿に満ちたこの（女が）そもそも何ものなのだろう。わたくしはそれに足でさえも触ふ　れたくないのだ。」

八三六 （マーガンディヤがいった）、「もしもあなたが、多くの王者が求めた女、このような宝、が欲しくないならば、あなたはどのような見解を、どのような戒律・道徳・生活法を＊、またどのような生存状態に生まれかわることを説くのですか？」

八三七　師は答えた、「マーガンディヤよ。『わたくしはこのことを説く』、ということがわたくしにはない。諸々の事物に対する執著を執著であると確かに知って、諸々の偏見における（過か　誤ご　を）見て、固執することなく、省察しつつ＊内心の安らぎをわたくしは見た。」

八三八　マーガンディヤがいった、「聖者さま。あなたは考えて構成された偏見の定説＊を固執することなしに、〈内心の安らぎ〉ということをお説きになりますが、そのことわりを諸々の賢人はどのように説いておられるのでしょうか？」

八三九　師は答えた、「マーガンディヤよ。『教義によって、学問によって、知識によって、戒律や道徳によって清らかになることができる』とは、わたくしは説かない。『教義がなくても、学問がなくても、知識がなくても、戒律や道徳を守らないでも、清らかになることができる』、とも説かない。それらを捨て去って、固執することなく、こだわることなく、平安であって、迷いの生存を願ってはならぬ。（これが内心の平安である。）」

八四〇　マーガンディヤがいった、「もしも、『教義によっても、学問によっても、知識によっても、戒律や道徳によっても清らかになることができない』と説き、また『教義がなくても、学問がなくても、知識がなくても、戒律や道徳を守らないでも、清らかになることができない』と説くのであれば、それはばかばかしい＊教えである、とわたくしは考えます。教義によって清らかになることができる、と或る人々は考えます。」

八四一　師は答えた、「マーガンディヤよ。あなたは（自分の）教義にもとづいて尋たずね求めるものだから、執著したことがらについて迷めい妄もうに陥おちいったのです。あなたはこの（内心の平安）について微かすかな想いをさえもいだいていない。だから、あなたは（わたくしの説を）『ばかばかしい』と見なす＊のです。

八四二　『等しい』とか『すぐれている』とか、あるいは『劣おとっている』とか考える人、[image: ──]かれはその思いによって論争するであろう。しかしそれらの三種＊に関して動揺しない人、[image: ──]かれには『等しい』とか、『すぐれている』とか、（あるいは『劣っている』とか）いう思いは存在しない。

八四三　そのバラモンはどうして『（わが説は）真実である』と論ずるであろうか。またかれは『（汝の説は）虚きょ偽ぎ　である』といって誰と論争するであろうか？　『等しい』とか『等しくない』とかいうことのなくなった人は、誰に論争を挑いどむであろうか＊。

八四四　家を捨てて＊、住所を定めずにさまよい＊、村の中で親交を結ぶことのない聖者は、諸々の欲望を離れ、未来に望みをかけることなく＊、人々に対して異論を立てて談論をしてはならない。

八四五　竜＊（修行完成者）は諸々の（偏見）を離れて＊世間を遍歴するのであるから、それらに固執して論争してはならない。たとえば汚れから生は　える、茎に棘とげのある[image: 蓮]はす＊が、水にも泥にも汚されないように、そのように聖者は平安を説く者であって、貪むさぼることなく、欲望にも世間にも汚されることがない。

八四六　ヴェーダの達人＊は、見解についても、思想についても、慢心に至ることがない。かれの本性はそのようなものではないからである。かれは宗教的行為によって＊も導かれないし、また伝統的な学問＊によっても導かれない。かれは執著の巣窟に導き入れられることがない。

八四七　想いを離れた人には＊、結ぶ縛いましめが存在しない。智慧によって解げ　脱だつした人には＊、迷いが存在しない。想いと偏見とに固執した人々は、互いに衝しょう突とつしながら、世の中をうろつく。」

一〇、死ぬよりも前に＊

八四八　「どのように見、どのような戒律をたもつ人が『安らかである＊』と言われるのか？　ゴータマ（ブッダ）よ。おたずねしますが、その最上の人のことをわたくしに説いてください。」

八四九　師は答えた、「死ぬよりも前に、妄執を離れ、過去に＊こだわることなく、現在においても＊くよくよと思いめぐらすことがないならば、かれは（未来に関しても＊）特に思いわずらうことがない。

八五〇　かの聖者は、怒らず、おののかず、誇ほこらず＊、あとで後悔するような悪い行いをなさず＊、よく思慮して語り＊、そわそわすることなく＊、ことばを慎つつしむ。

八五一　未来を願い求めることなく、過去を思い出して憂うれえることもない。〔現在〕感官で触れる諸々の対象について遠ざかり離れること＊を観じ、諸々の偏見に誘われることがない。

八五二 （貪とん欲よくなどから）遠ざかり＊、偽いつわることなく＊、貪むさぼり求めることなく、慳ものおしみせず、傲ごう慢まんにならず、嫌きらわれず＊、両舌かげぐちを事としない＊。

八五三　快いものに耽たん[image: 溺]できせず＊、また高慢にならず、柔和で、弁舌さわやかに、信ずることなく＊、なにかを嫌うこともない＊。

八五四　利益を欲して学ぶのではない。利益がなかったとしても、怒ることがない＊。妄執のために他人に逆さからうことがなく、美味に耽[image: 溺]することもない。

八五五＊　平静であって、常によく気をつけていて、世間において（他人を自分と）等しいとは思わない。また自分が勝すぐれているとも思わないし、また劣おとっているとも思わない。かれには煩ぼん悩のうの燃え盛さかること＊がない。

八五六　依りかかること＊のない人は、理法を知ってこだわることがないのである。かれには、生存のための妄執も、生存の断滅のための妄執も存在しない。

八五七　諸々の欲望を顧慮することのない人、[image: ──]かれこそ〈平安なる者〉である、とわたくしは説く。かれには縛めの結び目は存在しない。かれはすでに執著＊を渡り了お　えた。

八五八　かれには、子も、家畜も、田畑も、地所も存在しない。すでに得たものも、捨て去ったものも、かれのうちには認められない。

八五九　世俗の人々＊、または道の人・バラモンどもがかれを非難して（貪りなどの過とが）があるというであろうが、かれはその（非難）を特に気にかけることはない。それ故に、かれは論議されても、動揺することがない。

八六〇　聖者は貪りを離れ、慳ものおしみすることなく、『自分は勝れたものである』とも、『自分は等しいものである』とも、『自分は劣ったものである』とも論ずることがない。かれは分ふん別べつを受けることのないものであって、妄もう想そう分別におもむかない＊。

八六一　かれは世間において〈わがもの〉という所有がない＊。また無所有を嘆くこともない。かれは〔欲望に促されて〕、諸々の事物に赴おもむくこともない。かれは実に〈平安なる者〉と呼ばれる。」

一一、争闘＊

八六二　「争闘と争論と悲しみと憂いと慳ものおしみと慢心と傲ごう慢まんと悪口＊とは、どこから現われ出てきたのですか？　これらはどこから起ったのですか？　どうか、それを教えてください。」

八六三　「争闘と争論と悲しみと憂いと慳みと慢心と傲慢と悪口とは愛し好むものにもとづいて起る。争闘と争論とは慳みに伴ともない、争論が生じたときに、悪口が起る。」

八六四　「世間において、愛し好むものは何にもとづいて起るのですか。また世間にはびこる貪むさぼり＊は何にもとづいて起るのですか。また人が来世に関して＊いだく希望とその成じょう就じゅ＊とは、何にもとづいて起るのですか？」

八六五　「世の中で愛し好むもの及び世の中にはびこる貪り＊は、欲望にもとづいて起る。また人が来世に関していだく希望とその成就とは、それにもとづいて起る。」

八六六　「さて世の中で欲望＊は何にもとづいて起るのですか？　また（形けい而じ　上じょう学がく的てきな）断定は何から起るのですか？　怒りと虚言と疑惑と及び〈道の人＊〉（沙しゃ門もん）の説いた諸々のことがらは、何から起るのですか？」

八六七　「世の中で〈快＊〉〈不快〉と称するものに依って、欲望が起る。諸々の物質的存在には生起と消滅とのあることを見て、世の中の人は（外的な事物にとらわれた）断定＊を下す。

八六八　怒りと虚言と疑惑、[image: ──]これらのことがらも、（快と不快との）二つがあるときに現われる。疑惑ある人は知識の道に学べ。〈道の人＊〉は、知って、諸々のことがらを説いたのである。」

八六九　「快と不快とは何にもとづいて起るのですか？　また何がないときにこれらのものが現われないのですか＊？　また生起と消滅ということの意義と、それの起るもととなっているものを、われに語ってください。」

八七〇　「快と不快とは、感官による接触にもとづいて起る。感官による接触が存在しないときには、これらのものも起らない。生起と消滅ということの意義と、それの起るもととなっているもの（感官による接触）を、われは汝に告げる。」

八七一　「世の中で感官による接触は何にもとづいて起るのですか？　また所有欲＊は何から起るのですか？　何ものが存在しないときに、〈わがもの〉という我執が存在しないのですか？　何ものが消滅したときに、感官による接触がはたらかないのですか？」

八七二　「名称と形態＊とに依って感官による接触が起る。諸々の所有欲＊は欲求を縁として起る。欲求がないときには、〈わがもの〉という我執も存在しない。形態が消滅したときには〈感官による接触〉ははたらかない。」

八七三　「どのように修行した者にとって＊、形態が消滅するのですか？　楽と苦とはいかにして消滅するのですか？　どのように消滅するのか、その消滅するありさまを、わたくしに説いてください。わたくしはそれを知りたいものです。[image: ──]わたくしはこのように考えました。」

八七四　「ありのままに想う者＊でもなく、誤って想う者でもなく、想いなき者でもなく、想いを消滅した者でもない。[image: ──]このように理解した者の形態は消滅する。けだしひろがりの意識＊は、想いにもとづいて起るからである。」

八七五　「われらがあなたにおたずねしたことを、あなたはわれわれに説き明かしてくださいました。われらは別のことをあなたにおたずねしましょう。どうか、それを説いてください。[image: ──]この世における或る賢者たちは、『この状態だけが、霊たましいの＊最上の清浄の境地＊である』とわれらに語ります。しかしまた、それよりも以上に、『他の（清浄の境地）がある』と説く人々もいるのでしょうか？」

八七六　「この世において或る賢者たちは＊、『霊の最上の清浄の境地はこれだけのものである』と語る。さらにかれらのうちの或る人々は断滅＊を説き、（精神も肉体も）残りなく消滅することのうちに（最上の清浄の境地がある）と、巧たくみに＊語っている。

八七七＊　かの聖者＊は、『これらの偏見はこだわりがある』と知って＊、諸々のこだわりを熟考し、知った上で、解げ　脱だつせる人は論争におもむかない。思慮ある賢者は種々なる変化的生存を受けることがない。」

一二、並ぶ応答[image: ──]小[image: 篇]＊

八七八 （世の学者たちは）めいめいの見解に固執して、互いに異った執しゅう見けんをいだいて争い、（みずから真理への）熟達者であると称して、さまざまに論ずる。[image: ──]「このように知る人は真理を知っている。これを非難する人はまだ不完全な人＊である」と。

八七九　かれらはこのように異った執見をいだいて論争し、「論敵＊は愚者であって、真理に達した人ではない」と言う。これらの人々はみな「自分こそ真理に達した人である」と語っているが、これらのうちで、どの説が真実なのであろうか？

八八〇　もしも論敵の教えを承認しない人が愚者であって、低級な者＊であり、智慧の劣おとった者であるならば、これらの人々はすべて（各自の）偏見を固執しているのであるから、かれらはすべて愚者であり、ごく智慧の劣った者であるということになる。

八八一　またもしも自分の見解によって清らかとなり、自分の見解によって＊、真理に達した人、聡明な人＊となるのであるならば、かれらのうちには知性のない者はだれもいないことになる。かれらの見解は（その点で）等しく完全であるからである。

八八二　諸々の愚者が相互に他人に対して言うことばを聞いて、わたくしは「これは真実である」とは説かない。かれらは各自の見解を真実であるとみなしたのだ。それ故にかれらは他人を「愚者」であると決めつけるのである。

八八三　或る人々が「真理である、真実である」と言うところのその（見解）をば、他の人々が「虚きょ偽ぎ　である、虚きょ妄もうである」と言う。このようにかれらは異った執見をいだいて論争をする。何故に諸々の〈道の人〉は同一の事を語らないのであろうか？

八八四　真理は一つであって、第二のものは存在しない。その（真理）を知った人は、争うことがない＊。かれらはめいめい異った真理をほめたたえている。それ故に諸々の〈道の人〉は同一の事を語らないのである。

八八五＊　みずから真理に達した人であると自称して語る論者たちは、何故に種々異った真理を説くのであろうか？　かれらは多くの種々異った真理を（他人から）聞いたのであるか？　あるいはまたかれらは自分の思索に従っているのであろうか？

八八六　世の中には、多くの異った真理が永久に存在しているのではない。ただ永久のものだと想像しているだけである。かれらは、諸々の偏見にもとづいて思索考究を行なって、「（わが説は）真理である」「（他人の説は）虚妄である」と二つのことを説いているのである。

八八七　偏見や伝承の学問や戒律や誓いや思想や、これらに依存して（他の説を）[image: 蔑]べっ視し　し＊、（自己の学説の）断定的結論に立って喜びながら、「反対者は愚人である、無能な奴だ」という。

八八八　反対者を〈愚者〉であると見なすとともに、自己を〈真理に達した人〉であるという。かれはみずから自分を〈真理に達した人〉であると称しながら、他人を[image: 蔑]視し、そのように語る。

八八九　かれは過あやまった妄見を以てみたされ＊、驕きょう慢まんによって狂い、自分は完全なものであると思いなし、みずから心のうちでは自分を賢者だと自認している＊。かれのその見解は、（かれによれば）そのように完全なものだからである。

八九〇　もしも、他人が自分を（「愚劣だ」と）呼ぶが故に、愚劣となるのであれば、その（呼ぶ人）自身は（相手と）ともに愚劣な者となる。また、もしも自分でヴェーダの達人・賢者と称し得るのであれば、諸々の〈道の人〉のうちに愚者は一人も存在しないことになる。

八九一　「この（わが説）以外の他の教えを宣説する人々は、清浄に背そむき、〈不完全な人〉である」と、一般の諸々の異説の徒はこのようにさまざまに説く。かれらは自己の偏見に耽たん[image: 溺]できして汚けがれに染まっているからである。

八九二　ここ（わが説）にのみ清浄があると説き、他の諸々の教えには清浄がないと言う。このように一般の諸々の異説の徒はさまざまに執著し、かの自分の道を堅かたくたもって論ずる。

八九三　自分の道を堅くたもって論じているが、ここに他の何ぴとを愚者であると見ることができようぞ。他（の説）を、「愚かである」、「不浄の教えである」、と説くならば、かれはみずから確かく執しつ＊をもたらすであろう。

八九四　一方的に決定した立場に立ってみずから考え量はかりつつ、さらにかれは世の中で論争をなすに至る＊。一切の（哲学的）断定を捨てたならば、人は世の中で確執を起すことがない。


一三、並ぶ応答[image: ──]長[image: 篇]＊

八九五　これらの偏見を固執して、「これのみが真理である」と宣説する人々、[image: ──]かれらはすべて他人からの非難を招く。また、それについて（一部の人々から）称讃を博するだけである。

八九六 （たとい称讃を得たとしても）それは[image: 僅]かなものであって、平安を得ることはできない。論争の結果は（称讃と非難との）二つだけである、とわたくしは説く。この道理を見ても、汝らは、無論争の境地を安あん穏のん＊であると観じて、論争をしてはならない。

八九七　すべて凡俗の徒のいだく＊、これらの世俗的見解＊に、智者は近づくことがない。かれは、見たり聞いたりしたことがらについて「これだ」と認め知ることがないから、こだわりがない。かれはそもそもどんなこだわりに赴おもむくのであろうか＊？

八九八　戒律を最上のものと仰いでいる人々は、「制戒＊によって清浄が得られる」と説き、誓戒＊を受けている。「われらはこの教えで学びましょう。そうすれば清浄が得られるでしょう」といって、〈真理に達した者〉と称する人々は、流転する迷いの生存に誘ひ　き込まれている。

八九九　もしもかれが戒律や誓戒を破ったならば、かれは（戒律や誓戒の）つとめにそむいて、おそれおののく。（それのみならず、）かれは「こうしてのみ清浄が得られる」ととなえて＊望み求めている。たとえば隊商からはぐれた（商人が隊商をもとめ）、家から旅立った（旅人が家をもとめる）ようなものである。

九〇〇　一切の戒律や誓いをも捨て＊、（世間の）罪ざい過か　あり或いは罪過なきこの（宗教的）行為をも捨て＊、「清浄である」とか「不浄である」とかいってねがい求めることもなく、それらにとらわれずに行え。[image: ──]安らぎ＊を固執することもなく。

九〇一　あるいは、ぞっとする苦行にもとづき、あるいは見たこと、学んだこと、思索したことにもとづき、声を高くして清浄を讃美するが、妄執を離れていないので、移りかわる種々なる生存のうちにある。

九〇二　ねがい求める者には欲念＊がある。また、はからいのあるときには、おののきがある。この世において死も生も存しない者、[image: ──]かれは何を怖おそれよう、何を欲しよう。

九〇三　或る人々が「最高の教えだ」と称するものを、他の人々は「下げ　劣れつなものである」と称する。これらのうちで、どれが真実の説であるのか？　[image: ──]かれらはすべて自分らこそ真理に達した者であると称しているのであるが。

九〇四　かれらは自分の教えを「完全である」と称し、他人の教えを「下劣である」という。かれらはこのように互いに異った執見をいだいて論争し、めいめい自分の仮説＊を「真理である」と説く。

九〇五　もしも他人に非難されているが故に下劣なのであるというならば、諸々の教えのうちで勝れたもの＊は一つもないことになろう。けだし世人はみな自己の説を堅かたく主張して、他人の教えを劣ったものだと説いているからである。

九〇六　かれらは自分の道を称讃するように、自己の教えを尊重している。しからば一切の議論がそのとおり真実であるということになるであろう。＊かれらはそれぞれ清浄となれるからである。

九〇七 （真の）バラモン＊は、他人に導かれるということがない。また諸々のことがらについて断定をして固執することもない。それ故に、諸々の論争＊を超越している。他の教えを最も勝れたものだと見なすこともないからである。

九〇八　「われは知る。われは見る。これはそのとおりである」という見解によって清浄になることができる、と或る人々は理解している。たといかれが見たとしても、それがそなたにとって、何の用があるだろう。かれらは、正しい道を踏みはずして＊、他人によって清浄となる＊と説く。

九〇九　見る人は名称と形態＊とを見る。また見てはそれらを（常住または安楽であると＊）認め知るであろう。見たい人は、多かれ少かれ、それらを＊（そのように）見たらよいだろう。真理に達した人々は、それ（を見ること）によって清浄になるとは説かないからである。

九一〇 （「われは知る」「われは見る」ということに＊）執著して論ずる人は、みずから構えた偏見を尊重しているので、かれを導くことは容易ではない＊。自分の依拠することがらのみ適正であると説き、そのことがらに（のみ）清浄（となる道）を認める論者は、そのように（一方的に）見たのである。

九一一　バラモンは正しく知って、妄もう想そう分ふん別べつにおもむかない。見解に流されず、知識にもなずまない。かれは凡俗の立てる諸々の見解を知って＊、心にとどめない。[image: ──]他の人々はそれに執著しているのだが。[image: ──]

九一二　聖者はこの世で諸々の束そく縛ばくを捨て去って、論争が起ったときにも＊、党派にくみすることがない＊。かれは不安な人々のうちにあっても安らけく、泰然として、執することがない＊。[image: ──]他の人々はそれに執著しているのだが。[image: ──]

九一三　過去の汚れを捨てて、新しい汚れ＊をつくることなく、欲におもむかず、執著して論ずることもない。賢者は諸々の偏見を離脱して、世の中に汚されることなく、自分を責めることもない＊。

九一四　見たり、学んだり、考えたりしたどんなことについてでも、賢者は一切の事物に対して敵対することがない。かれは負担をはなれて解放されている。かれははからいをなすことなく＊、快楽に耽ふけることなく、求めることもない＊。

[image: ──]師はこのように言われた。

一四、迅速＊

九一五　〔問うていわく、[image: ──]〕「太陽の裔すえである偉大な仙人（ブッダ）、あなたに＊、遠ざかり離れることと平安の境地とをおたずねします。修行者はどのように観じて、世の中の何ものをも執することなく、安らいに入る＊のですか？」

九一六　師（ブッダ）は答えた、「〈われは考えて、有る＊〉という〈迷わせる不当な思惟＊〉の根本をすべて制止せよ。内に存するいかなる妄執をもよく導くために、常に心して学べ。

九一七　内的にでも外的にでも、いかなることがらをも知りぬけ。しかしそれによって慢心＊を起してはならない。それが安らい＊であるとは真理に達した人々は説かないからである。

九一八　これ（慢心）によって『自分は勝れている』と思ってはならない。『自分は劣っている』とか、また『自分は等しい』とか思ってはならない。いろいろの質問を受けても、自己を妄もう想そうせずにおれ。

九一九　修行者は心のうちが平安となれ。外に＊静穏を求めてはならない。内的に平安となった人には取り上げられるものは存在しない＊。どうして捨てられるものがあろうか＊。

九二〇　海洋の奥深いところでは波が起らないで、静止しているように、静止して不動＊であれ。修行者は何ものについても欲念を＊もり上らせてはならない。」

九二一　〔質問者いわく〕、「眼を開いた人は、みずから体験したことがら＊、危難の克服、を説いてくださいました。ねがわくは＊、正しい道を説いてください。戒律規定＊や、精神安定の法＊をも説いてください。」

九二二　〔師いわく〕、「眼で視ることを貪むさぼってはならない。卑俗な話＊から耳を遠ざけよ。味に耽たん[image: 溺]できしてはならない。世間における何ものをも、わがものであるとみなして固執してはならない。

九二三　苦痛を感じることがあっても、修行者は決して悲嘆してはならない。生存を貪り求めてはならない。恐ろしいもの＊に出会っても、慄ふるえてはならない。

九二四　食物や飲料や硬かたい食べものや衣服を得ても、貯蔵してはならない。またそれらが得られないからとて心配してはならない。

九二五　こころを安定させよ。うろついてはならない。あとで後悔するようなことを＊やめよ。怠なまけてはならぬ。そうして修行者は閑かん静せいな座所・臥が　所しょに住まうべきである。

九二六　多く眠ってはならぬ。熱心に努め、目ざめているべきである。ものぐさ＊と偽いつわりと談笑と遊戯と婬欲の交わりと装飾とを捨てよ。

九二七　わが徒は、アタルヴァ・ヴェーダの呪じゅ法ほう＊と夢ゆめ占うらないと相そうの占い＊と星占いとを行なってはならない。鳥獣の声を占ったり、懐かい妊にん術じゅつや医術を行なったりしてはならぬ。

九二八　修行者は、非難されても、くよくよしてはならない。称讃されても、高ぶってはならない。貪とん欲よくと慳ものおしみと怒りと悪口とを＊除き去れ。

九二九　修行者は、売買に従事してはならない。決して誹ひ　謗ぼうをしてはならない。また村の人々と親しく交わってはならない。利益を求めて人々に話しかけてはならない。

九三〇　また修行者は高慢であってはならない。また（自分の利益を得るために）遠[image: 廻]しに策したことば＊を語ってはならない。傲ごう慢まんであってはならない。不和をもたらす言辞を語ってはならない。

九三一　虚言をなすことなかれ＊。知りながら＊詐いつわりをしないようにせよ。また生活に関しても、知識に関しても、戒律や道徳に関しても、自分が他人よりもすぐれていると思ってはならない。

九三二＊　諸々の出しゅっ家け　修行者やいろいろ言い立てる世俗人に辱はずかしめられ、その（不快な）ことばを多く聞いても、あらあらしいことばを以て答えてはならない。立派な人々は敵対的な返答をしないからである。

九三三　修行者はこの道理を知って、よく弁わきまえて、つねに気をつけて学べ。諸々の煩ぼん悩のうの消滅した状態が「安らぎ」であると知って、ゴータマ（ブッダ）の教えにおいて怠ってはならない。

九三四　かれは、みずから勝ち、他にうち勝たれることがない＊。他人から伝え聞いたのではなくて、みずから証する理法を見た。それ故に、かの師（ブッダ）の教えに従って、怠ることなく、つねに礼拝して、従い学べ。」

[image: ──]このように師（ブッダ）はいわれた。

一五、武器を執ること＊

九三五　殺そうと争闘する＊人々を見よ。武器＊を執と　って＊打とうとしたことから恐怖が生じたのである。わたくしがぞっとしてそれを厭いとい離れたその衝撃＊を宣の　べよう。

九三六　水の少いところにいる魚のように、人々が慄ふるえているのを見て、また人々が相互に抗争している＊のを見て、わたくしに恐怖が起った。

九三七　世界はどこも堅けん実じつではない＊。どの方角でもすべて動揺している。わたくしは自分のよるべき住所を＊求めたのであるが、すでに（死や苦しみなどに）とりつかれていないところ＊を見つけなかった。

九三八 （生きとし生けるものは）終極においては＊違逆に会うのを見て、わたくしは不快になった。またわたくしはその（生けるものどもの）心の中に見がたき煩悩の矢が潜ひそんでいるのを見た。

九三九　この（煩悩の）矢に貫かれた者は、あらゆる方角をかけめぐる。この矢を引き抜いたならば、（あちこちを）駈か　けめぐることもなく、沈むこともない＊。

九四〇　そこで次に実践のしかた＊が順次に述べられる。[image: ──]世間における諸々の束そく縛ばくの絆きずなにほだされてはならない。諸々の欲望を究めつくして、自己の安らぎ＊を学べ。

九四一　聖者は誠実であれ。傲ごう慢まんでなく、詐いつわりなく、悪口を言わず＊、怒ることなく、邪よこしまな貪りと慳ものおしみ＊とを超こ　えよ。

九四二　安らぎを心がける人は、眠りとものぐさとふさぎこむ心とにうち勝て。怠たい惰だ　を宿らせてはならぬ。高慢な態度をとるな。

九四三　虚言う　そをつくように誘ひ　き込まれるな＊。美しいすがたに愛著を起すな。また慢心を知りつくしてなくすようにせよ。粗暴になることなく、ふるまえ。

九四四　古いものを喜んではならない。また新しいものに魅み　惑わくされてはならない。滅びゆくものを＊悲しんではならない。牽けん引いんする者＊（妄執）にとらわれてはならない。

九四五　わたくしは、（牽引する者のことを）貪欲、ものすごい激流と呼び、吸い込む＊欲求と呼び、はからい、捕ほ　捉そく＊と呼び、超こ　えがたい欲望の汚お　泥でいであるともいう。

九四六＊　バラモンである聖者は、真実から離れることなく、陸地（安らぎ）に立っている＊。かれは一切を捨て去って、「安らかになった人＊」と呼ばれる。

九四七　かれは智者であり、ヴェーダの達人である。かれは理法を知りおわって、依りかかることがない。かれは世間において正しくふるまい、世の中で何びとをも羨うらやむことがない。

九四八　世間における諸々の欲望を超え、また克こく服ふくしがたい執著を超えた人は、流されず、束縛されず、悲しむことなく、思いこがれることもない＊。

九四九　過去にあったもの＊（煩悩）を涸こ　渇かつせしめよ。未来には汝に何ものも有らぬようにせよ＊。中間においても＊汝が何ものをも執しないならば、汝は「安らかな人＊」としてふるまうことであろう。

九五〇　名称と形態について＊、〈わがものという思い＊〉の全く存在しない人＊、また（何ものかが）ないからといって悲しむことのない人、[image: ──]かれは実に世の中にあっても老いることがない。

九五一　「これはわがものである」また「これは他人のものである」というような思いが何も存在しない人、[image: ──]かれは（このような）〈わがものという観念〉が存しないから、「われになし」といって悲しむことがない。

九五二　苛酷なることなく＊、貪欲なることなく、動揺して煩悩に悩なやまされることなく＊、万物に対して平等である＊。[image: ──]動じない人について問う人があれば、その美点をわたくしは説くであろう。

九五三　動揺して煩悩に悩まされることなく＊、叡えい智ち　ある人にとっては、いかなる作為＊も存在しない。かれはあくせくした営み＊から離れて、至るところに安穏＊を見る。

九五四　聖者は自分が等しい者どものうちにいるとも言わないし＊、劣った者のうちにいるとも、勝れた者のうちにいるとも言わない。かれは安らいに帰し、慳ものおしみを離れ、取ることもなく、捨てることもない＊。

[image: ──]と師は説かれた。

一六、サーリプッタ＊

九五五　サーリプッタさんが言った、[image: ──]

　「わたくしは未だ見たこともなく、また誰からも聞いたこともない。[image: ──]このようにことば美うるわしき師（ブッダ）、衆の主がトゥシタ天＊から来りたもうたことを。

九五六　眼ある人（ブッダ）は、神々及び世人が見るように＊、一切の暗黒を除去して、独ひとりで（法）楽をうけられた。

九五七　こだわりなく、偽いつわりなく、このような範たる人＊として来りたもうた師・目ざめた人（ブッダ）であるあなたのもとに、これらの束縛ある＊多くの者ども＊のために問おうとして＊、ここに参りました。

九五八　修行者は世を厭いとうて＊、人のいない座所＊や樹下や墓地を愛し、山間の洞窟の中におり＊、

九五九　または種々の座所のうちに＊いるのであるが、そこにはどんなに恐ろしいことがあるのだろう。[image: ──]修行者は音のしないところに坐ざ　臥が　していても、それらを恐れて震ふるえてはならないのだが。

九六〇　未み　到とうの地におもむく人にとっては＊、この世にどれだけの危難＊があることだろう。[image: ──]修行者は辺へん鄙ぴ　なところに＊坐臥していても、それらの危難にうち克か　たなければならない＊のだが。

九六一　熱心につとめる修行者には、いかなることば＊を発すべきか？　ここでかれのふるまう範囲はいかにあるべきか？　かれのまもる戒律や誓い＊はどのようなものなのですか？

九六二　心を安定させ＊気を落ちつけている賢者＊は、どのような学修を身に受けて、自分の汚れを吹き去るのですか？　[image: ──]譬えば鍛か　冶じ　工こうが銀の垢あかを吹き去るように＊。」

九六三　師（ブッダ）は答えた、

　「サーリプッタよ。世を厭いとい、人なき所に坐臥し、さとりを欲する人が楽しむ境地＊および法にしたがって実践する次第を、わたくしの知り究めたところによって、そなたに説き示そう。

九六四　しっかりと気をつけ分限を守る＊聡明な修行者は、五種の恐怖におじけてはならない。すなわち襲いかかる虻あぶと蚊か　＊と爬は　虫ちゅう類るいと四足獣と人間（盗賊など）に触ふ　れることである。

九六五　異った他の教えを奉ずる輩ともがら＊をも恐れてはならない。[image: ──]たといかれらが多くの恐ろしい危害を加えるのを見ても。[image: ──]また善を追求して、他の諸々の危難に＊うち勝て。

九六六＊　病いにかかり、饑う　えに襲おそわれても、また寒冷や酷こく暑しょをも耐た　え忍ぶべきである。かの〈家なき人〉は、たといそれらに襲われることがいろいろ多くても、勇気をたもって、堅けん固ご　に努力をなすべきである。

九六七　盗みを行なってはならぬ。虚言を語ってはならぬ。弱いものでも強いものでも（あらゆる生きものに）慈いつくしみを以て接せよ。心の乱れを感ずるときには、「悪魔の仲間」であると思って、これを除き去れ。

九六八　怒りと高慢＊とに支配されるな。それらの根を掘りつくしておれ。また快いものも不快なものも、両者にしっかりと、うち克か　つべきである。

九六九　智慧をまず第一に重んじて、善を喜び、それらの危難にうち勝て。奥まった土地に臥す不快に堪た　えよ。次の四つの憂うべきことに＊堪えよ。

九七〇　すなわち『わたしは何を食べようか』『わたしはどこで食べようか』『（昨夜は）わたしは眠りづらかった』『今夜は＊わたしはどこで寝ようか』[image: ──]家を捨て道を学ぶ人は、これら（四つの）憂いに導く思慮＊を抑制せよ。

九七一　適当な時に＊食物と衣服とを得て、ここで（少量に）満足するために、（衣食の）量を知れ。かれは衣食に関しては恣ほしいままならず＊、慎つつしんで村を歩み、罵ののしられてもあらあらしいことばを発してはならない。

九七二　眼を下に向けて＊、うろつき[image: 廻]ることなく、瞑想に専念して、大いにめざめておれ。心を平静にして、精神の安定をたもち、思いわずらいと欲のねがいと悔かい恨こんとを断ち切れ。

九七三　他人からことばで警告されたときには、心を落ちつけて感謝せよ。ともに修行する人々に＊対する荒すさんだ心を断て。善いことばを発せよ。その時にふさわしくないことばを発してはならない。人々をそしること＊を思ってはならぬ。

九七四　またさらに、世間には五つの塵ちり垢あか＊がある。よく気をつけて、それらを制するためにつとめよ＊。すなわち色かたちと音声と味と香りと触ふ　れられるものに対する貪欲を抑制せよ。

九七五　修行僧は、よく気をつけて、心もすっかり解げ　脱だつして、これらのものに対する欲望を抑制せよ。かれは適当な時に理法を正しく考察し、心を統一して、暗黒を滅ぼせ。」

[image: ──]と師（ブッダ）はいわれた。

　

　〈八つの詩句の章〉第四おわる

　

まとめの句

　欲望と、洞窟と、悪意と清浄と、最上と、老いと、メッテイヤとバスーラと、マーガンディヤと、死ぬよりも前にと、争闘と、二つの〈並ぶ応答〉と、迅速と、武器を執ることと、サーリプッタの質問とで、十六になる。

　これらの経はすべて〈八つの詩句の章〉である。


第五　彼岸に至る道の章＊

一、序＊

九七六　明呪（ヴェーダ）に通じた一バラモン（バーヴァリ）は、無所有＊の境地を得ようと願って、コーサラ族の美しい都＊から、南国＊へとやってきた。

九七七　かれはアッサカとアラカと（両国の）中間の地域＊を流れるゴーダーヴァリー河＊の岸きし辺べ　に住んでいた、[image: ──]落おち穂ぼ　を拾い＊木の実み　を食く　って。

九七八　その河岸の近くに一つの豊かな村があった。そこから得た収益によって＊かれは大きな祭り＊を催もよおした。

九七九　かれは、大きな祭りをなし終って、自分の庵いおり＊にもどった。かれがもどってきたときに、他の一人のバラモンがやってきた。

九八〇　足を傷いため、のどが渇かわき、歯はよごれ、頭は塵ちりをあびて、かれは、（庵室の中の）かれ（バーヴァリ）に近づいて、五百金を乞こ　うた。

九八一　バーヴァリ＊はかれを見て、座席を勧すすめ、かれが快適であるかどうか、健康であるかどうか、をたずね＊、次のことばを述べた。

九八二　「わたくしがもっていた施せ　物もつはすべて、わたくしが施ほどこしてしまいました。バラモンよ。どうかおゆるしください。わたくしには五百金がないのです。」

九八三　「わたくしが乞うているのに、あなたが施してくださらないならば、いまから七日の後に＊、あなたの頭は七つに裂さ　けてしまえ。」

九八四　詐いつわりをもうけた（そのバラモン）は、（呪じゅ詛そ　の）作さ　法ほうをして、恐ろしいことを告げた。かれのその（呪詛の）ことばを聞いて、バーヴァリは苦しみ悩んだ＊。

九八五　かれは憂うれいの矢に中あ　てられて、食物もとらないで、うちしおれた。もはや、心がこのような気持では、心は瞑想を楽しまなかった。

九八六　バーヴァリが恐れおののき苦しみ悩んでいるのを見て、（庵室を護まもる）女神＊は、かれのためを思って＊、かれのもとに近づいて、次のように語った。

九八七　「かれは頭のことを知っていません。かれは財を欲しがっている詐さ　欺ぎ　者しゃなのです。頭のことも、頭の落ちることも、かれは知ってはいないのです。」

九八八　「では、貴女あ な たは知っておられるのでしょう。お尋ねしますが、頭のことも、頭の落ちることをも、わたくしに話してください。われらは貴女のおことばを聞きたいのです。」

九八九　「わたしだってそれを知っていませんよ。それについての知識はわたしにはありません。頭のことも、頭の落ちることも、諸々の勝利者（ブッダ）が見そなわしておられます。」

九九〇　「ではこの地上において頭のことと頭の裂け落ちることとを、誰が知っておられるのですか？　女神さま。どうかわたしに話してください。」

九九一　「むかしカピラヴァットゥの都から出て行った世界の指導者（ブッダ）がおられます。かれは甘かん蔗しょ王おうの後こう裔えいであり、シャカ族の子で、世を照てらす。

九九二　バラモンよ。かれは実に目ざめた人（ブッダ）であり、あらゆるものの極致に達し、一切の神通＊と力とを得、あらゆるものを見通す眼をもっている。あらゆるものの消滅に達し、煩いをなくして＊解げ　脱だつしておられます。

九九三　かの目ざめた人＊（ブッダ）、尊き師、眼ある人は、世に法を説きたもう。そなたは、かれのもとに赴おもむいて、問いなさい。かれは、そなたにそれを説明するでしょう。」

九九四　〈目ざめた人〉という語を聞いてバーヴァリは歓喜した。かれの憂いは薄らいだ＊。かれは大いに喜んだ。

九九五　かのバーヴァリはこころ喜び、歓喜し、感動して、熱心に、かの女神に問うた。

　「世間の主は、どの村に、またどの町に、あるいはどの地方にいらっしゃるのですか？　そこへ行って最上の人である正覚者をわれらは礼拝しましょう。」

九九六　「勝利者・智慧豊かな人・いとも聡そう明めいな人・荷をおろした人・汚れのない人・頭の落ちることを知っている人・牛ご　王おうのような人であるかのシャカ族の子（ブッダ）は、コーサラ国の都であるサーヴァッティーにまします。」

九九七　そこでかれは（ヴェーダの）神じん呪じゅに通達した＊諸々の弟子・バラモンたちに告げていった、「来たれ、学生どもよ。われは、そなたらに告げよう。わがことばを聞け。

九九八　世間に出現すること常に稀け　有う　であるところの、かの〈目ざめた人〉（ブッダ）として令名ある方が、いま世の中に現われたもうた。そなたらは急いでサーヴァッティーに赴いて、かの最上の人に見まみえよ。」

九九九　「では（師）バラモンよ。かれを見て、どうして〈目ざめた人〉（ブッダ）であると知り得るのでしょうか？　われらはどうしたらそれを知り得るか、それを教えてください。われらは知らないのです。」

一〇〇〇　「諸々の神呪（ヴェーダ）の中に、三十二の完全な偉人の相そうが伝えられ、順次に一つ一つ説明されている。

一〇〇一　肢し　体たいにこれらの三十二の偉人の相のある人、[image: ──]かれには二つの前途があるのみ。第三の途みちはありえない。

一〇〇二　もしもかれが、〈転輪王〉として家にとどまるならば、この大地を征服するであろう。刑罰によらず、武器によらず、法によって統治する。

一〇〇三　またもしもかれが家から出て家なきに入れば、[image: 蔽]おおいを開いて、無上なる〈目ざめた人〉（ブッダ）、尊敬さるべき人となる。

一〇〇四 （わが）生れ＊と、姓と、身体の特徴と、神呪（習ったヴェーダ＊）と、また弟子たちと、頭のことと、頭の裂け落ちることとを、ただ心の中で（口に出さずに）かれに問え。

一〇〇五　もしもかれが、見るはたらきの障礙のない〈目ざめた人〉（ブッダ）であるならば、心の中で問われた質問に、ことばを以て返答するであろう。」

一〇〇六　バーヴァリのことばを聞いて、弟子である十六人のバラモン[image: ──]アジタと、ティッサ・メッテイヤと、プンナカと、およびメッタグーと、

一〇〇七　ドータカと、ウパシーヴァと、ナンダと、およびヘーマカと、トーデイヤとカッパとの両人と、賢者ジャトゥカンニン＊と、

一〇〇八　バドラーヴダと、ウダヤと、ポーサーラというバラモンと、聡明なるモーガラージャと、大仙人ピンギヤと、[image: ──]

一〇〇九　かれらはすべて、それぞれ衆徒を率ひきい、全世界に令名があり、瞑想を行い、瞑想を楽しむ者で、しっかりと落ち着いていて、前世に宿善を植えた人々であった。

一〇一〇　髪を結ゆ　い羚羊かもしか皮がわをまとったかれらは、すべてバーヴァリを礼し、またかれに右まわり＊の礼をして、北方に向って出発した。

一〇一一　ムラカの（首都）パティターナ＊に入り、それから昔の〔都〕マーヒッサティへ、またウッジェーニーへ、ゴーナッダ＊、ヴェーディサ＊へ、ヴァナサというところへ＊、

一〇一二　またコーサンビーへ、サーケータへ、最高の都＊サーヴァッティーに＊行った。（ついで）セータヴィヤへ、カピラヴァットゥへ、クシナーラー＊の宮殿へ（行った）。

一〇一三　さらに享きょう楽らくの都市パーヴァー＊へ、ヴェーサーリー＊へ、マガダの都（王舎城）へ、またうるわしく楽しい〈石の霊地＊〉に達した。

一〇一四　渇かつした人が冷水を求めるように、また商人が大きな利益を求めるように、暑熱に悩まされている人が木蔭を求めるように、かれらは急いで（尊師ブッダのまします）山に登った。

一〇一五　尊き師（ブッダ）はそのとき僧衆に敬われ、獅し　子し　が林の中で吼ほ　えるように＊修行僧（比び　丘く　）らに法を説いておられた。

一〇一六　光を放ちおわった太陽のような、円満になった十五夜の月のような目ざめた人（ブッダ）を、アジタは見たのであった。

一〇一七　そこで（アジタは）師（ブッダ）の肢し　体たいに円満な相そう好ごうのそなわっているのを見て、喜んで、傍らに立ち、こころの中で（ブッダに次のように）質問した。[image: ──]

一〇一八　「（わが師バーヴァリの）生年について語れ＊。（バーヴァリの）姓と特徴とを語れ。神呪（ヴェーダ）に通達していることを＊語れ。（師）バラモンは幾人に教えているのか？」

一〇一九 （師はいわれた）、「かれの年齢は百二十歳である。かれの姓はバーヴァリである。かれの肢体には三つの特徴がある。かれは三ヴェーダ＊の奥儀に達している。

一〇二〇　偉人の特徴と伝説と語ご　彙い　と儀ぎ　規き　とに達し、五百人（の弟子）に教授し、自分の教説＊の極致に通達している。」

一〇二一 （アジタいわく）、「妄執を断じた最高の人よ。バーヴァリのもつ諸々の特徴の詳細を説いてください。わたくしに疑いを残さないでください。」

一〇二二　〔師いわく〕、「かれは舌を以てかれの顔を[image: 蔽]おおう＊。かれの両眉の中間に柔い白い毛（白びゃく毫ごう＊）がある。かれの陰所＊は覆おおいに隠されている。学生よ、（かれの三つの特徴を）このように知れ。」

一〇二三　質問者がなにも声を出して聞いたのではないのに＊、（ブッダが）質問に答えたもうたのを聞いて、すべての人は感激し、合がっ掌しょうして、じっと考えた。[image: ──]

一〇二四　いかなる神が心の中でそれらの質問をしたのだろうか？　[image: ──]神か、梵ぼん天てんか、またはスジャー＊の夫なる帝たい釈しゃく天てんか？　[image: ──]また〔尊師は〕誰に答えたもうたのだろう？

一〇二五 （アジタがいった）、「バーヴァリは頭のことについて、また頭の裂け落ちることについて質問しました。先生！　それを説明してください。仙人さま！　われらの疑惑を除いてください。」

一〇二六 （ゴータマ・ブッダは答えた）、「無む　明みょう＊が頭であると知れ。明知が信仰と念おもいと精神統一＊と意欲と努力とに結びついて、頭を裂け落させるものである。」

一〇二七　そこで、その学生＊は大いなる感激をもって狂喜しつつ、羚羊かもしか皮（の衣）を（はずして）一方の肩にかけて＊、（尊師の）両足に[image: 跪]ひざまずいて、頭をつけて礼をした＊。

一〇二八 （アジタがいった）、「わが親愛なる友よ。バーヴァリ・バラモンは、かれの弟子たちとともに、心に歓喜し悦んで、あなたさま（ブッダ）の足下に礼拝します。眼あるかたよ。」

一〇二九 （ゴータマは答えた）、「バーヴァリ・バラモンも、諸々の弟子も、ともに楽しくあれ。学生よ、そなたもまた楽しくあれ。永く生きよ。

一〇三〇　バーヴァリにとっても、そなたにとっても、いかなる人にとっても、もしも疑問が起って、心に問おうと欲するならば、何でも質問なさい。」

一〇三一　〈目ざめた人〉（ブッダ）に許されたので、アジタは合がっ掌しょうして坐し、そこで真理体現者（如にょ来らい）に第一の質問をした。

二、学生アジタの質問＊

一〇三二　アジタさん＊がたずねた、

　「世間は何によって覆おおわれているのですか？　世間は何によって輝かないのですか？　世間を汚すものは何ですか？　世間の大きな恐怖は何ですか？　それを説いてください。」

一〇三三　師（ブッダ）が答えた、

　「アジタよ。世間は無む　明みょうによって覆われている。世間は貪むさぼりと怠たい惰だ　のゆえに＊輝かない。欲心＊が世間の汚れである。苦悩が世間の大きな恐怖である、とわたしは説く。」

一〇三四　アジタさんがいった、

　「煩悩の流れはあらゆるところに向って流れる＊。その流れをせき止めるものは何ですか？　その流れを防ぎまもるものは＊何ですか？　その流れは何によって塞ふさがれるのでしょうか？　それを説いてください。」

一〇三五　師は答えた、「アジタよ。世の中におけるあらゆる煩悩の流れをせき止めるものは、気をつけることである。（気をつけることが）煩悩の流れを防ぎまもるものである、とわたしは説く。その流れは智慧によって塞ふさがれる＊であろう。」

一〇三六　アジタさんがいった、「わが友よ＊。智慧と気をつけることと名称と形態＊とは、いかなる場合に消滅するのですか？　おたずねしますが、このことをわたしに説いてください。」

一〇三七　「アジタよ。そなたが質問したことを、わたしはそなたに語ろう。識別作用＊が止し　滅めつすることによって＊、名称と形態とが残りなく滅ほろびた場合に、この名称と形態とが滅びる。」

一〇三八　「この世には真理を究きわめ明あきらめた人々もあり、学びつつある人々もあり、凡ぼん夫ぶ　もおります。おたずねしますが、賢者は、どうかかれらのふるまいを語ってください。わが友よ。」

一〇三九　「修行者は諸々の欲望に＊耽ふけってはならない。こころが混こん濁だくしていてはならない。一切の事物の真相に熟達し、よく気をつけて遍歴せよ。」

三、学生ティッサ・メッテイヤの質問＊

一〇四〇　ティッサ・メッテイヤさんがたずねた、

　「この世で満足している人は誰ですか？　動揺すること＊がないのは誰ですか？　両極端を知りつくして＊、よく考えて、（両極端にも）中間にも汚されない、聡明な人＊は誰ですか？　あなたは誰を〈偉大な人〉と呼ばれますか？　この世で縫う女＊（妄執）を超こ　えた人は誰ですか？」

一〇四一　師（ブッダ）は答えた、「メッテイヤよ。諸々の欲望に関しては清らかな行いをまもり＊、妄執を離れて、つねに気をつけ、究め明らめて、安らいに帰した修行者、[image: ──]かれには動揺は存在しない。

一〇四二　かれは両極端を知りつくして、よく考えて、（両極端にも）中間にも汚されない。かれを、わたしは〈偉大な人〉と呼ぶ。かれはこの世で縫う女（妄執）を超えている。」

四、学生プンナカの質問

一〇四三　プンナカさんがたずねた、

　「動揺することなく根本を達観せられたあなたに、おたずねしようと思って、参りました。仙人＊や常の人々や王族やバラモンは、何の故にこの世で盛んに神々に犠牲を捧ささげたのですか？　先生！　あなたにおたずねします。それをわたしに説いてください。」

一〇四四　師（ブッダ）は答えた、

　「プンナカよ。およそ仙人や常の人々や王族やバラモンがこの世で盛んに神々に犠牲を捧げたのは、われらの現在のこのような生存状態を希望して、老衰にこだわって＊、犠牲を捧げたのである。」

一〇四五　プンナカさんがいった、

　「先生！　およそこの世で仙人や常の人々や王族やバラモンが盛んに神々に犠牲を捧げましたが、祭さい祀し　の道において怠らなかったかれらは、生と老衰をのり超えたのでしょうか？　わが親愛なる友よ＊。あなたにおたずねします。それをわたしに説いてください。」

一〇四六　師は答えた、

　「プンナカよ。かれらは希望し、称讃し＊、熱望して、献供する。利得を得ることに縁よ　って欲望を達成しようと望んでいるのである。供く　犠ぎ　に専念している者どもは、この世の生存を貪むさぼって止や　まない。かれらは生や老衰をのり超えていない、とわたしは説く。」

一〇四七　プンナカさんがいった、

　「もしも供犠に専念している彼らが祭祀によっても生と老衰とを乗り超えていない＊のでしたら、わが親愛なる友よ、では神々と人間の世界のうちで生と老衰とを乗り超えた人は誰なのですか？　先生！　あなたにお尋ねします。それをわたしに説いてください。」

一〇四八　師が答えた、

　「プンナカよ。世の中でかれこれ（の状態）を究きわめ明あきらめ、世の中で何ものにも動揺することなく、安らぎに帰き　し、煙＊なく、苦悩なく、望むことのない人、[image: ──]かれは生と老衰とを乗り超えた、[image: ──]と、わたしは説く。」

五、学生メッタグーの質問

一〇四九　メッタグーさんがたずねた、

　「先生！　あなたにおたずねします。このことをわたしに説いてください。あなたはヴェーダの達人、心を修養された方だとわたくしは考えます。世の中にある種々様々な、これらの苦しみは、そもそもどこから現われ出たのですか。」

一〇五〇　師（ブッダ）は答えた、

　「メッタグーよ。そなたは、わたしに苦しみの生起するもとを問うた。わたしは知り得たとおりに、それをそなたに説き示そう。世の中にある種々様々な苦しみは、執しゅう著じゃくを縁として＊生起する。

一〇五一　実に知ることなくして執著をつくる人は愚鈍であり、くり返し苦しみに近づく。だから、知ることあり、苦しみの生起のもとを観じた人は＊、再生の素因（＝執著）をつくってはならない。」

一〇五二　「われらがあなたにおたずねしましたことを、あなたはわれらに説き明かしてくださいました。あなたに他のことをおたずねしますが、どうかそれを説いてください。どのようにしたならば、諸々の賢者は煩悩の激流、生と老衰、憂いと悲しみとを乗り超えるのですか？　聖者さま。どうかそれをわたくしに説き明かしてください＊。あなたはこの法則をあるがままに知っておられるからです＊。」

一〇五三　師が答えた、

　「メッタグーよ。伝承によるのではなくて＊、いま眼ま　のあたり体得されるこの理法を、わたしはそなたに説と　き明あかすであろう。その理法を知って、よく気をつけて行い、世間の執著を乗り超えよ。」

一〇五四　「偉大な仙人さま＊。わたくしはその最上の理法を受けて歓喜します。その理法を知って、よく気をつけて行い、世間の執著を乗り超えるでしょう。」

一〇五五　師が答えた、

　「メッタグーよ。上と下と横と＊中央とにおいて、そなたが気づいてよく知っているものは何であろうと、それらに対する喜び＊と偏執＊と識別＊とを除き去って、変化する生存状態のうちにとどまるな。

一〇五六　このようにしていて、よく気をつけ、怠ることなく行う修行者は、わがものとみなして固執したものを捨て、生や老衰や憂うれいや悲しみをも捨てて、この世で智者となって、苦しみを捨てるであろう。」

一〇五七　「偉大な仙人のこのことばを＊聞いて、わたくしは喜びます。ゴータマ（ブッダ）さま。煩悩の要素のない境地＊がよく説き明かされました。たしかに先生は苦しみを捨てられたのです。あなたはこの理法をあるがままに知っておられるのです。

一〇五八　聖者さま。あなたが懇切に＊教えみちびかれた人々もまた今や苦しみを捨てるでしょう。竜よ＊。では、わたくしは、あなたの近くに来て礼拝しましょう。先生！　どうか、わたくしをも懇切に教えみちびいてください。」

一〇五九　「何ものをも所有せず、欲の生存に執著しない＊バラモン・ヴェーダの達人であるとそなたが知った人、[image: ──]かれは確かにこの煩悩の激流をわたった。かれは彼ひ　岸がんに達して、心の荒すさびなく、疑惑もない。

一〇六〇　またかの人はこの世では悟った人＊であり、ヴェーダの達人であり、種々の生存に対するこの執著を捨てて、妄執を離れ、苦悩なく、望むことがない。『かれは生と老衰とを乗り超えた』とわたくしは説く。」

六、学生ドータカの質問

一〇六一　ドータカさんがたずねた、「先生！　わたくしはあなたにおたずねします。このことをわたくしに説いてください。偉大な仙人さま。わたくしはあなたのおことばを頂きたいのです。あなたのお声を聞いて、自分の安らぎ（ニルヴァーナ）を学びましょう＊。」

一〇六二　師（ブッダ）が答えた、「ドータカよ。では、この世において賢明であり、よく気をつけて、熱心につとめよ。この（わたくしの口）から出る声を聞いて、自己の安らぎを学べ＊。」

一〇六三　「わたくしは、神々と人間との世界において何ものをも所有せずにふるまうバラモンを見ます＊。あまねく見る方かたよ。わたくしはあなたを礼拝いたします。シャカ族の方かたよ。わたくしを諸々の疑惑から解き放ちたまえ。」

一〇六四　「ドータカよ。わたくしは世間におけるいかなる疑惑者をも解げ　脱だつさせ得ないであろう＊。ただそなたが最上の真理＊を知るならば、それによって、そなたはこの煩ぼん悩のうの激流を渡るであろう。」

一〇六五　「バラモンさま＊。慈じ　悲ひ　を垂た　れて＊、（この世の苦悩から）遠ざかり離れる理法＊を教えてください。わたくしはそれを認識したいのです＊。わたくしは、虚こ　空くうのように、乱され濁ることなしに＊、この世において静まり、依りすがることなく行いましょう。」

一〇六六　師は言われた、

　「ドータカよ。伝承によるのではない＊、まのあたり体得されるこの安らぎ＊を、そなたに説き明かすであろう。それを知ってよく気をつけて行い、世の中の執しゅう著じゃくを乗り超こ　えよ。」

一〇六七　「偉大な仙人さま＊。わたくしはその最上の安らぎを受けて歓喜します＊。それを知ってよく気をつけて行い、世の中の執著を乗り超えましょう。」

一〇六八　師は答えた、

　「ドータカよ。上と下と横と＊中央とにおいてそなたが気づいてよく知っているものは何であろうと、[image: ──]それは世の中における執著の対象＊であると知って、移りかわる生存＊への妄執をいだいてはならない」と。

七、学生ウパシーヴァの質問

一〇六九　ウパシーヴァさんがたずねた、

　「シャカ族の方よ。わたくしは、独りで他のものにたよることなく＊して大きな煩悩の激流をわたることはできません。わたくしがたよってこの激流をわたり得る〈よりどころ〉をお説きください。あまねく見る方よ。」

一〇七〇　師（ブッダ）は言われた、「ウパシーヴァよ。よく気をつけて、無所有＊をめざしつつ、『何も存在しない』と思うことによって、煩ぼん悩のうの激流を渡れ。諸々の欲望を捨てて、諸々の疑惑を離れ＊、妄執の消滅＊を昼夜に観ぜよ。」

一〇七一　ウパシーヴァさんがいった、

　「あらゆる欲望に対する貪むさぼりを離れ、無所有にもとづいて、その他のものを捨て、最上の〈想いからの解げ　脱だつ＊〉において解脱した人、[image: ──]かれは退きあともどりすることなく、そこに安住するでありましょうか？」

一〇七二　師は答えた、「ウパシーヴァよ。あらゆる欲望に対する貪りを離れ、無所有にもとづいて、その他のものを捨て、最上の〈想いからの解脱〉において解脱した人、[image: ──]かれは退きあともどりすることなく、そこに安住するであろう。」

一〇七三　「あまねく見る方かたよ。もしもかれがそこから退きあともどりしないで多年そこにとどまるならば、かれはそこで解脱して、清しょう涼りょうとなるのでしょうか＊？　またそのような人の識別作用は（あとまで）存在するのでしょうか＊？」

一〇七四　師が答えた、「ウパシーヴァよ。たとえば強風に吹き飛ばされた火炎は滅びてしまって（火としては）数えられない＊ように、そのように聖者は名称と身体＊から解脱して滅びてしまって、（存在する者としては）数えられないのである＊。」

一〇七五　「滅びてしまったその人は存在しないのでしょうか？　或いはまた常住であって、そこなわれない＊のでしょうか？　聖者さま。どうかそれをわたくしに説明してください＊。あなたはこの理法をあるがままに知っておられるからです。」

一〇七六　師は答えた、

　「ウパシーヴァよ。滅びてしまった者には＊、それを測はかる基準＊が存在しない。かれを、ああだ、こうだと論ずるよすがが、かれには存在しない。あらゆることがらがすっかり絶やされたとき、あらゆる論議の道はすっかり絶えてしまったのである。」

八、学生ナンダの質問

一〇七七　ナンダさんがたずねた、

　「世間には諸々の聖者＊がいる、と世人は語る。それはどうしてですか？　世人は知識をもっている人を聖者と呼ぶのですか？　あるいは〔簡素な〕生活を送る人＊を聖者と呼ぶのですか？」

一〇七八 （ブッダが答えた）、

　「ナンダよ。世のなかで、真理に達した人たちは、（哲学的）見解によっても、伝承の学問によっても、知識によっても聖者だとは言わない。（煩悩の魔）軍を撃破して＊、苦悩なく、望むことなく行う人々、[image: ──]かれらこそ聖者である、とわたしは言う。」

一〇七九　ナンダさんがいった、

　「およそこれらの〈道の人〉・バラモンたちは、（哲学的）見解によって、また伝承の学問によっても、清浄になれると言います。戒律や誓いを守ることによっても清浄になれると言います。そのほか種々のしかたで清浄になれるとも言います。先生！　かれらはそれらにもとづいてみずから制して＊修行しているのですが、はたして生と老衰とを乗り超こ　えたのでしょうか？　わが親愛なる先生！　あなたにおたずね致します。それをわたくしに説いてください。」

一〇八〇　師（ブッダ）は答えた、

　「ナンダよ。これらの〈道の人〉・バラモンたちはすべて、（哲学的）見解によって清浄になり、また伝承の学問によっても清浄になると説く。戒律や誓いを守ることによっても清浄になるとも説く。（そのほか）種々のしかたで清浄になるとも説く。たといかれらがそれらにもとづいてみずから制して行なっていても、生と老衰とを乗り超えたのではない、とわたしは言う。」

一〇八一　ナンダさんがいった、

　「およそこれらの〈道の人〉・バラモンたちは、見解によって、また伝承の学問によっても清浄になれると言います。戒律や誓いを守ることによっても清浄になれると言います。（そのほか）種々のしかたで清浄になれるとも言います。聖者さま。もしもあなたが『かれらは未いまだ煩悩の激流を乗り超えていない＊』と言われるのでしたら、では神々と人間の世界のうちで生と老衰を乗り超えた人は誰なのですか？　親愛なる先生！　あなたにおたずねします。それをわたくしに説いてください。」

一〇八二　師（ブッダ）は答えた、

　「ナンダよ。わたしは『すべての道の人・バラモンたちが生と老衰とに覆おおわれている＊』と説くのではない。この世において見解や伝承の学問や想定＊や戒律や誓いをすっかり捨て、また種々のしかたをもすっかり捨てて、妄執をよく究きわめ明あかして＊、心に汚れのない人々[image: ──]かれらは実に『煩悩の激流を乗り超えた人々である』と、わたしは説くのである。」

一〇八三　「偉大な仙人のこのことばを＊聞いて、わたくしは歓喜します。ゴータマ（ブッダ）さま。再生の要素のない境地がみごとに説き明かされました。この世において（哲学的）見解や伝承の学問や想定や戒律や誓いをすっかり捨てて、また種々のしかたをすっかり捨てて、妄執をよく究め明かして、心に汚れのない人々、[image: ──]かれらは実に『煩悩の激流を乗り超えた人々である』と、わたくしもまた説くのであります。」

九、学生ヘーマカの質問

一〇八四　ヘーマカさんがたずねた、

　「かつてゴータマ（ブッダ）の教えよりも以前に＊昔の人々が『以前にはこうだった』『未来にはこうなるであろう』といってわたくしに説き明かしたことは、すべて伝え聞くにすぎません。それはすべて思索の紛ふん糺きゅうを増すのみ。わたくしはかれらの説を喜びませんでした。

一〇八五　聖者さま。あなたは、妄執を滅しつくす法＊をわたくしにお説きください。それを知って、よく気をつけて行い、世間の執著を乗り超えましょう。」

一〇八六 （ブッダが答えた）、「ヘーマカよ。この世において見たり聞いたり考えたり識別した＊快美な事物に対する欲望や貪むさぼりを除き去ることが、不滅のニルヴァーナの境地＊である。

一〇八七　このことをよく知って、よく気をつけ、現世において＊全く煩わずらいを離れた＊人々は、常に安らぎに帰き　している。世間の執著を乗り超えているのである」と。

一〇、学生トーデイヤの質問

一〇八八　トーデイヤさんがたずねた、

　「諸々の欲望のとどまることなく、もはや妄執が存在せず、諸々の疑ぎ　惑わくを超えた人、[image: ──]かれはどのような解げ　脱だつをもとめたらよろしいのですか＊？」

一〇八九　師（ブッダ）は答えた、

　「トーデイヤよ。諸々の欲望のとどまることなく、もはや妄執が存在せず、諸々の疑惑を超えた人、[image: ──]かれには別に解脱は存在しない＊。」

一〇九〇　「かれは願いのない人なのでしょうか？　あるいは何かを希望しているのでしょうか？　かれは智慧があるのでしょうか？　あるいは智慧を得ようとはからいをする人なのでしょうか？　シャカ族の方かたよ。かれが聖者であることをわたくしが知り得るように、そのことをわたくしに説明してください。あまねく見る方かたよ。」

一〇九一　〔師いわく〕、「かれは願いのない人である。かれはなにものをも希望していない。かれは智慧のある人であるが、しかし智慧を得ようとはからいをする人ではない。トーデイヤよ。聖者はこのような人であると知れ。かれは何ものをも所有せず、欲望の生存に＊執著していない。」

一一、学生カッパの質問

一〇九二＊　カッパさんがたずねた、

　「極めて恐ろしい激流が到来したときに一面の水浸しのうちにある人々、老衰と死とに圧倒されている人々のために、洲す　（避難所、よりどころ）を説いてください。あなたは、この（苦しみ）がまたと起らないような洲（避難所）をわたくしに示してください。親しき方よ。」

一〇九三　師（ブッダ）は答えた、

　「カッパよ。極めて恐ろしい激流が到来したときに一面の水浸しのうちにある人々、老衰と死とに圧倒されている人々のための洲（避難所）を、わたくしは、そなたに説くであろう。

一〇九四　いかなる所有もなく、執著して取ることがないこと、[image: ──]これが洲（避難所）にほかならない。それをニルヴァーナと呼ぶ。それは老衰と死との消滅である。

一〇九五　このことをよく知って、よく気をつけ、現世において全く煩わずらいを離れた人々は、悪魔に伏せられない。かれらは悪魔の従者とはならない。」

一二、学生ジャトゥカンニンの質問

一〇九六　ジャトゥカンニンさんがたずねた、

　「わたくしは、勇士＊であって、欲望をもとめない人がいると聞いて、激流を乗り超こ　えた人（ブッダ）に〈欲のないこと〉をおたずねしようとして、ここに来ました。安らぎの境地を説いてください。生れつき眼まなこのある方かたよ。先生！　それを、あるがままに、わたくしに説いてください。

一〇九七　師（ブッダ）は諸々の欲望を制してふるまわれます。譬えば、光輝ある＊太陽が光輝によって大地にうち克か　つようなものです。智慧ゆたかな方かたよ。智慧の少いわたくしに理法を説いてください＊。それをわたくしは知りたいのです、[image: ──]この世において生と老衰とを捨て去ることを。」

一〇九八　師（ブッダ）は答えた、

　「ジャトゥカンニンよ。諸々の欲望に対する貪むさぼりを制せよ＊。[image: ──]出しゅつ離り　を安あん穏のんであると見て。取り上げるべきものも、捨て去るべきものも、なにものも、そなたにとって存在してはならない＊。

一〇九九　過去にあったもの＊（煩悩）を涸こ　渇かつせしめよ。未来にはそなたに何ものもないようにせよ。中間においても、そなたが何ものにも執しゅう著じゃくしないならば、そなたはやすらかにふるまう人となるであろう。

一一〇〇　バラモンよ＊。名称と形態とに対する貪りを全く離れた人には、諸々の煩悩は存在しない。だから、かれは死に支配されるおそれがない。」

一三、学生バドラーヴダの質問

一一〇一　バドラーヴダさんがたずねた、

　「執著の住所をすて＊、妄執を断ち、悩み動揺することなく＊、歓喜をすて＊、激流を乗り超え、すでに解げ　脱だつし、はからいをすてた＊賢明な（あなた）に切にお願いします＊。

一一〇二　健き人よ。あなたの＊おことばを聞こうと希望して、多勢の人々が諸地方から集まってきました＊が、竜（ブッダ）のおことばを聞いて、人々はここから立ち去るでしょう。かれらのために善く説明してやってください。あなたはこの理法をあるがままに知っておられるのですから。」

一一〇三　師（ブッダ）は答えた、

　「バドラーヴダよ。上にも下にも横にでも中間にでも、執著する妄執＊をすっかり除き去れ。世の中の何ものに執著しても、それによって悪魔＊が人につきまとうに至る。

一一〇四　それ故に、修行者は明らかに知って、よく気をつけ、全世界においてなにものをも執してはならない。[image: ──]死の領域に愛著を感じているこの人々を〈取る執著ある人々〉であると観み　て。」


一四、学生ウダヤの質問

一一〇五　ウダヤさんがたずねた、

　「瞑想に入って坐ざ　し、塵ちり垢あかを離れ、為な　すべきことを為しおえ、煩悩の汚れなく、一切の事物の彼ひ　岸がんに達せられた（師）におたずねするために、ここに来ました。無む　明みょうを破ること、正しい理解による解げ　脱だつ＊、を説いてください。」

一一〇六　師（ブッダ）は答えた、

　「ウダヤよ。愛欲と憂うれいとの両者を捨て去ること、沈んだ気持を除くこと、悔かい恨こんをやめること、

一一〇七　平静な心がまえと念おもいの清らかさ＊、[image: ──]それらは真理に関する思索にもとづいて起るものであるが、[image: ──]これが、無明を破ること、正しい理解による解脱、であると、わたくしは説く。」

一一〇八　「世人は何によって束そく縛ばくされているのですか？　世人をあれこれ行動させるもの＊は何ですか？　何を断ずることによって安らぎ（ニルヴァーナ）があると言われるのですか？」

一一〇九　「世人は歓喜に束縛されている。思わくが世人をあれこれ行動させるものである。妄執を断ずることによって安らぎ＊があると言われる。」

一一一〇　「どのようによく気をつけて行なっている人の識別作用が、止し　滅めつするのですか？　それを先生におたずねするためにわたくしはやってきたのです。あなたのそのおことばをお聞きしたいのです。」

一一一一　「内面的にも外面的にも感覚的感受＊を喜ばない人、このようによく気をつけて行なっている人、の識別作用が止滅する＊のである。」

一五、学生ポーサーラの質問

一一一二　ポーサーラさんがたずねた、

　「過去のことがらを説示し、悩み動揺することなく＊、疑惑を断ち、一切の事物を究めつくした（師）におたずねするために、ここに来ました。

一一一三　物質的なかたちの想いを離れ＊、身体をすっかり捨て去り、内にも外にも『なにものも存在しない』と観ずる人の智を、わたくしはおたずねするのです。シャカ族の方よ。そのような人はさらにどのように導かれねばなりませんか？」

一一一四　師（ブッダ）は答えた、

　「ポーサーラよ。すべての〈識別作用の住するありさま＊〉を知りつくした全き人（如にょ来らい）は、かれの存在するありさまを知っている。すなわち、かれは解げ　脱だつしていて、そこをよりどころとしていると知る。

一一一五　無所有の成立するもとを知って＊、すなわち『歓喜は束縛である』ということを知って、それをこのとおりであると知って、それから（出て）それについてしずかに観ずる。安立したそのバラモンには、この〈ありのままに知る智〉が存する。」

一六、学生モーガラージャの質問

一一一六　モーガラージャさんがたずねた、

　「わたくしはかつてシャカ族の方に二度おたずねしましたが、眼まなこある方（釈尊）はわたくしに説明してくださいませんでした。しかし『神仙＊（釈尊）は第三回目には説明してくださる』と、わたくしは聞いております。

一一一七　この世の人々＊も、かの世の人々も、神々と、梵ぼん天てんの世界の者どもも、誉ほまれあるあなたゴータマ（ブッダ）の見解を知ってはいません＊。

一一一八　このように絶妙な見み　者て　におたずねしようとしてここに来ました。どのように世間を観察する人を、死王は見ることがないのですか？」

一一一九 （ブッダが答えた）、

　「つねによく気をつけ、自我に固執する見解をうち破って、世界を空くうなりと観ぜよ。そうすれば死を乗り超えることができるであろう。このように世界を観ずる人を、〈死の王〉は見ることがない＊。」

一七、学生ピンギヤの質問

一一二〇　ピンギヤさんがたずねた、

　「わたくしは年をとったし、力もなく、容貌も衰えています。眼もはっきりしませんし、耳もよく聞えません。わたくしが迷ったままで途中で死ぬことのないようにしてください。[image: ──]どうしたらこの世において生と老衰とを捨て去ることができるか、そのことわりを説いてください＊。それをわたくしは知りたいのです。」

一一二一　師（ブッダ）は答えた、

　「ピンギヤよ。物質的な形態があるが故に＊、人々が害そこなわれるのを見るし、物質的な形態があるが故に、怠る人々は（病いなどに）悩まされる。ピンギヤよ。それ故に、そなたは怠ることなく、物質的形態を捨てて、再び生存状態にもどらないようにせよ。」

一一二二　「四方と四し　維い　＊と上と下と、これらの十方の世界において、あなたに見られず聞かれず考えられずまた識し　られない＊なにものもありません。どうか理法を説いてください。それをわたくしは知りたいのです、[image: ──]この世において生と老衰とを捨て去ることを。」

一一二三　師は答えた、

　「ピンギヤよ。ひとびとは妄執に陥って苦悩を生じ、老いに襲われているのを、そなたは見ているのだから、それ故に、ピンギヤよ、そなたは怠ることなくはげみ、妄執を捨てて、再び迷いの生存にもどらないようにせよ。」

一八、十六学生の質問の結語＊

　師（ブッダ）は、マガダ国のパーサーナカ霊地にとどまっておられたとき、以上のことを説かれ、（バーヴァリの）門弟である十六人のバラモンに請こ　われ問われる度たびごとに、質問に対して解答をのべた。もしもこれらの質問の一つ一つの意義を知り、理法を知り、理法にしたがって実践したならば、老衰と死との彼ひ　岸がんに達するであろう。これらの教えは彼岸に達せしめるものであるから、それ故にこの法門は「彼岸に至る道」と名づけられている。

　

一一二四　アジタと、ティッサ・メッテイヤと、プンナカと、メッタグーと、ドータカと、ウパシーヴァと、ナンダと、またヘーマカと、

一一二五　トーデイヤとカッパとの両人と、賢者なるジャトゥカンニンと、バドラーヴダと、ウダヤと、ポーサーラ・バラモンと、聡明なモーガラージャと、偉大な仙人であるピンギヤと、[image: ──]

一一二六　これらの人々は行いの完成した仙人である目ざめた人（ブッダ）のもとにやってきて、みごとな質問を発して、ブッダなる最高の人に近づいた。

一一二七　かれらが質問を発したのに応じて、目ざめた人はあるがままに解答された。聖者は、諸々の質問に対して解答することによって、諸々のバラモンを満足させた。

一一二八　かれらは、太陽の裔すえである目ざめた人・眼ある者（ブッダ）に満足して、優すぐれた智慧ある人（目ざめた人）のもとで清らかな行いを修めた。

一一二九　一つ一つの質問に対して〈目ざめた人〉が説かれたように、そのように実践する人は、此し　岸がんから彼ひ　岸がんにおもむくことであろう。

一一三〇　最上の道を修める人は、此岸から彼岸におもむくであろう。それは彼岸に至るための道である。それ故に〈彼岸に至る道＊〉と名づけられる。

一一三一　ピンギヤさんは（バーヴァリのもとに帰って、復命して）いった、

　「〈彼岸に至る道〉をわたくしは読どく誦じゅしましょう。無む　垢く　で叡えい智ち　ゆたかな人（ブッダ）は、みずから観じたとおりに説かれました。無欲で煩ぼん悩のうの叢そう林りんのない立派な方＊は、どうして虚きょ妄もうを語られるでしょうか。

一一三二　垢あかと迷いを捨て去って、高慢と隠し立てとを捨てている（ブッダ）の、讃嘆を表わすことばを、さあ、わたくしは誉めたたえることにしましょう。

一一三三　バラモンよ。暗黒を払う〈目ざめた人〉（ブッダ）、あまねく見る人、世間の究きゅう極きょくに達した人、一切の迷いの生存を超こ　えた人、汚けがれのない人、一切の苦しみを捨てた人、[image: ──]かれは真に〈目ざめた人〉（ブッダ）と呼ばれるにふさわしい人＊でありますが、わたくしはかれに近きん侍じ　しました。

一一三四　たとえば鳥が疎まばらな林を捨てて果実豊かな林に住みつくように、そのようにわたくしもまた見ることの少い人々＊を捨てて、白鳥のように大海に到達しました。

一一三五　かつてゴータマ（ブッダ）の教えよりも以前に＊昔の人々が『以前にはこうだった』『未来にはこうなるであろう』といってわたくしに説き明かしたことは、すべて伝え聞きにすぎません。それはすべて思索の紛ふん糺きゅうを増すのみ。

一一三六　かれは独りで煩悩の暗黒を払って坐し、高貴で、光明を放っています。ゴータマは智慧ゆたかな人です。ゴータマは叡智ゆたかな人です。

一一三七　即時に効果の見られる、時を要しない法＊、すなわち煩悩なき＊〈妄執の消滅〉、をわたくしに説示しました。かれに比すべき人はどこにも存在しません。」

一一三八 （バーヴァリがいった）、「ピンギヤよ。そなたは、智慧ゆたかなゴータマ、叡智ゆたかなかのゴータマのもとから、瞬時でも離れて住むことができるのか？

一一三九　かれはまのあたり即時に実現され、時を要しない法、すなわち煩悩なき〈妄執の消滅〉、をそなたに説示した。かれに比すべき人はどこにも存在しない。」

一一四〇 （ピンギヤがいった）、「バラモンさま。わたくしは、智慧ゆたかなゴータマ、叡智ゆたかなかのゴータマのもとから、瞬時でも離れて住むことができません。

一一四一　まのあたり即時に実現される、時を要しない法、すなわち煩悩なき〈妄執の消滅〉、をわたくしに説示されました。かれに比すべき人はどこにも存在しません。

一一四二　バラモンさま。わたくしは怠おこたることなく、昼夜に、心の眼を以てかれを見ています。かれを礼拝しながら夜を過しています。ですから、わたくしはかれから離れて住んでいるのではないと思います＊。

一一四三　信仰と、喜びと、意こころと、念おもいとが、わたくしを、ゴータマの教えから離れさせません。どちらの方角でも、智慧豊かな方のおもむかれる方角に、わたくしは傾くのです。

一一四四　わたくしは、もう老いて、気力も衰えました。ですから、わが身はかしこに＊おもむくことはできません＊。しかし想おもいを馳せて＊常におもむくのです。バラモンさま。わたくしの心は、かれと結びついているのです。

一一四五　わたくしは汚お　泥でいの中に臥ふ　してもがきながら、洲す　から洲へと漂ただよいました。そうしてついに、激流を乗り超えた、汚れのない〈完全にさとった人〉（正しょう覚かく者しゃ）にお会いしたのです。」

一一四六 （師ブッダが現われていった）、「ヴァッカリやバドラーヴダやアーラヴィ・ゴータマが信仰を捨て去ったように、そのように汝もまた信仰を捨て去れ＊。そなたは死の領りょう域いきの彼ひ　岸がんに至るであろう。ピンギヤよ。」

一一四七 （ピンギヤはいった）、「わたくしは聖者のおことばを聞いて、ますます心が澄む（＝信ずる＊）ようになりました。さとった人は、煩ぼん悩のうの覆おおいを開き、心の荒すさみなく、明察のあられる方＊です。

一一四八　神々に関してもよく熟知して、あれこれの一切のことがらを知っておられます。師は、疑いをいだきまた言ことばを立てる人々の質問を解決されます。

一一四九　どこにも譬たとうべきものなく、奪い去られず、動揺することのない境地に＊、わたくしは確かにおもむくことでしょう。このことについて、わたくしには疑惑がありません。わたくしの心がこのように確信して了解していること＊を、お認めください。」

　

　〈彼岸に至る道〉の章おわる

　

　八回にわたって誦える分量ある聖典のスッタニパータ終る。


解　説

　仏教の開祖であるゴータマ・ブッダ（釈尊）を歴史的人物として把捉するとき、その生き生きとしたすがたに最も近く迫りうる書[image: ──]少くともそのうちの一つ[image: ──]は、『スッタニパータ』であると言っても過言ではないであろう。

　本書の題名『ブッダのことば』は『スッタニパータ』（Sutta-nipāta） の訳である。「スッタ」とは「たていと」「経」の意味であり、「ニパータ」は集成の意味である。この書のパーリ文[image: 註]釈書のうちにはスッタに関する種々の解釈を挙げているが、ともかくブッダが明らかにした永遠の真理を伝えることばであることをめざしている。

　南方アジアの仏教諸国に伝わった経典は五種に分れ、その第五のものを『クッダカ・ニカーヤ』（Khuddaka-nikāya, 「小部」と訳す）というが、それがさらに一五に分れているうちの第五に相当する。

　いまここに訳出した『ブッダのことば（スッタニパータ）』は、現代の学問的研究の示すところによると、仏教の多数の諸聖典のうちでも、最も古いものであり、歴史的人物としてのゴータマ・ブッダ（釈尊）のことばに最も近い詩句を集成した一つの聖典である。シナ・日本の仏教にはほとんど知られなかったが、学問的には極めて重要である。これによって、われわれはゴータマ・ブッダその人あるいは最初期の仏教に近づきうる一つの通路をもつからである。

　ここに現われる修行僧たちは、樹下石上に坐し、あるいは岩窟の中に住むというありさまで、大寺院の中には住んでいない。せいぜい庵り（assama）に住んでいた程度である。つまり大寺院がつくられる以前の段階を示しているのである。

　また尼僧が登場しない。原始仏教教団において尼僧が出現したのは、男性の修行僧の場合よりも遅れている。この点でも最も古い段階を示しているということができる（西紀前三〇〇年ころにインドに来たギリシア人メガステネースは、尼僧に言及しているから、当然それ以前の時期の段階を示している）。

　『スッタニパータ』の中ではストゥーパ（聖者埋葬の塚。塔と訳される）の崇拝あるいはチャイティヤ（塔院。祀堂）崇拝に言及していない。恐らくストゥーパやチャイティヤの崇拝が一般にひろがる前の段階を示しているのであろう。

　原始仏教は〈四つの真理〉（四し　諦たい）を説いたといわれる。ところで『スッタニパータ』の中では真理（sacca）に関する論議は盛んになされているけれども（Sn.  59, 78, 182, 187-9, 450, 453, 463, 479, 508, 632, 756, 758, 824, 832, 843, 882-6, 895, f903-4, 941, 946, 1133）、ウパニシャッド的な〈真実〉の意味で sacca という語が用いられている場合が多くて、「四諦」の説とは何の関係もない。

　いま聖典成立史上における位置づけを示すと、次のようになる。

　一、歴史的人物としてゴータマ・ブッダ（釈尊）の逝せい去きょ（北方の伝説によると、西紀前三八三年頃になる）ののちに、仏弟子たちはその教えの内容を簡潔なかたちでまとめ、あるいは韻いん文ぶんの詩のかたちで表現した。いずれにしても暗あん誦しょうの便をはかったものである。ことに教えの内容がひとたび詩の形でまとめられると、そのまま、大した変更も加えられることなしに、後世に伝えられた。多数の詩のうちには、あるいはゴータマ・ブッダ自身がつくったものも含まれているのではないか、と考えられる。最初は古マガダ語或いはマガダ語の影響の強い俗語（東部インド語）の一種で唱えられていたのであろうが、或る時期にそれがパーリ語に書きかえられて、現在では、パーリ語聖典のうちに伝えられている。しかしマガダ語の影響を完全に消し去ることはできないで、その痕こん跡せきをとどめている。こういう詩あるいは短い文句の集成がいくつも伝わっているが、『ダンマパダ（法ほっ句く　経きょう）』（岩波文庫『ブッダの真理のことば』）もその一つである。これらの詩あるいは短い文句は大体アショーカ王（西紀前約二六八─二三二年）以前に成立したものである。それらの集成のうちでも『スッタニパータ』は特に古く成立したものであり、それらの第四章（アッタカ・ヴァッガ）と第五章（パーラーヤナ・ヴァッガ）とは最も古く成立したと考えられる。最初のうちはこれらの各章が別々に独立の経典として行われていたが、或る時期に一つの『スッタニパータ』にまとめられたのである。

　二、第二の段階として古くから伝えられた韻文あるいは短い文句に対して種々の説明が付け加えられた。この努力はすでにアショーカ王以前から行われ、逐ちく次じ　継続された。一般に原始仏教聖典の散文の部分は韻文の部分よりかなり遅れてつくられたと考えられている。しかしそのうちにも古い伝承を含んでいることは否定できない。これらの散文の部分もブッダ（釈尊）にかこつけて「仏説」として伝えられた。

　三、第三の段階として「仏説」として伝えられたものがすべて集成編集されて、ここに原始仏教聖典のうちの「経蔵」（経典の部分）が成立した。パーリ語の経蔵は五つの部（ニカーヤ）に分れている。戒律の集成説明書である「律蔵」も相並んで成立した。

　四、第四の段階として、マウリヤ王朝以後になると、仏教教団が細かな部派に分裂した。これらはみな小乗仏教（大乗仏教の立場から見て）と呼ばれるものである。小乗仏教の諸部派で経典の内容の説明・整理・[image: 註]解を行い、諸異説に対して統一的解釈を与えるようになった。これらが集められて「論蔵」を構成した。論蔵は現在では、スリランカ（セイロン）の上座部のものと説一切有部（主として漢訳）のものとが最も完全なかたちで伝わっている。

　右に挙げた経蔵と律蔵と論蔵とをまとめて「三蔵」といい、原始仏教聖典のすべてをまとめたものである。現在まとまったものとしては、パーリ語の聖典が、スリランカ、ビルマ、タイ、カンボージア、ラオスなど南アジアの国々に伝えられている。

　五、三蔵は恐らく西暦紀元後にもとの俗語からサンスクリットに翻訳されて、ひろく行われた。それらは散さん佚いつしてしまったが、近年西北インドの山奥、あるいは中央アジアの地下の洞窟から発見され、逐次刊行されている。

　そして諸部派に伝わった主としてサンスクリット原典がシナにもたらされて漢訳され、ほぼパーリ語三蔵に比敵するものが漢文の大蔵経のうちに収められ、若干はチベット大蔵経の中にも訳出されている。






　六、西暦紀元後にインド及び中央アジアで大乗仏教が興起し、多数の大乗経典が作成された。それがシナ及びチベットに伝えられたが、漢文の大蔵経及びチベット大蔵経は主として大乗経典及び論書によって構成されている。日本の仏教に特に影響を及ぼしたのは『法ほ　華け　経きょう』『浄じょう土ど　三さん部ぶ　経きょう』などの大乗経典である。

　『ブッダのことば（スッタニパータ）』の詩句は右の諸段階のうちで、第一の段階に属するもののうちでも最も古いものである。また散文の説明は第二の段階に属するものである（この岩波文庫の翻訳では、通し番号を打ってある短い文句が詩、番号を打ってない長い文句が散文である）。詩の部分はアショーカ王以前につくられたものであるから、西紀前二六八年よりも以前のものであり、散文の部分は西紀前二五〇─一五〇年頃にほぼ現形のようにまとめられたのだろうと考えられる。

　この『スッタニパータ』五章のうちで、第四章が漢訳され『義足経』として漢訳大蔵経のうちにおさめてあるが、全体としては漢訳されていないし、したがってシナや日本の仏教には直接の連絡や影響はまずなかったと言ってよい。しかし歴史的人物としてのゴータマ・ブッダに最も近いものであり、文献としてはこれ以上[image: 遡]さかのぼることができない。仏教の起原をたずねるためには、他のどの聖典よりも重要であると考えられる。そこで学問的理由の故に、特にこれを選んで邦訳したのである。

　この『ブッダのことば（スッタニパータ）』の中では、発展する以前の簡単素朴な、最初期の仏教が示されている。そこには後代のような煩はん瑣さ　な教理は少しも述べられていない。ブッダ（釈尊）はこのような単純ですなおな形で、人として歩むべき道を説いたのである。かれには、みずから特殊な宗教の開祖となるという意識はなかった。修行者たちも樹下石上に坐し、洞窟に瞑めい想そうする簡素な生活を楽しんでいたので、大規模な僧院（精しょう舎じゃ）の生活はまだ始まっていなかった。

　それと同時にこの書は、現代のアジア仏教圏にとっても非常に重要な意義をもっている。例えば、スリランカでは、結婚式の前日に、僧侶を幾人も招待して、祝福の儀式を行う。その場合に僧侶は、この『スッタニパータ』のうちの「慈しみ」の一説（パーリ語では Mettā-sutta〔慈経〕、本書三七─三八頁）、または「宝」の一節（パーリ語では Ratana-sutta〔宝経〕、本書五一─五四頁）、または「こよなき幸せ」の一節（パーリ語では Ma[image: 〓]gala-sutta〔吉祥経〕、本書五七─五九頁）を唱え、つづいて説教を行い、若い二人が新たな人生の旅に出で立つに当っての心得をさとし、祝福（āsīrvāda）を述べる。そのほか人心教化のために非常に重んぜられている聖典である。したがって多分に現代的意義をもっているのである。本書のうちのこれらの諸節を読まれたならば、読者はなるほどとうなずかれるであろう。

　この書は、後に示すように、すでに西洋の諸学者によって翻訳されたのみならず、第二次世界大戦以前に、筆者の特に尊敬する日本の諸学者によっても邦訳されている。今さら別の訳を公刊する必要もないわけであるが、しかし戦後三十数年を経過して文物が一変した今日となっては、やはり新しい訳を必要とするであろう。特に自分一個人として原始仏教の思想の研究をまとめてゆくためにも、自分で納得のゆく翻訳をつくってみる必要があると思って、これに着手してみたわけである。その際に既刊諸訳から多大の教示を受けたことに感謝している。ただこの書は依然として難解な箇所があり、つくづく自分の力にあまる難事業であることを痛感している（文法については W. Geiger: Pali Literatur und Sprache,  Strassburg, 1916 などの文法書により、そこに説明されていない問題については[image: 註]記のうちにしるしておいた）。翻訳にあたっては次の諸点に注意した。

　一　この『ブッダのことば（スッタニパータ）』の主要部分はもともと詩よりなり、読まれるものではなくて、吟ぎん詠えいされたものであった。インドの詩としては簡潔なものであるが、頭とう韻いんを踏んだり、押おう韻いんや語ご　呂ろ　合せさえも見られる（その若干は[image: 註]記のうちに記したが、ヘアが英訳の末尾に網もう羅ら　的てきに集録している）。もとの詩の美しさを伝えることは不可能であるから、むしろ意味を伝えるほうに重点を置いて、全体を散文の口語文で訳出した。『スッタニパータ』の原文は昔の俗語の一種であるパーリ語で書かれ、ことに当時の話しことばに近いかたちで書かれている。だから非常に困難な仕事ではあるが、原文の調子に近い「話しことば」の気分を出したいと思った。もとの韻文を邦語でも韻文で訳出することは訳者の能力を超えたことであるので、散文で原意に近い訳を表わしたつもりである。

　二　特に訳文は、かりに耳で聞いても理解しうるものであるように心がけた。もともとインドでは耳で聞いて口づてに伝承されていたものであるから、この性格をやはり保持したいと思った。耳で聞いても解らぬような漢訳語を使うことは、およそ原典の精神から逸いつ脱だつしている。インドの原語を漢字で音写することは、原則として廃止した。

　三　この翻訳は簡潔で解りやすいものであるようにと目ざした。世のいわゆる多くの仏典翻訳とは色調の異ることに読者は気づかれるであろう。それは原文に無理を加えたのではなくて、かえって訳者のこの翻訳のほうが原文に近い直訳であることを、原典と対照されるならば、明らかに知られるであろう。なまじ[image: 註]釈や、後代のものものしい解釈や、古代シナの特殊な訳語をもち込もうとすると、訳文はごてごてしたものものしいものになってしまう。訳者は必要のない限りこのような余分なものをもち込むことを避けて、原文から翻訳した。ことに韻文の部分の単語は、仏教外のインドの他の諸文献に出てくるものとまず共通であって、仏教特有の単語は絶無といっても差支えない。もしも訳文に、いわゆる仏教的色彩が見られるなら、それは後世の見解をもち込んだものであり、原意からそれだけ離れていると言わねばならぬ。だから個々の単語あるいは表現法がインド思想史一般ないしインド文化史一般においてどういう意味に使われているかを吟味しながら翻訳しようとした。ところが西洋の学者でさえも案外この重要な事実を無視している。もしも後世の訓詁[image: 註]釈にのみたよろうとするならば、その結果としては、訳文は甚だ難解なものとなってしまう。訳者は必要な場合には[image: 註]釈を参照したが、それよりもむしろインド思想史一般ないしインド文化史一般との連関において解明しようとして、新たに調査研究した結果を巻末の[image: 註]記のうちにしるしておいた。

　インドの一般文献の中から類似した表現や思想を見つけて、これを[image: 註]記のうちに掲げたことは、一般読者にとっては多少煩わずらわしいかもしれない。『スッタニパータ』に関してこのような研究は従来外国でもほとんどなされていないが、しかしここから重要な結論が導き出される。表現や語句に関する限り、『スッタニパータ』の、特に韻文の部分には仏教特有のものがほとんどない、ということが知られる。素材的にはほとんど仏教外から取り入れて、その素材を用いて新たに〈仏教〉なるものを出発せしめているのである。だから、この点を調査研究することは、訳文をやさしくするためにも必要なことであったし、読者にもなんらかの参考となるであろう。

　パーリ文で書かれた諸[image: 註]釈は、インドの風土・動植物・習慣を理解するには非常に参考となるので、その点ではなるべく考慮したが、しかし思想の解釈については後代の体系をもちこんでいる場合が少くないので、後代の異った解釈であるということがはっきりしている場合には、これを採用しなかった。

　なおこの『スッタニパータ』は仏典の中でも特に古い書であるため、他の諸仏典に引用されていることが多い。その引用のあとについては、西洋ではフランケ、ヘア、日本では水野弘元博士の精密な調査がなされている。よって特にその引用を調べられる人は右の諸研究を参照されんことを希望する。本書では特に必要な場合のほかは、[image: 註]記のうちにも記さなかった。

　

　『スッタニパータ』は、既に述べたように、パーリ文の原始仏教聖典のうちで恐らく最も古いもの、あるいは最も古いもののうちの一つであると考えられるので、原始仏教研究の出発点ともなるべき書である。その重要性を思い、岩波文庫当事者の度々の依頼に応じ、『スッタニパータ』の邦訳を『ブッダのことば[image: ──]スッタニパータ[image: ──]』（岩波文庫、昭和三十三年）として刊行したが、それから約二十五年を経過した。版を重ねるごとに、可能な範囲で是正につとめたが、徹底的なことはできなかった。その間に気づいたことをまとめて、玉城康四郎編『仏教の比較思想論的研究』（昭和五十四年四月、東京大学出版会刊）のうちの拙稿に付録として「『スッタニパータ』に関する若干の[image: 註]解」を掲載し、その間に若干気づいたことをしるして、研究者の参考に供した。このたび改版の機会を与えられたので、全面的に訳文を再検討した。

　ところで訳文の検討のためには特殊な研究を必要とする。『スッタニパータ』のような特殊な書については、パーリ語辞典があまりたよりにならない。そこで

一、旧版岩波文庫『ブッダのことば[image: ──]スッタニパータ[image: ──]』をもととして訂正。

二、その後の研究成果をまとめて玉城康四郎氏の右の論文集にまとめたので、それを組み入れた。

三、海外における諸論文集（特にドイツで近年多数刊行された）における[image: 註]解的研究を参照した。

四、さらに渡辺照宏氏の新訳と対照して加筆した。

五、岩波文庫の他の訳書の中村[image: 註]のうち、かなりのものを[image: 註]釈のうちに取り入れて、増補した。

　この改訳新版では、特に[image: 註]記の分量をずっと増やして、インドの文化的思想的伝統との連関を解明し、また風土的社会的環境との対応関係を明らかにした。僭越ではあるが、『スッタニパータ』について少くとも分量的にはこれだけ解明した書は、海外にはないと思う。[image: ──]もちろん分量が多いということは必ずしも内容が適切であるということにはならないのであるが。ともかく、この解明は、何らかの意味で、読者に内容の理解を助けるであろう。つまり本文を読まれただけでは、何故こんなことを言っているのか理解できず怪け　[image: 訝]げんに思われる場合でも、わたくしの[image: 註]記を読まれると、この書における表現や叙述がそのようになされた意味を理解されうるであろう。

　この改訳新版ではパーリ原文に頻繁に出てくる呼びかけは、一々訳出しなかった。「呼びかけ」は邦語における敬語法に相当するものであり、邦語においては会話は必ず敬語法を顧慮して行われるので、邦文においては呼びかけを一々訳出することは不必要であると思われるからである。

　この書は極めて難解であり、この改訳もなお不完全不適切な点もいろいろあろうと思われるから、今後多くの方々から教示にあずかり、是ぜ　正せいし研究を深めたいと願っている。

　

　なお、この書の旧版の作成に当っては、山鹿太郎氏に大層お世話になった。またこのたびの改訂新版では大規模に付[image: 註]を増加したので、文庫版の形式に適合させるために、都築令子氏が整理されたが、大変な手数であったと思う。また、手坂浩之氏が校正の労をとられ、そのほか幾多の方々の御尽力を煩わしたが、ここにこれらの方々の御厚意に深く感謝する次第である。

一九八三年七月十八日

訳者しるす
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略　号　表

Ait. Br. 　　アイタレーヤ・ブラーフマナ　Aitareya-Brāhma[image: 〓]a 

AN. 　　アングッタラ・ニカーヤ　A[image: 〓]guttara-Nikāya 

Āy.  　アーヤーランガ　Āyāra[image: 〓]ga 〔Ācāra[image: 〓]ga, erster Śrutaskandha. Text, Analyse und Glossar von Walter Schubring. Leipzig, 1910. AKM. 12. 4.〕

Bh G . 　バガヴァッド・ギーター　Bhagavad-Gītā 

B[image: 〓]had. Up. 　　ブリハド・アーラニヤカ・ウパニシャッド　B[image: 〓]hadara[image: 〓]yaka-Upani[image: 〓]ad 

Chānd. Up. 　　チャーンドーギヤ・ウパニシャッド　Chāndogya -Upani[image: 〓]ad 

CuN.  　チュッラ・ニッデーサ　Cullaniddesa 

Dhp. 　　ダンマパダ　Dhammapada （岩波文庫『ブッダの真理のことば』）

DN.  　ディーガ・ニカーヤ　Dīgha-Nikāya 

G. 　ガーター　Gāthā（詩句）

Hinüber:KGP. 　　Oskar von Hinüber: Studien zur Kasussyntax des Pāli, besonders des Vinaya-pi[image: 〓]aka.  München: J. Kitzinger, 1968.

Itiv.  　イティヴッタカ　Itivuttaka 

JRAS. 　Journal of the Royal Asiatic Society of Great Britain and Ireland,  London.

Lüders: BSB.  od. Beobachtungen 　　Heinrich Lüders: Beobachtungen  über die Sprache des buddhistischen Urkanons.  Berlin: Akademie-Verlag, 1954.

MahN.  　マハー・ニッデーサ　Mahāniddesa （スッタニパータのうちのアッタカ・ヴァッガに対する[image: 註]釈）

MBh.  　マハーバーラタ　Mahābhāratam  with the Commentary of Nīlaka[image: 〓]t[image: 〓]a. Printed and Published by Shankar Narhar Joshi, at Chitrashala Press. Poona 1929.

Mhp. 　　マハーパリニッバーナ・スッタンタ　Mahāparinibbānasuttanta （岩波文庫『ブッダ最後の旅[image: ──]大パリニッバーナ経』）

MN.  　マッジマ・ニカーヤ　Majjhima-Nikāya 

Pj.  　パラマッタ・ジョーティカー　Paramatthajotikā （スッタニパータに対する[image: 註]釈〔特に巻数を挙げてなければ、Pj.  II, vol.I and II の通しの頁数による。〕）

PTS. Dict.  　The Pali Text Society's Pali-English Dictionary.  Edited dy T. W. Rhys Davids and William Stade. London: The Pali Text Society, 1921.

[image: 〓]V.  　リグ・ヴェーダ　[image: 〓]g-Veda 

SDS.  　サルヴァダルシャナサングラハ　Sarvadarśanasamgraha,  ed. by V. Abhyankar. Poona 1924.

Sn.  　スッタニパータ　Suttanipāta （本書）

SN.  　サンユッタ・ニカーヤ　Sa[image: 〓]yutta-Nikāya 

Sūy.  　スーヤガダ　Sūyaga[image: 〓]a[image: 〓]（Sūtrak[image: 〓]tā[image: 〓]gam）,  critically edited with the text of Niryukti, by P. L. Vaidya. Poona 1928.

Tait. Up.  　タイッティリーヤ・ウパニシャッド　Taittirīya-Upani[image: 〓]ad 

Therag.  　テーラ・ガーター　Theragāthā （岩波文庫『仏弟子の告白』）

Therīg 　　テーリー・ガーター　Terīgāthā （岩波文庫『尼僧の告白』）

Udv.  　Udānavarga （岩波文庫『ブッダの感興のことば』）

Utt.  　ウッタラッジャヤナ　Uttarajjhayana （The Uttarādhyayana-sūtra,  ed. by Jarl Charpentier. Uppsala 1922. Archives d[image: ’]Etudes Orientales.）

v.　verse（詩句）

ZDMG.  　Zeitschrift der Deutschen Morgenländischen Gesellschaft. 

大正蔵　　大正新脩大蔵経

　

パーリ語聖典はロンドンの The Pali Text Society の版によった。


    
      
      　尊き師[image: ──]bhagavat. 仏の異名の一つで、漢訳では「世尊」と訳す。「幸ある人」の意で解されるが反対説もある。

      　その語源に関しては[image: 註]のうち種々に解釈されている。

      
        
        bhāgyavā
         bhaggavā yutto bhagehi ca vibhattavā

      
        
        bhattavā
         vantagamano bhavesu, Bhagavā tato ti（Pj.  p.444）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一　蛇の章

    

  
    
      一、蛇

    

  
    
      
      
        一　蛇[image: ──]この聖典の最初に蛇のことばかり出てくるので、日本人は異様な感じを受けるであろう。しかしインドないし南アジアでは、どこへ行っても蛇が多い。従ってインド人にはむしろ親しく感ぜられるのである。こういう風土的背景があるために、仏像やヒンドゥー教の神像には、光背が五頭とか七頭とかの蛇になっている場合が少くない。蛇が霊力を以て神々を、また人々を護ってくれるのである。仏伝にも竜（つまり蛇）がしばしば登場する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一　修行者[image: ──]bhikkhu.「乞う者」の意。漢訳では「比丘」と音写する。当時インドの諸宗教ではすべて家を出た修行者は托鉢によって食物を得ていたので、このようにいう。それのサンスクリット形 bhik[image: 〓]u という語は、インドのどの宗教でも用いられる。在家の人々は修行者に最上の敬意を示して食物を捧げるが、修行者は平然としてこれを受け、挨拶を返さない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一　この世とかの世[image: ──]orapāram. [image: 註]釈には種々の解釈が挙げられている（例えば Ora[image: 〓] manussaloko pāra[image: 〓] devaloko, ora[image: 〓] kāmadhātu pāra[image: 〓] rūpārūpadhātu, ora[image: 〓] kāmarūpabhavo pāra[image: 〓] arūpabhavo[image: ……]. Pj.）。 しかし pāra を「岸」の意味に解すると、orapāra[image: 〓]は「此岸」すなわち「下界」の意味になる。この解釈も[image: 註]のうちに挙げられている（avisesena hi pāran ti tīrassa nāma[image: 〓], tasmā orāni ca tāni sa[image: 〓]sārasāgarassa pārabhūtāni cā ti katvā orapāran ti vuccanti. Pj.  13）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一　蛇が脱皮して旧い皮を[image: ……][image: ──]この表現はウパニシャッド及び叙事詩に用いられている（B[image: 〓]had. Up.  IV, 4, 10; Praśna-Up.  V, 5; MBh.  V, 39, 2; XII, 250, 11）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二　[image: 蓮]華[image: ──]蛇が南アジアでよく見かける動物であるのに対して、インドの代表的な花は「[image: 蓮]華」である。そこで[image: 蓮]華の例をもち出したのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四　葦[image: ──]裂かれた葦（na[image: 〓]a）と激流の譬喩は『リグ・ヴェーダ』第一編第三二詩[image: 篇]の八に出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四　橋[image: ──]setu. この語を「堤」「堤防」と解することが行われているが、パーリ語では専ら「橋」を意味する、と、スリランカの学僧がわたくしに語った。少くとも、次の[image: 註]釈文は明らかに橋の意味に解している。aññataro bhikkhu Ga[image: 〓]gātire viharanto gimhakāle appodake sote katam na[image: 〓]asetu[image: 〓] pacchā āgatena mahoghena vuyhamāna[image: 〓] disvā[image: ……]（Pj.  p.18）.「堤」はサンスクリットでも、パーリ語でも tīra である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五　堅固なもの[image: ──]原語は sāra であるが、[image: 註]釈は「常住性または本性」と解する（sāran ti niccabhāvam attabhāva[image: 〓] vā, Pj.  19）。

      　事物のうちに堅固なものを見出さない、というのは、つまり〈空〉であるということである。〈空〉の思想は、最初期にまでたどることができるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六　怒ることなく[image: ──]第四九九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六　世の栄枯盛衰を超越した[image: ──]原語は itibhavābhavata[image: 〓] ca vītivatto とあるが、[image: 註]にしたがって解釈した（yā esā sampattivipatti-vuddhihāni-sassatuccheda-puññapāpavasena itianekappakārā bhavābhavatā vuccati. Pj.  20）。原語の意義は、恐らく「〈このようになりたい、あのようになりたい〉ということを超越した」の意。bhavābhava は、恐らく強調のための reduplication であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七　想念[image: ──]ここで「想念」（vitakkā 複数）というのは、思慮し思考することである。心の静まった修行者には、思慮分別はいらない、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七　焼き尽して余すことなく[image: ──]vidhūpitā,  bhusa[image: 〓] dhūpitā santāpitā, da[image: 〓][image: 〓]hā ti attho（Pj.  p.21）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八　走っても疾過ぎることなく[image: ……][image: ──]第一一三二詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八　走っても[image: ……]遅れることもなく[image: ──][image: 註]によると、努力精励しすぎることもなく、また怠けることもなくの意。つまり中道の思想を説いている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八　妄想[image: ──]原語は papañca であり、この語は漢訳仏典ではよく「戯論」と訳される。ヴェーダーンタ哲学では世界のひろがりの意味。しかし原始仏教聖典では「妄想」の意味か。仏典の他の箇所にも出てくる（AN.  IV, 14. vol.III, p.293）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九　一切のものは虚妄である[image: ──]同様の文句は他の仏典及びウパニシャッドにも出てくる（MN.  75. ābhāsamātram eveda[image: 〓], na san nāsaj jagattrayam. Annapūr[image: 〓]opani[image: 〓]at,  V, 34）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇　第四六九、四九四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三　迷妄を離れた修行者は[image: ──]以上の四つの詩句においては、それぞれ貪り（lobha）または愛欲（rāga）、憎悪（dosa＝Skrt. dve[image: 〓]a）、迷妄（moha 愚癡）という三つの煩悩は、人間にとって根本的なものであるから、古来の仏教の学問では「貪・瞋・癡の三毒」という。rāga は、愛し、むさぼり、執著すること、dosa は（１）嫌悪し、次に（２）憎悪し、さらに（３）打ちのめし害すること、moha とは、真実のすがたを知らず、迷ってぼうとしていること。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一四　悪い習性[image: ──]anussaya. 潜在的に潜んでいる性向である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五　煩悩から生ずるもの[image: ──][image: 註]釈にしたがって解した（darathajā  ti ettha pana pa[image: 〓]hamuppannā pa[image: 〓]hamuppannā kilesā pari[image: 〓]āha[image: 〓][image: 〓]hena darathā nāma, aparāparuppannā tehi darathehi jātattā darathajā  nāma. Pj.  24）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六　縛りつける[image: ──]その原語（vinibandha）は他の仏典にも出てくる（rūpadhāturāgavinibaddha[image: 〓] viññā[image: 〓]am okasārīti vuccati, vedanādi. SN.  III, pp.9-10）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六　妄執[image: ──][image: 註]釈にしたがって解した（vanatha＝ta[image: 〓]hā. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七　五つの蓋い[image: ──]その原語（nīvara[image: 〓]ā pañca）は漢訳仏典では「五蓋」と訳される。貪欲と、いかりと、こころのしずむことと、こころのそわそわすることと、疑いとをいう。[image: 註]の他の箇所に説明されている（Pj.  ad SN.  66）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七　悩みなく[image: ──]anīgho. [image: 註]（Pj.  p.24）によると、kilesadukkha-sa[image: 〓]khātassa īghassa abhāvena anīgho ahosi. [image: ‘]free from suffering[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七　疑惑を超え[image: ──]この原語（ti[image: 〓][image: 〓]akatha[image: 〓]katha）は第八六、三六七詩にも出てくる。ジャイナ教でもいう（ti[image: 〓][image: 〓]e chinna-kaha[image: 〓]kahe. Āy.  I, 8, 6, 5;8, 7, 5）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七　苦悩の矢[image: ──]欲情（rāga）、嫌悪（dosa）、迷妄（moha）、高慢（māna）、悪い見解（di[image: 〓][image: 〓]hi）の五つを言う（Pj.  p.25）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      二、ダニヤ

    

  
    
      
      
        一八　牛飼い[image: ──][image: 註]によると、牛飼いは一つの村に定住しない。雨期の四カ月は高地に住むが、その残りの時期には草を追って遊牧する。かれは雨期四カ月の始めに、雨期を過す準備をすませたので、このようにいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八　ダニヤ[image: ──]Dhaniya とは信者（Gläubiger）であり、東部インド語の影響を受けた形である。サンスクリットならば dhanika となる（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]90, S.79）。dhanika とは「財富ある人」の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八　飯を炊き、乳を搾って[image: ──]一八と一九とは原文についてみると語呂をもてあそんでいる。pakkodano（飯を炊き）[image: ──]akkodhano（怒ることなく）、duddhakhīro（乳を搾しぼって）[image: ──]vigatakhīlo（心の頑迷を離れ）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八　マヒー河[image: ──]ノイマンは固有名詞ではなくて、「大きな河」という意味の普通名詞に解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八　雨を降らせよ[image: ──]pavassa, deva. 古代インドの俗信では、雨が降るのは、神が雨を降らすのであり、したがって「神が雨を降らす」（devo var[image: 〓]ati）というのは一般的な表現であった。近代西洋の諸言語では、[image: ‘]it rains[image: ’], [image: ‘]il pluit[image: ’], [image: ‘]es regnet[image: ’] といって、雨を降らす主体には言及していない。ところが古代インド人は個々の自然現象の背後にはそれぞれ特別の神がいて、その自然現象を支配していると考えていたので、「雨が降る」ということを表現するのに、「神が雨降らす」という句が容易に口に出てくる。他の仏典にも出てくる（Therag.  1; 51-54; 189; 325-329）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九　小舎[image: ──]原語は ku[image: 〓]i. 小室、庵の意味である。当時のブッダは、木の葉で葺いた小さな庵の中に住んでいたのであり、大寺院に住んでいたのではない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九　小舎はあばかれ、火は消えた[image: ──]その原文は、viva[image: 〓]ā ku[image: 〓]i, nibbuto gini であるが、[image: 註]にしたがって解した（ku[image: 〓]i＝attabhāvo, deha, kāya; nibbuta＝upasanta; gini＝rāgaggi. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇　沼地に茂った[image: ──]「沼地に茂った」云々は、他の仏典のうちにも見出される。kacche rū[image: 〓]hati[image: 〓]e（cf. parū[image: 〓]ha-kaccha-. Jātaka,  No.547, v.20）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一　筏[image: ──]仏の教えを筏に譬えることは仏典のうちの諸所に見られる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一　激流[image: ──]ogha. しかしむしろ洪水のときのような、圧倒的な大水を想像するとよい。日本で見られるような激流は、ヒマーラヤ山の近くか、南部のカルナータカ州あたりでなければ見られない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二　貪ることがない[image: ──]alola. 食物、装飾品、男、財を貪ることがないのである（Pj.  pp.35-36）。

      　この詩句は当時のインド人のあいだでの理想的な妻のすがた[image: ──]夫に対して従順であるのみならず、婚家先の人々すべてに対しても従順でなければならぬ[image: ──]を描いている。これに対して、対をなす文句で釈尊は自分の立場を宣言するのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四　みなともに住んで[image: ──]samāniyā（＝sannihitā avippavutthā. Pj.  p.38）. これは、当時の人々の平和な家庭生活の理想であった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四　かれらに[image: ──]「Ａについて[image: ……]を聞く」というときにはＡを属格で示す（Hinüber: KGP.  [image: §]261, A. 1）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五　他人に傭われる必要はない[image: ──]他人に傭われることなく、精神的には全く独立して生きてゆくという強い確信をもっていた。そうしてそれが高らかな誇りを成立させるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六　未だ馴らされていない牛[image: ──]vasā＝adamita-vuddhavacchakā（Pj.  p.39）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六　孕んだ牝牛[image: ──]godhara[image: 〓]iyo（＝gabbhiniyo. Pj.  p.39）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六　交尾を欲する牝牛[image: ──]pave[image: 〓]iyo（＝vayappattā balivaddehi saddhi[image: 〓] methunapatthanagāvo. Pj.  p.39）.

      　牛はかれらにとって最も大切な財産であった。交換手段として貨幣の代りに用いられることもあったので、ダニヤがこのように言ったのは、当然であり、順当であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七　釈尊は、自分はいかなる財産をももっていない、ということを強調しているのである。「未だ馴らされていない牛もいない、[image: ……]」というこの文句の意味は解りにくいが、第二六詩において牛飼いダニヤの言ったことを、ひっくり返して逆のことを言っただけであろう。文句自体としては特別のことを意味しているのではない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二八　ダニヤは良き世俗の生活をたたえているのであるが、これに対して、ブッダは、出家者の生活のほうにより高い意義を認めていた。ムンジャ草については第四四〇詩[image: 註]参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九　くさい臭いのする蔓草[image: ──]同様の表現は仏典の他の箇所にも出てくる（apūtika[image: 〓] bandhanam. MN.  I, p.450）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九　母胎に入ることはないであろう[image: ──]この迷いの世界のうちでまた生まれかわることはないであろう、との意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一　眼ある方[image: ──]一般に仏の異名とされている。

      　ここでは釈尊という人格に帰依することだけを述べている。三宝という観念の成立する以前の段階である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二　清らかな修行[image: ──]brahmacariya. 漢訳仏典では「梵行」と訳している場合が多い。この場合 brahma は、清らかな、崇高な、というほどの意味で、cariya は行い、特に行（ぎょう）、宗教的な修養を意味する。後代のインド一般では brahmacariya というときには、独身で、男女関係を一切断っていること、不婬の行をいう。

      　右の詩において「生死の彼岸に達す」というのも、「苦しみを滅ぼす」というのも同じことであり、解脱にほかならない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三　子[image: ──]putta. 娘をも含めて意味しているにちがいない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三　執著するもとのもの[image: ──]その原語 upadhi は難解であり、[image: 註]釈及び諸学者は種々に解する〔＝ya[image: 〓] pa[image: 〓]icca uppajjati＝upadhīyati ettha＝adhi[image: 〓][image: 〓]hāna（Pj.）.  [image: ‘]substance[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]Anhaften[image: ’]　（Neumann）. [image: ‘]Anhaftungen[image: ’]　（Seidenstücker）; [image: ‘]base[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]affections, the basis of rebirth[image: ’]　（Hare）〕。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四　これとほぼ同文がSN ., vol.I, p.6, ll.  9-10 に存する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四　子のある者[image: ──]原語は puttimant で puttamant に由来するが、珍しい語で、パーリ仏典の中では二箇所（Sn.  333;SN.  I, p.6）だけにしか出てこない（PTS.  Dict. による）。古形なのであろうか。その原義は「子息のある」（having sons）という意味であるが、女子をも当然含めていたと考えられるから、「子女のある者」と訳してもよい。

      　子女や財産（特に牛）のあるのを喜ぶのは、悪魔のことばである、と考えていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      三、犀の角

    

  
    
      
      　犀の角[image: ──]原文には khaggavisā[image: 〓]a とあるが、原語についてみると、khagga（＝Skrt. kha[image: 〓]ga）は、一、刀、二、犀（rhinoceros）という意味で、visā[image: 〓]a は角であるから、両者を合すると、「犀の角」となる。「犀の角」の譬喩によって「独り歩む修行者」「独り覚った人」（paccekabuddha）の心境、生活を述べているのである。

      　「犀の角のごとく」というのは、犀の角が一つしかないように、求道者は、他の人々からの毀誉褒貶にわずらわされることなく、ただひとりでも、自分の確信にしたがって、暮すようにせよ、の意である。

      　本書のこの箇所に述べられていることは、後代の仏教教学によると、「麒麟の角に喩えられる生活をしている独覚」に相当する。

      　仏教では、後世になると、三つの実践法（三乗）があるという。「声聞（しょうもん）」（釈尊の教えを聞いて忠実に実践する人）。「独覚」（山にこもって一人でさとりを開く人）。「菩[image: 薩]」（人々を救おうという誓願を起して実践する人）。

      　そのうちで、「独覚」には二種類ある。一、部行独覚（仲間を組んで修行する独覚。『俱舎論』一二巻八枚裏。「部行」（vargacārin. Abhidharmakośa,  p.183, ll.  8, 9）とは、仲間をつくって修行することである）。二、麟角喩独覚（常にひとりでいて伴侶のいない独覚。麟が一つの角のみをもっていることに譬えていう）。「麟角喩」とは「麟の角（一本しかない）に喩えられる」の意。この場合麟とは犀のことを言ったのだと考えられる（kha[image: 〓]ga-vi[image: 〓]ā[image: 〓]a-kalpa. Abhidharmakośa,  p.183, l .15）。角が一本しかないからである。

      　さて、犀（kha[image: 〓]ga）のことを、なぜ漢訳者は「麒麟」と訳したのか？　想像が許されるならば、シナ人には犀はあまり知られておらず、むしろキリンのほうがなじみが多かったからではなかろうか。

      　ところで、いま第三五詩以下に説かれているのは、「独りで覚る人」の実践である、とパーリ文の[image: 註]釈は解する。[image: ──]ettha kāci gāthā tena tena paccekasambuddhena pu[image: 〓][image: 〓]hena vuttā kāci apu[image: 〓][image: 〓]hena attano abhisamayānurūpa[image: 〓] udāna[image: 〓] yeva udānentena, [image: ……]（Pj.  PTS. edition, vol.I, p.46）.

      　ここで「独りで覚った人」（paccekasambuddha）というのは、最初期の仏教の理想である。後代の仏教教学で考えた「独覚」とは必ずしも一致しない。これを略して paccekabuddha ともいう（p.52, l .12）。また paccekabodhisatta なるものをも考えている（p.52, l .12; p.58, l .20）。paccekabodhisatta なるものは辞書（PTS.  Dict ., etc.）には出ていない。

      　西洋でも、一角獣というものは、西洋の精神文化を代表するような神話的存在であった。

      　西洋では Strabon 以来、犀に関する記述があるといって、ノイマンは西洋の古代文献の中から犀に関する記述を集めている。この伝統は最近の西洋でもまだ生きているようである。アメリカの或る童話（岩波少年文庫）によると、ナルニア国では一角の犀が重要な意義をもっている。なお日本では、犀はキリンとして描かれている、とノイマンは言う。『俱舎論』などに出てくる「麟角喩」のことをいうのであろうか。

      　インドの伝統を[image: 遡]ると、インダス文明の印章のうちに一角獣のすがたが表現されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五　子を欲するなかれ[image: ──]直訳すると「子息（putta）を欲するなかれ」となるが、女子をも含めて解してよいであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五　独り歩め[image: ──]同じ表現は『マハーバーラタ』にも出ている（第三九詩[image: 註]参照）。なおこの詩（第三五）に類したものは他の仏典にも出ている（Dhp .142）。また、一連の詩の終りの文句がみな同じ句で終るという形式は叙事詩のうちにも現われている（e.g.MBh.  XII, 320, 128-132）。ここで「歩む」（carati）というのは、暮す、行動する、というほどの意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六　交わりをしたならば[image: ──]sa[image: 〓]sagga-jātassa＝jāta-sa[image: 〓]saggassa. Pj.  p.70.「交わり」とは、会うこと、声を聞くこと、身体で触れること、おしゃべり、享楽の五種類のことであると解釈されている（tattha dassana-savana-kāya-samullāpana-sa[image: 〓]bhoga-vasena pañcavidho sa[image: 〓]saggo. Pj.  p.70）。この解釈によると、握手もいけないということになる。南アジアのビクは、決して握手をしないが、外国人に対しては握手をすることもある。パーリ語 sa[image: 〓]sagga のサンスクリット相当語である sa[image: 〓]sarga は特に「接触」を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六　愛情[image: ──]sneha.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七　朋友・親友に憐れみをかけ[image: ……][image: ──]これに類した句は他の仏典にもある（Dhp .345）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七　利[image: ──]原語 attha. 大切なことをいう。「目的」と訳してもよい。独りでいるならば、最も大切なものを失わないで済むというのである。

      　「独り修行する」ということはバラモン教の系統の叙事詩などにおいて大いに称讃されていたが、それと同じものを初期の仏教も受けていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八　たしかに[image: ──]va. [image: 註]には、va-kāro avadhāra[image: 〓]attho という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八　枝の広く茂った[image: ──]viśāla（＝vitthi[image: 〓][image: 〓]a. Pj.  p.76）.

      　妻子に対する愛恋（apekhā）は堅固な束縛である（cf. Dhp.  345）。このような観念の故に、聖者は子をもたない（Sn.  858）。たとい結婚して妻子のある人でも、それに対する愛著をすてて出家すべきである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九　林の中で[image: ……]欲するところに赴くように[image: ……][image: ──]叙事詩にも同様の文句がある。ara[image: 〓]ye vicaraikākī yena kenacid āśita[image: 〓]（MBh.  XII, 242, 9）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九　独立自由[image: ──]その原語（serita[image: 〓]）を[image: 註]釈及び諸学者の訳にしたがって解した〔＝sacchandavuttita[image: 〓] aparāyattabhāva[image: 〓]（Pj.）.  [image: ‘]Freiheit[image: ’]　（Neumann, Seidenstücker）; [image: ‘]one[image: ’]s own will, freedom from desire[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]liberty[image: ’]　（Chalmers）〕。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九　独り歩め[image: ──]『マハーバーラタ』（XII, 242, 9）でも同様のことをいう。「敬礼をもなすことなく、禍福をともに捨てて、何でも得たものによって生き、森の中を独りで歩め。」

      　もしも仲間がいると、わずらわしい。いつも邪魔される恐れがあるというのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四一　情愛[image: ──]pema.

      　最初期の仏教においては、独り修行するということが、とくに尊重されていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三　不満の念をいだいている[image: ──][image: 註]にしたがって解した（dussa[image: 〓]gaha＝asantosābhibhūta. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三　かかわること少く[image: ──]appossukka（＝abyāva[image: 〓]o anapekkho. CuN.  p.91）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四　コーヴィラーラ[image: ──]kovi[image: 〓]āra をPTS.  Dict. （III, p.58）には〔cp. Sk. kovidāra〕a sort of ebony, Bauhinia variegata とあるが、これは R.C.Childers: A Dictionary of the Pali Language （1875）, p.210 の説明を採用したものである。水野『パーリ語辞典』には「黒檀」となっている。雲井『巴和小辞典』、立花俊道訳、荻原雲来訳にはただ音写するのみ。水野弘元訳（南伝大蔵経、二四巻、一六、二五頁）には「コー[image: 〓]ラーラ（昼度樹）」と訳している。[image: 註]には「一種の落葉樹にして昼度樹（pāricchattaka）に同じ。三十三天に生ぜりと云ふ」としるしてある（二五頁）。Pj.  には不明。荻原『梵和辞典』（三八一頁）には、kovidāra という男性名詞は「（善く裂くる）、黒檀（の一種）、〔天上の樹の一種〕」として同じ学名を挙げ、漢訳名はすべて音写である。つまりシナにはこの樹が存在しないのである。ebony は研究社『英和大辞典』には、「黒たん（Diospyros ebenum）。インド南部、Ceylon などに産するカキノキ科の常緑大喬木」となっている。黒檀は紫檀とは異り別のものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四　在家者のしるし[image: ──]髪や鬚をのばし、白い衣服をまとい、装飾品、花輪、芳香、塗料を用い、妻子、奴婢のあること（Pj.）。 

      　以上は、大体、仲間から離れて独りで暮すことをたたえているのである。これはインド人の伝統的な思惟とも関係がある、と考えられる。インド人には内向的性格があり、独りを楽しむ傾向がある。

      　インド思想は西洋の思想や他の東洋諸国の思想に比べて若干の著しい特徴を示しているが、その一つは内向的・内省的であるということであろう。ひとり沈思して自己を反省し、人間主体の深奥に入り込み、直観的に絶対の主体を把捉しようと努める。そこにおいては当然、対象論理とは異った論理が開かれることになる。そうしてこのような思惟方法は、ややもすれば人間の社会性に関する自覚を稀薄ならしめ、人間はむしろ孤独を楽しむに至る。この思想的特徴の現われ出た理由についてはいろいろ考えねばならぬが、ともかくインドの風土に即した生活から解明されるべきであろう。

      　ギリシア人の伝えるところによると、すでに最古代において、インドの農業生産は、さほど労働力を必要とすることなしに、極めて安易に行われた。夏季に河水が氾濫すれば、その程度はちょうど農作物の播種・成長に適当であり、特別の灌漑設備をも、播種後の移植をも必要としなかった。収穫も一年に二度可能であった（Strabōn XV, 17-20）。加うるに、適度の氾濫は、土地を肥沃ならしめ、また酷熱の気候は、農作物の成長を迅速ならしめる。

      　インドのこのような風土においては、農業生産のために人々が労働の共同を行う必要が乏しい。またインドにおいては、衣服と住居とに関しても、他の諸民族のように積極的に外的自然にはたらきかけて、努力する必要が少い。しからば、このような社会生活においては、各個人の生活の、他人への依存度が少いわけである。そこでは各個人の生活が孤立的となる傾向がある。インド人は孤独を楽しむ。

      　これは、ポリス的人間としてのみ人間でありえたところのギリシア人の眼にとっては全く異様な現象であった。ストラボーンはメガステネースの言として「かれら（インド人たち）は常にひとりで食事をするのであって、すべての人々に共通な一つの食事時間が存在しない。かれらは各自欲するがままに食事をする。実に共通にしてポリス的な生活のためには、それと反対のほうが一層よいであろうに」（Strabōn XV, 53）と述べている。

      　インド思想が多く内省的であり個人的であるのは、社会のこのような風土的性格に由来するのである。

      　徹底した個人主義としての〈孤立人の理想〉は原始仏教の成立した当時のバラモンによってもいだかれていたものであった。ローヒッチャというバラモンはこう思った、[image: ──]「ここに修行者またはバラモンが善なる理法に達することがあるかもしれない。しかし、かれは善なる理法に達しても、他人に宣説しないほうがよい。人は他人に対して何を為し得ようぞ。他人に対して説くのは、あたかも古い束縛を断ってさらに新たに束縛をつくるようなものである。これは悪い、むさぼりの事柄である」（DN.  Lohiccasutta. vol.I, p.224）と。他人に対して教えを説くということは、束縛をつくることにほかならぬというのである（仏典はこれを「悪しき見解」（pāpaka[image: 〓] di[image: 〓][image: 〓]higatam）と呼んでいるが、それは伝道に重点をおいた仏教徒の見解なのであろう）。

      　ところが原始経典においても、一方では孤独なる修行を推奨しながらも、他方では共同生活も必ずしも否定すべきでないことを認めている場合がある。だから「静かなところに住め」という教えと「善き友をもて」という教えとが一緒に説かれている。

      　「善い友だちと交われ」（Dhp.  185, 375）。「人里はなれ、奥まった騒音の少いところに坐臥せよ」（Sn.  338）。この二つの教えは相互に矛盾しているようでありながら、最初期の仏教の修行者にとっては必ずしも矛盾していなかった。「善い友だち」なるものは、世俗から離れるという方向において一致していたのである。また、「怖ろしい蛇類の住するところ、暗黒の夜に電光閃き雷鳴轟くところ」で静坐し、孤独なる座（pantāni senāsanāni）を楽しめ、と教えながら、他方では、もしもそれを喜ばない人は「自己を守り、正しき念いもてサンガの中に住すべし」という（SN.  vol.I, p.154G. 宇井伯寿『印度哲学研究』第三巻九〇頁参照）。さらに経典のうちでやや遅れた層においては、むしろ積極的に良友と交わるべきことを勧めている。すなわち、もしも聡明なる友を得たならば、共に行ぜよ、もしもそうでなければ一人で遍歴せよ（Sn.  45-46. cf. ibid ., 35-75）、という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五　賢明[image: ──]dhīra.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五　同伴者[image: ──]同伴者については、第九六〇詩、『ダンマパダ』第三二九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五　危難に[image: ──]原文には parissayāni とあるが、これは古アルダマーガディー語形である（第九六五、九六九詩参照）。

      　「協同し（saddhi[image: 〓]cara）」というから、ここでは高い目的のために協力することは称讃されているのである。ここに仏教の集い（sa[image: 〓]gha）の成立する思想的根拠が認められる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六　『ダンマパダ』第三二八─三二九詩参照。他の仏典でも同様にいう（Vinaya  I, 350;MN.  III, 154; Jātaka  III, 488）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八　腕輪[image: ──]腕輪 valayāni という語を補って解すべきである（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八　ぶつかり合う[image: ──]腕輪が一つならば音を立てないが、二つ以上あると、ぶつかり合って音を立てることをいう。

      　以前には朋友、仲間をつくるな、といい、ここでは朋友（sahāya）を得る幸せをたたえている。個々の立言としては矛盾しているが、人間にはこの両面があるから、この両面を適当に生かすべきであるというのであろう。ともかく友を得ようと得まいと平静な気持をもっていなければならない。「真実のバラモンは人の来るのを喜ぶことなく、去るを悲しむことなし」（Udāna  I, 8）というのが理想とされていた。

      　腕輪を幾つも身につけているというのは、インドないし南アジアの婦人に特徴的な装飾である。かれらにとっては、それは銀行預金に相当する。かれらは、その方法以外には財貨を安全に保管する仕方がないからである。そうして腕輪を幾つも身につけるという習俗が、すでにゴータマ・ブッダの時代からあったことが、ここに知られる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九　『ダンマパダ』第六一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇　欲望[image: ──]kāmā（pl.）. ここに愛欲は当然含まれるが、のちに kāmagu[image: 〓]a という語が出てくるので、それに対応して、愛欲よりもさらに広く欲望一般を意味しているのだと考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇　欲望の対象[image: ──]kāmagu[image: 〓]a（pl.）. 第一七一詩に対する[image: 註]記参照。

      　欲望を捨てよ、ということを説いているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二　寒さと暑さと、飢えと[image: ……][image: ──]他の仏典でも同様にいう（Jātaka  I, p.93）。

      　これは大変な苦行であり、原始ジャイナ教徒の説くところとそう大して異らない。これは、当時の修行者の実践を仏教がほぼそのまま採用したのである。ただ、仏教は次第に苦行を行わなくなった。そのために、後世には、他の諸宗教から、「仏教の修行者はだらけている」という非難を受けるに至った。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三　[image: 蓮]華のようにみごとな[image: ──]padumī. paduma とは[image: 蓮]華の花である（vuccati paduma-puppha[image: 〓]. CuN.  p.194）。そのように象の肢体がみごとだ、と解すべきであろう〔esa（＝nāgo）padumasadisagattatāya vā padumakule uppannatāya vā padumī （Pj.  p.103）〕。Fausböll は [image: ‘]spotted[image: ’]　（斑点ある）と訳しているが（PTS.  Dict.  も同様）、その理由は不明である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四　集会を楽しむ人には[image: ──]sa[image: 〓]ga[image: 〓]ikāratassa（＝ga[image: 〓]ābhiratassa. Pj.  p.105）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四　暫時の解脱[image: ──]その原語（sāmayikā vimutti）は「世間的な禅定」（lokika-samāpatti）の意味である。それを得たときだけ、一時的に、逆縁である諸々の煩悩から解放されているので、かくいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四　太陽の末裔の[image: ──]Ādiccabandhussa. これを[image: 註]（Pj.  p.105）では paccekabuddhassa と書き換えている。ブッダゴーサは、釈尊も独覚の一人であり、ここでは独覚の実践する道を教えている、と解したのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五五　他の人に指導される要がない[image: ──][image: 註]にしたがって解した（anaññaneyyo  ti aññehi, [image: ‘]ida[image: 〓] sacca[image: 〓], ida[image: 〓] saccan[image: ’] ti anetabbo. Pj.  106）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六　見せかけで覆うことなく[image: ──]nimmakha. この語を「（他人の徳を）覆うことなく」と解することも可能である。しかし、そう言うのは、どうもひとりで住む修行者には結びつかないように思われる。パーリ文の[image: 註]によると、例えば、自分が在家の者であった場合には、美味な料理について「これはこの家の料理人のつくってくれたものですよ」といって、その美点を顕わすことであると解している。nimmakkho ti ettha paragu[image: 〓]avināsanalakkha[image: 〓]o makkho, tassa abhāvena nimmakkho, attano gaha[image: 〓][image: 〓]hakāle sūdassa gu[image: 〓]a-makkha[image: 〓]a-bhāva[image: 〓] sandhāya āha（Pj.  p.108, ll.  3-5）. しかし makkha は「偽善」（hypocrisy）という意味があるから、ここでは、修行者が「偽善をなすことなく」「つくろって見せかけをなすことなく」「ごまかさず」の意に解したほうが、この箇所に適合すると思う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六　濁り[image: ──]その原語は kasāva である。愛執と嫌悪と迷いの三つの濁り、または身体の濁りとことばの濁りと心の濁りとの三つの濁りを立てることがあるが、そのうち迷いを除いて五つをいう、と[image: 註]釈は解する（rāgakasāvo dosakasāvo mohakasāvo, ime tayo kasāvā, [image: ……]apare pi tayo kasāvā;kāyakasāvo vacīkasāvo manokasāvo ti, tesu moha[image: 〓] [image: 〓]hapetvā pañcanna[image: 〓] kasāvāna[image: 〓][image: ……]. Pj.  108）。かなりもって[image: 廻]った解釈である。五濁を立てることは後世になってから起ったのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六　妄執のない[image: ──][image: 註]にしたがって解した（nirāsaya＝nītta[image: 〓]ha. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七　貪りに耽り[image: ──]pasuta. [image: 註]（Pj.  p.109）にはpasutan  ti pasa[image: 〓]a[image: 〓], di[image: 〓][image: 〓]hivasena tattha tattha laggan ti attho といい、次の kāmagu[image: 〓]a を pamatta に配しているが、しかし kāmapasuta という用例がある（CuN.  pp.203-204）。

      　ここでは、悪友を避けよ、と言うのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五八　為になることがら[image: ──]自分の利、他人の利、両者の利という区別がある。或いは現世の利、来世の利、勝義の利という区別がある（Pj.）。 その原語 atthāni は男性名詞複数形対格であり、古アルダマーガディー語の語形である（H.Lüders:Philologica Indica,  S.288f.）。本書にはかかる語形が多い。

      　「学識ゆたかな」（bahussuta「多く聞いた」の意）という語があるから、古来の聖典の伝承を学び、暗記して身につけることをたたえているのである。これは他人との対人関係を前提としているから、孤独な修行者も決して人間関係から孤立していたのではない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九　満足を感ずることなく[image: ──]anala[image: 〓]karitvā （＝ [image: ‘]alan[image: ’] ti akatvā [image: ‘]eta[image: 〓] tappakan[image: ’] ti vā [image: ‘]sārabhūtan[image: ’] ti vā eva[image: 〓] agahetvā. Pj.  p.112）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九─六〇　これがまさに出家の生活なのである。ビクたちは遊戯や娯楽から遠ざかる。出家修行者は世俗の享楽をすべて離れるのであった。この態度は、南アジアでは今日に至るまで一貫している。そこでビクは映画を見てもよいかどうか、ということが現在南アジア諸国では問題となっている。一時ビルマでは認めようという動きもあったが、スリランカでは絶対に許されない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二　結び目[image: ──]sa[image: 〓]yojana.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三　とめどなくうろつく[image: ──]群衆の中に入ること、或いはどこまでも遠く、或いはいつまでも托鉢すること（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三　諸々の感官を防ぎ[image: ──]guttindriya とは、外からの悪い影響が感官の内側に及ばないように防ぐのである。

      　「俯して視る」というのは、謙[image: 遜]の意味ではない。また禅宗でいう「脚下照顧」という趣意でもない。歩きながら虫を踏むことのないように注意するのである。この点は、ジャイナ教と共通であるが、当時の修行者一般が気づかって実践していたことである（okkhita-cakkhu. Sn.  411）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四　第四四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四　袈裟の衣をまとい[image: ──]kāsāyavattho.

      　鬚髪を剃り、在家の人々の着ている白い衣を捨てて、糞掃衣（pa[image: 〓]sukūla）をまとうのである。糞掃衣のことをシンハラ語では padu という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五　諸々の味を貪ることなく[image: ……][image: ──]他の仏典及びウパニシャッドにも同様の表現がある（Therag.  1119; Pai[image: 〓]galopanisat  IV, v.4）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五　えり好みすることなく[image: ──]alolo（＝ [image: ‘]ida[image: 〓] sāyissāmi, ida[image: 〓] sāyissāmī[image: ’] ti eva[image: 〓] rasavisesesu anākulo. Pj.  118）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五　他人を養うことなく[image: ──][image: 註]にしたがって解した（anaññaposī＝posetabbaka-saddhivihārikādivirahita. Pj.）。 共住している修行者たちを養うべき義務のないことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六　五つの覆い[image: ──]第一七詩[image: 註]参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六　随煩悩[image: ──]upakkilesa（pl.）. [image: 註]は「近づいて心を悩ます不善なるもの」と解する（upakkilese  ti upagamma citta[image: 〓] vibādhente akusaladhamme. Pj.）。 『俱舎論』によると、二義がある。（１）一切の煩悩をさす。心にしたがって起り、悩乱のはたらきをなすからである。（２）六随眠の根本煩悩に対し、それにしたがって起る他の煩悩をいい、枝末惑と名づける。この詩において何を意味したか、判然としないが、これらの観念の成立するもとのものを考えていたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六　愛念[image: ──]sineha. 愛情、恩愛のきずな、をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六　愛念の過ちを断ち切って[image: ──]chetvā sinehadosa[image: 〓]. ブッダゴーサ[image: 註]（Pj.  p.119）では[image: 註]解していう[image: ──]snehadosa[image: 〓],  ta[image: 〓]hārāgan ti vutta[image: 〓] hoti, sneho eva hi gu[image: 〓]apa[image: 〓]ipakkhato snehadoso ti vuttam. この解釈は dosa＝Skrt. do[image: 〓]a と解するのである。これに対して、或る訳者のとっている見解は dosa＝Skrt. dve[image: 〓]a と解するのである。それによるならば「愛憎を断ち切って」ということになる。この解釈は語学的には可能であるが、インドの文献一般に dve[image: 〓]a に対立するのは rāga であり、sneha と対立して用いられる用例はどうも記憶がない。やはりブッダゴーサの[image: 註]解に従って解するのが無難であると思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八　体力と智力とを具え[image: ──]thāmabalupapanno（＝maggakkha[image: 〓]e kāyatthāmena ñā[image: 〓]abalena ca upapanno. Pj.  p.122）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九　独坐[image: ──]pa[image: 〓]isallā[image: 〓]a（＝tehi tehi sattasa[image: 〓]khārehi pa[image: 〓]inivattitvā sallā[image: 〓]a[image: 〓] ekamantasevitā ekībhāvo, kāyaviveko ti attho. Pj.  pp.122-123）. 身を遠ざけて、奥まったところに坐すことである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九　独坐と禅定を捨てることなく[image: ……][image: ──]『ダンマパダ』第二〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇　明敏であって[image: ──]anelamūgo. 直訳すれば、明朗な喉のある、啞ではない、という意味（＝pa[image: 〓][image: 〓]ita＝vyatta. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇　学ぶこと深く[image: ──]原文には sutavāとなっている。直訳すると、「聞いたことが多く」という意味である。当時は、師の説いたことを聞いて暗記することが「学問」であった。世俗のことがらに関しては、文字に書くことがなされていたが、宗教的な学問については筆記はなされなかった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一　音声に驚かない獅子[image: ──]第二一三詩参照。この譬喩は、なにものにもたじろがぬ態度を示しているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三　慈しみ[image: ──]mettā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三　あわれみ[image: ──]karu[image: 〓]ā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三　時に応じて[image: ──]kāle. [image: 註]釈家（Pj.  II, p.128）は「これらの徳を順次に修する」という意味に解するが、これは[image: 註]釈家の見解であって、必ずしも原意ではないであろう。

      　やがて仏教では、願わしい心境として慈（いつくしみ）、悲（あわれみ）、喜（よろこび）、捨（心の平静）の四つを説く。これを四無量心という。ここでは、仏教教学体系における慈・悲・喜・捨の四無量心が説かれる以前の段階であり、必ずしも四無量心と一致しない。

      　「〈慈〉（mettāいつくしみ）とは、『一切の生きとし生けるものどもは安楽であれかし』〔と念ずること〕などのしかたによって、利益と安楽とをもたらすことを願うことである。

      　〈悲〉（karu[image: 〓]āあわれみ）とは、『ああ、一切の生きとし生けるものどもが、この苦しみから脱れますように（vimucceyyu[image: 〓]）』〔と念ずること〕などのしかたによって、不利益や苦しみを除去しようと願うことである。

      　〈喜〉（muditāよろこび）とは、『生きものどもは実に喜んでいる。かれらは、みごとに良く喜んでいる』〔と心に思うこと〕などのしかたによって、〔かれらが〕利益と安楽とから離れないように願うことである。

      　〈捨〉（upekhā心の平静）とは、『〔なにごとも〕自分の業によって表わされるのである』と思って、苦楽（快と不快）にわずらわされず、平静となることである。」

      　「〈解脱〉（vimutti）というのは、自分の心（cetas）が違逆なる事柄から離脱しているが故に、諸々の解脱（vimuttiyo）が起るのである」（Pj.  II, p.128）。

      　本文では「解脱」（vimutti）を単数で示しているのに、[image: 註]釈では複数となっている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七四　結び目[image: ──]その原語は sa[image: 〓]yojanāni であるが、すでに経典の中でその十種を教えている（AN.  X, 13. vol.V, p.17）。

      　ここでは、真の修行者は愛著（rāga）と憎悪（dosa）と迷い（moha）とを絶つというのであるが、この三者は人間の諸々の煩悩のうちでも最も根本的なものである。この三つは根本的なものであるから、漢文の仏典では「貪瞋癡の三毒」という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五　交わりを結び[image: ──]bhajanti. [image: 註]は「身を以て取り巻くこと」であると解する（＝sarīrena allīyanti payirupāsanti, Pj.  p.130）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五　奉仕する[image: ──]sevanti. 合掌などをして、ご用をつとめることであると[image: 註]解されている（＝añjalikammādīhi ki[image: 〓]kārapa[image: 〓]issāvitāya ca paricaranti. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      四、田を耕すバーラドヴァージャ

    

  
    
      
      　田を耕すバーラドヴァージャ[image: ──]この対話は、仏典の他の箇所に出ている。SN.  VII, 2, 1. Kasi. 4（vol.I, p.172f.）、『雑阿含経』第四巻、第九八経（大正蔵、二巻、二七頁上）、『別訳雑阿含経』第一三巻、第二六四経（大正蔵、二巻、四六六頁中）、『雑阿含経』（一）（大正蔵、二巻、四九三頁上）。終りの散文は「バラモンにふさわしいこと」（第二章第七）の終りの散文とよく似ている。また『大智度論』第二十二巻（大正蔵、二五巻、二二五頁上以下）にも出ている（E.Tomomatsu: Journal Asiatique,  1931, pp.269, 318）。最後の散文の部分は「大いなる章」の第四「スンダリカ・バーラドヴァージャ」にも出てくる。

      　のみならず、ジャイナ教のほうに伝わったIsibhāsiyāi[image: 〓],  chapter 26（p.529）のうちに同様の対話が存する。同様に、宗教的修養を農耕にたとえている。仏典（『スッタニパータ』など）の叙述のほうが、ジャイナ教のそれよりももっと発達した形態を具えている。恐らく、両宗教が起るよりも以前から、一般修行者のあいだでこのような説明がなされていて、ジャイナ教も仏教もそれを継承し、それぞれ独自に発展させたのであろう（Seiren Matsunami:Buddhist Variants of Two Portions of the Isibhāsiyāi[image: 〓],　『印度学仏教学研究』第九巻第二号、昭和三十六年、pp.16-20）。

      　この Bhāradvāja に関する一節は [image: “]eva[image: 〓] me suta[image: 〓][image: ”] で始まっている。そのことは、この一節がもとは一つの経（sutta）を構成していたものであることを知らせる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　わたくしが聞いたところによると[image: ──]eva[image: 〓] me suta[image: 〓].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　あるとき[image: ──]eka[image: 〓] samaya[image: 〓].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　南山[image: ──]その原語は Dakkhi[image: 〓]āgiri であるが、マガダ国の首都王舎城をとりまいている山の南面にあった聚落（janapada）をいう（Pj.  II, p.136）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　一つの茅[image: ──]ekanā[image: 〓]ā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　バーラドヴァージャ[image: ──]Bhāradvāja. この姓はバラモンの姓である。奈良の大仏の開眼供養の導師をつとめた婆羅門僧正はインド人であったが、かれの俗姓は Bhāradvājāであった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　上衣[image: ──]重衣ともいう。重衣は、肩にかける。

      　仏教の僧侶は働かない、無為徒食しているではないか、ということは、インドでは後世になってもバラモン教徒から発せられた非難であった。シナ・日本の儒学者、日本の国学者も、仏教に対して同様の非難を向けていた。ここでは思想史的に重大な問題が提起されているのである。これに対して仏教側からは、修養生活に勤めることが積極的な行動であると答えているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　詩[image: ──]gāthā.「諷頌」と漢訳する。となえる韻文詩形の文句である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七 （師は答えた）[image: ──][image: 註]（Pj.） により補う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七　苦行[image: ──]苦行の称讃については『マヌ法典』第一一編第二三九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七　心[image: ──]mano.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七　縛る縄[image: ──]yotta. これには三種類ある。（１）鋤棒を軛に結びつける縄、（２）軛を牛に結びつける縄、（３）車を牛に結びつける縄（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七　気を落ちつけること[image: ──]sati.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八　食物を節して[image: ──]叙事詩でも同様のことをいう（yātrārham āhāram ihādadīta. MBh.  XII, 270, 26）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八　軛を離すこと[image: ──]農事をなしおえたならば、牛などを軛から離すことをいうのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九　安穏[image: ──]その原語 yogakkhema は、通常ニルヴァーナの同義語と解せられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇　甘露[image: ──]甘露の原語 amata は「不死」という意味もある。だからここの文句は「不死の果報をもたらす」と訳すこともできる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　あなた[image: ──]ここで「あなた」の原語は bhava[image: 〓]であるから、丁寧な呼び方である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一　詩を唱えて[image: ……][image: ──]第四八〇、四八一詩参照。原文には gāthābhīgītam とあるが、それは仏教以前のバラモン教の祭儀書の表現を受けているのである（gāthābhir abhigāyati. Ait.  Br.  39, 7-9）。

      　ここの趣意は、「バラモンはヴェーダの詩を唱えて、食物などの謝礼を受ける。しかし仏教の修行者はそれを[image: 廻]して貰って食べてはならない」ということなのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二　全き人[image: ──]原語は kevalin であるが、[image: 註]にしたがって解した（sabbagu[image: 〓]aparipu[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓], sabbayogavīsa[image: 〓]yutta[image: 〓] vā ti attho. PJ.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二　大仙人[image: ──]mahesi（＝Skrt. mahar[image: 〓]i）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二　煩悩の汚れ[image: ──]āsava. 仏典では、欲の汚れ、生存の汚れ、無明の汚れ、の三種を説く（Itiv.  56, p.49）。それを断ずることも説かれる（MN.  No.2 参照）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　消化し得る人を見ない[image: ──]如来または如来の弟子以外の人がこの食物を正しく消化することができないのは何故であるか？　それは粗なるあらい物の中に微細な精気（oja）をこめているからである。神々はこれを消化することができない。何となれば神々の身体は微細であるから、人間の粗なるあらい食物を消化することができないからである。また人間はこれを消化することができない。何となれば、人間の身体は粗なるあらいものであるから、神々の微細な精気を消化することができないからである（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　「すばらしいことです、[image: ……]」[image: ──]「すばらしいことです」で始まるこの一連のことばは、Mhp.  V, 28（岩波文庫『ブッダ最後の旅』一五一頁）、本書第四八六詩のあとの散文、SN.  vol.I, p.70, ll.  6f. にも出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　灯火[image: ──]原語は telapajjota（胡麻の油をともす燭台の灯火）である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　もはや再びこのような生存を受けることはない[image: ──]これはウパニシャッドの表現を受けている（cf. na ca punar āvartate. Chānd.  Up.  VIII, 15; SN.  I, p.161f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      五、チュンダ

    

  
    
      
      　チュンダ[image: ──]この一連の詩句はパーヴァーにおいて師ブッダが鍛冶工チュンダ（Cunda）に説いた説法の要領を後代の人がまとめたものである。実際の説法はもっと長く行われたにちがいないが、後の人がこのように短く、しかも問答体の詩にまとめたのであると考えられる。現存パーリ文「大パリニッバーナ経」の中にはこれらの詩句は見当らないが、それに対応するサンスクリット本、チベット本（Waldschmidt, S. 258f.）、有部本（大正蔵、二四巻、三九〇頁中─下）、『遊行経』（大正蔵、一巻、一八頁中─下）では韻文のまま伝え、白法祖本（大正蔵、一巻、一六七頁下─一六八頁下）、失訳本（一八三頁）、法顕本（一九五頁下─一九六頁上）では散文に書き換えて伝えている。

      　チュンダのことをパーリ文には kammāraputta（Mhp.  IV, 13f.）、サンスクリット文には karmāraputra とあるが、『遊行経』には「工師子」（大正蔵、一巻、一八頁上）、白法祖本（同一六七頁下）には「時有一人名淳。淳父字華氏」とあり、職業を記していない。失訳本（同一八三頁上）には「有華氏（Licchavi?）子淳」とあり、法顕本（同一九七頁上）には「有工巧子。名曰淳陀」とあり、有部本（大正蔵、二四巻、三九〇頁中）には「有鍛師之子、名曰准陀」となっている。チベット訳には [image: “]mgar-ba[image: 〓]i bu[image: ”]. しかしパーリ文では、チュンダの職業はカンマーラ（kammāra）の子であるということになっている。普通「鍛冶工」と解せられるが、インドでは金細工人、銀細工人、鉄や銅の鍛冶工が特に区別されることはなかった。従って「金属細工人」と訳した方がよいかもしれない。

      　チュンダは釈尊並びに弟子たちを招待し得たのであるから富裕な人であったにちがいない。しかしインドのカースト社会においては、鍛冶工や金属細工人は賤しい職業と見なされ、[image: 蔑]視されていた。その招待を釈尊は受けいれたのである。ここにわれわれは二つの注目すべき歴史的特徴を認めることができる。（１）当時漸く富裕となりつつあったが、社会的に[image: 蔑]視されていた人々は、新しい精神的な指導者を求めていた。（２）ゴータマ・ブッダの動きは当時のこの階級的差別打破の要求に応えたものであった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三　鍛冶工[image: ──]kammāra. [image: ‘]the worker in metals[image: ’]　（Rhys Davids）（Mhp.  IV, 13f）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三　妄執[image: ──]ta[image: 〓]hā. これを三種に分けることは[image: 註]釈文献では定型化している（vītata[image: 〓]han  ti vigata-kāmabhava-vibhava-ta[image: 〓]ha[image: 〓]. Pj.  p.160 ad Sn.  83）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三　人類の最上者[image: ──]dipaduttaman  ti dipadāna[image: 〓] uttama[image: 〓]（Pj.  p.160）. 最高の人間。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　修行者[image: ──]以下において sama[image: 〓]a と bhikkhu という語が同義に用いられている。ともに修行者と訳した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　面と向って問われた[image: ──]sakkhi putto（＝sammukhā pucchito. Pj.  p.162）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　道による勝者[image: ──]maggajino ti maggena sabbakilese vijitāvī ti attho.（Pj.  p.162）. 勝者の原語は jina であるが、煩悩にうち勝った人であるから、このようにいうのだ、と南方仏教徒は解した。khettajina（523-524）は k[image: 〓]etrajña の俗語形である可能性が強いから、ここでの maggajina も mārgajña の俗語形であるという可能性が、ますます確かめられることになる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　道を説く者[image: ──][image: 註]によると、他人のために道を説く人である。maggadesako  ti paresa[image: 〓] magga[image: 〓] desetā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　道において生活する者[image: ──]これについてはブッダゴーサは二種類の解釈を挙げている。「これからまだ学ばねばならぬ人々である七衆のうちで、だれでも学ばねばならぬ人（有学）が、道に住することを完全に実行し終えていないから、出世間のうちにある持戒の凡夫が、まだ世間的な道のうちに生活していることである。あるいはまた、持戒の凡夫が、出世間的な道のために（それをめざして）生活していることからもまた〈道において生活している〉のであると知るべきである。」（magge jīvatī ti sattasu sekhesu yo koci sekho apariyositamaggavāsattā lokottare sīlavantaputhujjano ca lokiye magge jīvati nāma, sīlavantaputhujjano vā lokuttaramagganimitta[image: 〓] jīvanato pi magge jīvatī ti veditabbo. Pj.  p.162）.

      　Mhp.  に出てくる「道によって生きる者」（yo magge jīvati, mārge jīvati, 26, 23）がいかなる者を意味するか、はっきりしないが、多くの本に「依道生活」（『仏般泥洹経』大正蔵、一巻、一六七頁下、『般泥洹経』一八三頁下、『遊行経』一八頁中）と訳しているから、宗教者であることを一つの〈生活の道〉としている人、という意味であろうか（法顕訳『大般涅槃経』には出ていない）。

      　いずれにしても、修行を完成していないが途中にある者のことである、と上座部は解していた。つまり〈道による勝利者〉よりは劣るけれども、〈道を汚す者〉よりは勝れているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四　道を汚す者[image: ──]悪い習性があり、悪い見解をいだき、道に背反した行いをする者である（yo ca maggadūsī  ti yo ca dussīlo micchādi[image: 〓][image: 〓]hi maggapa[image: 〓]ilomāya pa[image: 〓]ipattiyā maggassa dūsako ti attho. Pj.  p.162）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五　道による勝者[image: ──]道による勝者とは buddhasama[image: 〓]a のことである（Pj.  p.163）。これを逆に解すると、ブッダとは、世の中に多数いる修行者のうちの一種類にほかならないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五　道を習い覚える人[image: ──]maggajjhāyī. これを Skrt. mārgadhyāyin と解することができる。しかしまた Skrt. mārga-adhyāyin であると解することもできる。後者のほうが前の詩に出てくる maggadesaka に良く対応するように思われる。Fausböll は原語のまま出して、訳していない。

      　ここで、目ざめた人々（buddhā）が複数形であることに注意せよ。次の詩でも buddhāと複数になっている。つまり、ここの教えをシャーキヤ・ムニ（釈尊）が説いているのではない。「わたしが説くのだ！」とは言わない。そういう傲り高ぶった気持をかれはもっていなかった。ブッダたち（ジャイナ教やそのほかの当時の諸々の聖者たちを含めて）が説くのである。当時の聖者たちの説いていること、真理を、釈尊はただ伝えただけにすぎないのである。かれには〈仏教〉という意識がなかったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六　安らぎ（ニルヴァーナ）[image: ──]nibbāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六　貪る執念をもたず[image: ──]anānugiddho  ti kañci dhamma[image: 〓] ta[image: 〓]hāgedhena ananugijjhanto（Pj.  p.163）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六　そのような人[image: ──]tādin. すでに修行を完成し、他人のために範となる人をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七　欲念に動かされない[image: ──]ejā-sa[image: 〓]khātāya ta[image: 〓]hāya abhāvato anejam [image: ……]（Pj.  p.164）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八　理法にかなったことば[image: ──]dhammapada（＝nibbāna-dhammassa pada. Pj.  p.164）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九　善く誓戒を守っているふりをして[image: ……][image: ──]同様のことを他の仏典でもいう（Jātaka  II, p.281）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇　かれらの特徴を聞いて[image: ──]imesa[image: 〓] catunna[image: 〓] sama[image: 〓]āna[image: 〓] lakkha[image: 〓]a-savanamattena sutavā （Pj.  p.166）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇　明らかに見抜いて知った[image: ──]te yeva sama[image: 〓]e [image: ‘]ayañ cāyañ ca eva[image: 〓]lakkha[image: 〓]o[image: ’] ti pajānana-mattena sapañño （Pj.  p.166）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇　立派な信徒[image: ──]ariyāna[image: 〓] santike sutattā ariyasāvako （Pj.  p.166）. [image: 註]によると、聖者の弟子。しかし聖典の中では ariya は、合成語の初めにつくと、形容詞になっている例が多いから、そのように解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇　信仰はなくならない[image: ──]na hāpeti（＝na hāyati, na nassati. Pj.  p.166）saddhā.

      　ここでは、チュンダに対する説法として、四種類の修行者のことが説かれているのであるが、チュンダのことを詳しく説いているMhp. （『ブッダ最後の旅』岩波文庫、一〇八頁以下）には、右の説法が出ていない（『仏般泥洹経』、『般泥洹経』には大体散文のかたちで伝えているが、これは漢訳者が詩の内容を取意して散文で記したのであろうと考えられる。初期の漢訳者は、直訳するよりも、むしろ趣意を伝えることに力を注いでいた）。ところでパーリ本だけがその際の説法の内容を伝えていないのは何故かということが問題となるが、他の場合でも説法の内容を省いてしまっていることが多いので、均斉をたもつために、ここでも省いてしまったのであろう。しかし他の諸本には内容が伝えられているから、実際にそのような説法がなされたのは事実であろう。

      　当時、「世の中には〈道の人〉（修行者 śrama[image: 〓]a）と称する人々が多勢いるなあ」という感情をこめて、ゴータマ・ブッダが四種の修行者の区別を説いたのであるとすると、われわれはその情景を思い浮べることができる。有力な金属工は最新の技術を獲得し、また製品を売却するために種々の種類の人々と接触したであろうし、またかれが富裕であるならば多くの宗教者が近づいてきたにちがいない。だからこそブッダは真偽の見定めを説いて教えたのである。

      　ところでゴータマ・ブッダがどの生き方を最上と見なしたかは不明であるが、文脈から見ると〈道による勝者〉または〈道に生きる者〉を特に尊んでいたようである。かれは特殊な哲学説や形而上学説を唱導したのではない。人間としての真の道を自覚して生きることをめざし、生を終るまで実践していたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      六、破　　滅

    

  
    
      
      　わたくしが[image: ……][image: ──]散文の部分は、後に「小なる章」の第四「こよなき幸せ」（五七頁）にも出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　サーヴァッティー[image: ──]Sāvatthī.「舎衛城」などと訳す。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　ジェータ林[image: ──]Jetavana. 一般に「祇園」と訳されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一　ゴータマ[image: ──]Gotama.「ゴータマ」は「最もよき牛」という意味であり、ブッダ（釈尊）の姓（gotta）の名である。

      　ところで神は人間よりも一段と格が上であるから、釈尊に呼びかける場合にも、ただ「ゴータマよ！」といって、尊称や敬称を用いないのである。バラモンが釈尊に呼びかける場合も同様であった。例えば、バラモンである大臣ヴァッサカーラも「きみ、ゴータマよ！」（bho Gotama!）といって呼びかけている（Mhp,  I, 3）。釈尊は王族（クシャトリヤ）の出身であり、ヴァッサカーラはバラモンであったから、いくらかさげすんで、このように呼んだのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二　栄える人[image: ──]bhava[image: 〓]（＝va[image: 〓][image: 〓]hanto aparihāyanto puriso. Pj.  p.168）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二　理法を嫌う人[image: ──]dhammadessī（＝tam eva dhamma[image: 〓] dessati, na piheti na pattheti na su[image: 〓]āti na pa[image: 〓]ipajjati, Pj.  p.168）. dessati は Skrt. dvi[image: 〓]ati, dve[image: 〓][image: 〓]i に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三　先生！[image: ──]bhagavā. 呼びかけである（主格ではない。主格ならば次の語が brūhi とはならぬ）。インドでは弟子は、師に対してこの呼びかけを用いる（たとえば、Chānd.  Up.  IV, 5, 1. また abhivādya guru[image: 〓] brūyād, [image: “]adhī[image: 〓]va bhagavann[image: ”] iti| [image: “]ida[image: 〓] kari[image: 〓]ye bhagavann[image: ”] [image: “]ida[image: 〓] cāpi h[image: 〓]ta[image: 〓] mayā[image: ”] ||MBh.  VII, 242, v. 23）。最初期の仏典は、インド一般のこの風習を受けているのである。故にゴータマ・ブッダが人間らしく叙述されている箇所（特に呼びかけ）では「先生」と訳し、これに対していくらか神格化されている場合には「尊師」と訳した。漢訳では「世尊」という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四　愛することなく[image: ──]na kurute piya[image: 〓]. ここの piya[image: 〓]は複数形対格である（Lüders: BSB.  [image: §]205, S. 146）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四　楽しむ[image: ──]roceti（＝piheti pattheti. Pj.  p.169）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八　みずからは豊かで楽に暮しているのに[image: ……][image: ──]pahu santo（＝samattho samiddho sukha[image: 〓] jīvamāno. Pj.  p.170）. 第一二四詩参照。

      　「みずから豊かで楽に暮しているのに、年老いて衰えた母や父を養わない人がいる」ということは、日本の農村では考えられないことである。現代のインドでも、大学教授が、「欧米では、息子夫婦が親と離れて別居して暮すそうですね！　こんなことはインドでは考えられません」と、驚きの念を以て語る。ところが昔のインドで、こういう親との別居が実際に起っていた。それは、その時代に貨幣経済が急激に進展して、富裕な人々が都市に出現したので、富裕になった若い者どもが親と離れて暮すことも起ってきたので、それに言及しているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇　第一二九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇　バラモンまたは道の人[image: ──]原文には brāhma[image: 〓]a, sama[image: 〓]a（「努める人」の意。Skrt. śrama[image: 〓]a. 漢訳では「沙門」と訳す）という語を使っている。バラモンはバラモン教の司祭者でヴェーダ聖典を奉じ、それに規定されている祭を実行する。〈道の人〉はそれ以外の修道者で、ヴェーダ聖典を奉じない。この二種が当時の宗教家の二大別で、第一三〇、一九〇、四四一、五二九、八五九、一〇七九詩に出てくるのみならず、原始仏教聖典一般、「アショーカ王詔勅文」文法書（Mahābhā[image: 〓]ya,  II, 4, 9）、諸仏典（Lalitavistara,  pp.309, l . 10; 318, l . 18; 320, l . 20）に出てくる。メガステネースは Brakhmānas, Sarmānas と音写している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇　もの乞う人[image: ──]vanibbaka（＝yācaka. Pj.  p.171）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇　噓をついてだます[image: ──]これらの修行者に「何でも欲しい資具をいって下さい」といって、言わせておいて、あとでそれを与えないならば、だましたことになる（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二　おびただしい富あり、黄金あり[image: ──]pahūtavitto（＝pahūta-jātarūpa-rajata-ma[image: 〓]iratano）, sahirañño（＝sakahāpa[image: 〓]o）（Pj.  p.171）. [image: 註]釈は、ここでは金銀、珠玉、宝石、貨幣をもっている人のことを言っているのだと解する。これらが古代インド人の理解した富、財産なのである。ブッダゴーサはさらに、ここで「黄金」とは貨幣のことであると解するが、金貨が一般化したのはクシャーナ王朝以後であるから、ここでは恐らく現物として金（きん）のことを意味していたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四　血統[image: ──]jāti.「生れ」、さらに「階級」の意味がある。また「族」の意味に用いられることもある。例えば今のヒンディー語でカニシカ王などの「クシャーナ族」のことを Ku[image: 〓]ā[image: 〓] jāti という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四　氏姓[image: ──]gotta（＝Skrt. gotra）.「氏姓」「種姓」と訳され得る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四　己が親戚を軽[image: 蔑]する[image: ──]原本には sa[image: 〓] ñāti[image: 〓] atimaññeti とあるが、異本により ta[image: 〓]（＝attano. Pj.） と解する。

      　インドの一般法典の規定によると、同じ階級に属するが異った姓（gotra）の間で結婚することに定められている。もしもこの規定が厳重に守られていたら「己が親戚（ñāti）を軽[image: 蔑]する」ということは起らなかったであろう。ところが恐らくこの時代には、結婚に関する窮屈な規定が必ずしも守られていなかったから、「己が親戚を軽[image: 蔑]するな」という教えが説かれたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六　俗な表現であるが、世間でよく「飲む、打つ、買う」が身を滅ぼすもとであると言うように、それと同じことが説かれている。人間というものは、何千年たっても変らないものだということが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八　では、他人の妻でもなく、遊女（vesiyā）でもない女たちを玩ぶことはどうなのか？　ガール・ハントをしてもよいか、どうか。恐らく当時は若い男女の交際はあまり自由ではなかったので、そのことは問題とされなかったのだろう。現代のインドにおいても、若い男女の交際に関する制約は、一般に厳しい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇　ティンバル果[image: ──]timbaru. tinduka ともいう。樹木の名。漢訳名は不明。男性名詞であるが、水野『パーリ語辞典』、雲井『巴和小辞典』には、「ティンバル樹」「ティンバル果」と仮名書きしていて、名を訳していない。PTS.  Dict.  には a certain tree（Strychnos nux vomica or Diospyros）とあり、Jātaka  VI, 336 を出典として挙げている。満久崇麿『仏典の植物』（八坂書房、昭和五二年四月、一二五─一二七頁）によると「インドガキ（鎮頭[image: 迦]、ちんずうか）」といわれ、「インドガキの材はカキ属特有の艶のある緻密な木肌をしており、辺材は明るい淡褐色であるが、心材は灰褐色に黒色の縞が不規則に走っている。縞が少く工芸的価値は黒檀に比較して低いが、強くて工具類の柄に適し、時には縞黒檀として通用することもある」という。

      　そうして、本書のこの箇所については「緑の葉の間からちょうどビワの実のような[image: 橙]黄色から[image: 橙]紅色の可愛いい実がちらちらとのぞいている様は乳房というよりは乳首といった方がふさわしい。乳房はむしろターラ（オオギヤシ）の実の方で[image: ……]」と説明している。しかし何にもとづいたのか立論の根拠は不明。ブッダゴーサは特に説明は述べていない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇　乳房[image: ──]サンスクリットでは乳房のことを stana, 乳頭（Engl. nipple）を stanāgram, stanamukham, stanaśikhā, kucāgram, cūcuka[image: 〓]という（Monier-Williams: English  Sanskrit  Dictionary,  p.533）。故に、本書のこの詩では、乳頭ではなくて、乳房全体のことを意味しているのである。

      　[image: 註]解によると、「『青春を過ぎた男が』というのは、青春を過ぎて、八十または九十となって、という意味である。『誘き入れて』というのは、所有する（pari-ga[image: 〓]hati）ということである。『ティンバル果のような乳房のある女を』（timbarutthanī）というのは、『ティンバルの果実にも似た乳房のある若い少女を』ということである。『かの女についての嫉妬から夜も眠られない』とは、『若い女にとっては老いぼれ（mahallaka）と快楽に耽ったり、共に住むのは、楽しくない。〔他の〕ひとが若い女を求めることがないように』という嫉妬の故に、彼女を大切に護って眠られない。かれは愛欲（kāmarāga）と嫉妬に焼きつけられて（[image: 〓]ayhanto）、外では事業に努めないから、破滅してしまうのである」（Pj.  p.172）という。邦語で嫉妬することを「やく」という。そこまでも同じである。

      　これを近年の表現に翻訳すると、「老いらくの恋」はいけないということになるのであろうか。ネパールでは、結婚の際に男女の年齢差が二十歳以上ある場合には、結婚を禁止されているが、それはこのような趣意を生かしているのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一二　財を浪費する女[image: ──]itthiso[image: 〓][image: 〓]ī [image: ‘]a woman addicted to drink[image: ’]　（PTS.  Dict.）.  Childers 辞典には出ていない。パーリ文[image: 註]釈には「魚・肉・酒などに耽[image: 溺]している女」の意に解している。So[image: 〓][image: 〓]in  ti macchama[image: 〓]samajjādisu lola[image: 〓] gedhajāta[image: 〓]（Pj.  p.172）.

      　「浪費する」とは「魚・肉・酒に耽[image: 溺]するために財を塵芥のごとくに散じ尽して消費する」ということである、と解釈されている（vikira[image: 〓]in  ti tesa[image: 〓] atthāya dhana[image: 〓] pa[image: 〓]suka[image: 〓] viya vikiritvā nāsanasīla[image: 〓]. Pj.  p.172）。

      　仏教では酒は後代に至るまで禁止されているが（タントラ的密教を除く）、さらに肉食に耽[image: 溺]することも好まなかったことが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四　財力が少いのに[image: ──]appabhogo（＝sannicitānañ bhogāna[image: 〓] āyamukhassa abhāvato. Pj.  p.173）. これは権勢欲を戒めているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一五　幸せな世界を体得する[image: ──]sa loka[image: 〓] bhajate sivam. 幸せな世界を体得すると気づいた境地が〈幸せな世界〉である、というのであろう。パーリ文の[image: 註]には siva loka＝devaloka と解して、「幸せな世界」とは「神々の世界」をいうのだと解するが、それは善き在俗信徒は死後に神々の世界に生まれると解する後代の見解をここにもち込んでいるのである。本文に関する限り、そのように解する必要はない。ことに原文の bhajate は「あずかる」「享受する」というほどの意味である。「天」という別の場所に到達することを意味しているのではない。いま生きているこの場所に〈幸せな世界〉が存在するのである。

      　以上、この一節においては、悪いと思ったことを、ただ思いつくままに述べているのである。体系化されていない。五戒、八斎戒というような、徳目の体系化がなされる以前の段階の教えであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      七、賤しい人

    

  
    
      
      　賤しい人[image: ──]vasala. outcaste といわれ、インドのどの階級にも属さない最も卑しい人々をいう。同じ語が『マヌ法典』でも用いられている（v[image: 〓][image: 〓]ala. Manu  VIII, 16）。なお賤民のことは『マヌ法典』第一〇編第一二、一六、二六詩に出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　髪を剃った奴よ[image: ──]mu[image: 〓]daka!「剃髪している者よ」の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　そこにおれ[image: ──]剃髪した修行者が神聖な火に近づくと、火が汚されると思ったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一六　見せかけであざむき[image: ──]makkhī. 第五六詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一七　一度生まれるもの[image: ──]一度生まれるもの（ekaja）とは胎生の動物、二度生まれるもの（dija＝Skrt. dvija）とは卵生のものをいう。卵生のものは一度卵として生まれ、次に孵化して小鳥となるからである。

      　ここではあわれみ（dayā）を重んじている。この見解によると、「鳥獣を殺すこと」はすべて善くない、悪なのである。仏教の説く不殺生は、人間を殺してはならぬということが第一であるが、理想としては生きものをすべて殺さぬことをいう。不殺生の思想はジャイナ教のみならず、バラモン教にも部分的に存し、叙事詩（MBh.  XIII, 113, 5）においても説かれているが、仏教はそれを受けたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一八　国王とか将軍とかいうものは、一般に侵略者である。仏教は伝統的に国王や武士を嫌悪していたが、その態度がここに見られるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一九　村にあっても、林にあっても[image: ──]諸々の仏典に同様の表現が見られる（Dhp.  98＝Therag.  991＝SN.  I, 233, AN.  I, 281; III, 354; SN.  I, 69）。ジャイナ教の聖典にも出てくる（gāma vā adu vā ra[image: 〓][image: 〓]e. Āy.  I, 8, 1, 4）。

      　仏教やジャイナ教の起ったビハールやウッタル・プラデーシ州には、山というものがない。ただ、のっぺらぼうな平地がつづいているだけである（ビハール州には稀に山岳の見えるところがあるが）。だから、村ならびに耕地の外には林があるだけである。そこで、このような表現が成立し得るのである。

      　仏教では国王と盗賊とは本質的に区別のないものであると考えていた（この点ではシナの墨子と共通である）。だから、第一一八詩で国王を非難し、つづけて第一一九詩で盗賊を非難しているのである。国王と盗賊とは、いつも並んで出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二〇　当時は、貨幣経済が進展し、金銭の貸借関係も成立していたために、このような教えが成立したのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二一　盗むために人を殺すなどというのはもってのほかである。インドでは旅人を襲って殺す山賊は、他国にくらべて比較的に少かった。山賊は現代に至るまで存在したが、人を殺す割合は低かった。しかし山賊がいたことは事実であるから、それがここに反映しているのである。現代インドでも若干の峠は盗賊の出る名所として知られている。古代インドにおいてはなおさらであったであろうから、それを戒めているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二二　財のために[image: ──]dhanahetu. 自分の財、あるいは他人の財のために（sakadhanassa vā paradhanassa vā. Pj.  p.179）。

      　インドでは、日常生活のうちに法律の果たす役割は少かった。西アジアやヨーロッパに比べて法廷はさほど大きな意義をもっていなかった。そこで「偽証をなすなかれ」という教えの説かれることは少かった。その稀な事例の一つがここに見られるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二三　相愛して[image: ──]sampiyena. 男も女も両者ともに愛情を以て、の意（tehi tesa[image: 〓] dārehi patthiyamāno sayañ ca patthayamāno, ubhayasinehavasenāpī ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.  p.179）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二三　親族[image: ……]の[image: ──]ñātīna[image: 〓]（＝sa[image: 〓]bandhīna[image: 〓]. Pj.  p.179）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二三　友人の[image: ──]sakhāna[image: 〓]（＝vayassakāna[image: 〓] Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二三　交わる[image: ──]patidissati. 不法な、逸脱した交際をする、という意味である（＝pa[image: 〓]ikkūlena dissati, aticaranto dissatī ti attho. Pj.  p.179）。

      　では、「親族や友人の妻でない人」と交わるのはかまわないのか、という問題が起る。仏典では一般に、父または夫の保護下にある女人と交わることをきびしく禁じている。それ以上には、範囲の問題にはあまり触れることなく、むしろ男女関係そのものに対して一般に禁遏的であった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二四　己れは財豊かであるのに[image: ……][image: ──]第九八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二五　ここでは近親の間のいさかいを戒めているのである。仏教もいきなり普遍宗教となったのではなくて、まず親族のあいだに理想的な生活を確立しようとした。そうして最初のうちはシャカ族を中心としての宗教という性格が強かった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二七　隠し事をする[image: ──]相手が了解し得ないような、あいまいなことばで、隠しことばを以て告げる。また長い間自分のもとに弟子入りさせておきながら、しかもすっかりは教えないで一部を残して隠しておく（Pj.  p.180）。

      　噓をつくのが何故いけないのかというと、他人の利益をそこなうからである。その急所をついているのである。

      　ここでは良心の問題が出てきているわけであるが、インドでは「アートマンが見ている」ということを説く。たとい他人が見ていなくても、〈本来の自己〉が見ているというのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二八　客として来た時には[image: ……][image: ──]客人をもてなすべきことは古代インドでは一般に強調されていた（Tait.  Up.  I, 11, 2; MBh.  XIII, 126, 27）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二八　返礼としてもてなさない[image: ──]na pa[image: 〓]ipūjeti. 何ももてなさないか、低い返礼しかしないことをいう（＝na vā deti avabhutta[image: 〓] vā detī ti adhippāyo. Pj.  p.180）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一二九　バラモンまたは道の人[image: ……][image: ──]第一〇〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三〇　バラモンあるいはシラマナは食事時が来たときには（bhattakāle upa[image: 〓][image: 〓]hite）在家の人のところへ行って食物を乞うのであった（Jātaka,  507; 539. このことを pi[image: 〓][image: 〓]āya caranto という。Jātaka,  539, v. 162 のあとの散文、Hermann Oldenberg: Kleine Schriften,  herausgegeben von Klaus L. Janert, Wiesbaden:Franz Steiner Verlag, 1967, Teil II, S. 446）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三一　欲しくて[image: ──]nijigi[image: 〓]sāno（jigi[image: 〓]samāno＝maggamāno. Pj.  181）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三一　事実でないことを[image: ──]asata[image: 〓]（＝abhūta[image: 〓]）. 昔の異本には asanta[image: 〓]という読み方もあった（Pj.）。 

      　人は何故噓をつくのか？　それは何ものかを貪ろうという執着があるからである。人間が噓をつくのは、特に利益に迷わされた場合が多い。保守的仏教では十の完全な徳（pāramī）を説くが、そのうちの第七として真実（sacca）を立てる。「たとい雷が頭上に落ちようとも、財宝などのために、利欲心などのために、知りつつも虚言をのべること（sampajāna musāvāda）をしてはならない。あたかも暁の明星が、あらゆる時節を通じて、自分の行くべき路を捨てて他の路を行くことがなく、必ず自分の路をとって進むように、汝もまた真実を捨てて虚言を述べることがないならば、ブッダとなることができるであろう」（Jātaka  I, p.23）。事実を知らなかったために、偶然虚偽の申し立てとなったのは仕方がない。しかし意識して虚偽を述べてはならぬというのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三二　卑しくなった[image: ──]nihīno（＝gu[image: 〓]avuddhito parihīno adhamabhāva[image: 〓] vā gato. Pj.  p.181）.

      　これを後代の漢訳仏典では「不自讃毀他戒」（ふじさんきたかい）という。自分をほめて他人をそしってはならぬ、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三三　悪いことを欲し[image: ──]pāpiccho（＝asantagu[image: 〓]asa[image: 〓]bhāvanicchāya samannāgato. Pj.  p.181）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三三　あざむいて徳がないのに敬われようと欲し[image: ──]sa[image: 〓]ho（＝asantagu[image: 〓]apakāsanalakkha[image: 〓]ena sā[image: 〓]heyyena samannāgato, asammābhāsī vā akātukāmo pi [image: “]karomī[image: ”] ti ādivacanena. Pj.  p.181）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三三　恥じ入る心のない人[image: ──]ahirīko anottāpī. 後代のアビダルマ教学では、この両語の語義の相違が盛んに論議されるが、ここでは hirīは「悪についてぞっと嫌悪すること」、ottāpa は「悪について驚愕すること」と解していたようである（nāssa pāpajigucchanalakkha[image: 〓]ā hirī, na tato uttāsanato ubbegalakkha[image: 〓]a[image: 〓] ottappan ti. Pj.  181）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三四　ここで「目ざめた人」（buddha）は単数で示されている。この詩がつくられたころには、ようやく（当時としては）ただ一人であるブッダの権威が漸く確立したのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三四　仏弟子[image: ──]仏弟子は、出家者と在家者と両者を含んでいた。ゴータマ・ブッダに帰依する人々は、古くはすべて弟子（sāvaka）と呼ばれていた。その原義は、恐らく「教えを聞く人」という意味であったらしい。ゴータマの弟子のことを「仏弟子」（Buddha-sāvaka）、「仏の弟子」（Buddhassa sāvaka）、「等正覚者の弟子」（sammā-sa[image: 〓]buddha-sāvaka）、「ゴータマの弟子」（Gotama-sāvaka）などともいう。「教えを聞く人」（sāvaka）というときは、出家修行者を意味することもあったが、また在俗信者を意味することもあった。原始仏教聖典の古層においては在俗信者のことを「教えを聞く人」（sāvaka）と呼ぶことが非常に多い。これはジャイナ教における用例に一致するものであり、古い時代にはジャイナ教でも「教えを聞く人」（sāvaga）とは在家者（gihin）を意味するものであった。ジャイナ教で在家の弟子を sāvaka と呼ぶことは、仏典でも記されているが、それが仏教にとり入れられたのである。また「立派な弟子」（ariyasāvaka）という場合には、敬[image: 虔]な信者を意味することがあった。これはジャイナ教の場合と共通であり、恐らく仏教興起時代の一般宗教界で用いられていた呼称を、そのままとりいれたものであろう。ここでは出家修行者も在俗信徒も、ともに〈「教えを聞く人」（sāvaka）の資格において〉考えられている（中村『原始仏教の成立』二二七頁）。ところが後代の仏教では（小乗仏教でも、大乗仏教でも）sāvaka, śrāvaka とは「声聞」と漢訳され、小乗仏教教団の僧侶たちの意味になった。後代の仏教が、最初期の仏教とはいかに異り、いかに変質したか、ということが、この点からも明らかであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三五　尊敬さるべき人（聖者）[image: ──]arahā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三五　盗賊[image: ──]原語はパーリ語 cora である。尊敬されるに値しない人が尊敬を受けているのは、盗人だというのである。実に厳しい教えである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三六　行為によってバラモンともなる[image: ──]ジャイナ教でも同様のことをいう（Utt.  XXV, 33）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三七　これによって[image: ──]aminā. amināは imināと amunāの Kontamination である。両者はそれぞれ Inst. sg. m. oder n. von aya[image: 〓]  bzw. asu である。そうして amināは [image: ‘]durch dieses[image: ’] または [image: ‘]hierdurch[image: ’] の意味である。詩の中では aminā pi jānātha という語形が出てくる。例えばSn.  136; Itiv.  89, 1.それを訳すと [image: ‘]Das erkennet auch hierdurch[image: ’] となる。tad は或いは副詞的に用いられているとも解し得るであろう（Lüders: Philologica Indica,  S. 571）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三八　マータンガは当時の社会制度では最下の賤民であったが、徳性がすぐれていたために、人々から尊敬されたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一三九　神々の道[image: ──]devayāna. 神々の道とは、『リグ・ヴェーダ』では神々が天界から祭場へ往来する路、或いは死者の霊が神々のもとへ赴く路を意味したが、ウパニシャッドになると、ブラフマンの明知を得た個我が身体を脱出してのち、火葬の炎とともに上昇し、日、月の盈み　ちつつある半カ月、太陽の北行する六カ月、歳、風、太陽、月、電光、ヴァルナ神の世界を経てブラフマンの世界に達する（その説明はウパニシャッドによって多少相違する）。そのブラフマンの世界に到達したならば、人はもはやこの世に帰来することがない。これが人間の理想であり、解脱に相当するものであると考えていた（B[image: 〓]had. Up.  VI, 2; Chānd. Up.  IV, 15; V, 10; Mu[image: 〓][image: 〓]. Up.  I, 2, 5;6;11;III, 1, 6;Praśna-Up.  I, 10; Maitri-Up.  VI, 30; Bh G . VIII, 24; 26. cf. B[image: 〓]had. Up.  V, 10）。この思想はヴェーダーンタ学派及び叙事詩にも継承されている（Brahmasūtra  IV, 2, 1-IV, 3, 16. devayāna[image: 〓] mahāpatham, Hariva[image: 〓]śa.  324, 18）。ところで仏教はウパニシャッド以来のこの思想をいちおう承認し、それを道徳的精神的な意味に転化したのである。

      　なお原始仏教聖典では「神々の道」に相当するものを「ブラフマンへの道」（brahmayāna）としるしていることもある（SN.  V, p.4, l . 26; p.5, l . 16）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一四一　悪いところ[image: ──]duggati. 漢訳では「悪趣」「悪道」と訳す。普通は「地獄」「餓鬼」「畜生」の三つをいい、後には、そのほかに「修羅」を数えることもある（cf. MN.  No.12, vol.I, p.73f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　ですから[image: ──]esāham. esāという指示代名詞は、他の代名詞の前では、理由を示す。

      　ここでは仏・法・僧の三宝が明示されている。ここのような散文の部分は、〈三宝〉の観念の成立したのちに著わされたにちがいない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      八、慈しみ

    

  
    
      
      　慈しみ[image: ──]以下に出てくるのは、「慈しみの経」（Metta-sutta）と呼ばれるもので、南方仏教では特に重要視される。ここには詩句が一〇あるが、それらはそのまま『クッダカ・パータ』第九章に出ている。その事実は、この一連の詩句がすでに現在のかたちの聖典が編纂される以前に重要視されていたことを物語る。だからこそ二つの経典におさめられて、ダブッているのである。[image: 註]釈によるとブッダはこれを護呪（Parittā）としても説いたという。しかし護呪として用いられるようになったのは後世のことである。

      　したがってパーリ文の[image: 註]解の文章もそっくりそのまま二カ所に出てくる（パーリ聖典協会の版は、『クッダカ・パータ』第九章に対する[image: 註]解のみを出版している。[image: ──]The Khuddaka-pā[image: 〓]ha,  together with its Commentary Paramatthajotikā,  I, ed. by Helmer Smith; published for the Pali Text Society by Luzac., 1959. p.232, l . 7-p.252, l . 20. cf. Pj.  II, p.193）.
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        一四三　究極の理想[image: ──]attha.「人のためになること」をいう。[image: 註]釈家は、ニルヴァーナのことであるという（Pj.  I, p.236, l . 12）。
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        一四三　平安の境地[image: ──]santa[image: 〓] pada[image: 〓]（＝Skrt. śāntam padam）. 例えば、仙人が住んでいる、奥深い静かな場所をいう（cf. Kālidāsa[image: ’]s Abhijñānaśākuntalam）。 
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        一四三　能力あり[image: ──]sakko. sakkotī ti, samattho pa[image: 〓]ibalo ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  I, p.236, ll.  13-14）.
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        一四三　思い上ることのない者[image: ──]anatimānī＝na atimānī. 自分が他人よりすぐれていると思う慢心のないことである。或る解釈によると、氏素姓について、自分のほうが優れていると思って他人を見下すことがない、という意味である（jātigottādīhi atimānavatthūhi pare nātimaññeya. Pj.  vol.I, p.240, ll .13-14）。

      　サーリプッタは自分は、チャンダーラや少女にも等しい心のものだと思って謙虚に暮していた（Sn .143＝Khuddaka-pā[image: 〓]ha  IX, 2）ということを解釈していう。[image: ──]anatimānī assa, jātigottādīhi atimānavatthūhi pare nātimaññeyya, Sāriputtatthero viya ca[image: 〓][image: 〓]ālakumārakasamena cetasā vihareyyā ti（Pj.  I, p.240, ll.  13-15）（cf. AN.  vol.IV, p.376, ll.  11f.）.
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        一四四　足ることを知り[image: ──][image: 僅]かのもので満足することを足るを知る（「知足」）という。満足していることを、サンスクリット語で Sa[image: 〓]tu[image: 〓][image: 〓]i というが、これを「知足」と訳している（『出曜経』泥洹品、大正蔵、四巻、七三二頁上、『大乗荘厳経論』およびMahāyānasūtrāla[image: 〓]kāra に対する索引参照）。また tu[image: 〓][image: 〓]i（『大乗荘厳経論』）や sa[image: 〓]tu[image: 〓][image: 〓]a（Tib. chogśes pa. Mahāvyutpatti  2937）を「知足」と漢訳していることもある。さらに sa[image: 〓]lekha（質素）を、真諦三蔵はやはり「知足」と訳している。

      　このように訳したのは、老子の理想に一致するものがあったからであろう。

      　　「自勝者強、知レ　足者富」（『老子』三三）

      　この理想が日本に受け入れられ、自分の持ち分に満足し安んじて、欲張らないことが、日本でも古来理想とされてきた。

      　これはまたストアの哲人の目ざす人生の理想でもあった。清沢満之が人生の師と仰いだエピクテートスは、「満足」という一章で次のように言う。

      君は苦労もしないし、また満足もしていない、そしてもし君が独りぽっちならば、君は孤独だというし、またもし人々と一緒ならば、君は彼らを[image: 騙]かたり屋だとか、泥棒だとかいう、また君自身の両親や、子供たちや、兄弟たちや、隣人たちをも非難するのである。だが君はただ独りいる時には、それを平和とか自由とか呼び、自分を神的なものに似ていると思うべきであったし、また多くの人々と一緒の時には、俗衆とか喧騒とか不愉快とか呼ばないで、お祭りとか集会とかいって、そしてそのようにしてすべてを満足して受けるべきであったのだ。そうするとそういうふうに受けとらぬ人々には、どういう罰があるか。彼らが持ってるようなそういう気持にあることがそれだ。或る人は独りでいることに不満だって。彼は孤独であるがいい。或る人は両親に不満だって。その人は悪い息子として、悲しんでいるがいい。或る人は子供に不満だって。その人は悪い父親でいるがいい。

      　「彼を牢獄に入れるがいい。」

      　どんな牢獄にか。彼が今いる処がそれだよ。というのは彼はいやいやながらいるからだ。人がいやいやながらいる処は、彼にとっては牢獄である、ちょうどソークラテースが、喜んでいたために牢獄にいなかったように。

      　「それでわたしの脚が跛になったのです。」

      　つまらんことをいうね君は、すると君は小っぽけな一本の脚のために、宇宙に対して不平なのか。それを全体のために、君は捧げないのだろうか。君は退かないだろうか。君はその授けてくれた者に、喜んで従わないのだろうか。君はゼウスによって配置されたもの、つまりゼウスが彼のところにいて、君の誕生を紡ぎ出した運命の女神と一緒に、定めたり、秩序づけたりしたものに対して不平で不満なのだろうか。君は全体に較べれば、どれほど小さい部分であるかを知らないのか。だがこれは肉体の点においてだ、というのは少なくとも理性の点では、神々に何ら劣りもしなければ、より小さくもないからである。なぜなら理性の大きさは、長さや高さによってではなく、その考えによって判定されるからだ。（エピクテートス『人生談義』上、岩波文庫、六一─六四頁）

      　哲人の帝王マルクス・アウレーリウスは、『自省録』のなかで次のような反省を述べている。

      
        一六　尊ぶべきは植物のように発散による呼吸を営むことでもなく、家畜や野獣等のように呼吸することでもなく、感覚を通して印象を受けることでもなく、衝動のまにまにあやつられることでもなく、群をなして集うことでもなく、食物を摂ることでもない。それは食物の残渣を排泄するのと同じたぐいのことだ。

      　では何を尊ぶべきか。拍手喝[image: 采]されることか、否。また舌の拍手でもない。というのは、大衆から受ける賞讃は舌の拍手に過ぎないからだ。また君はつまらぬ名誉もおはらい箱にした。では何が尊ぶべきものとして残るか。私の考えでは、自己の（人格の）構成に従ってあるいは活動し、あるいは活動を控えることである。あらゆる職業や技術の目的となすところもそこにある。なぜならばあらゆる技術の目標は、すべて作られたものが、その作られた目的である仕事に適応することにある。葡萄の世話をする葡萄栽培者、子馬を仕込む者、犬を馴らす者、みなこれをめざしているのである。また子供の教育法や教授法もこれに向って努力する。これこそ尊ぶべきものなのである。このことをしっかりと身につけたならば、君は自分のために何もほかにかちえようとはしないであろう。それとも君は多くのほかのことを尊ぶのをやめないつもりなのか。それなら君は自由の身にもならず、自足した人間にもならず、また激情に動かされぬ者ともならないであろう。なぜならばその場合、君が羨んだりねたんだり、そういうほかのものを君から奪い取りうる人びとを疑ったり、君の大切に思うものを持っている人びとにたいして陰謀を企てたりするのは必定である。つまり、そういうもののいずれかを必要とする人間は、必然的に混乱の中にあらざるをえず、その上神々にたいしてもさまざまの非難を口にせずにいられないものである。ところが自分自身の精神を敬い尊ぶならば、それによって君は自己の意にかなう人間となり、人びとと和合し神々と調和する者、すなわちすべて神々の配し定めるところに喜んで服する者となるであろう。（岩波文庫、八五─八六頁）

      　考えて見れば、足るを知ること、すなわち自分の持ち分に満足して喜びを見出すということは、だれにでも可能な〈幸せへの道〉であると言えよう。

      　原始仏教、老子、ストアの哲人たちによって、古代のほぼ同時代[image: ──]多少の年代的な前後のずれはあるが[image: ──]に説かれたことは興味深い。
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        一四四　わずかの食物で暮し[image: ──]subharo（＝sukhena bharīyati. suposo ti vutta[image: 〓] hoti）. 原義は、「世俗の信者たちから見て、養い易い」という意味である。「ビクが、米や肉や粥などを鉢に満ちるほど与えられても、不機嫌な顔をし、不愉快なさまを示し、あるいはかれら〔信徒〕の面前で『お前たちは何をくれたんだ？』といって托鉢の食物を喜ばないで、見習い僧や世俗人たちにくれてやるならば、このビクは養い難い人である。人々はこれを遠くの方から見て、避けてしまう、[image: ──]『このビクは養い難い』といって。しかし、粗末なものでも、美味なものでも、多少にかかわらず得たならば、喜んで、愉快な顔をして行くならば、このビクは養い易いのである。これを見て、人々は非常に安心して、『この尊師は、われらにとって養い易い。[image: 僅]かのもので満足してくれる。われらはかれを養いましょう』という願いを立てて、養う。〈養い易い〉というのは、このような趣意である」（Pj.  vol.I, p.241）。
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        一四四　雑務少く[image: ──]appakicco. なすべき仕事・義務が少い、という意味である。
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        一四四　諸々の（ひとの）家で貪ることがない[image: ──]托鉢行者が世俗の人々の家に近づいて物を欲しがることをいう。「家の内部について〈これこれの人のうちには何があるだろうか？　粥だろうか？　固い嚼む食物であろうか？　じゃぶじゃぶ吸う食物であろうか？　あなたはわたしに何を示してくれますか？　今日われわれは何を食べるであろうか？　何を飲むことになろうか？〉などと語る」のは、執著である、というのである（Pj.  I, p.243, ll.  2f.）。

      　ここでは出家修行者のことを説いているのである。
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        一四五　生きとし生けるもの[image: ──]sabbe sattā. 人間ばかりでなく、生きものすべてを考えていた（sattā  ti pā[image: 〓]ino. Pj.  I, p.244, l . 13）。
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        一四五　一切の生きとし生けるものは幸福であれ[image: ──]一切の生きものに慈しみをもつべきことは叙事詩でも教えられている（MBh.  XI, 7, lf.）。
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        一四五　安穏であれ[image: ──]khemino＝abhayā nirupaddavā（Pj.  I, p.244, l . 12. cf. l . 16）. 恐怖もなく、危害を加えられることもない、の意。
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        一四六　生物生類[image: ──]pā[image: 〓]abhūtā. 第一の解釈は、pā[image: 〓]a 即 bhūta と解する。第二の解釈は、pā[image: 〓]a とは、呼吸をなし、五つの気質（vokāra）より成る生きものを意味し、bhūta とは、一つの気質より成り〔乃至〕四つの気質より成る生きものを意味する（Pj.  245, ll.  11f.）。
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        一四六　生物生類であっても[image: ──]pā[image: 〓]a-bhūt[image: ’] atthi とあるのは metre の関係で bhūtāの最後のāが省略されたのである（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  S. 34）。また atthi と単数になっているが、普通のパーリ語では複数形を用いるべきである（atthī  ti santi sa[image: 〓]vijjanti. Pj.  p.243）。主語が中性複数であるときには、動詞が単数で示され得るという現象は、古代ギリシア語にも見られるが、何らかの心理的根拠があるのであろうか。
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        一四六　怯えている[image: ……][image: ──]第三九四詩参照。
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        一四八　怒りの想いをいだいて[image: ──]patighasaññā. ここでは saññāya とあるはずなのに、metre の関係で最後の ya が略されたのである（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  S.148）。しかし古形と解することもできよう。
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        一四八　互いに他人に[image: ──]añña-m-aññassa. Euphonie の関係で m が入ったのである（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  S. 34）。
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        一四九　無量の[image: ──]aparimā[image: 〓]a. それは無量の生きものを、念ずる対象（よりどころ）とすること（aparimā[image: 〓]a-sattāramma[image: 〓]a）である（Pj.  I, p.248, l . 16）。
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        一五〇　障害なく[image: ──]asa[image: 〓]bādha[image: 〓]（＝sa[image: 〓]bādhavirahita[image: 〓], bhinnasīman ti vutta[image: 〓] hoti, simā nāma paccatthiko vuccati. Pj.  p.248）. 場所に関しても限界を設けることなく、分け隔てをしないことである。
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        一五一　崇高な境地[image: ──]brāhma[image: 〓] vihāram を漢訳では多くは「梵住」と訳す。＝se[image: 〓][image: 〓]ha-vihāra（Pj.  I, p.251, l . 1）＝mettājhānasati（I, p.250）＝mettābhāvanā（I, p.250, l . 5）＝mettajjhānavihāra（I, p.251, l . 11）.

      　「崇高な境地」（普通は brahmavihāra）として、後代の仏教では、慈、悲、喜、捨（＝心の平静）の四つを数える。それを「四梵住」という。ところが、ここでは「慈」についてのみ述べている。四梵住の観念のでき上る前の段階のものであることが解る。
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        一五二　邪まな見解[image: ──]di[image: 〓][image: 〓]hi. [image: ‘]sophists[image: ’] views[image: ’]（Chalmers）.
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        一五二　とらわれず[image: ──]ditthiñ ca anupagamma. [image: ‘]Keine Ansicht irgend mehr empfangen[image: ’]（Neumann）.
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        一五二　見るはたらき[image: ──]dassana. 洞察する直観をいう。
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        一五二　再び母胎に宿ることがないであろう[image: ──]na hi jātu gabbhaseyya[image: 〓] punar eti. もはや、迷いの生存ににもどることはないであろう、の意。[image: 註]（Pj.  p.251）には、「かれは浄居天（Suddhāvāsa, pl.）に生まれて、そこでアラハーの境地に達してニルヴァーナに入る」と解するが、これは後代の解釈であろう。
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      九、雪山に住む者

    

  
    
      
      　雪山に住む者[image: ──]Hemavata. この経典の別名を Sātāgira-sutta ともいう（Pj.  194）。
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        一五三　七岳という神霊（夜叉）[image: ──]その原語は Sātāgira yakkha であるが、『別訳雑阿含経』第一五巻（大正蔵、二巻、四八三頁下）にある訳語に従う。[image: 註]釈によると中インドのサータ山に住んでいた神霊である（Majjhimadese Sātapabbate Sātāgiro ti nāmena. Pj.  I, 197）。Hemavata も Sātāgira もヤッカ王（yakkharāja）である（Pj.  I, p.197）。ヤッカ（yakkha 夜叉）はもとは神的存在、霊的存在を意味した。しかし後には「夜叉」という音訳の示すように、鬼神の一種であり、北方の神であるクヴェーラ（Kuvera＝Vessava[image: 〓]a 毘沙門天）の配下に属すると考えられた。

      　以下において〈「雪山に住む者」という神霊（夜叉）がいった〉というふうにしておいたのは[image: 註]による。
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        一五三　十五日[image: ──]太陰暦の第十五日、すなわち満月の日。
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        一五三　ウポーサタ[image: ──]現在南方アジアの仏教諸国の民衆の間で最もひろく行われている行事はウポーサタである。ウポーサタ（uposatha、〈布[image: 薩]〉と音写）とはウパヴァサタ（upavasatha）の訛った名称であるが、ウパヴァサタとはヴェーダの祭においてはソーマ祭の準備の日である。これを受けて仏教興起の時代には主要な行動のために準備をすることがウポーサタと呼ばれていたらしい。

      　主要な行動を起すために準備することをウポーサタといい、牧牛者を含めて世人の行なっていたものと、ニガンタすなわちジャイナ教徒の行なっていたものと二種類あった。

      　仏教興起時代のジャイナ教徒は月に二回ポーサハ（＝ウポーサタ）の日に食物と、身体をかざることと、性的関係と日常の職業活動とを断って斎戒を守るという。そうしてこれを実行すると、霊的存在（ヤッカ）と神秘力を共にし得るに至ると考えていた。

      　仏教は、当時一般に行われていたウポーサタの行事をとり入れて、徐々に実質的な変更を行なった。伝説によると、釈尊はビンビサーラ王の勧めによってウポーサタの行事を行うようになったのだという。釈尊の教化期の前半における出来事であった。

      　仏教では出家者のウポーサタは半月に一回行なったが、最も主要なものは満月の日に行う。すなわち満月新月の日に、出家した僧侶は一堂に会して戒律の個条（pā[image: 〓]imokkha）を読み、罪を懺悔する。これに対して在家信徒は半月に三度ウポーサタを行なった。信徒はその日に八つの戒めを守り、説法を聞き、断食し、僧尼に食物を給するのが古来習わしであった。第三七六─四〇四詩、及び四〇二詩[image: 註]参照。

      　古い聖典によると、ウポーサタのときに五百人のビクが集まったとか、或る説法のときには千人以上のビクが集まったという。この記述には誇張もあるであろうが、かなり多くの修行僧が集まったのであろう。アショーカ王の詔勅によると、在俗信者はウポーサタの度ごとにその儀式に詣でるのみならず、政府の大官（mahāmātra）はそこに詣でるべきであると定めている。

      　現在の南方仏教においては、ウポーサタというと、戒律個条（パーティモッカ）の暗誦読誦が中心となっているが、その暗誦読誦は、最初期の仏教においては行われていなかったと断定できる。その理由は、（１）諸々の経典の中でウポーサタの内容として説かれているものは、非常に精神的な修養であって、暗誦には言及していない。これは当時の一般宗教の間で行われていたものに対応する。（２）戒律個条の数は諸派によって一定していない。それらの原型があったと考えられるので、それらに共通のものをとると、ビクの戒律個条がほぼ二百くらいはあるであろうが、しかし、それも最初の時期からあったものではない。その証拠には、最古の聖典である本『スッタニパータ』において戒律個条（パーティモッカ）として挙げられているものは、極めて簡単なものである。なお四〇二[image: 註]も参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五三　みごとな[image: ──]divya. 原義は「輝かしい」「天の」。 [image: ‘]himmlisch hell[image: ’]　（Neumann）という訳は、原義をすべて生かしている。 [image: ‘]lovely[image: ’]　（Fausböll; Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五四　意欲[image: ──]sa[image: 〓]kappa. [image: ──] [image: ‘]mind[image: ’]　（Chalmers）. 普通「思惟」と訳すが、これはむしろ「意欲」と訳したほうがよいであろう。貪りと嫌悪とによって生起する。rāgadosavasena sa[image: 〓]kappā uppajjeyyu[image: 〓]（Pj.  II, p.202, l . 19）. 次行の訳に見られるように、ノイマンは「思惟」という性格を全然認めていない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五四　よく制せられているのであろうか[image: ──]sa[image: 〓]kapp[image: ’] assa vasīkatā. [image: ‘]ist[image: ……]alsbald erbötig Sinngewalt?[image: ’]（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五八　粗暴なことば[image: ──][image: 註]釈にしたがって解した（na khī[image: 〓]avyappatho  ti, na pharusavāco ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.  I, 204）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一五八　中傷の悪口[image: ──]vebhūtiya. [image: 註]解（Pj.  p.204）に言う。[image: ──]pesuññass[image: ’] eta[image: 〓]（＝vebhūtiya[image: 〓]）adhivacana[image: 〓], ta[image: 〓] hi sattāna[image: 〓] aññamaññato bhedanena vināsa[image: 〓] karoti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六一　欲望の享楽に耽る[image: ──]kāmesu rajjati. 物に執着して欲しがったりしない、という意味に[image: 註]釈は解している。

      　kāmā  ti vatthukāmā.[image: ……]n[image: ’]eva kāmesu rajjati, na vyāpādena āvilacitto（Pj.  II, p.205, ll.  2-13）. しかし vyāpādena 云々は本文の中に出てこない。ここでは、男女間の性の享楽に言及しているのではなかろうか。

      　以上においては、〈これこれのことをしてはいけない〉という教えが雑然と説かれている。まだ体系化されていない。五戒や十善の体系ができる以前のものであることが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六二　煩悩の汚れ[image: ──]第八二詩に対する[image: 註]参照。

      　明知（vijjā）があり、行いが全く清らかである（sa[image: 〓]suddhacāra[image: 〓]a）ということから、後には、仏は「明行足」（vijjācara[image: 〓]a-sa[image: 〓]panna）であるとされて、それが仏の十号の一つとなった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六三ａ　聖者の心は[image: ……][image: ──]若干の写本にのみ存する。[image: 註]も言及している（Pj.  I, 206f.）。

      　仏教では、身・口・意の三業というのが一般である。ところが、ここでは「心（citta）は行動（kamma）とことば（vyappatha）とを具現している」という。身・口・意という成句のでき上る以前の段階を示し、〈心〉が中心的な原理という主体性を示している。ジャイナ教は、外にあらわれた行動を重視するのに対して、仏教は心の中の思いの如何を重視するという区別があるということを、ジャイナ教のほうでは主張していたが、その特徴がここにはっきりと出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六五　羚羊のような脛があり、瘦せ細って[image: ──]e[image: 〓]ija[image: 〓]gha[image: 〓] kisa[image: 〓][image: ……]. これは、すでにこの時代から、ブッダの身体の理想的なすがたとされていた。すなわち、脛がアイネーヤ鹿王のごとくである。足の腓（こぶら）が繊細で円満なることは、鹿王の足のごとくである。「腨如鹿王相」ともいう。Skrt. āyata-pāda-pār[image: 〓][image: 〓]i（中村『仏教語大辞典』上巻、四七三頁中）。これは後代には三十二相の一つとなった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六七　あらゆることがらの究極をきわめ[image: ──]sabbadhammāna pāragu[image: 〓][image: ……].　「究極」は「彼岸」（pāra）という語で示されている。問う人は、迷いの世界のかなたにある境地を求めたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六八　悩まされている[image: ──]vihaññati（＝pī[image: 〓]iyati bādhiyati. Pj.  p.211）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六九　六つのもの[image: ──]眼、耳、鼻、舌、身、意の六入をいうのであろう。[image: 註]釈は「六つの内外処」と解する（chasu ajjhattikabāhiresu āyatanesu[image: ……]）。しからば眼、耳、鼻、舌、身、意の六根（六つの機官）すなわち六内処と、色（いろとかたち）、声、香、味、触（触れられるもの）、法（以上のもの以外で考えられる対象）の六境すなわち六外処をいうことになるが、それは原意ではないであろう。第一七一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一六九　親しみ愛し[image: ──]ここの原文から見ると、「親しみ愛する」（sa[image: 〓]thava）も「執著する」（upādā）（upādāna, v. 170）も、ほぼ同義であるらしい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七〇　世間[image: ──]loka. 人間の迷いの世界、迷っている人々をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七〇　苦しみから解き放たれる[image: ──]ジャイナ教でも同じ文句を説いている（dukkhā pamokkhasi. Āy.  I, 3, 3, 4）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七一　五種の欲望の対象[image: ──]その原文は pañca kāmagu[image: 〓]āである。gu[image: 〓]a という語は、サンスクリット語文献では一般に徳（Tugend, virtue）の意味に用いられる。サーンキヤ哲学では、これを物質的自然の三つの根本的構成要素（三徳）を称する名称となっている。ところが、原始ジャイナ教聖典の古い箇所ではこの語を「感官の対象」という意味に用いる。Ratnacandra 編『アルダマーガディー辞書』六三一頁 gu[image: 〓]a の項によると、この語をśabda, rūpa, rasa など、感官の対象（indriyavi[image: 〓]aya）の意味に用いるのはアーヤーランガ特有の用例であり、そのほかには殆んどあらわれない。しかも第一編のガーターのうちにのみ存する（ed. Schubring, p.4, ll.  3; 24; p.6, ll.  8f.）。

      　また叙事詩においても五種の感覚器官を通じて享受される五種の対象を gu[image: 〓]a と呼んでいる（MBh.  XII, 203, 1）。もちろん叙事詩（特に Mok[image: 〓]adharma）において gu[image: 〓]a がサーンキヤ的な意味に用いられていることも、しばしばあるが、ジャイナ教と共通の用法も存するのである。

      　ところで、原始仏教聖典においても、ガーターの部分においては、gu[image: 〓]a という語を感官の対象の意味に用いている。例えば、色、声、香、味、触（pho[image: 〓][image: 〓]abba）の五つを kāmagu[image: 〓]a と呼んでいる（kāmagu[image: 〓]ā nām[image: ’]ete ariyassa vinaye vuccati. AN.  III, p.411G.）。

      　また散文の部分にも実例が存する。

      　Pañca kho ime, Ānanda, kāmagu[image: 〓]ā. Katame pañca? Cakkhuviññeyā rūpā i[image: 〓][image: 〓]hā kantā manāpā piyarūpā kāmūpasa[image: 〓]hitā rajanīyā; sotaviññeyā saddā; ghānaviññeyā gandhā; jivhāviññeyā rasā; kāyaviññeyā pho[image: 〓][image: 〓]habbā i[image: 〓][image: 〓]hā kantā manāpā piyarūpā kāmūpasa[image: 〓]hitā rajaniyīā. Ime kho, Ānanda, pañca kāmagu[image: 〓]ā（MN.  No.122, vol.III. p.114）.

      　これらに対応する漢訳を見ると、「五色」と訳してあることもある（『雑阿含経』二八巻、大正蔵、二巻、一九九頁上）。また直訳して「五欲功徳」（同上箇所、『中阿含経』第四九巻、大正蔵、一巻、七三九頁中）と訳していることもあるが、直訳にすぎて意味が通じない。玄げん奘じょうは「世妙境」と訳しているが（『法蘊足論』六巻、大正蔵、二六巻、四八二頁中、『俱舎論』第八巻、大正蔵、二九巻、四一頁下）、これはけだし適訳というべきである。

      　このようにジャイナ教の古いガーター並びに叙事詩と仏教の古いガーターとにおける gu[image: 〓]a の用例が一致しているが、このような用例は後世の仏典及びジャイナ教聖典からは消失した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七一　貪欲[image: ──]chanda. これを離れることを説いているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七三　激流[image: ──]迷いの輪[image: 廻]の生存を激流または海に譬えるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七三　大海[image: ──]前[image: 註]に同じ。「大海」（a[image: 〓][image: 〓]ava）という場合には、インド人は洪水によって出現した大海原を考えていたと思われる。中部インドの人々は海洋（ocean）を知らなかった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七五　歓楽による生存を滅しつくした人[image: ──]abhinandinita[image: 〓]hāsa[image: 〓]khātāyā nandiyā ti[image: 〓][image: 〓]añ ca bhavāna[image: 〓] parikkhīñattā nandībhavaparikkhī[image: 〓]o （Pj.  p.215）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七六　深い智慧があり[image: ……][image: ──]以下の詩は「雪山に住む者」という神霊が神霊の眷属に向って言ったものである（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七六　欲の生存[image: ──]kāmabhava. 後代の仏教においては、これは「欲有」と漢訳され、欲有（欲界の生存）、色有（色界の生存）、無色有（無色界の生存）を三有（Skrt. trayo bhavāh）という。しかし最初期の仏教徒は、人間は欲望にとらわれたものであるという生存状態をまともに凝視していたから、それ以外の生存のことは考えなかったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七六　天の路を[image: ──]dibbe pathe. これは、必ずしも空間的な天の世界の道を意味するのではなくて、崇高な道、清らかな道、を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七七　気高い路を[image: ──]ariye pathe[image: ……].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七八　美しく晴れた朝に[image: 逢]い[image: ──]suppabhāta[image: 〓]（＝Skrt. suprabhātam）. 今日でもインド人は、朝、人に会うと、「お早うございます」 [image: ‘]good morning![image: ’] という場合に、 [image: ‘]suprabhātam[image: ’] と呼びかける。ただしこの呼びかけは西洋の [image: ‘]good morning![image: ’] に対応するものとして新たにつくられたのだといわれる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一七八　煩悩の汚れのなくなった[image: ──]anāsava.

      　ここでは古来行われている太陽崇拝を受けている。それが仏教に受容され、日本の日[image: 蓮]宗に至るまで生きているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八〇　この最後の句の原文は、namassamānā Sambuddha[image: 〓], dhammassa ca sudhammata[image: 〓]となっている。

      　この詩では、「仏・法・僧」の三宝のうち「仏」と「法」とにのみ言及している。「僧」（sa[image: 〓]gha 教団）に言及していないのは、教団が特に尊敬さるべきものと考えられる以前の段階において、この詩がつくられたことを示している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一〇、アーラヴァカという神霊

    

  
    
      
      　アーラヴァカという神霊[image: ──]Ā[image: 〓]avaka. この教えは殆んどそのままの形で他の経典（SN.  X, 12, Ālava[image: 〓], vol.I, pp.213-215）に出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　アーラヴィー[image: ──]Ā[image: 〓]avī. アーラヴィー国（Ā[image: 〓]avira[image: 〓][image: 〓]ha）に、またはアーラヴィー市（Ālavinagara）の近くに、の意に解し得る（Pj.）。 

      　この散文の部分は「小なる章」の第五「スーチローマ」の散文の部分（五九─六〇頁）と似ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八一　ここに説かれているように、「どのように生きるのが最上の生活であるというのか？」（katha[image: 〓]jīvi[image: 〓] jīvita[image: 〓] āhu se[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓]?）というのが、仏教の中心問題であった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八二　信仰[image: ──]saddhā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八二　徳行に篤いこと[image: ──]dhammo suci[image: 〓][image: 〓]o.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八二　真実[image: ──]sacca[image: 〓].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八二　慧によって生きる[image: ──]paññājīvi[image: 〓][image: ……].

      　釈尊の成道直後の詩によると、「信仰（saddhā）を捨てよ」ということを教えている。それは、ヴェーダ以来の祭祀・教学に対する信仰を捨てよ、というのである。しかしここではブッダの説いた真理、理法に対する信仰を説いているのである。信仰を意味する原語はいろいろあるが、saddhāというのは、理法、教えに対する信頼を意味するのであって、個人に対する狂熱的服従ではない〔このような教えは本書では遅い部分に現われてくる〕。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八四　最初期の仏教は、精励（appamāda）、勤勉（viriya）を勧めていたことがわかる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八六　安らぎ[image: ──]nibbāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八六　教えを聞こうと熱望する[image: ──]刊本には sussūsāとあるが、ブッダゴーサ[image: 註]には yāva dhammasavanena sussūsa[image: 〓]  labhati（Pj.  p.235）となっているので、後者に従って解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八七　適宜に事をなす[image: ──]patirūpakārīとは、場所・時間などを逸することなく、世間的なあるいは超世俗的な財を、適宜に得させる手段を講ずることである（desakālādīni ahāpetvā lokiyassa lokuttarassa vā dhanassa patirūpa[image: 〓] adhigamupāya[image: 〓] karotīti patirūpakārī.  Pj.  II, p.236）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八七　財を得る[image: ──]だからここで「財を得る」というのは、宗教的な財でもよいし、世俗的な財でもよく、両者にかかわるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八七　何ものかを与えて交友を結ぶ[image: ──][image: 註]釈家によると、四摂事によって友人をつくるという意味であるとも解し得るという。dadan  ti ya[image: 〓] kiñci icchitapatthita[image: 〓] dento mittāni  ganthati  sa[image: 〓]pādeti, karotī ti attho, duddada[image: 〓] vā dada[image: 〓] ganthati, dānamukhena vā cattāri pi sa[image: 〓]gahavatthūni gahitānī ti veditabbāni, tehi mittāni karotī ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  II, p.236, ll.  21-25）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八八　信仰あり在家の生活を営む人に[image: ──]saddhassa gharam esino＝Sn.  v. 188; SN.  vol.I, p.215, l . 3. Papañcasūdanī,  I にも出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八八　真理[image: ──]原語は dhamma. ここでそれが何を意味するのか、よく解らない。[image: 註]は第一八六詩の「教えを聞こうとする熱望によって智慧を得る」ことを言うのだと解する。しかしどうも適合しない。次の詩句に出てくる「自制」（dama）がここで dhamma と書き換えられたのだと解すると、第一八八詩と第一八九詩とはうまく相応する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一八九　ここに数え立てられている徳目は叙事詩に出ている（Vedasyopani[image: 〓]at: satya[image: 〓] satyasyopani[image: 〓]ad dama[image: 〓] | damasvopani[image: 〓]an mok[image: 〓]a ētat sarvānuśāsanam || MBh.  XII, 12, 16; XII, 299, 13）。[image: 遡]るとウパニシャッドのうちに説かれている。[image: ──]atha yat tapo dānam ārjavam ahi[image: 〓]sā satya-vacanam iti, tā asya dak[image: 〓]i[image: 〓]ā[image: 〓]（Chānd.  Up.  III, 17, 4）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九二　わたくしは、村から村へ[image: ……][image: ──]三宝にではなくて、仏と法とに帰依するというのは、古い韻文に出ている句である（SN.  I, p.30G.; DN.  II, p.208G.; 211G.; 221G.; 227G.）。

      　ここでは、他の宗教や実践法にたよらないという、ブッダに対する信仰が、はっきりと表明されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一一、勝　　利

    

  
    
      
      　勝利[image: ──]この教えの別名を「身体を厭うことの教え」（Kāyavicchandanika-sutta）という。ここでは愛欲に対する勝利の道を説いているので、「勝利についての教え」と称するのであろう。

      　ブッダでも、ジャイナ教の祖師でも、ジナ（勝利者 jina）と呼ばれている。煩悩に打ち克った人であるから、「勝利者」と呼ばれるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九三　仏典では普通は行・住・坐・臥の四威儀（īryāpatha）として人間の行動をまとめるが、ここでは詩人的感覚で述べていて、まだこの慣用的表現のできる以前の段階を示している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九六　アショーカ王以前に、すでに人体に関する解剖的知識が相当に詳しく成立していたことが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九七　九つの孔[image: ──]「両眼の孔、両耳の孔、両鼻孔、口、排泄の道、生殖の道をいう」と[image: 註]する（Pj.）。 cf. Bh  G . V, 13; Praśna-Up. ; Śvetāśvatara-Up. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一九九　空洞[image: ──]susira. 恐らく頭蓋は出口をもたないから、九つの孔のうちには数えられていないし、汚い物を外へ出すことはない。しかし「脳髄にみちている」といい、やはり脳髄というものは汚いものだと考えていたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇〇　墓場に棄てられ[image: ──]当時は林の中の墓場（śmaśāna）に屍体を捨て去るという葬法が一般的であったことが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇二　完全に了解する[image: ──]parijānāti. それの名詞形は pariññāであるが、この語はジャイナ教においては、同時に「断ずる」「すっかり捨ててしまう」という意味がある。最初期の仏典においても、同様の意味合いをもっていた、と考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇三　「今日はひとの身、明日はわが身」と観ずるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇四　平安[image: ──]santi（Skrt. śānti）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇五　[image: ……]まもられている[image: ──]parihīrati（＝pupphagandhādīhi abhisa[image: 〓]kharitvā parihīrati. Pj.  p.253）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一二、聖　　者

    

  
    
      
      
        二〇七　親しみ慣れること[image: ──]santhava.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇七　聖者[image: ──]muni. 沈黙をまもって修行している聖人をいうと一般に解せられているが、それは後代に成立した通俗語源解釈であるらしい。ここではブッダ（Buddhamuni）のことをいう（Pj.）。 

      　M. Mayrhofer によると、m. Verzückter, Begeisterter, Weiser, Seher, Asket, Einsiedler（bes. einer, der das Gelübde des Schweigens auf sich genommen hat） /enthusiast, sage, seer, ascetic, hermit（esp. one who has taken the vow of silence）〔RV, AV, Br. usw.〕maunā - n. Stand des Muni, Schweigsamkeit, Schweigen（ŚB.  Up ., usw.）. pali mona - n. Selbstbeherschung, Weisheit, Minitum（Kurzgefasstes etymologisches Wörterbuch des Altindischen.  Heidelberg: Carl Winter, 1963, Band II, S. 654-655）.

      　『リグ・ヴェーダ』においては、múni という男性名詞は「考える」（man）という語根に由来するものであり、（１）刺激・興奮させること。Erregung. 　（２）魅せられて恍惚となっている人。ein Begeisterter,  Verzückter,  als Genosse der Götter dargestellt を意味する（H. Grassmann: Wörterbuch zum Rig-Veda,  col. 1050）。

      　muni という語をファウスベルは、訳さないで、そのまま用いている。チャルマースは [image: ‘]the Sage[image: ’] と訳す。ノイマンが [image: ‘]der Denker[image: ’] と訳すのは、語源的には正しいが、西洋風の「思想家」を連想すると、大きな誤りとなる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇七　さとり[image: ──]dassana（＝khanti, ruci, khamati c[image: ’]eva ruccati cā ti attho. Pj.  p.256）.

      　ここでは聖者（muni）とは buddha のことである（buddhamuni という語がある。Pj.  vol.II, p.258, l . 5）。そうしてバラモン教一般に通ずる muni の理想を論議しているのであって、まだ buddha を問題とするに至っていない。表面的には「仏教」と称する以前の段階に属する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇八　長ぜしめることがないならば[image: ──]原文には jāyantam assa nānuppavecche となっているが、[image: 註]に assa jāyantassa nānuppavecche（Pj.  p.256）とあるのに従って解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇八　見た[image: ──]「さとる」とは見ることなのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇九　平安の境地[image: ──]santipadam.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇九　終極[image: ──]anta.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇九　妄想[image: ──]takka. あれこれ思慮する思い。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二〇九　迷える者の部類に赴かない[image: ──][image: 註]に従って解した（[image: ‘]devo vā manusso vā[image: ’] ti na upeti sa[image: 〓]kha[image: 〓]）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一〇　執著の場所[image: ──]nivesana. 第七八五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一〇　作為によって求めることがない[image: ──]nāyūhati. [image: ‘]wants naught[image: ’]　（Chalmers）; nāyūhatī  ti tassa tassa nivesanassa nibbattaka[image: 〓] kusalam akusala[image: 〓] vā na karoti（Pj.  II, p.258, ll.  8-9）.「あれこれの執著を生ずる、善または悪をなさない。」だから、この解釈によると、善をも悪をもなさず、善悪を超越するのが聖者（ムニ）の理想であった。善だけをなすというのではないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一三　音声に驚かない獅子[image: ──]以下の譬喩は第七一詩にも出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一四　柱[image: ──]河岸、池などの岸辺（tittha）で人の沐浴するところに、四角或いは八角の柱を建て、貴い家の人でも、賤しい家の人でも、その柱に身体をこすりつけて洗う。しかしその柱は傲らずへり下らないのをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一五　真直ぐにみずから安立し[image: ──]原語（[image: 〓]hitatta）は第三二八、三五九、三七〇、四七七、五一九詩にも出てくる。ジャイナ聖典（Āy.  I, 6, 5, 5）にも[image: 〓]hiy[image: ’] appa として出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一五　正と不正とを[image: ──]visama[image: 〓] samañ ca. [image: ‘]right and wrong[image: ’]　（Chalmers）. 原語から見ると、すべて他のものに対して「平らか」であるのが正であり、「平らかでない」のが不正なのである。西洋人の考える〈正〉〈不正〉とは、少しく[image: 喰]い違うところもあると考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一六　これは、現代でも大きな意味をもっている生活信条であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一七　上の部分からの食物[image: ──]瓶から最初にとり出した食物（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一七　中ほどからの食物[image: ──]中ほどまで取り出された瓶から取り出した食物（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一七　残りの食物[image: ──]瓶の中に一匙か二匙か残っているのを取り出した食物（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二一七　おとしめて罵る[image: ──]nipaccavādī（＝dāyaka[image: 〓] nipātetvā appiyavacanāni vattā. Pj.  p.272）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二〇　両者[image: ──]出家者であるビク（bhikkhu）と在家者である猟師とをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二〇　住所も生活も隔っていて[image: ──]（住所について）出家者であるビクは森に住み、在家者である猟師は村に住む。（生活について）ビクは村の中を戸ごとに托鉢して歩むが、猟師は森の中で鳥獣を殺す（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二〇　わがものとみなす執著がない[image: ──]その原語（amama）は第四六九、四九四、四九五、七七七詩にも出てくる。同様の語は叙事詩のうちにも存する（nirmama. Bh G . III, 30; XVIII, 53. 猟師が宗教心を起し、我執がなくなった境地を nirmama という。─MBh.  XII, 149, 3）。

      　妻子とともにある在家の生活よりも出家の生活のほうが尊いものであると説かれる。愛欲をうける生活は劣っている。在家の生活は煩いに[image: 逼]められている。猟師と出家者とはともに森の中にいるけれども、生活が非常に異っているということについていう（cf. Sn.  III, 6; v. 406）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二一　青頸の[image: ──]nīlagīva.「孔雀の頸は、宝石で飾られた[image: 杖]のようであるから、青頸と呼ばれるのである」（ma[image: 〓]ida[image: 〓][image: 〓]asadisāya gīvāya nīlagīvo  ti ca mañjūra-viha [image: 〓]gamo  vuccati. Pj.  vol.II, p.227, ll.  10-11. mañjūra という語は辞書には出ていないが、Skrt. mayūra の俗語形であろう）。

      　「青頸」ということは、インドでは尊ばれるらしい。シヴァ神の別名は、「青頸」（Nīlaka[image: 〓][image: 〓]ha）という。これが仏教に入って「青頸（しょうきょう）観音」が考えられるようになった（『大悲心陀羅尼』の「のらきんじ」は、右の原語の音写である）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二　小なる章

    

  
    
      一、宝

    

  
    
      
      　宝[image: ──]この教えはそのままの形で他の原始経典（Khuddaka-pā [image: 〓]ha  VI, pp.3-6）にも出ている。後代の南方仏教では、これはブッダの説かれた護呪（paritta）の一つとされている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二二　ここに集まった諸々の生きものは[image: ……][image: ──]『マハーバーラタ』（III, 208, 27）でも同様にいう。「この全世界は、虚空も地上も、生物にとりつかれている。」「諸々の生きもの」bhūtāni. ただしこれらの一連の詩句が護呪として用いられる場合には bhūtāni はむしろ「精霊」「鬼神」の意味に用いられるようである。[image: 註]釈は「人間ならぬ生きもの」と解している（bhūtā  ti amanussā. Pj.  p.166）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二二　こころを留めて[image: ──]sakkacca（＝a[image: 〓][image: 〓]hikatvā. manasikatvā, sabbacetaso samannāharitvā. Pj.  p.167）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二四　「この真理（sacca）によって幸せ（suvatthi）であれ」という句が繰り返されるが、古代インドにおいては、真理、真実であることばは、必ずそのとおり実現されると考えていた。このことばが真実であるならば、必ずそのとおり実現されるはずだ、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二五　サキヤムニ[image: ──]原語 sakyamuni を「釈[image: 迦]牟尼」と音訳する。シャカ族の聖者の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二五　理法[image: ──]dhamma. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二六　心の安定[image: ──]原語 samādhi は「三昧」と音訳される。心を統一して思うこと。漢訳仏典では「禅定」ということばで訳されるが、禅は dhyāna の音写で「心に思うこと」、「定」は精神を統一安定する意味。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二六　間をおかぬ心の安定[image: ──]原語は samādhi ānantarika である。この禅定を得た直後に、間をおかずに、なんらの障礙なくして聖果を得るので、このようにいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二七　八輩の人〔四双の人〕[image: ──]仏教の聖者の位を、預流、一来、不還、阿羅漢という四つの聖位に分つ。これを四双（cattāri yugāni）という。四双一々を、その一々に向って進みつつある位（向 magga）と至りついた境地（果 phala）とに分つから、全部で八つの位があることになり、合せて八輩（a[image: 〓][image: 〓]ha puggalā）という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二七　幸せな人[image: ──]原語は Sugata で、仏のことをいう。漢訳仏典では「善逝」と訳す。

      　ブッダの弟子たちは、修行の進み方に応じて四つの段階に分れ、その一つ一つの段階がさらに二つに分れるから、四くみ（四双）で八種類の人（八輩）となるのである。こういう段階説は、同じ『スッタニパータ』のうちでも古い部分（第四章 A[image: 〓][image: 〓]haka-vagga、第五章 Pārāyana-vagga）には見られない。教義が或る程度整った段階で現われたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二八　不死[image: ──]原語 amata は「甘露」の意味をも含めているのであろう。am[image: 〓]ta が「不死の飲物」であるという意味は、すでに『リグ・ヴェーダ』以来存する。n. der Unsterblichkeitstrank, ambrosia,  häufig auf die ins Feuer gegossene Opferbutter（havīs）, oder auf den Somatrank bezogen, mit den Beiwörtern cāru,  mādhu （Grassmann: Wörterbuch,  col. 94）. ここではニルヴァーナ（nibbāna）のことをいう（Pj.  p.185）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二八　達すべき境地に達し[image: ──]pattipattā. ブッダゴーサは次のように[image: 註]解する[image: ──]ettha pattabbā ti patti, pattabbā nāma pattu[image: 〓] arahā, ya[image: 〓] patvā accantayogakkhemino honti, arahattaphalass[image: ’] eta[image: 〓] adhivacana[image: 〓], ta[image: 〓] patti[image: 〓] patt[image: 〓] ti pattipattā（Pj.  pp.184-185）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二八　代償なくして[image: ──]mudhā.「一文もお金を払わないで」（avyayena kāka[image: 〓]ikam pi vyaya[image: 〓] katvā. Pj.  p.185）の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二八　平安の楽しみ[image: ──]nibbuti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二九　城門の外に立つ柱[image: ──]原語 inda-khīla. 学者の指摘したところによると、この習俗は原始インド・ヨーロッパ民族にまで[image: 遡]ることができるという（Schrader: Reallexikon der indogermanischen Altertumskunde,  2 Aufl. Pflockverehrung の項参照）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二九　諸々の聖なる真理[image: ──]原語 ariyasaccāni は恐らく「四種の真理」（四諦）に言及しているのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二二九　立派な人[image: ──]sappurisa.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三〇　第八の生存[image: ──]仏教の修行につとめた聖者（預流果を得た人）は、たとい死後に生存をくりかえすことがあっても、第七回目の生存までにニルヴァーナを得て、第八回目の生存に至ることはないという（Itiv.  24（G.）; SN.  XII, 41 参照）。これも或る程度まで教義の体系が構成されたときに考えられたのであろう。楠正成が「七度び人間と生まれて朝敵を滅ぼさむ」といったのは、ここに由来する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三一　三つのことがら[image: ──]ここに挙げられた三つは十結（sa[image: 〓]yojanāni）のうちの最初の三つである。それらは聖者（預流向以上）では消え失せる（sakkāyadi[image: 〓][image: 〓]h. MN.  44; sīlabbata. AN.  X, 13）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三一　四つの悪い場所[image: ──]原語 catu apāyāは「四悪趣」と漢訳される。地獄、餓鬼、畜生、阿修羅をいう。普通は、「地獄・餓鬼・畜生」を三悪道という。ただし[image: 註]釈から見ると、ここでは四悪道を認めていたのではなくて、三悪道という境地と、そのほかに阿修羅という特殊な生存者の身体を認めていたのである（tattha cattāro apāyā nāma niraya-tiracchāna-petti-visaya-asurakāyā. Pj.  vol .I, p.189, l . 13）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三一　六つの重罪[image: ──]cha abhi[image: 〓]hānāni. 母を殺し、父を殺し、阿羅漢を殺し、仏の身体から血を出し、僧団の和合を破り、異教徒の教えに従うこと（aññasatthāruddesa-kamma）をいう（Pj.  vol.I, p.189, ll.  21-22）。第六のものは、原語から見ると、「他の師の教示を実行すること」である。だからゴータマ・ブッダ以外の師につくことを戒めているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三二　究極の境地を見た人[image: ──]di[image: 〓][image: 〓]hapada.「究極の境地」をただ「足跡」「境地」（pada）と呼んでいるだけで、特殊な限定をつけない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三三　夏の月[image: ──]gimhānamāsa.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三三　安らぎに赴く[image: ──]nibbānagāmin.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三三　妙なる教え[image: ──]dhammavara. この詩および次の詩では、dhamma が「理法」の意味ではなくて、「教え」の意味に用いられている。少しく発達した段階を示す、と考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三五　未来の生存に[image: ──]āyatike bhavasmi[image: 〓]（＝anāgatam addhāna[image: 〓] punabbhave. Pj.  p.194）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三七─八　あらゆる人びと、生きとし生けるものの幸福をねがうこと、[image: ──]それが釈尊の真情であった。ここに説かれているのと同趣意のことは、第一四五─一四七詩にも説かれている。

      　幸福論の具体的な内容は、第二五八詩以下に述べられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      二、なまぐさ

    

  
    
      
      　なまぐさ[image: ──]この教えは過去世にカッサパ仏（kassapa [image: 迦]葉仏）がティッサ（Tissa）というバラモンに教えたことを記しているのだという（Pj.）。 最初の三つの詩句が、ティッサのことばであり、中間の九つがカッサパ仏のことばであり、最後の二つの詩句は編纂者（結集者 sa[image: 〓]gītikāra）のことばである（Pj.  I, 293）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三九　ディングラカ[image: ──][image: 〓]i[image: 〓]gulaka. 或る植物の名。ただし若干の写本には ci[image: 〓]gulaka、またブッダゴーサ[image: 註]には ci[image: 〓]gūlaka となっている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三九　チーナカ[image: ──]cīnaka. 野生の豆の一種である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二三九　野菜[image: ──]pattaphala. [image: 註]には野菜一般（ya[image: 〓] kiñci haritapa[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓]. Pj.  p.283）と解している。直接の語義は、「葉が実とみなされ得るもの」ということであろうか。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四〇　カッサパ[image: ──]過去世においてカッサパ（Kassapa）仏が求道者（bodhisatta）であったときのことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四一　梵天[image: ──]brahman. 世界を創造した主神として当時の人々から尊崇されていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四一　梵天の親族[image: ──]「梵天の親族」（brahma bandhu）といったわけは、「汝はバラモンとしての徳を欠いていて、ただ生れのみのバラモンである」といって[image: 嘲]っているのである（Pj.）。 

      　汚れた（なまぐさいāma-gandha）物を受けてはならぬ、ということをジャイナ教でも教えている（Āy.  I, 2, 5, 2）。それは恐らく施食として受けてはならぬという意味であろう。ただ「汚れた」（āma-gandha）という語の意味をジャイナ教では物理的生理的な意味に解していたのに、仏教ではそれを精神的な意味に解したのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四二　邪曲を学習すること[image: ──]ajjhenakujjam（＝niratthakānatthajanakagantha-pariyāpu[image: 〓]ana[image: 〓]. Pj.  p.286）. 無意義な、あるいは有害な書物に通達することである。

      　仏教では普通、世俗の人は五戒を守るべきであるということを教えると考えられているが、五戒としてまとめられる以前には若干の時日を必要とした。或る時期には、人間の悪徳として思いつくままに、右の詩のように述べたのである。ここでは漫然と列挙して伝えているが、そのうちに三つの戒めだけを取り出すことが古い詩句においてなされている。霊場ガヤーで水浴することは無意味だといってヒンズー教の習俗を非難していう、

      　「生きとし生けるものどもを安穏（khema）ならしめよ。

      もしも汝が偽りを語らず、生命を害することをなさず、

      もしも汝が与えられないものを取らず、信じて、慳みしないならば、

      ガヤーに行って何をする要があろうか」〔MN.  No.7（Vatthūpama-sutta）, vol.I, p.39.　『中阿含経』第二十三巻（九三）、「水浄梵志経」（大正蔵、一巻、五七五頁下─五七六頁上）、『梵志計水浄経』（大正蔵、一巻、八四四頁上─中）、『増壱阿含経』第六巻（大正蔵、二巻、五七四頁下）〕。

      　ここでは、（１）偽りを言うなかれ、（２）殺すなかれ、（３）盗むなかれ（＝不当に所有を貪るなかれ）という三つの戒めが明言されているが、これはジャイナ教の最初の発端において三つの戒めを説いていたのにちょうど対応する。

      　つづいて次の段階において「邪婬をなすなかれ」を加えて、四つの戒めが成立するのである。

      　前掲詩句の相当漢訳の他のものにおいては、不婬を加えて四戒としている。『雑阿含経』第四十四巻（一一八五）（大正蔵、二巻、三二一頁中）、『別訳雑阿含経』第五巻（九八）（大正蔵、二巻、四〇八頁中）。ただし漢訳に「不婬」とあるのは、不邪婬のことで、詩の文字を少くするために「不婬」と書いたのであろう。

      　さらに後の段階になって「酒を飲むなかれ」を加えて、最終的に「五戒」がまとめられたのであった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四三　不浄の（邪悪な）生活をまじえ[image: ──]asucīkamissitā（＝nānappakāramicchājīvasa[image: 〓]khātaasucibhāva-missitā. Pj.  p.286）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四六　法廷で偽証し[image: ──]vohārakū[image: 〓]ā（pl.）.「法廷に立って、賄賂を受けとり、所有者を打ちまかそうとして、偽った証言をなすこと」と解せられている（dhamma[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓][image: 〓]hāne [image: 〓]hitā lañca[image: 〓] gahetvā sāmike parājentā kū[image: 〓]ena vohārena samannāgatattā[image: ……]. Pj.  p.289）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四七　残酷で[image: ──]luddā（＝kurūrakammantā）. 具体的には「魚を殺す人、獣を捕縛する人、鳥をとらえる人」をいう（Pj.  p.289）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四九　祭祀[image: ──]馬祀り（assamedha）などをいう（Pj.  p.291）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四九　季節の荒行[image: ──]季節の荒行（utūpasevanā）とは、暑夏に太陽に照らされ、雨期には家の中に入らないで樹の根に住み、冬期には水の中に入るという行（sevanā）をいう（Pj.  291）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二四九　その人を清めることができない[image: ──]『ダンマパダ』第一四一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五〇　六つの機官を[image: ──]sotesu＝chasu indriyesu（Pj.  p.292）. 六つの機官とは眼、耳、鼻、舌、身、意をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五〇　まっすぐで柔和なこと[image: ──]まっすぐで柔和なこと（ajjavamaddava）というこの二語はジャイナ教聖典でもつづけて出てくる（ajjaviya[image: 〓] maddaviya[image: 〓]. Āy. I, 6, 5, 3. cf. Utt.  29, 48）。仏典でも同様である（AN.  I, 94; III, 248）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五〇　賢者は見聞したことに汚されない[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう（na lippaī cha[image: 〓]a-pae[image: 〓]a vīre. Āy.  I, 2, 6, 5）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五一　師[image: ──]過去世の仏であったカッサパ仏をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五一　ヴェーダの呪文に通じた人[image: ──]manta-pāragū（Cf. Sn.  997）. バラモンであるティッサをいう。cf. Sn.  997.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五二　全き人[image: ──]tathāgata.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      三、恥

    

  
    
      
      　恥[image: ──][image: 註]によるとバラモンの子である苦行者にこの教えを説いたという。この五つの詩句は殆んど同じかたちで、「恥の過去世物語」（Hiri-Jātaka, Jātaka  No.363, vol.III, p.196）に出ている。また漢訳『雑阿含経』第九七八経（大正蔵、二巻、二五三頁下）、『別訳雑阿含経』第二一二経（大正蔵、二巻、四五三頁上以下）にも相似た内容が伝えられている。こういう一連の詩句としてまとまって伝えられたものに、後世の人が種々の因縁物語を付して、現在のような種々の経典となったのであろう。

      　散文の部分はあとで付加されたのであろうが、韻文の部分（Hirisutta, vv. 253-27）は或るジャータカ（No.363）の中心部分を構成していたのであろうという推定がなされている。教訓的な散文の説明は、あとから容易に付加され得る（H. Oldenberg: Kleine  Schriften  II, S. 1405, Anm. 3）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五三　この詩および以下の詩（二五七まで）では、真実の友情とは何か、ということが問題とされているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五七　遠ざかり離れる味と[image: ……][image: ──]直訳すると、「遠ざかり離れる味のある液汁と平安となる味のある液汁を飲んで」となっている。『ダンマパダ』第二〇五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五七　法の喜び[image: ──]dhammapīti. 漢訳仏典では「法悦」という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五七　苦悩を離れ[image: ──]kilesapari[image: 〓]āhābhāvena niddaro （Pj.  p.299）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      四、こよなき幸せ

    

  
    
      
      　こよなき幸せ[image: ──]散文の部分は「蛇の章」の第六「破滅」（二八頁）にも出ている。この教え全体は他の仏典（Khuddaka-pā[image: 〓]ha  V, p.2f.）に出ている。また『法句経』巻下、吉祥品（大正蔵、四巻、五七五頁上）、『法句譬喩経』巻四、吉祥品（大正蔵、四巻、六〇九頁上以下）には、この教えの部分と一致または類似する語が多い。

      　私たちはどのように生きたらいいのか、ということを教えてくれるものが仏教であるが、では仏教は私たちにとって〈幸福〉とはどんなものだと教えているのであろうか。この短い一節は、〈人生の幸福とは何か〉をまとめて述べている。いわば釈尊の幸福論である。

      　以下の一節では、ある神が釈尊（＝ゴータマ・ブッダ）と幸福について対話することになっている。ある神は釈尊にまず、こうたずねる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五八　幸せ[image: ──]幸せ（ma[image: 〓]gala）とは人に成功繁栄をもたらす祝福願望のことばをいう。cf. dhammama[image: 〓]gala  in Aśoka[image: ’]s Rock Edict, IX．

      　この一連の詩句は、「大いなる幸せを説いた経」（Mahāma[image: 〓]gala-sutta）と呼ばれ、南アジアではよく読誦されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二五九　愚者に親しまないで賢者に親しむ[image: ──]人間の理に気づかない人が愚者なのであり、理を知って体得している人が賢者なのである。金[image: 儲]けだけはうまくても、自分のもっている財産をふやすことに[image: 汲]々として夜も安眠できないというような人は、いくら頭がよくても愚者であるといわねばならぬ。また、知識に乏しく、計算や才覚が下手でも、心の安住している人は賢者なのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六〇　適当な場所に住む[image: ──]古代インドでは修行僧は市街から遠からず近からざるところに住むべきものとされていた。都市の中心部は、雑踏でざわざわしているから修行には好ましくない。またあまり町から離れていると、生活がやりにくくなる。特に当時の修行僧（ビク）は托鉢によって生活していたから人里離れた深山幽谷に住むことはできなかったのである。そこで、町から遠からず近からず、閑静で空気のよいところを求めたのであった。ところで、これを現代にあてはめると、このような生活は困難であるように思われる。都市の喧噪の中に住まわねばならぬ人も多いであろう。しかし、みずからの主体的な心のもち方により、喧噪や誘惑はないのと同様になることも可能である。工場で始終機械の運転を耳に聞き、あるいは鉄道のそばで列車の音を聞きつけている人には、騒音がそれほど気にならない。どの駅の近くにも飲み屋やパチンコ屋があるが、それらに近づかなければ、そんなものはないのと同じである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六〇　みずからは正しい誓願を起していること[image: ──]これこそ人生に喜びと確信を与えるものである。高らかな誓願を立てていれば、挫折に屈することもないし、気のめいることもない。他人からとやかく悪口を言われても、誓願をもっている人なら、蚊のなくほどにも気にとめないであろう。いかなる困難も誓願のまえには無にひとしいのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六一　ことばがみごとであること[image: ──]立て板に水というようにしゃべりまくることではなくて、相手をおそれないで、思っていることが自由に口をついて出てくることである。この態度は仏教では常に尊ばれた。

      　現実に社会人として生きていくためには、ぼんやり暮しているのであってはならない。つねに新しい知識を得るように心がけ、日進月歩の技術を体得し、みずから自己を訓練し、向上につとめなければならない。そこで〈深い学識あり、技術と訓練をよく学び受ける〉ということが尊ばれるのである（のちの大乗仏教になると、「六度」という徳目を説くが、その最後の「智慧」とは、世俗の技術や学問に通じていることをも意味するのである）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六二　父母につかえること、妻子を愛し護ること[image: ──]家庭の幸福はもっとも身近な幸福である。それは降って湧いてくる幸福ではなくて、育てはぐくむことによって現われてくるものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六二　仕事に秩序あり混乱せぬこと[image: ──]これは、職業人にとって本質的なことである。生活の軸であり生きる糧でもある仕事を、毎日狂いなく行うことが大切である。生きがいを手にするためには欠くことができない。機械文明の進んだ現代においては、この教えの必要性が痛切に感ぜられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六三　施与[image: ──]贈与と言いかえてもよい。物質的なものであってもよいし、精神的、無形のものであってもかまわないが、他の人々に何ものかを与えることによって、人々を助けることができるのである。[image: “]自分のものだ[image: ”]と言ってにぎりしめるのではなく、他人に何かを与えるところに人生の深い喜びがあるのではないだろうか。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六四　悪をやめ[image: ──]ārati[image: ……]pāpā. [image: 註]（Pj.  p.142）にはāratīti ārama[image: 〓]a[image: 〓].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六四　を離れ[image: ──]viratī pāpā. viratīは metre の関係で virati が viratīとなったのである（Nyānatiloka:Pali-Anthologie,  B, S.37）。若干の写本には virati となっている。この語の意味については、viratī  ti virama[image: 〓]a[image: 〓], viramanti vā etāya sattā ti virati（Pj.  p.142）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六四　飲酒をつつしみ[image: ──]原文では「酒を飲むことから身を制する」となっている。英訳者は「誓って酒を断つ」（forswearing drink, Chalmers）という意味にとっている。インドは暑い国なのでこの点をとくに戒めたのであろう。暑い国では酒の害がよけいに身にこたえる。

      　つつしみ[image: ──]sa[image: 〓]yama.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六五　満足[image: ──]santu[image: 〓][image: 〓]hi.「満足」とまえに述べた「誓願をたてること」とは表裏の関係にある。人は大きな志を立てると、くだらぬことで不満を訴えることはなくなってしまう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六五　感謝[image: ──]kataññutā. その直接の語義は「他人から為されたことを感じ知る」ということで、漢訳では「知恩」とも訳される。それは、お互いに精神的な喜びを与えあうものである。どこの国の人にもこの気持ちは共通で、日本人は「ありがとうございます」と言い、朝鮮の人は「カムサ」と言う。これは[image: “]感謝[image: ”]の発音を写していうのである。ベトナムの人は「カンノン」と言うが、これも[image: “]感恩[image: ”]の音を写して言うのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六六　耐え忍ぶこと[image: ──]khantī. khanti が metre の関係で khantīとなった（Nyānatiloka）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六六　ことばのやさしいこと[image: ──]sukha[image: 〓] vaco asmin ti suvaco, suvacassa kamma[image: 〓] sovacassa[image: 〓], sovacassassa bhāvo sovacassatā （Pj.  vol.I, p.148）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六六　諸々の道の人に会う[image: ──]道の人 sama[image: 〓]a は、漢字で[image: “]沙門[image: ”]と音訳するが、諸宗教を通じての出家修行者をいう。徳行の高い人に会えばおのずから自分が高められるから、そのことが勧められているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六六　適当な時に理法についての教えを聞く[image: ──]適当な時に仏教の教えを聞くという意味である。古代のインド人や現代の南アジアの人々は、陰暦の半月の第八日および第十五日に寺院に参詣して教えを聞くが、そのようなことをいったものである。現代の生活では、読書をしたり講演会に行ったりテレビで講和を聞くなどということがこれに当てはまるであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六七　修養[image: ──]tapo. 一般に「苦行」と訳されるが、しかし仏教では身の毛もよだつような苦行、荒行を勧めているのではないから、便宜上「修養」と訳してみた。ブッダゴーサは「煩悩を焼きつくすこと」だと解している（tapo cā ti ettha pāpake dhamme tapatī ti tapo. Pj.  vol.I, p.151）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六七　聖なる真理を[image: ──]ariyasaccāna. saccāna[image: 〓]とあるべきなのに、metre の関係でこうなった（Nyānatiloka:Pali-Anthologie,  B, S.38）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六七　安らぎを体得すること[image: ──]原文ではニルヴァーナを体得すること（nibbāna-sacchikiriyā）となっている。世俗の生活をしている人が、そのままでニルヴァーナを体得できるかどうかということは、原始仏教においての大きな問題であったが、『スッタニパータ』のこの一連の詩句からみると、世俗の人が出家してニルヴァーナを証するのではなくて、世俗の生活のままでニルヴァーナに達しうると考えていたことがわかる（しかし、のちに教団が発達すると、このような見解は教団一般には採用されなかった）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六八　世俗のことがら[image: ──]世俗のことがら lokadhammāとは、利得、不利得、名声、不名声、賞讃、譏り、楽、苦の八つをいう。「世俗のことがらに触れてもその人の心が動揺せず」ということは、志を固くもって誘惑に負けないことである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六八　安穏であること[image: ──]khema[image: 〓]（＝abhaya[image: 〓] nirupaddava[image: 〓]. Pj.  vol.I, p.153）. 今日の語でいえば、「安全」である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二六九　幸福[image: ──]sotthi. ここに述べられている幸福論は、必ずしも体系的とはいえない。原文は詩句のため韻律の関係もあり、論理的に筋道たてて述べられているわけではない。ただ、幸福に喜び満ちあふれている心境がつぎからつぎへとほとばしっている。その喜びの気持[image: ──]それは現在の私たちのものでもあるといえる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      五、スーチローマ

    

  
    
      
      　スーチローマ[image: ──]散文の部分は「蛇の章」の第十「アーラヴァカという神霊」の散文の部分（四三─四四頁）と似ている。

      　この教えはそのまま他の仏典（SN.  X[image: ’]3. vol.I, p.270f., Sūciloma）にも出ている。漢訳相当経として『雑阿含経』第一三一四経（大正蔵、二巻、三六一頁上以下）、『別訳雑阿含経』第三一三経、三二三経（大正蔵、二巻、四七九頁中、四八一頁下以下）などがある。スーチローマ（Sūciloma）とは「針の毛」という意味。ここでは或るヤッカ（yakkha）の名である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　ガヤー[image: ──]Gayā. 村の名であり、また霊場としての沐浴場（tittha）の名でもあり、その村の門の近くにタンキタ（Ta[image: 〓]kita　石床）があったという（Pj.  301）。しからば現在ビハール州のガヤー市のあたりをいうのであろうか。ガヤーには現在はヒンドゥー教の寺院が多数存在し、人口三〇万人もあるような大都会であるが、当然イスラーム以前の時代から多数の大寺院があったにちがいない。ところが、パーリ文[image: 註]釈では単なる「村」として伝えている（Gayā ti gāmo. Pj.  vol.II, p.301, l .6）。すなわちヒンドゥー教興起以前の状況である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　石床[image: ──]nlañca. 四つの石の上に、平たくひろがった一つの石板をおいてつくったものをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　似而非の道の人[image: ──]sama[image: 〓]aka. [image: 註]（Pj.  vol.II, p.302）によると、sama[image: 〓]apatirūpakattā pana sama[image: 〓]ako hoti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七〇　烏[image: ──]原文には va[image: 〓]ka とあるも、異本によって dha[image: 〓]ka（＝kāka）と読む。「村のこどもらが烏の両足を糸でしばって放ち、投げる」（Pj .303）。

      　この詩に相当する引用文が『瑜伽師地論』（大正蔵、三〇巻、三七六頁下）にあるので、その文章およびチベット訳にもとづいて、ウェイマン教授は、dha[image: 〓]kam は dhātrīm の転訛であるとして、最後の句を kumārakā dhātrīm ivossajanti（こどもらが乳母の膝の上にのっているように）と解する（Journal of the American Oriental Society,  1982, pp.515-516）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七一　自身から生ずる[image: ──]原語は itonidāna であるが、[image: 註]釈（ito  ti attabhāva[image: 〓] sandhāyāha. Pj .303）に従って解した。仏教では縁起の系列の諸支のうち前のものが後のものを基礎づけ制約する関係を nidāna と呼んでいるが、この nidāna の関係はジャイナ教でも仏教と共通である。例えば「悪業を止息した人（nirv[image: 〓]ta）は anidāna と呼ばれる」（Āy.  ed. Schubring, p.19, l . 27, G.）という。そうしてこの用法はインド医学のそれとも一脈の連関が存する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七一　あたかもこどもらが烏を投げすてるように[image: ──]この原文をウェイマン教授は、 [image: ‘]kumārakā dhātrīm ivossajanti[image: ’] と訂正する。前の詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七二　愛執[image: ──][image: 註]にしたがって解した（sneha＝ta[image: 〓]hāsneha. Pj .304）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      六、理法にかなった行い

    

  
    
      
      　理法にかなった行い[image: ──]原名は Dhammacariya-sutta であるが、別名を Kapila-sutta ともいう。カッサパ仏のなくなった後で、カピラ（Kapila）という人が仏法において出家したが、三蔵に通じていたけれども傲慢で、邪説を唱え、他人をそしったので、アヴィーチ地獄に生まれ、ついで、アチラヴァティー川で大きな金色の魚となり、捕えられ、死んで地獄にいった物語に因んで、ブッダがこの教えを説かれたという（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七四　理法にかなった行い[image: ──]dhammacariya＝kāyasucaritādi. すなわち、身、口、意の善行であると解したわけである。これは世俗的（lokiya）な善行であると解する（Pj.  309）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七四　清らかな行い[image: ──]brahmacariya＝maggabrahmacariya. 出世間（lokuttara）の善行であると解する（Pj.  309）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七五　荒々しいことばを語り[image: ──][image: 註]にしたがって解した（mukharajātiko＝pharusavacano. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二七五　自分の塵汚れを増す[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう（vera[image: 〓] va[image: 〓][image: 〓]hei appa[image: 〓]o. Āy. I, 2, 5, 5）。

      　最初期の仏教においては、「出家」とは文字どおり、家から出て家の中には住まぬことであったらしい。「家から出て家なきに至る pabbajito[image: ……]agārasmā anagāriya[image: 〓]」（Sn.  274. cf.376）という句は、古い仏典に現われてくるが、「家なき」というのは「農耕・牧畜などの家業を行わぬことである」と[image: 註]解されている。agāriya[image: 〓] kasigorakkhādiku[image: 〓]umbaposana-kammam vuccati, n[image: ’]atthi ettha agāriyan ti anagāriya[image: 〓]（Pj.  p.157）. ここで「家」（agāra）という語は、家柄・家系・家庭の意味ではなくて、「家屋」「建物としての家」の意味に用いられるのがインド一般の通例である。原始仏教（Sn.  623;639;640）および原始ジャイナ教〔a[image: 〓]agārā. Āy.I, l, 3, 7（ed. by Schubring, p.3, l .29）;I, 4, 5, 1（p.4, l .17）;1, 2, 5, 6,　（p.11, l .24）（いずれもガーター）。Utt .I, 1 では a[image: 〓]agāra bhikkhu という。Sūy.  76etc.〕の古い経典では修行者を「家なき人」（anāgāra）と呼んでいる。古い仏典をみても、修行者は少くとも一年のうちの或る時期には実際に家の中に住まなかったらしい。出家したあとのゴータマは一時王舎城のパンダヴァ山の山窟（girigabbhara）の中に坐していた（Sn.  416）。そうしてこのような生活が実際に修行者たちに勧められている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二八〇　悪いところ[image: ──]悪いところ（pāpa-gocara）とは娼婦などをいう（Pj.）。 ブッダゴーサは娼婦・寡婦・処女・黄門（性的欠陥者）・ビクニー（尼僧）の居所及び酒屋などをいうと解する（Visuddhimagga,  p.17）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二八一　[image: 籾]殻を[image: ……][image: 屑]を取り除け[image: ──]悪い修行僧を、[image: 籾]殻や[image: 屑]に譬えているのである。当時こういう修行僧が現われかけていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      七、バラモンにふさわしいこと

    

  
    
      
      　バラモンにふさわしいこと[image: ──]この教えについては漢訳『中阿含経』第一五六経、梵波羅延経（大正蔵、一巻、六七八頁上以下）参照。最後の散文の部分は、「大いなる章」の第五の終り（一〇五─一〇六頁）と同じ内容である。

      　ここでは、真のバラモンとなることを教えているのである。「仏教徒」となることを教えているのではない。これは、仏教の発展の最初期の段階の教えだからである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　大富豪であるバラモンたち[image: ──]その原語 brāhma[image: 〓]ā mahāsālāは、直訳すると「大きな家屋のあるバラモンたち」の意。しかし財産のあることを意味する（jātiyā brāhma[image: 〓]ā mahāsāratāya mahāsālā, yesa[image: 〓] kira nidahitvā [image: 〓]hapita[image: 〓] yeva asītiko[image: 〓]isa[image: 〓]kha[image: 〓] dhanam atthi, te mahāsālā ti vuccanti. Pj.  I, 313）

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　昔のバラモンたちの守っていた[image: ──]porā[image: 〓]am brahmā[image: 〓]a[image: 〓]. cf. Hinüber:KGP.  [image: §]220.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二八四　欲望の対象[image: ──]kāmagu[image: 〓]a. 第一七一詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二八五　ブラフマン[image: ──]brahma[image: 〓]. 古くはヴェーダのことばを意味し、転じて「神聖なもの」或いは「絶対者」を意味するに至った。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九〇　この詩はカースト制度との関連において非常に重要である。パーリ文[image: 註]解にはna brāhma[image: 〓]ā aññamagamu[image: 〓]  khattiya[image: 〓] vā vessādisu aññatara[image: 〓] vā（p.316）、「バラモンたちは他の（カーストの）者、すなわち、クシャトリヤか、あるいはヴァイシヤなどのうちのいずれかの女のもとにおもむかなかった」と直訳され得る。

      　ここでは男が女に求婚すること、あるいは通かよい婚のようなことを言うのであろう〔原文は、「（他のカーストの）女のところに行かなかった」（na[image: ……]agamu[image: 〓]）となっている〕。

      　「ヴァイシヤなどのうちのいずれか一つ」というのは、ヴァイシヤ、シュードラ、チャンダーラ、プックサなど原始仏教聖典の詩句のうちに挙げられている幾つかのカーストを考えていたのであろう。

      　ここで注目すべきことは、この詩句においては、カースト制を乱さないことを理想としているということである。だからカースト制度を容認しているわけである。他方、多くの仏典では、カーストの区別は無意義であると説いている。そこの関係がどうなるのか、ということが問題となるが、恐らく世俗の世界においてはカーストを容認して、高い立場から見るとカーストの上下関係は無意味である、ということを言おうとしたのであろう。だから、仏教は階級闘争の理論を説いていたのではない、と言えよう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九二　不婬の行[image: ──][image: 註]にしたがって解した（brahmacariya＝methunavirati. Pj）。 cf. Manu  VI, 91-93.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九二　戒律[image: ──]原語は sīla であるが、仏教の五戒のうちで、不婬（実は不邪婬）を除いた残りの四つ、すなわち、殺すなかれ、盗むなかれ、噓を言うなかれ、酒を飲むなかれ、であると[image: 註]（Pj.） は解する。しかしこういうかたちの五戒は仏教以前にはまとめられていなかったから、これは[image: 註]釈者の説にすぎない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九二　正直[image: ──]今日の日本語でいう「正直」の意に解して差支えない（ajjavan  ti ujubhāvo, atthato asa[image: 〓]hatā amāyāvitā ca）。

      　ヒンドゥー教の典籍でも、ajjava と tapa とがつづいて出てくることがある。śamo damas tapo dāna[image: 〓] satya[image: 〓] śaucam athārjavam（MBh.  XII, 12, 16）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        二九六　薬[image: ──]ここでは牛から生ずる五味（pañca gorasā）をいう（Pj.）。 すなわち乳と酪と生酥（しょうそ）と熟酥と醍醐とをいう。また牛尿を薬として用いることが、若干の典籍に記されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三〇二　呪文[image: ──]manta.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三〇二　蔗王[image: ──]原名は Okkāka であるが、昔の大王で、日種族・釈[image: 迦]族の祖とされている。サンスクリットでは Ik[image: 〓]vāku という。この王の名は『リグ・ヴェーダ』（X, 60, 4）以来ヴェーダ文献にしばしば現われている。Ik[image: 〓]u（Pali:不明）は甘庶（sugar-cane）のことである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三〇三　擲棒の祀り[image: ──]sammāpāsa（＝Skrt. śamyāprāsa, śamyāk[image: 〓]epa）。śamyāとは棒、木釘、ある祭式用具の名であり、それを投げる儀式をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三〇三　ヴァージャペッヤの祀り[image: ──]Vājapeyya（＝Skrt. Vājapeya）. ソーマ祭の一種。vājam ettha pivantī ti vājapeyyo （Pj.  p.322）. この祭では、精力と想定されるものを飲み、精力をつけると考えられていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三〇三　誰にでも供養する祀り[image: ──]Niragga[image: 〓]a. 漢訳仏典でいう「無遮大会」に相当する。n[image: ’]atthi ettha aggalo ti niraggalo （Pj.  p.322）. niraggala（←nis＋aggala）とは、さまたげのない、範囲を制限しない、の意。 [image: ‘]unobstructed, free, rich in result[image: ’]　（PTS. Dict.）.  ヴェーダ祭式の体系においては、特に nirargala（Skrt.）という祭祀は存在しない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一二　武器を[image: ──]da[image: 〓][image: 〓]aāna[image: 〓]. 内容を説明する属格（der exegetische Genitiv）（Hinüber:KGP.  [image: §]230）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一四　隷民（シュードラ）と庶民（ヴァイシヤ）[image: ……][image: ──]インドには司祭者（バラモン）、王族、庶民、隷民という四つの階級があり、その区別は厳重になされた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一四　夫[image: ──]刊本には pati とあるが、異本により pati[image: 〓]と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一五　生れを誇る論議を捨てて[image: ──]jātivāda[image: 〓] nira[image: 〓]katvā （＝ [image: ‘]aha[image: 〓] khattiyo, aha[image: 〓] brāhma[image: 〓]o[image: ’] ti eta[image: 〓] sabbam pi nāsetvā. Pj.  pp.324-325）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　このように説かれたときに[image: ……][image: ──]この終りの散文は「蛇の章」の第四「田を耕すバーラドヴァージャ」の終りの一部（二六頁）と似ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      八、船

    

  
    
      
      　船[image: ──][image: 註]釈によると別名を法経（Dhamma-sutta）ともいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三一八　嫉妬心のある[image: ──]師が弟子に対して嫉妬心があり、弟子の成長発展に堪えられないことをいう（Pj.）。 

      　この点では、原始仏教が主知主義的また貴族主義的表現を愛好していたことが知られる。そうしてこの点で、原始仏教は、ストアの哲人を思わせる（清沢満之と Spengler が強調した）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二〇　心を動かす[image: ──]nijjhapetu[image: 〓]. 第三二二詩参照．。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二二　ヴェーダに通じ[image: ──]vedagū（cf. Vedapāraga, MBh.  XII, 243, 8）. 世人がヴェーダを尊重している観念をうけて、内容を改め、実践的真理のことを「ヴェーダ」と呼ぶと解したのである。vedagū（＝vedasa[image: 〓]khātehi catuhi maggañā[image: 〓]ehi gato. Pj.  p.330）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二二　動揺しない[image: ──]avedhadhamma. [image: 註]は八つの世俗の習慣に動かされない、という意味に解する。第二六八詩の[image: 註]参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二二　侍坐[image: ──]その原語 upanisāはウパニシャッドという語の原義である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二二　心を動かす[image: ──]nijjhapaye. 第三二〇詩参照。他人に好感を起させ、他人の心を動かすという意味か。荻原博士は「他の歓心を得」「思慕せしむ」と解し、Chalmers は [image: ‘]to win hearers[image: ’], Fausböll は [image: ‘]to make others understand[image: ’] と訳す。F.W.Thomas（JRAS ., 1916, p.122f.）は主としてŚik[image: 〓]āsamuccaya などのうちの資料を典拠として、nidhyapti という語は reflection の意味であるということを明らかにした。Edgerton（Hybrid Sanskrit Dictionary,  p.296）はこの語を、 [image: ‘]profound meditation[image: ’] と訳す。モニエル・ウィリアムスの『梵英辞典』によると、ni[image: 〓]という語根からつくられた nidhyāyati という定動詞形は [image: ‘]to meditate[image: ’] の意味であり、「アイタレーヤ・ブラーフマナ」や、「パーガヴァタ・ブラーナ」にその用例が存する。これに反して nidhyāpayati という causative の形は存在しない。ところが、パーリ語聖典には nijjhapayitave;nijhapayisa[image: 〓]ti;nijhapetaviye というような causative のかたちがあらわれている。これに対応して、アーヤーランガ第一[image: 篇]にも nijjhāittā（＝Skrt. nidhyāpayitvā）とある（p.5, l .5, G.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二三　真理[image: ──]この場合、真理（dhamma）とは人間の真理である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      九、いかなる戒めを

    

  
    
      
      　いかなる戒めを[image: ──]この教えに対応するものとしては『仏本行集経』第三八巻（大正蔵、三巻、二八頁以下）参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二四　いかなる戒めをまもり[image: ……][image: ──]質問者は、[image: 註]によるとサーリプッタである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二四　最上の目的[image: ──]uttamattha.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二五　長上[image: ──]vaddha. 原義は「年長けた人」。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二五　聞くのに[image: ──]原文には erayita[image: 〓]とあるが、意義不明瞭のため Seidenstücker にしたがって erayitum と読む。法に関する話を起すの意味になる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二六　ものごと[image: ──]attha.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二六　真理[image: ──]dhamma.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二七　真理を楽しみ、真理を喜び[image: ──]ほぼ同じ文句が他の仏典（Itiv.  86;Therag.  1032;Dhp.  364）に存する。『マハーバーラタ』（XII, 263, 22）の一文も同趣旨である（dharmādhārā dharmasukhā[image: 〓] k[image: 〓]tsnavyavasitās）。『バガヴァッド・ギーター』（III, 17cf. V, 17）では同じような表現がアートマンに関して用いられている（ātmaratis[image: ……]ātmat[image: 〓]ptas[image: ……]ātmany eva sa[image: 〓]tu[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓]またātmayājī sotmaratir ātmakrī[image: 〓]ātmasa[image: 〓]śraya[image: 〓]｜ātmany agnīn samāropya. MBh.  XII, 244, 24）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二八　いつわり、詐欺、貪欲、高慢[image: ……][image: ──]ここに数え立てられている煩悩はジャイナ教のそれに近い。第四六九詩に対する[image: 註]記参照。

      　高慢[image: ──]自分の生れなどを誇ること（jātiādīhi māno.  Pj.  vol.II, p.334）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二八　激[image: 昂][image: ──]paccanīkasātatāsa[image: 〓]khāto sārambho（Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二八　粗暴なことば[image: ──]pharusavacanalakkha[image: 〓]am kakkasa[image: 〓] （Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三二九　精となる[image: ──]sāra. [image: 註]は、目的（意義）が成就する（attho sijjhati）という意味に解しているようである（Pj.  p.335）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三〇　真髄[image: ──]sāra. 精、精髄、中核、本質の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一〇、精励

    

  
    
      
      
        三三一　坐れ[image: ──]足を組んで禅定を修せよ、の意（Pj.）。 

      　人間にはいろいろの欲望があるが、強い意志があれば、それを制御することができる。しかし、いかんとも超克し難いのは、睡眠したいという欲望である。だから、それを制御せよ、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三二　平安[image: ──]santi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三二　死王[image: ──]maccurāja. 悪魔（Māra）というのに同じ（Pj.）。 

      　「起てよ、坐れ」というのは、物理的生理的な意味に解するならば矛盾している。しかし「起てよ」というのは、ここでは「しっかりせよ」という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三三　神々や人間は[image: ……]執著にとらわれ[image: ……][image: ──]『テーリー・ガーター（尼僧の告白）』第五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三三　ものを欲しがる[image: ──]atthika. 五官の対象をもとめることである（rūpasaddagandharasapho[image: 〓][image: 〓]habbatthikā. Pj.  p.338）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三三　とらわれ[image: ──]（sitā＝nissitā, allīnā hutvā. Pj.  p.338）．

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三三　執著[image: ──][image: 註]にしたがって解した（visattikā＝bhavabhogata[image: 〓]hā. ─Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三三　時[image: ──]kha[image: 〓]a. 刹那の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一一、ラーフラ

    

  
    
      
      　ラーフラ[image: ──]伝説によると、釈尊が故郷カピラヴァットゥへ帰ったときに一子ラーフラを出家せしめ、成年に達したときにサーリプッタがかれに完備した戒律を授けたという。ところでラーフラは生れ（jāti）が良かったことなどの故に、サーリプッタを軽[image: 蔑]する傾きがあったという。開祖の実子であるという気持が、かれをしてつけ上がらせたのであろう。そこで次の対話が伝えられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三五　ラーフラ[image: ──]ラーフラ（Rāhula）は釈尊ブッダのただ一人の息子である。若くして出家した。かれが生れ・氏姓・家柄・容姿端麗なことなどによって慢心を起したりむだ話をしないように、と戒めて、釈尊がこの教えを述べたという（Pj.  I, 340）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三六　諸人のために炬火をかざす人[image: ──]サーリプッタを指していっているのである。

      　このような対話ののちに、ゴータマ・ブッダはラーフラに修行者としての心得をさとしたという。世俗社会の階位的秩序あるいは勢力関係が出家者の教団の内部に入り込むおそれは、仏教の最初期から存在していた。ゴータマ・ブッダはそれを恐れていたのである。

      　のちにラーフラはサーリプッタを尊敬するようになったらしい。ラーフラが成人して一人前のビクとなるときに、サーリプッタはかれが具足戒を受けるための戒師になったという（Pj.  p.340）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三七　五欲[image: ──]五官の対象を貪ろうとする欲望である。その欲望にとらわれるな、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三八　善い友だちと交われ[image: ……][image: ──]『ダンマパダ』第一八五、三七五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三三九　衣服[image: ……][image: ──]ここに挙げられた四つがビクの四つの必要品と考えられていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四〇　感官を制し[image: ──]sa[image: 〓]vuto[image: ……]indriyesu. Nyānatiloka（Pāli-Anthologie,  B, S. 36）は sa[image: 〓]vuto を sa[image: 〓]varo とするか、あるいは ty（＝te）にあわせて sa[image: 〓]vuttassa と訂すべきであるというが、無理にテクストをいじる必要はないであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四〇　そなたの[image: ──]ty-atthu＝te atthu（Nyānatiloka：Pāli-Anthologie,  A, S. 111; B, S.36）. Pj. （p.343）では ty を tuyha[image: 〓]と書き換えている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四〇　身体を観ぜよ[image: ──]原文には satī kāyagatā ty-atthu とある。身体を不浄であると観ずることは後にいう四念処の一つである。身体に対する欲望、執著を克服するために行う（DN.  XXII, MN,  No.10; 119; Udāna IV, 1）。

      　ここでは後代におけるような〈四念処〉の体系的教説がまだ成立していないで、特に身体が無常であるとか、不浄であるとか観ずることを教えているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四二　無相のおもい[image: ──]animitta. ものには定まったすがたがない、と思いなすこと。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四二　心にひそむ傲慢[image: ──]mānānusaya. [image: 註]には「われありと思う慢心」（asmimāna）と解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四二　ほろぼして[image: ──]原文には abhisamayāとあるが、水野博士にしたがって abhi[image: 〓]ya よりつくられた語と解する（abhisamayā  khayā vayā pahānā pa[image: 〓]inissaggā. Pj.）。 なお第七三七詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一二、ヴァンギーサ

    

  
    
      
      　ヴァンギーサ[image: ──]この教えを[image: 註]には Nigrodhakappa-sutta と標題をつけている。漢訳『雑阿含経』第一二二一経（大正蔵、二巻、三三三頁上以下）に相当する。『テーラガーター』の中では、かれに関して詳しく詠ぜられている。ここの詩句は全部Therag.  1263-1278 に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　ヴァンギーサ[image: ──]Va[image: 〓]gīsa. 仏弟子のうちで弁舌第一と評されていた。第四五一詩以下参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　ニグローダカッパ[image: ──]Nigrodha Kappa とあるが、カッパというのがかれの名である。ニグローダ樹（榕樹）のもとで真人（arahat）となったので、このように呼ばれる（Pj .346）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　アッガーラヴァ霊樹[image: ──]Aggā[image: 〓]ava cetiya. アーラヴィーにおける最上の霊樹の意。[image: 註]にはチェーティヤとはブッダ以前にはヤッカ（夜叉）、竜神などの住居であったが、ブッダが世に出たときそれを破壊して寺院を建てたので寺院のことをいう、と解する（Pj.  I, 344）。漢訳仏典では[image: 廟]、塔[image: 廟]などと訳する。しかしチェーティヤが建物を意味するに至ったのは後代のことであるらしい。本書の中にはなんら寺院や[image: 廟]に言及していない。詳しくは、拙著『ゴータマ・ブッダ』参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　亡くなって[image: ──]「亡くなった」の原語は parinibbuta である。これは、後代の教義学者が論ずるようなむずかしい意味はなかったと考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　衣を左の肩にかけて[image: ──]上衣を右肩からはずして左肩にかけるのは、尊敬のしるしである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四三　もろもろの疑惑[image: ──]「あれこれと思いあぐむこと」をいう。vicikicchānan  ti evarūpāna[image: 〓] parivitakkāna[image: 〓]. Pj.  p.347.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四三　心が安らぎに帰した[image: ──]abhinibbutatta.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四四　ひたすらに真理を見られた方よ[image: ──]原文には da[image: 〓]hadhammadassīとある。ただし[image: 註]は「堅固な法、すなわちニルヴァーナ、を見た人よ」と解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四八　人[image: ──]ブッダのこと。[image: 註]による（puriso ti Bhagavanta[image: 〓] sandhāyāha. Pj.）。 ブッダは原則的に人なのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三四八　光輝ある人々[image: ──]サーリプッタなど智慧の光のある人々（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五一　払い除いた[image: ──][image: 註]釈に従った（dhovan ti dhutasabbapāpa[image: 〓]. Pj.  I, 349）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五二　さらにこの合掌をささげます[image: ──]パーリ文[image: 註]解（Pj.  350）には tato pana su[image: 〓][image: 〓]hutara[image: 〓] añjali[image: 〓] pa[image: 〓]āmetvā āha:ayam añjalī pacchimo suppa [image: 〓]āmito  ayam paro[image: ’] pi añjali su[image: 〓][image: 〓]hutara[image: 〓] pa[image: 〓]āmito. su[image: 〓][image: 〓]hutara[image: 〓], still more Jātaka  I, 229;Suttanipāta[image: 〓][image: 〓]hakatthā  418（PTS. Dict.  p.176）. 異本では paro[image: ’]pi が aparo[image: ’]pi となっているが、意味は同じことである。直訳すると、「のちの合掌をささげます」となるが、実際上の意味は、「さらに合掌をささげます」ということである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五三　あれこれの[image: ──]parovara（high and low）. 直訳すれば「上から下までさまざまな」という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五三　ことばの雨を降らしてください[image: ──]原文には Sutassa vassa とある。[image: 註]によって解す（vuttappakārassa saddāyatanassa vu[image: 〓][image: 〓]hi[image: 〓] vassā ti attho. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五四　カッパ師[image: ──]原文にはカッパーヤナ（Kappāyana）となっているが、ブッダゴーサに帰せられる[image: 註]釈によると、「そこでカッパーヤナというのはカッパその人を尊敬して呼んでいるのである」（Tattha Kappāyano ti Kappam eva pūjāvasena bha[image: 〓]ati（Pj.  II）。ayana とは「[image: ……]におもむく道」という意味であるが、それを付けると尊敬を意味するのだという。他の用例があるかどうか、わたくしは知らないが、インドでは人名のあとに「足」（pāda）という語をつけると尊敬を意味するから、それと同じ考えかたであろう。Kappa, apt wayfarer（Hare）. Kappāyana という語はパーリ聖典一般の中には出てこない名であり、わずかに本書第三五四頌に一回だけ出てくる（G.P.Malalasekera: Dictionary of pāli Proper Names,  London:Luzac, 1960, vol.I, p.524）。前後関係から見ると、Nigrodha-Kappa の別名で、両者は同一人を示しているし、マララセーケーラもそのように解している。

      　ちなみに Kappiya という語は本書にも、またパーリ聖典一般にも出てこない。普通名詞として kappiya,　「時間に支配される」（第五二一頌）、akappiya v.860,　「分別を受けることのないもの」、na kappiyo v.914,　「はからいをなすことなく」という表現があるが、固有名詞ではない。それらが「分別」の kalpa に由来するか、「劫」の kalpa と関係があるかはなお研究を要する。

      　なお本書に Todeyya と併称される Kappa というバラモン学生の名が出てくる（vv.1007; 1125; ad1092f.）。第三五四頌に出てくるカッパは特に Nigrodha-Kappa と呼ばれているのであるから、あとの第五章「パーラーヤナ・ヴァッガ」に出てくるカッパとは恐らく別人であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五四　[image: ……]安らぎに帰したのでしょうか[image: ──]原文には nibbāyi so? ādu sa-upādi-seso?となっている。[image: 註]（Pj.  p.350）には yathā vimutto  ti ki[image: 〓] anupādisesāya nibbānadhātuyā yathā asekhā, udāhu saupādisesāya yathā sekhā ti pucchati.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五五　黒魔[image: ──][image: 註]にしたがって解す（Ka[image: 〓]ha＝Ka[image: 〓]hanāmaka Māra. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五五　五人[image: ──]ブッダがさとりを開いたあとで、ベナレスの郊外の鹿野苑で最初に説法したとき、教えを聞いた五人の修行者。ブッダはかれらにとっての上首であると考えられた。[image: 註]に引く一説による。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五六　第七の仙人[image: ──]ここで仙人とはブッダをいう。釈尊（ブッダ）が世に出る以前に過去に六人のブッダが出て、釈尊は第七人目にあたるという（DN.  XIV）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五八　執著[image: ──]upādāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一三、正しい遍歴

    

  
    
      
      　正しい遍歴[image: ──]この教えを別名大会経（Mahāsamaya-sutta）ともいう。カピラ城の大会の日に説かれたからである、と[image: 註]は説明する。また特に聖者経（Muni-sutta）と呼ばれることもある（Pj.  I, 352）。

      　古代インドのバラモン教の法典によると、バラモンは人生の四時期（cāturāśramya）の慣習を実行すべきであるとされている。それは実際問題として制度化されている。ところでこの四つの時期のうちで、最後の第四の時期、すなわち遍歴修行の時期が最も尊いとされていた。そこでゴータマ・ブッダはこの「遍歴」とは何であるか、ということをここで論議して、その内容を倫理的なものに改めているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三五九　[image: 註]によると第三五九詩と第三七五詩とは化仏（nimmitabuddha）すなわち仏の神通力によって現わし出された仏のことばであるという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六〇　天変地異の占い[image: ──]uppādā. 流星（隕石）が落ちてきたり、諸方が焼けているというようなことが起きているが、それはこれこれのことの報いである、というふうに説いて、異変の生起に執著することである（Pj.  362）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六〇　相の占い[image: ──][image: 杖]の相、衣の相などをみて、「この点によってこのことが起る」と占うこと（Pj.  cf. DN.  I）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六四　生存を構成する要素[image: ──][image: 註]にしたがって解した（upadhī＝khandhūpadhī. Pj.  p.363）。これが迷いの生存への再生をひき起すのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六四　執著されるもの[image: ──]右の生存を構成する諸要素をいう（ādānan  ti pi ādātabba[image: 〓][image: 〓]hena te〔khandhūpadhī〕yeva vuccanti. Pj.  363f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六六　心にふくむことなく[image: ──]na sa[image: 〓]dhiyetha.「恨むことなく、怒ることなく」（na upanayhetha na kuppeyya. Pj.  p.364）という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六八　世の中で何ものをも害うことなく[image: ──]第五一五詩及びそれに対する[image: 註]参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六九　潜在的妄執[image: ──]anusayā. [image: ‘]affections[image: ’]（Fausböll）; [image: ‘]wrong proclivities[image: ’]（Chalmers）; [image: ‘]jedes Angewöhnen[image: ’]（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三六九　ねがい求めること[image: ──]āsaya（＝ta[image: 〓]hā）. したがって ta[image: 〓]hāは、ねがい求めること、の意に解されていたらしい。ここの nirāsaya を nitta[image: 〓]ha と書き換えている（Pj.  p.365）。 [image: ‘]nicht mehr hoffen kann[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七一　仲間に盲従せず[image: ──]原文には na vaggasārīとあるが、同じことばは第八〇〇、九一二詩にも出てくる。また叙事詩でも同様にいう（na vargasthā bravīmy etat svapak[image: 〓]a-parapak[image: 〓]ayo[image: 〓]. MBh.  XII, 320, 187）。

      　ここでは個々の修行者が独立性をたもっているのである。仲間に盲従しない。叙事詩における修行者の理想が、最初期の仏教においても生きていたのである。これは現在スリランカではまだ生きている伝統である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七二　妄執の動きがなくなって[image: ──]anejo （＝apagatata[image: 〓]hācalano. Pj.  p.366）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七三 （妄りなる）はからいを超え[image: ──]kappātīto（＝sabbam pi vā ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hikappa[image: 〓] atīto. Pj.  p.366）. 西洋の若干の翻訳は kappa を時間（time）と解するが、kappa は「劫」ではあるが時間そのものではないから、「時間」と解する訳は不適当である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七三　あらゆる変化的生存の領域から[image: ──]sabbāyatanehi. ブッダゴーサはこれを十二処と解する（＝dvādasah[image: ’]āyatanehi. Pj.  p.366）。 [image: ‘]all the dwelling-places of the mind[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]all that springs from sense[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]alle Reiche[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七四　究極の境地[image: ──]pada. [image: 註]釈（Pj.  p.366）はたまたま「四つの句（pada）」という語が『ダンマパダ』（二七三）に出てくるので、それに従って四諦のことだと解する。しかし、それはたまたまその語が両箇所に共通であるというだけにすぎない。今はインド一般の用法に従って解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七四　明らかに見て[image: ──]viva[image: 〓]a[image: 〓]（＝pāka[image: 〓]am anāva[image: 〓]a[image: 〓]）disvā（Pj.  p.366）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一四、ダンミカ

    

  
    
      
      
        三七六　教えを聞く人[image: ──]sāvaka. パーリ語で sāvaka, サンスクリットでśrāvaka は、もとは単に「教えを聞く人」「弟子」という意味であった。ところが、後代の仏教では、伝統的保守的仏教を奉ずる忠実な出家修行僧の意味に解せられ、漢訳仏典では「声聞」（しょうもん）と訳される。これに対して、ジャイナ教では、Ardhamāgadhī語で sāvaga となり、在俗信者のことをいう。後代の仏教でも、後代のジャイナ教でも、この語の意義が一方に特殊化され限定されたのであって、もとは両者を含んだもの、「教えを聞く人」というだけの意味のものであったと解せられる。

      　その変遷の過程は、次のごとくである。教えを聞く人々のうちには、出家者（anāgāra, pabbajita）すなわちビク（bhikkhu比び　丘く　）と在家者（agārin, gaha[image: 〓][image: 〓]ha）すなわち在俗信者（upāsaka）と二種類あった（Sn.  376, 384, 385, 393）。在俗信者でも〈教えを聞く人〉（sāvaka）であったのである。ところが教団が発展して、教団の権威が確立すると、出家修行者は在俗信者に対して、一段と高いところに立つようになる。他方、在俗信者は一段と低いものと考えられる。そこで、「教えを聞く人」とは、教団で集団生活をしている出家修行僧にのみ限られるようになった。しかしそれは、後世になってから意義が変化したのである。そうして、ある時期から在俗信者は「仕える人」（upāsaka）と呼ばれるようになった（『スッタニパータ』の韻文の中では upāsaka という語は第三七六、三八四詩にのみ出てくる。しかしマウリヤ王朝時代およびそれ以後の碑文に upāsaka, upāsikāとあれば、ほとんどすべて仏教の在俗信者のことである）。すなわち、出家修行者に対して仕える人なのである。〔この点はジャイナ教の場合でも同様で、在俗信者を uvāsaga＝upāsaka と呼ぶ。〕ここでは階位に関する僧俗の分裂がはっきりと意識されるに至ったのである。以上の変化に対応して、ジャイナ教でも同様の変化が見られる。古い聖典（例えば（Utt.） では、在俗信者を「教えを聞く人」（sāvaga）と呼んでいるが、やや後の聖典（例えばUvāasagadasāo） では、「仕える人」（uvāsaga）と呼んでいる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七七　帰趨[image: ──]gati. 第一説によると、執著の道程（＝ajjhāsayagati）、第二説によると、地獄など五道の区別（＝nirayādipañcappabheda[image: 〓]）（Pj.  p.368）． [image: ‘]doings[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]the lot[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]Lauf als Ziel[image: ’]（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七七　究極の目的[image: ──]parāyana. 第一説によると、完成（＝nipphatti）、第二説によると、ニルヴァーナ（＝param āyana[image: 〓] gativippamakkha[image: 〓] parinibbāna[image: 〓]）（Pj.  p.368）. [image: ‘]the final end[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]letzte Zuflucht[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七八　すっかり証りおわって[image: ……][image: ──]Pj.  に従って解す。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七八　ひろく全世界に輝きたもう[image: ──]なんぴとに対しても教えを説き、隠すことをしない。na te atthi ācariyamu[image: 〓][image: 〓]hīti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.368）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三七九　エーラーヴァナ[image: ──]Erāva[image: 〓]a. サンスクリットではアイラーヴァナ（Airāva[image: 〓]a）といい、インドラ神の象として叙事詩『マハーバーラタ』に出てくる。インドの彫刻、殊に仏教の彫刻には、エーラーヴァナがしばしば登場する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八〇　毘沙門天王[image: ──]原語はパーリ語 Vessava[image: 〓]a（Skrt. Vaiśrava[image: 〓]a）で、「多聞天」とも訳される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八〇　クヴェーラ[image: ──]Kuvera. 北方の守護神と考えられた（DN.  XVIII, XIX, XX）。この神は財富の神で、肥って腹が出っ張っている。インド一般に Kuvera と Vessava[image: 〓]a とは同一の神であると考えられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八一　アージーヴィカ教[image: ──]アージーヴィカ（Ājīvika）教はブッダと同時代のゴーサーラ（Gosāla）の開創した宗教である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八一　ジャイナ教[image: ──]原文にはニガンタ（Niga[image: 〓][image: 〓]ha）とあるが、それはブッダと同時代のマハーヴィーラ（Mahāvīra）の開創した宗教である。今日なおインドに残っている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八五　目的をめざす[image: ──]atthadassī（＝hitānupassī. Pj.  p.373）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八五　思慮ある人[image: ──]mutīmā（＝buddhimā. Pj.  p.373）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八六　時ならぬのに[image: ──]正午すぎをいう。午後に托鉢に出歩いてはならぬ、というのである。托鉢以外の所用で出歩くことは、南アジア諸国でも許されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八六　定められたときに[image: ──]午前中をいう。

      　ここで「諸々の目ざめた人々は[image: ……]」（buddhā, 複数）というが、その原語は「ブッダ」である。それは、過去・現在・未来の三世の諸仏というようなものを考えていたのではなくて、「夜間に外を出歩いてよいか、どうか」ということが問題とされるような普通の人間としての賢者を考えていたのである。仏教が最初に説かれたときには、後世の仏教徒が考えたような「仏」を問題としていたのではない。思慮ある人、求道者としてのブッダを考えていただけなのである。この箇所の前後の関係から見ると、ブッダ（buddha）とビク（bhikkhu）とは、同義語なのである。両者が分離する以前の段階を示している。また求道者としての bodhisattva をブッダから区別したのは、後代の思想的所産なのである。いわゆる〈仏教学〉なるものを捨ててかからなければ、『スッタニパータ』を理解することはできない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八八　ひとりで退いて[image: ──]ストラボーンはメガステネースの言としていう、「かれら（インド人たち）は常にひとりで食事をするのであって、すべての人々に共通な一つの食事時間が存在しない。かれらは各自欲するがままに食事をする。実に共通にしてポリス的な生活のためには、それと反対のほうが一層よいであろうに」（Strabōn, XV, 17-20）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三八九　教えを聞く人[image: ──]異学の徒または在家の人などをいう（sāvakena vā  kenaci aññatitthiyagaha[image: 〓][image: 〓]hādinā vā. Pj.  374）。サーヴァカという語が在家の人を含めるのはジャイナ教と共通であって、後代の仏教とは異る。漢訳の仏典では「声聞」と訳し、小乗の修行僧を意味するが、原義とは異っているわけである。第三七六詩[image: 註]参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九一　臥具[image: ──]sayanāsana. 漢訳仏典ではこれを「臥具」と訳しているが、蒲団のことではない。むしろ [image: ‘]bed and chair[image: ’]（Fausböll）なのである。仏教の起ったガンジス河中流地方では、暑いから蒲団を必要としない。せいぜい毛布か布にくるまって寝ているだけである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九一　大衣[image: ──]sa[image: 〓]ghā[image: 〓]i. 出家した僧侶が外側に着る大きな衣である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九二　食物と臥具と大衣[image: ──]ここに挙げられている飲食と衣服と臥具との三つに湯薬（医薬）を加えて、後の仏教では「四事」とか「四依法」という。それらは、修行僧の日常に必要な四種の品である。

      　最初期の仏教修行者は〈住居〉とか〈臥床〉というものをもっていなかった。修行尼は「重衣をまとって托鉢に出かけ、樹の下に坐す」（Therīg.  75）のであった。修行者は「われらは、森に住む者、托鉢して食物を得る者、残食が鉢に盛られるのを楽しむ者」であるといい、「樹下に住む者」（Therag.  1146-1149）であるともいう。また「人なきところに坐す」（Therīg.  402）ともいう。ゴータマ・ブッダは、「重衣を敷いて臥床を設けさせた」（Therag.  367）という簡素な生活を送っていた。こういう生活では生活必需品としての臥床や住居を特に問題とはしない。しかし、教団の発展とともにやがて「衣服食物と臥床」を問題とするようになった。そうしてそれに医薬が加わって四つとなったのであると考えられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九四　怯えている[image: ……][image: ──]第一四六詩参照。

      　仏教は慈悲の教えであるから、まず「生きものを殺すなかれ」ということを強調している。「生きとし生けるものに対して暴力を用いない」（Dhp.  142）というのが、理想とされていたのである（cf. Sn.  146）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九五　知って[image: ──][image: 註]によると、「他人の所有であると知りながら」の意である（bujjhamāno  ti [image: ‘]parasantakam idan[image: ’] ti jānamāno. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九六　婬行[image: ──]abrahmacariya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九六　不婬[image: ──]brahmacariya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九六　他人の妻[image: ──]parassa dārā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九七　会堂[image: ──][image: 註]にしたがって解した（sabhā＝santhāgārādi. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九七　団体[image: ──][image: 註]にしたがって解した（parisā＝pūga. Pj.）。 

      　偽りを言ってはならぬのみならず、他人が偽りを言うのを容認してはならぬ、というところに厳しい社会倫理を認めることができる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        三九九　以上において、五戒〔（１）生きものを殺すなかれ、（２）盗むなかれ、（３）邪婬を行うなかれ、（４）いつわりを言うなかれ、（５）酒を飲むなかれ〕が簡単に述べられているのである。仏教徒である限り、必ず守らねばならぬ最初の戒律規定である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇〇　生きもの[image: ──]pā[image: 〓]a. 生きもの、有情（特に人間）のことを、アショーカ王詔勅においては、専ら pā[image: 〓]a（＝Skrt. prā[image: 〓]a）という語で表示している。仏典の韻文においてもこの語を以て表示していることが多い（AN.  I, p.214G.; Therag.  33;237;238;867）。

      　ジャイナ教のほうでも、アーヤーランガ第一[image: 篇]のガーターでは生きもののことをつねに pā[image: 〓]a という。まれに pā[image: 〓]in で表示していることがある。pā[image: 〓]in という呼称は、やや遅い韻文（Utt.  etc.;Therag.  492;603;AN.  III, p.41G.）に現われ、散文の部分や叙事詩『マハーバーラタ』では一般的となる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇一　ここでは八斎戒が述べられているのである。それはウポーサタの日に守らねばならぬものとされている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇二　特別の月[image: ──]原文 pā[image: 〓]ihāriyapakkha（神変月の意）とある。[image: 註]に引用されている一説によると、雨期に入る前の月であるĀsā[image: 〓]ha 月（五、六月）と雨期の三カ月と雨期直後の月である Kattika 月（九、十月）との五カ月をいう。しかし他の人々の説によると、特別の月とはĀsā[image: 〓]ha 月と Kattika 月と Phaggu[image: 〓]a 月（一、二月）との三カ月であるとし、また他の人々の説によると、半月ごとのウポーサタの前後の日である一日、十三日、七日、九日をいう。[image: 註]釈者は自分の好むところに従って行えという（Pj.）。 結局、古来の伝統が失われてしまったのである。

      　前掲の五戒にさらに三つの戒を加えて、八斎戒とし、ウポーサタ（布[image: 薩]）の儀礼の際にまもるべきであるという規定が古くから成立していた（Sn.  401）。

      　ところで最初期の仏教はバラモンの行うウポーサタは不必要であると考えていた。それよりも内心を清らかならしめればよい。古い詩句では「きよらかな人には常にウポーサタがある」（MN.  No.7, vol.I, p.39）といい、漢訳では「何ぞ布[image: 薩]を以てせむ」とある（『雑阿含経』第四十四巻、大正蔵、二巻、三二一頁中、異訳では「もし人の心が真に浄らかならば、戒を具え、常に布[image: 薩]するなり」とある。『別訳雑阿含経』第五巻、大正蔵、二巻、四〇八頁下）。だからバラモン教を批判していた段階における仏教はウポーサタを排斥していたわけであるが、この習俗が一般民衆の間に根強く残っているのを見ると、むしろこの習俗を換骨奪胎して利用するほうが好都合だと考えるようになった。

      　ところで最初期の仏典においては次のように言う、[image: ──]「（１）生きものを害してはならぬ。（２）与えられないものを取ってはならぬ。（３）噓をついてはならぬ。（４）酒を飲んではならぬ。（５）婬事である不浄の行いを離れよ。（６）夜に時ならぬ食事をしてはならぬ。（７）花かざりを着けてはならぬ。芳香を用いてはならぬ。（８）地上に敷いた床にのみ臥すべし。これこそ実に八つの部分より成るウポーサタ（斎戒）であるといって、苦しみを終滅した仏が宣示したもうたのである」（Sn.  400, 401;AN.  I, pp.214-215G. cf. Sn.  153）。この八つに、さらに「演劇・歌舞・舞楽・観覧物を見ることを禁止すること」と「金銀を受けるのを禁止すること」とを加えると、沙弥の十種の学処となる（宇井伯寿『印度哲学研究』第四巻、四〇頁以下参照）。

      　八つの戒めの内容は必ずしも一定していなかったらしい。他方では、「殺さず」「盗まず」「うそを言わず」の三つに、主として人間関係に即する五つの徳目を付加して八つにまとめることもなされた。或る資産家に対してゴータマ・ブッダは「すぐれた人の身の処しかた」（ariyassa vinaya）における「八つの定め」を説いている。

      　この八つを表に示すと次のごとくである。（１）生命を傷つけない（apā[image: 〓]ātipāta）、（２）真実のことば（saccā vācā）、（３）与えられたもののみを取る（＝盗まない）、（４）かげ口を言わぬ（apisu[image: 〓]ā vācā）、（５）貪らぬ（agiddhilobha）、（６）非難・暴言をしない（anindārosa）、（７）怒り悩まさない（akodhupāyāsa）、（８）高ぶらない（anatimāna）。ここに挙げられた八つの徳目は、面倒な人間のつき合いに関するものばかりで、高度に社会的である。

      　よって世俗人に対する戒めのまとめかたは必ずしも一定していないが、非常に厳粛な道徳的実践をめざしていることが、それらの戒めの立てかたから、容易に看取することができる。

      　そうして、ウポーサタに八斎戒をまもるという定型は、最初期の仏教においては必ずしもまだ行われていなかったらしい。十五日のウポーサタにおいて、まもるべき戒めとして本書第一五三─一六三詩に説かれていることは、雑然としている。そこで説かれている諸徳のうち若干をとり上げ、それにさらに若干の戒めを付加して、八斎戒の体系が成立したのであろう。
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        四〇四　正しい商売[image: ──]武器の売買、生きものの売買、肉の売買、酒の売買、毒の売買の五つを除いた正しい商売をいう。一つの異本によると、武器の売買を挙げず、その代りに人間の売買を挙げている（Pj.  I, 379. なおAN.  V, 177 参照）。
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        四〇四　みずから光を放つ[image: ──]六欲天全部の総称（Pj.）。 これは、後代の教学にもとづく解釈である。最初期には、「みずから光を放つ」（saya[image: 〓]pabha）という神々を漠然と考えていただけである。ところが、後の、或る程度発展した教学体系では六欲天を考え出したので、それらと同一視したのである。
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      第三　大いなる章

    

  
    
      
      　大いなる章[image: ──]この章は、第四〇五頌から第七六五頌まで合計三六一頌ある。前の章が第二二二頌から第四〇四頌に至るまで合せて一八三頌あったのに対して、約倍近くあって長い。だから前章を Cullavagga（「小なる章」the Short Book）と名づけるのに対して、この章を Mahāvagga（「大いなる章」the Long Book）と名づける（英訳名は Chalmers の訳語である）。
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      一、出家

    

  
    
      
      　出家[image: ──]「出家」と名づけられるこの一節における対談はUtt.  20 に対比して研究する要がある。

      　「出家」の原語は pabbajjāで「前におもむく」という字義である。ジャイナ教の聖典のうちにも似たような説明が述べられているということは、ブッダもマハーヴィーラも、ともに〈出家する〉という当時の宗教的習俗に従っていたものであるということを示す。

      　ここの一連の詩句では、ビンビサーラ王との会見が記されているので、歴史的にも重要である。

      　南方仏教の伝説（Sn.  A, pp.383-4）によると、釈尊は出家してのち七日たってから、当時最大の強国マガダ国の首都王舎城に来たという。七日というのは誇張であろう。カピラヴァストゥから王舎城までさしわたし三〇〇マイル以上あり、実際の路程は四〇〇マイル以上に達するであろうから、この距離を托鉢行者が托鉢しつつ七日で行くことは不可能である。

      　他の伝説によると、釈尊は出家してから一夜にして三つの王国を過ぎ、三〇ヨージャナを旅してアノーマー（Anomā）という河のもとに達し、そこで鬚髪を剃って落飾し、次いでアヌーピヤ（Anūpiya）というマンゴー樹林で七日間出家の楽しみを味わい、それから三〇ヨージャナの道を歩んで一日にして、マガダ国の王舎城に到達したという（Jātaka,  vol.I, pp.64-66）。これも同様に誇張した表現を含んでいる。

      　伝説によると、釈尊は王舎城で托鉢し終り、人々にこの市の出家者はどこに住んでいるのかと聞いた。するとパンダヴァ（Pa[image: 〓][image: 〓]ava, Skrt. Pā[image: 〓][image: 〓]ava）山の東面に住んでいるという答えを得たので、そこに至った。ビンビサーラ王は釈尊の姓氏を尋ねさせ、その出家を思いとどまらせようとした。しかし釈尊はこれを辞して、二人の仙人を訪ねたという。

      　ただゴータマ・ブッダが出家してまもなく当時最大の強国であるマガダの首都王舎城へまっしぐらに来たということは、注目すべきである。マガダは当時新しい技術を採用し、生産性の最も高かった国であった。かれとしては、いわば当時としては新しい文化の中心地へ来たわけである。王舎城は都市と呼ばれ、パンダヴァ山は王舎城のまわりにある五山の一つとされている。当時のマガダ王はビンビサーラ（Bimbisāra）であった。この王はカーストに関していえば、当然クシャトリヤであったが（Sn.  417）、大王（mahārāja）と呼ばれていた（Sn.  416）。

      　王舎城はいまはラージギル（Rajgir）と呼ばれている。この都は旧王舎城と新王舎城との二つに分かれていて、旧都（玄奘は旧都を「上茅宮城」「矩奢掲羅補羅城」〈Kuśāgrapura〉と呼んだ）は山城（Giribbaja）と呼ばれ、そこには（インダス文明を除いて）最古の石造建築の跡が残っている。これは伝説によるとマハーゴーヴィンダ（Mahāgovinda）王の建てたものである。その後ビンビサーラ王のときに平地に新王舎城を建てた。

      　周囲に五つの山がある。一、白善山（Pa[image: 〓][image: 〓]ava）、二、霊鷲山（Gijjhakū[image: 〓]a）、三、負重山（Vebhāra）、四、仙人崛山（Isigiri）、五、広普山（Vepulla）。

      　王舎城の都の跡は、現在は荒廃に帰して一面に草木が茂っているだけであるが、国王の都城としてはたしかに要害の地であったにちがいない。北側の渓谷に小さな川が流れているが、そのあたりに城門があり、釈尊はそこを出入りされたと土地の人は説明している。ひとたびその城門を鎖してしまえば、難攻不落であった。だから王舎城は諸王国が対立して、互いに侵略を繰り返しているときの都としては適当であった。しかしマガダ国が強大になり、他の国々から侵略される恐れがなくなると、王舎城は都として不適当である。だから、マガダ国は、後代になると、首都を水陸交通の要衝であるパータリプトラ（いまのパトナ）に移してしまった。それはアジャータシャトル王の子であるウダーイン王（Udāyin または Udāyibhadra）のときであると考えられている。しかし釈尊の当時には王舎城はマガダの首都として栄えていたのであり、「マガダの最大の都」と呼ばれている。或いはインド第一の繁華な都であったかもしれない。『スッタニパータ』のかなり古い部分であるこの短[image: 篇]に釈尊が王舎城に来た次第が述べられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇五　眼ある人はいかにして出家したのであるか[image: ……][image: ──]以下一連の詩句は、ブッダの愛弟子で侍者であったアーナンダがこれを説いたという（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇八　王舎城[image: ──]Rājagaha. 王舎城は、当時の中インドにあったマガダ国の首都であった。Rāja は「王」、gaha は「舎（いえ）」という意味である。いまはラージギル Rajgir と呼ばれている。ビハール州の首府パトナから約六〇マイル東南にある。まわりは、中インドには珍しく連山に囲まれ、連山の頂きに城壁を築いていた。敵を防ぐには屈強の土地であった。現在この首都のあとは無人の廃墟となり、灌木の藪が茂っている。稀に虎が出没することがあるという。城壁の残骸は現在なお残存している。
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        四〇八　すぐれた相好[image: ──]この表現によって、この最古の詩句といえども、すでにゴータマ・ブッダを神化・理想化する方向に進んでいたことがわかる。第一〇一九、一〇二一、一〇二二詩参照。

      　ここで、ブッダは単数形で示されている。しかしその事実は、他に幾人でもブッダが存在し得ることを妨げない。それは、ちょうど特定個人を指して「博士は[image: ……]」と言う場合があるようなものである。

      　ここに描かれているゴータマは、詩の文句ならびに[image: 註]釈の文から見ると、成道以前の釈尊であるらしい。ここでさとりを開く前のゴータマが問題とされているならば、かれをボーディサッタと呼ばないで、ブッダと呼んでいることは、矛盾しているように思われる。恐らくここではブッダとは単に「めざめた人」というほどの意味しかなかったのであろう。それは真理に向う人でもありうる。リス・デヴィッズは、これはキリスト教でいう「回心せる人」（converted）に相当するという（Early Buddhism,  p.32, n.）。まだ初期においてはボーディサッタ（仏たるべき人）をブッダから峻別していなかったのであろう。総じて最初期の仏教ならびに当時の諸宗教においては〈ブッダ〉とは特別の偉い人を意味するのではなくて、修行者一般の呼び名であった。それがここにも反映しているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四〇九　高殿の上に進み出て[image: ──]王が高殿（pāsāda）の上にのぼって見つけたというのは、屋根が平らになっているからその上から見下したのである〔仁徳天皇が「民のかまどは賑わいにけり」と言った場合のとは異る。仁徳天皇は高い階層にのぼって屋根のついているところで眺めたにちがいない〕。
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        四一一　眼を下に向けて気をつけている[image: ──]「屈伸俯仰行歩痒たり。前を見て直進し、左右を顧眄せず」（『四分律』第三一巻、大正蔵、二二巻、七七頁下）。

      　ゴータマが「眼を下に向けて気をつけている」というのは、当時の出家遍歴行者の作法にしたがっているのである。かれらは路上の虫けらをさえも踏み殺さないように道路の上を注視しながら気をつけて歩かなければならない。バラモン教の法典もジャイナ教の戒律もともに規定しているところである。

      　人生の第四の時期にあたる遍歴行者については、『マヌ法典』第六編第六八詩、に規定されている。「生物を完全に保護するためには日も夜も常に、身体に苦痛ありとも、地上を精査しつつ巡行すべきである。」
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        四一三　正しく自覚し[image: ──]sa[image: 〓]pajāna.

      　托鉢に来る修行者の徳風に打たれると、信徒は喜んで食物をささげる。だから「その鉢を速かにみたした」というのは、この修行者が一般世俗人の帰信を受けていたことを示す。
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        四一四　パンダヴァ山[image: ──]王舎城のまわりの五山の一つ。三三二頁参照。
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        四一六　現在王舎城の遺跡のあたりには虎や獅子は棲息していないが、昔は実際に出没していたのであろう。だからこの譬喩は実感があったのである。
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        四一八　車で行けるところまで車を駆り、あとは徒歩で登って行ったというのは、今日でも王舎城の周囲の山々についてそのままあてはまることである。今日でも麓までは自動車で行くことができるが、ある地点から先は徒歩で登らねばならない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四一九　挨拶のことばを喜び交した[image: ──]原文は nisajja rājā sammodi katha[image: 〓] sārā[image: 〓]iya[image: 〓] tato/katha[image: 〓] so vītisāretvā imam attha[image: 〓] abhāsatha// 同様の表現はパーリ仏典のうちにしばしば認められる。e. g. Bhagavatā saddhi[image: 〓] sammodi[image: 〓]su, sammodanīya[image: 〓] katha[image: 〓] sārā[image: 〓]īya[image: 〓] vītisāretvā[image: ……]（Mhp.  I, 29; DN.  vol.II, p.88）.
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        四二一　ビンビサーラ王の申し出は注目すべきである。マガダ国は、北方にあるヴァイシャーリー国（ヴァッジ族）やコーサラ国と争って、戦争をひき起したことがある。シャカ（Sākiya 釈[image: 迦]）族はさらに北方に位置しているので、ビンビサーラ王がシャカ族の王子（釈尊）に対して軍事援助と経済援助とを申し出て、南北両方面から諸国を挟み打ちにしようとしたのである。この詩の文句の裏には、そういう意図が潜んでいる。

      　ところがゴータマはこの申し出を拒絶した。かれは世俗の世界を出て、出家修行者となっていたからである。いかなる説得もかれの決心を翻えさせることができなかった。
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        四二二　あちらの[image: ──]「あちらの」とは、自分の来た方角を示していう（Pj.）。 
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        四二二　民族[image: ……][image: ──]原文には uju[image: 〓] janapado[image: ……]とあるが、しかし[image: 註]に引用されている文には ujū janapado[image: ……]とあるので、これを採用する。Chalmers もこの読み方を採用している。

      　「富と勇気を具えています」という表現は面白い。ルンビニーのあたりのタライ平原は、他の地域よりは湿潤であり、米作に適していた。今日は荒れているけれども、クシーナガルからルンビニーに向っては割合に水たまりが多い。

      　またネパールのグルカ（Gurkha）族は古来武勇を以て知られている。イギリス政府はグルカ族を傭兵として採用した。だから第二次世界大戦中には、グルカ族の若干の人々は日本軍と戦った者もいる。独立後のインド政府は、グルカ族だけで独立の軍団を組織している。
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        四二三　みずから「太陽の裔」と称していたのであるから、ここには太陽崇拝の痕跡が認められる。中世のインドの王家には、太陽の末裔と称する王家と、月の末裔と称する王家とがあった。
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        四二四　諸々の欲望には患いのあることを見て[image: ……][image: ──]第一〇九八詩参照。
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      二、つとめはげむこと

    

  
    
      
      　つとめはげむこと[image: ──]padhāna. 主として精神的な努力精励をいう。ここにえがかれていることは、諸伝説と対照して考えると、成道以前のブッダが悪魔と戦ったことをいう。
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        四二五　ネーランジャラー河[image: ──]ネーランジャラー（Nerañjarā）河はサンスクリットではナイランジャナー（Nairañjanā）河といい、漢訳仏典では「尼連禅河」などと音写されている。この河は現在パルグ（Phalgu）と呼ばれている。この河がブッダガヤーの近くを流れているが、ゴータマはそのほとりのウルヴェーラー（Uruvelā）で苦行を修したと伝えられている。これは現在の Urel 村にその名を残している。
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        四二六　ナムチ[image: ──]Namuci. ヴェーダ聖典並びに叙事詩『マハーバーラタ』では或る悪魔の名で、インドラ神と戦って征服された。この名がここにとり入れられているのであるが、原始仏教聖典では一般には魔（Māra）と呼ばれている。
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        四二六　いたわりの[image: ──]karu[image: 〓]a（adj.）. この形容詞は、「悲しい」という意味ではなくて、明らかに「あわれみの」という意味である。karu[image: 〓]an  ti anuddayāyutta[image: 〓]（Pj.  p.386）. [image: ‘]words full of compassion[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]words of ruth[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]mit mildem Worte[image: ’]　（Neumann）.

      　悪魔が「ナムチ」という名で登場しているのは、この一連の詩句がヴェーダの神話にむすびついていて、他の多くの仏典よりも古いことを示している。ナムチ（Namuci）殺害物語はMBh.  9, 42, 29-31 に述べられている。
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        四二七　諸々の善行をなすこともできるのだ[image: ──]jīva[image: 〓] puññāni kāhasi.「諸々の功徳をつむこともできるのだ」と訳すこともできる。修行者にとって「善行」とは、功徳を積むことにほかならない。
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        四二八　あなたが、ヴェーダ学生としての清らかな行いをなし[image: ……][image: ──]ここでは独身の学生として師のもとでヴェーダ聖典を学習する第一の時期と、次に家に帰ってから結婚して家長となり祭祀を司る第二の時期とに言及している。いずれもバラモン教の律法書に規定されていることであり、その規定を守るべきことを、ここで悪魔が勧めているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四二八　供物[image: ──]火を燃やして、その中に牛乳、油、粥などをそそいで火神を祭ることをいう。
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        四三二　信念[image: ──]saddhā. 狂熱的な信仰ではなく、道理を信ずることである。
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        四三二　生命[image: ──]第四二七詩で命に言及しているのに対していう。
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        四三三　この風[image: ──]苦行による激しい呼吸。
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        四三三　専心している[image: ──]pahitatta. つとめて自己を専注すること。
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        四三四　心はますます澄んで[image: ──]心が澄むというのは信仰の特質であると、仏教では一般に定義する。第四三二詩に信念（信仰）に言及したので、それを受けている。
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        四三五　最大の苦痛[image: ──]苦行を行なっているので、かくいう。vedana は感覚、感受をいうが、特に苦痛を意味し、漢訳では「痛」と訳されることがある。
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        四三五　諸々の欲望にひかれることがない[image: ──]kāmesu nāpekkhate. 諸々の欲望を顧慮することがない、諸々の欲望に依存することがない、というほどの意味。
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        四三五　見よ、心身の清らかなことを[image: ──]原文には passa sattassa suddhata[image: 〓]とあるが、[image: 註]には satta を attan と書きかえている。これはウパニシャッドの思想を受けている。「食物が清浄なるときに、本性（心身）の清浄（sattvaśuddhi）がある。本性の清浄なるときに、記憶（念おもい sm[image: 〓]ti）が堅固である。（堅固な）記憶を得たときに、一切の束縛から解放される」（Chānd.  Up.  VII, 26, 2）。そうしてここ（Sn.  434）でも、苦行（食物を制することを含む）の結果として「念いが確立する」（sati[image: ……]ti[image: 〓][image: 〓]hati）と説く。他のウパニシャッドでも同様にいう（jñāna-prasādena viśuddha-sattvas. Mund.  Up.  III, 2, 8）。cf. sattasa[image: 〓]juta（Isibhāsiyāi[image: 〓],  11）.

      　また同様の表現として、bhāva-śuddhi とは「気持（情操）の浄化」をいうらしい。気持（情操）の浄化（MBh.  XII, 161, 5）。表現に関しては sattvaśuddhi に対応する。

      　このように「心身の清らかなこと」（sattassa suddhatā）という表現は、バラモン教とも共通である。この場合の sattva は恐らく中性名詞で、仏典一般でいうパーリ語 satta（＝Skrt. sattva）（男性名詞）すなわち有情とは意味合いを異にする。なお大罪を犯した人が、心を統一して托鉢の食物を摂する（bhaik[image: 〓]āhāra）ことをしたならば、悪から浄められるという思想は、『マヌ法典』第一一章二五七詩にも出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三六　嫌悪[image: ──]原文には arati とあるが、パーリ原典協会のパーリ語辞典の解釈に従う。[image: 註]には adhikusalesu dhammesu arati＝abhirati と解す。

      　第四の軍隊としての「妄執」（ta[image: 〓]hā）の原語はもともと渇を意味するが、ここでは第三の軍隊を「飢渇」（khuppipāsā）と呼んでいるから、ta[image: 〓]hāと「渇」（pipāsā）とは別の概念である。ta[image: 〓]hāは人間存在の奥にある意識下の、衝動的なものであるが、pipāsāは生理的な概念である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三七　みせかけ[image: ──]makkha. 偽善に通ずるものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三七　強情[image: ──]thambha. 頑迷のこと。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三八　ここでは「自分をほめたたえて他人を軽[image: 蔑]すること」（attāna[image: 〓] samukka[image: 〓]se pare ca avajānāti）が悪徳として挙げられているが、それを受けて後代の仏教では「不自讃毀他戒」が成立する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四三九　黒き魔[image: ──]悪魔ナムチのこと（ka[image: 〓]hadhamma-samannāgatattā Ka[image: 〓]hassa Namucino[image: ……]. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四〇　ムンジャ草を取り去る[image: ──]最初の句は難解である。Neumann（Die Reden Gotamo Buddhos,  2. Aufl. S. 469）はビルマ本にしたがって muñcam と読むのが正しいというが、他の諸本がすべて muñjam となっている理由を説明し得ない。原文には muñja[image: 〓] parihare とあるが、[image: 註]には「戦場に赴く武士は断じて退かないものであるなら、自分が退かないものであるということを表示するために、頭または旗、または武器にムンジャ草をしばりつける」と解する。そうして[image: 註]解では、前の詩の labhate sukham（439）を受けていう、[image: ──]yasmā ca labhate sukha[image: 〓], tasmā ta[image: 〓] sukha[image: 〓] patthayamāno aham pi esa muñja[image: 〓] parihareyya[image: 〓],  sa[image: 〓]gāmāvacarā anivattino purisā attano anivattanakabhāva[image: 〓] ñāpanatthaī sīse vā dhaje vā āvudhe vā muñjati[image: 〓]a[image: 〓] bandhanti（Pj.  p.390）. 或る解釈によると、古代インドではムンジャ草を口にくわえるということは降参の意志表示であった（M. Winternitz: Geschichte der indischen Litteratur,  Bd. III, S. 531）。なおノイマンの[image: 註]記参照。いずれにしても「降参しない」という意志表示であることは確かである。オルデンベルヒはここにヴェーダの表現を看取する（ZDMG.  62, 1908, S. 593-594; H. Oldenberg: Kleine Schriften,  II, S. 971-972）。

      　ヴェーダ文献では muñja[image: 〓] pariharati というのは、熟語的表現で、「ムンジャ草でつくられた帯を巻く」という意味である。pariharati は「除去する」「避ける」という意味ではなくて、「（帯を）巻く」という意味である。オルデンベルヒの挙げている実例によると、

      
        　Gobhila  II, 10, 37; tri[image: 〓] pradak[image: 〓]i[image: 〓]a[image: 〓] muñjamekhalā[image: 〓] pariharan.

      
        　Kātyāyana Śraut.  II, 7, 1;muñjayoktre[image: 〓]a t[image: 〓]v[image: 〓]tā pariharati.

      
        　Śatapatha-Brāhm.  III, 2, 1, 10; atha mekhalā[image: 〓] pariharate.

      　ムンジャ草の帯を巻くと呪力が具わると考えていたのである。そこでオルデンベルヒは「戦に勝つために、悪魔はムンジャ草の帯を巻くがよい」（[image: “]Möge er（Māra）immer seinen Muñjagürtel umnehmen, der im bevorstehenden Kampf ihm Sieg bringen soll[image: ”]）と解する。恐らくオルデンベルヒの解釈のほうが原意なのであろう。しかし一般の仏教徒はヴェーダとの連絡を見失っていたので、今は南方仏教徒一般の解釈にしたがって訳しておいた。

      　なお、ムンジャ草について、水野『パーリ語辞典』には、「文邪草、萱（かや）などの禾木科の草」、雲井『巴和小辞典』には「〔Vedic muñja〕ムンジャ草、們叉（草）」とあり、訳していないから、日本にはない草なのであろう。〔Vedic muñja, cp. Zimmer: Altindisches Leben  72〕1. a sort of grass（reed） Saccharum munja Roxb. Sn.  440〔PTS. Dict.〕.  満久崇麿『仏典の植物』（八坂書房、昭和五二年四月、一九一頁）によると、「インド全域の平野に自生するサトウキビ属の草。中国にも分布し、高さ七メートルに達する。若い穂は食用になるが、この稈でバラモンの象徴である腰条（腰にまく組ひも）やバスケット、あるいは良質の紙を作る。[image: ……]古代インドではムンジャ草を口にくわえることは降伏の意志表示ともいわれているが、反対に、かつての日本軍の如く断じて退かない堅い決意を示すものともいわれている。」ともかくムンジャ草で衣や敷具をつくったことが律蔵の記述によって知られている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四〇　この場合、命は[image: ……][image: ──]dhir は accusative をとる（Dhp.  389; Therag.  1134; Hinüber: KGP.  [image: §]78）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四三　智慧の力で[image: ……]うち破る[image: ──]原文には paññāya gacchāmi とあるが、諸異本並びに前後の関係から見ると、gacchāmi＝bhecchāmi と解してよいであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四四─五　この二つの詩句から見ると、人々に対して教えを説くことが、義務とされているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四六　つけこむ[image: 隙][image: ──]otāra. m. chance; fault（Mayrhofer: Pali Grammatik,  Bd. II, p.95f.）＝randha[image: 〓] vivara[image: 〓]（Pj.  p.393）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四六　みつけることができなかった[image: ──]nādhigacchissa[image: 〓]（＝nādhigami[image: 〓]. Pj.  p.393）. ただし adhigacchissa という読みを採用すると、 [image: ‘]he would have attained[image: ’]　（Mayrhofer: Pali Grammatik,  Bd. II, p.95f.）となる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四四九　夜叉[image: ──]yakkha. ここでは悪魔のことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      三、みごとに説かれたこと

    

  
    
      
      　みごとに説かれたこと[image: ──]この教えは殆んどそのままのかたちで他の仏典（SN.  VIII, 5, Subhāsitā. vol.I, p.188f.）に出ている。漢訳相当経としては『雑阿含経』第一二一八経（大正蔵、二巻、三三二頁上）、『別訳雑阿含経』第二五三経（大正蔵、二巻、四六二頁中以下）などがある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五〇　立派な人々[image: ──]santo（MBh,  XII, 242, 2 参照）．

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五二　好ましいことば[image: ──]piyavācā. 漢訳仏典ではしばしば「愛語」と訳すが、愛情のこもったことばである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五三　類句が『テーラ・ガーター』一二二九に存する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五三　永遠の理法[image: ──]dhammo sanantano.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五三　ためになること[image: ──]attha. 漢訳仏典では「義」とか「利」と訳される。或る場合には「道義」と訳してもよい。本当の意味で人のためになることである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      四、スンダリカ・バーラドヴァージャ

    

  
    
      
      　スンダリカ・バーラドヴァージャ[image: ──]最後の散文の部分は「蛇の章」の第四「田を耕すバーラドヴァージャ」の終りの一部（二六頁）に同じ。[image: 註]釈ではこの経を献菓経（Pūra[image: 〓]āsa-sutta）と称す。この経の序文である散文の部分は他の仏典（SN.  VII, 1, 9. vol.I, p.167f., Sundarika）に一致する。

      　インド人は大きな衣で身を包むことがあるが、寒いときには頭までもその衣ですっぽりとかぶってしまう。釈尊もそのような恰好で樹の下に坐していたことがあるのであろう。また釈尊は剃髪していて、いわゆる坊主頭であった。仏像に見られるような髪を整えていたのではないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五五　わたしはバラモンではないし[image: ……][image: ──]na brāhma[image: 〓]o no[image: ’] mhi. 同様の表現は律蔵のうちにも存する（Vinaya,  Cullavagga IX, 1, 4）。ちなみに na という字は否定（pa[image: 〓]isedha）を意味し、no という字は決定確認（avadhāra[image: 〓]a）を意味する（Pj.  p.402）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五五　王族の者[image: ──]rājaputta とは「k[image: 〓]atriya 族の者」という意味である（cf. Vessantara-Jātaka ; Alsdorf: Kleine Schriften,  30, S. 292-293）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五五　ヴァイシヤ族[image: ──]vesiyāna は Skrt. vaiśyāyana に還元さるべきで、vaiśyaputra と同義である。「ヴァイシヤ族に属する者」の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五五　また他の何ものでもない[image: ──]uda koci no[image: ’] mhi. [image: 註]（Pj.  p.402）によると、añño pi suddo vā ca[image: 〓][image: 〓]ālo vā koci na homi（わたくしは、以上とは異るシュードラやチャンダーラなんかではありません）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五五　凡夫の姓を知りつくして[image: ──]gotta[image: 〓] pariññāya puthujjanāna[image: 〓]. 凡夫の生きるありさま、天性を良く知って、の意（Bhagavā hi tīhi pariññāhi pañca kkhandhe pariññāsi, tesu ca pariññātesu gotta[image: 〓] pariññātam eva hoti. Pj.  p.402）。「姓」gotta という語は、後代の仏教では、「人の向上し得る可能性」を意味することとなった（ダルマパーラの唯識説では「五姓各別」というようなことをいう）。ここにその起源が見られるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五六　重衣[image: ──]重衣（sa[image: 〓]ghā[image: 〓]i）とは、内衣、外衣の上につけるもので、これらと重衣とをあわせて三衣という。普通の修行僧の衣服は原則的にこの三衣に限られる。すなわち修行僧の正式の服装としては三衣を着ける。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五七　サーヴィトリー[image: ──]Sāvitrī.　『リグ・ヴェーダ』第三編第六二詩[image: 篇]の一〇にある三句二十四字より成る詩で、太陽神サヴィトリ Savit[image: 〓]に対する讃歌である。この讃歌は普通は Gāyatrīと称せられ、特に重要な讃歌である。バラモンたちのあいだでは殊に神聖視され、今日に至るまでバラモンは毎朝この詩をとなえている。「サーヴィトリーはヴェーダの詩句のうちで最上のものである」（Sn.  268）（cf. Bh G . X, 35）。ところが仏教は、サーヴィトリーに相当するものとしての別の文句をもち出した。このサーヴィトリー詩と同様に、仏教徒が最初に学ぶべきものは

      　Buddha[image: 〓] sara[image: 〓]a[image: 〓] gacchāmi.　（仏に帰依したてまつる）

      　Dhamma[image: 〓] sara[image: 〓]a[image: 〓] gacchāmi.　（法に帰依したてまつる）

      　Sa[image: 〓]gha[image: 〓] sara[image: 〓]a[image: 〓] gacchāmi.　（つどいに帰依したてまつる）

      　という三句二十四字よりなる三帰依文である。今ここでサーヴィトリーというのは、仏教のサーヴィトリーである三帰依文を指す、と注釈は解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五八　効果をもたらす[image: ──]偉大な果報をもたらす、の意（Pj.）。 

      　神々に供物をささげて祭祀を実行し得るのは実際問題として王族やバラモン、仙人などであり、シュードラは祭祀にあずかることが禁ぜられていたので、このように言うのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四五九　このような立派な方[image: ──]tādisa.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六二　火[image: ──]火は薪から生じたものであるが、サーラ樹の薪から生じた火は焼くはたらきがあるが、他の樹の薪から生じた火は焼くはたらきがない、というような区別はない。そうではなくて燃焼作用という性質があれば、どの薪から生じた火でも焼くことができる（Pj.）。 ところで、火（jātavedo）というこの語の原義は「生まれたものどもを知る者」という意味で、ヴェーダ聖典以来火を意味している。仏教ではその観念を受けて、「真に生れを知る者」という意味を徹底させているのである（vedajāta との関係はなお問題である）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六三　ヴェーダの奥義に達し[image: ──]vedantagu. 叙事詩にも同様の語がある（Vedapāraga, MBh.  XII, 243, 8）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六四　第四六四、四六五詩は第四九七、四九八詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六五　ラーフ[image: ──]ラーフ（Rāhu）はインド神話に出てくる鬼神の名である。この鬼神が月や太陽を吞むので、月[image: 蝕]や日[image: 蝕]が起ると考えられていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六七　全き人[image: ──]tathāgata. 漢訳仏典では普通「如来」と訳される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六九　偽りもなく、慢心もなく[image: ……][image: ──]第四九四詩に同じ。ここに数え立てられている煩悩はジャイナ教のそれと一致し、後代の小乗仏教の体系からは離れている。ジャイナ教では古来主な煩悩を怒り（koha＝krodha）、慢（mā[image: 〓]a＝māna）、いつわり（māyā）、貪り（lobha）を挙げるのが通例である（Utt.  XXIX, 1. cf. 67f.; XXXIV, 29; Sūy.  I, 1. 3, 7etc.）。そうしてこの一組みは後代の文献にも継承されている（Tattvārthādhigama-Sūtra  VIII, 10; SDS.  III, l . 291）。この四つは汚濁（煩悩 ka[image: 〓]āya）と呼ばれている。修行者はこの四つを断じなければならないのである。なお第三二八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四六九　こころ静まり[image: ──]abhinibbutatta. [image: ‘]Zufrieden[image: ’]　（Neumann）; [image: ‘]who is calm[image: ’]　（Fausböll）.　「涅槃の境地に達した」と解するのは、後代の解釈である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七〇　こころの執著をすでに断って[image: ……][image: ──]『ダンマパダ』第二〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七一　最上の知見によって[image: ──][image: 註]には「全知者の智によって」と解する（paramāya di[image: 〓][image: 〓]hiyā＝sabbaññutāñā[image: 〓]ena）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七一　最後の身体をたもっている[image: ──]もはや生まれかわってさらに新たな身体を受けることがない、との意。ニルヴァーナに達した人のことをいう。ニルヴァーナに入ると、もはや身体をたもつことがない、と考えていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七三　畑及び地所[image: ──]苦しみの起る因縁、すなわち業と煩悩とをさしていう（sakhettavatthun  ti sahetuppaccaya[image: 〓], saddhi[image: 〓] kammakilesehī ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七四　欲望にもとづくことなく[image: ──]āsa[image: 〓] anissāya（＝ta[image: 〓]ha[image: 〓] anallīyitvā. Pj.  p.409）. したがってブッダゴーサはāsāと ta[image: 〓]hāとは同義に解していたことが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七四　遠ざかり離れることを見[image: ──]vivekadassī. [image: ‘]blickt er einsam[image: ’]　（Neumann）; [image: ‘]sees seclusion[image: ’]　（i. e. Nibbāna）（Fausböll）. [image: 註]（Pj.  p.410）によると、＝nibbānadassī. しかしニルヴァーナと viveka とは別の概念である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七四　こだわってとらわれること[image: ──][image: 註]には観念の対象の意に解する（āramma[image: 〓]ā  ti paccayā, punabbhavakāra[image: 〓]ānī ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.）。 しかしそのように（āramma[image: 〓]a＝ālambana, Skrt.）解するのは、仏教並びにヴェーダーンタ学派において後代になってから行われる解釈であり、語形的には古ウパニシャッドに現われるārambha[image: 〓]a の観念を受けているものである（拙著『ブラフマ・スートラの哲学』一八七頁以下における考証参照）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七六　透明である[image: ──]akāca. 主として宝石に汚れや曇りのないことをいう。upakkilesābhāvato akāco（Pj.  p.410）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七七　自己を観じて[image: ──]cf. SN.  I, p.116G.; p.123G.　「自己を自己なしと見て（d[image: 〓][image: 〓][image: 〓]vātmāna[image: 〓] nirātmāna[image: 〓]）、かれはそのとき解脱する」（MBh.  III, 213, 27）。cf. anātman. Bh G . VI, 6. ātmānam ātmanā paśya（Max Müller: Collected Works  XV, 81）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七七　それを認めることなく[image: ──]nānupassati. 自己を実体としてそこにあると認めることなく、の意であろう。attanā attāna[image: 〓] nānupassati  ti ñā[image: 〓]asampayuttena cittena vipassanto attano khandesu añña[image: 〓] attāna[image: 〓] nāma na passati, khandhamattam eva passati（Pj.  p.410）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七八　迷妄にもとづいて起る障り[image: ──]Mohantarā  ti mohakāra[image: 〓]ā mohappaccayā, sabbakilesānam eta[image: 〓] adhivacana[image: 〓]（Pj.）.  つまり一切の煩悩のことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七八　迷妄にもとづいて起る障りは何ら存在せず[image: ……][image: ──]第八四七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四七八　人の霊[image: ──]yakkha（＝purisa. Pj.）.  第八七六詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八〇　実践法[image: ──]vutti. [image: ‘]the practice（of the Buddhas）[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]practice[image: ’]　（Chalmers）.

      　「詩を唱えて得たもの」（gāthābhigītam）というのは、恐らく仏教が興起した時代に、バラモンたちがヴェーダの呪句を唱えてそれに対する布施として種々の物品を得ていたが、真の求道者はそのようなことをしてはならない、ということを述べたのであると考えられる〔一般民衆のために祭祀を実行したり呪句を唱えることを、当時バラモンたちが実行し、それによって得る収入がかれらの生活源であった〕。

      　その裏面に内含されている趣意をいうと、バラモンたちが呪句を唱えたのに対して、物品の謝礼を与えることは無意味であるということを言おうとしているのである。

      　すると、バラモンたちは生活に困るわけであるが、当時は農耕、労働などに従事するバラモンたちも次第に現われてきた。そのことは、仏典、殊にジャータカ物語の中に顕著である（かれらの転職についての補償などはどこからも来なかった）。

      　最初期の仏教の修行者たちは、合理的な確信をもって行動していた求道者であった。だからこのようなことをキッパリと断言したのである。ところが仏教教団が発展して民衆の間に根を下ろすと、「お経を唱えて布施を受ける」という習俗が成立した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八一　全き者である大仙人[image: ……][image: ──]第四八一、四八二詩＝第八〇、八一詩。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八一　悪行[image: ──]kukkuca. 異本には kukkucca.　（１）悪行と（２）悔恨と、二つの意味がある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八一　悪行による悔恨の消滅した[image: ──]kukkucavūpasanta[image: 〓][image: ……]. kukkuca という語は、前述のように二義あるが、vūpasanta という語が付せられていると、「悪行による悔恨が消滅した」という意味のほうが適合するように思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八一　他の飲食をささげよ[image: ──]aññena[image: ……]annena pānena upa[image: 〓][image: 〓]hahassu（481）というのは、呪句を唱えたことに対する布施としての飲食物ではなくて、他の性質の飲食物を真の求道者に（＝仏教の修行者に）ささげよ、というのである。「他の」といっている（四八一）のは、「呪句を唱えて得たのとは異る、すなわち他の」という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八三　争い[image: ──]sārambha. [image: ‘]strife[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]quarrels[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八三　ものうさ[image: ──]thīna. 無気力。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八四　限界を超えたもの（煩悩）[image: ──]原文には sīmanta とあるが、[image: 註]によると「限界」とは善人の行為をいい、その「端」とはそれと異ったものをいう。sīmā ti mariyādā sādhujanavutti, tassā antā pariyosānā aparabhāgā ti katvā sīmantā vuccanti kilesā（Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八四　聖者の徳性[image: ──]moneyya（＝paññā. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　そこでバラモンである[image: ……][image: ──]以下の文章は、第八二詩のあとの散文の箇所にも出てくる。そこの[image: 註]解参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      五、マーガ

    

  
    
      
      　マーガ[image: ──]この教えは漢訳『雑阿含経』第一一五九経（大正蔵、二巻、三〇九頁上以下）、『別訳雑阿含経』第八二経（大正蔵、二巻、四〇二頁中以下）に相当するが、漢訳は簡潔である。最後の散文の部分は「小なる章」第七節の終りの部分（六七頁）と同じ内容である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八七　福徳[image: ──]puñña. 恩がえし、良いこと、名声など。paccupakāra-kalyā[image: 〓]a-kitti-saddādi-apekho（Pj.  p.415）. 功徳とも訳される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四八七　清らかとなる[image: ──]sujjhe（＝dakkhi[image: 〓]eyyavasena suddha[image: 〓] mahapphala[image: 〓] bhaveyya. Pj.  p.415）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九〇　全き人[image: ──]kevalin. 完全に束縛を離れ解脱した人のことを、ジャイナ教では kevalin と称する。仏典一般ではそういう呼称を用いることはないのであるが、ここでは例外的にジャイナ教と共通な呼称を用いていることから見ると、この詩を作った人はジャイナ教と共通な精神的雰囲気のうちに生活していたことを示す。或る場合には「なすべきことを完了した人」と解せられている。parini[image: 〓][image: 〓]hitakiccatāya kevalī （Pj.  p.427, ad Sn.  519）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九四　偽りもなく、慢心もなく[image: ──]第四六九詩、『ダンマパダ』第二〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九六　移りかわる生存[image: ──]その原語 bhavābhāva は bhava の reduplication からつくられた語である。calācala（拙著『ヴェーダーンタ哲学の発展』三六二頁）という語と同様である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九七─四九八　第四六四、四六五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九九　安らぎに帰して[image: ──]samitāvin. 静まって、の意。第五二〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        四九九　生存の諸要素[image: ──][image: 註]に khandhe（Pj.） という語を補っているのに従う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇三　落ち着いて気をつけていて[image: ──]satīmā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇三　全きさとり[image: ──]sa[image: 〓]bodhi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇六　あらゆる場合に[image: ──][image: 註]によると、与える前と与えつつあるときと与えおわった後と三つの時期をいう。「与える前にはこころ楽しく、与えつつあるときには心を清浄ならしめ、与えおわっては、こころ喜ばし」（AN.  III, p.337 G, ; Jātaka  III, 300, l . 17）という詩句を[image: 註]に引用している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇六　専心すること[image: ──]āramma[image: 〓]a.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇六　邪悪を捨てる[image: ──]jahāti dosa[image: 〓]. 邪悪とは、貪、瞋、癡をいい、癡が根本であると考えていた。

      　deyadhammapaccaya[image: 〓] lobha[image: 〓] pa[image: 〓]iggāhakapaccaya[image: 〓] kodha[image: 〓] tadubhaya-nidāna[image: 〓] mohan ti eva[image: 〓] tividham pi jahāti dosam（Pj.  p.417）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇八　清らかとなる[image: ──]sujjhati. 前の箇所との連絡から見ると、祭祀が成功し、その功徳が成就することをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇八　縛せられる[image: ──]原文には bajjhati とあるが、Hare は bujjhati と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五〇九　三種の条件を具えた[image: ──]三種とは三つの時期をいう。第五〇六詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      六、サビヤ

    

  
    
      
      　サビヤ[image: ──]この教えに相当するものとしては、Mahāvastu  III, pp.389-401,　『仏本行集経』第三八、三九巻（大正蔵、三巻、八三三頁上以下）がある。パーリ文ではSn.  [image: 註]（pp.420-422）及びTherag.  [image: 註]（vv. 275-278）に出ている。また最後の散文は「蛇の章」の第四「田を耕すバーラドヴァージャ」、「大いなる章」の第四「スンダリカ・バーラドヴァージャ」の末尾の文（二六頁、九九─一〇〇頁）と同じ型式である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　栗鼠飼養の所[image: ──]Kalandaka-nivāpa. 漢訳は「多鳥」すなわち鳥の多いところと解する。ところが後代の仏教サンスクリット文献では Kalantaka-nivāsa と写すようになった。『義足経』の原文にもそうあったと思われる（Bapat: The Arthapada-sūtra,  pp.13, 18）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　答え得るであろうか[image: ──]ki[image: 〓] pana vyākarissati?　この場合 ki[image: 〓]は疑問の意味を示す助詞であり、インドのバラモンは最後の[image: 〓]のところを音調を高めて発音する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一五　全世界のうちで何ものをも害うことなく[image: ──]ジャイナ教においても全く同じことを言う（na hammai ka[image: 〓]ca[image: 〓]a[image: 〓] savva-loe. Āy.  I, 3, 3, 3）。第三六八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一七　あらゆる宇宙時期と[image: ……][image: ──]ブッダガヤーにおけるブッダの成道に関する伝説参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一八　竜[image: ──]nāga. 仏の称号の一つである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一九　一切の悪を斥け[image: ──]原文には bāhetvā sabbapāpakāni とある。これがバラモン（brāhma[image: 〓]a）の通俗語源解釈として述べられたらしい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一九　よく心をしずめ持って[image: ──]原文には samitāvi とある。これが道の人（sama[image: 〓]a）の通俗語源解釈とされている。すなわち止息の意であると解せられる。息む（śam: Pali, sam）という語根から sama[image: 〓]a という語が形成されたというのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一九　完全な者[image: ──]kevalin.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五一九　こだわることのない人[image: ──]asita. so  ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hīhi anissitattā asito （Pj.  p.427）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二〇　安らぎに帰して[image: ──]samitāvi. 第四九九詩にも出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二一　罪悪を洗い落し[image: ──]原文には ninhāya sabbapāpakāni とあるが、これは沐浴者（nhātaka）という語の通俗語源解釈として説かれている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二一　妄想分別におもむかない人[image: ──]kappan n[image: ’] eti. 同じ句が第五三五、八六〇詩句にも出てくる。kappa という語には二義がある。第一の意味は、kappa を「妄想分別」と解するのであり、第二の意味は、それを「時間」「劫」と解するのである。ここでは、「妄想分別におもむかず」という意味であるらしいが、kalpa（劫）の意味をも含めて、二重の意味を示しているようである（サンスクリット美文芸にはこのような現象はしばしば見られる）。もしも kappa を長大な時間の意味に解するならば、kappa[image: 〓] n[image: ’]eti は、時間に堕ちない、時間に制約支配されることがない、の意になる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二二　罪悪をもつくらず[image: ──]原文にはāgu[image: 〓] na karoti とある。これは竜（nāga）という語を na＋āga（罪なし）と分けて解して、このような通俗語源解釈を加えているのである。カーヴィヤ以後、後代には nāga という語は「象」をも意味するに至った。いずれにもせよ「すぐれた人」を意味する語として用いられた。第四二一、八四五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二三　田の勝者[image: ──]原文には khettajina とあるが、何を意味するかはっきりしない。ブラーフマナ、ウパニシャッド、叙事詩に頻繁に出てくる k[image: 〓]setrajña（田を知る者）にもとづいて、仏教徒がこのように改めたのではなかろうか。つまり訛ったのである。第五二四詩の説は k[image: 〓]etrajña の原意に解することも可能である。[image: 註]釈は「田」とは「十二処」のことであると解し、それを「知る」はたらきによって無明をほろぽしうるという（vijeyya＝viceyya）。なお似た表現として maggajina（84）参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二四　天の田[image: ──]divya[image: 〓][image: ……]khetta[image: 〓]. つまり「神々の田」という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二五　蔵[image: ──]kosa. ここで三つの蔵をもち出しているのは、『タイッティリーヤ・ウパニシャッド』における五蔵（pañcakośa）の説と何か関係があるのであろう。両者とも人間の本性に対する束縛の被いをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二五　巧みな[image: ──]kusala. これを[image: 註]釈は蔵（kosa）を断ずる（lu）のであるという通俗語源解釈を加えている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五二六　白い[image: ──]pa[image: 〓][image: 〓]ara. 賢者（pa[image: 〓][image: 〓]ita）という語の通俗語源解釈として挙げられたことばであるらしい。仏典では「白」は善、「黒」は悪を意味する語として用いられることがしばしばある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三〇　究め知って[image: ──]このあたりの文章は難解であるため[image: 註]釈にしたがって解釈した。so ca anuvicca papañcanāmarūpa[image: 〓] ajjhatta[image: 〓]  attano santāne ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hi-māna-bheda[image: 〓] papañca[image: 〓] tappaccayā nāmarūpañ ca aniccānupassanādihi anuvicca anuviditvā, na kevalañ ca ajjhatta[image: 〓], bahiddhā ca rogamūla[image: 〓] [image: ……]anuvicca（Pj.  p.431）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三四　煩悩に悩まされない者[image: ……][image: ──]anīgha. [image: 註]（Pj.  p.432）には rāgādīhi īghehi anīgho ca hoti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三五　執著のよりどころ[image: ──]ālaya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三五　三種の想い[image: ──]欲想（kāma-saññā欲望の思い）、恚想（vyāpāda-saññā敵意）、害想（vihi[image: 〓]sā-saññā害意）をいうのであろう。第八四二詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三五　汚泥[image: ──]pa[image: 〓]ka. 欲望の対象をいう（kāmagu[image: 〓]a-sa[image: 〓]khātañ ca pa[image: 〓]ka[image: 〓][image: ……]. Pj.  p.433）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三五　妄想分別に赴かない[image: ──]kappan n[image: ’] eti. 第五二一、八六〇詩参照。[image: 註]釈家は kappa を厳密に考えず、心を乱すようなものをすべて含めて考えていたらしい。ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hikappāna[image: 〓] aññataram pi kappa[image: 〓]  na eti （Pj.  p.433 ad Sn.  535）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三五　すぐれた人[image: ──]ariya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三七　回避して[image: ──]原文には parivajjayitāとあるが、これはここでは遍歴行者（paribbājaka）の通俗語源解釈とされている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三七　よく知りつくして行い[image: ──]pariññacārī. pari[image: 〓]は、或るものの本性を知るとともに、それを断ずる、という意味があり、ジャイナ教と共通である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三七　偽りと慢心と貪欲と怒り[image: ──]ここに四種類の煩悩が挙げられているが、これはジャイナ教で説くところである。ジャイナ教では古来主な煩悩を、怒り（koha＝krodha）、慢（mā[image: 〓]a＝māna）、いつわり（māyā）、貪り（lobha）として挙げるのが通例である（中村『原始仏教の思想』下、三五七頁以下）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三七　得べきものを得た人[image: ──]pattipatto  ti pattabba[image: 〓] patto; yo cara[image: 〓]animitta[image: 〓] cara[image: 〓]ahetu cara[image: 〓]apaccayā pattabba[image: 〓] arahatta[image: 〓] patto ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.433 ad Sn.  536）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三八　名称と文字と表象とにもとづいて起った[image: ──]saññakkhara-saññanissitāni. アビダルマにおける「名・句・文」に対応するものが述べられているのかと思って一応このように訳してみたのであるが、[image: 註]釈は「名称（概念）と文章（判断）」と解していたようである（yad eta[image: 〓] [image: ‘]itthī, puriso[image: ’] ti saññakkhara[image: 〓]  vohāranāma[image: 〓] yā cāya[image: 〓] micchāparivitakkānussavādivasena [image: ‘]evarūpe[image: 〓]a attanā bhavitabban[image: ’] ti bālāna[image: 〓] viparītasaññā  uppajjati, tadubhayanissitāni.  Pj.  pp.434-435）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三八　六十三種の異説[image: ──]梵網経（DN.  I, p.13ff.）に説かれた六十二の異端説に、自己の身体が実在すると見なす見解（身見 sakkāyadi[image: 〓][image: 〓]hi）を加えて六十三とする（Pj.）。 異説を説明していう、[image: ──]osara[image: 〓]ānī  ti ogahanāni titthāni, di[image: 〓][image: 〓]hiyo ti attho（Pj.  p.434）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五三九　真の人（拝まれる人）[image: ──]arahat.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四一　さとりを開いた人[image: ──]sa[image: 〓]buddha.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四三　象の中の象王[image: ──]nāganāgassa. ただし[image: 註]釈（Pj.  435）は、右の語を二つに分けて、前の語を呼びかけと解する。Nāga nāgassā ti eka[image: 〓] āmantanavacanam, ekassa [image: “]bhāsato, anumodantī[image: ”] ti īminā sambandho. この場合の nāga は象であろう。cf. nāgāpalokitena.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四三　両〔神群〕[image: ──]Nārada-Pabbatā  ti te pi kira dve devaga[image: 〓]ā paññāvanto（Pj.  p.435）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四五　煩悩の潜在的な可能力[image: ──]anusaya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四六　生存の素因[image: ──]upadhi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四六　何ものにもとらわれず[image: ──]anupādāna. [image: ‘]free[image: ’]　（Chalmers）. これに似た語として anupādā（ind.）という語がある（DN.  I, p.29）。 [image: ‘]without attachment, through non-attachment[image: ’]　（Warder: Introduction,  p.387）. また anupādāya（gd.）という語もあるが、「（世に）執著しないで」、「世事に泥まず」 [image: ‘]without grasping[image: ’]　（Buddhadatta）という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　[image: ……]聖者の一人となった[image: ──]以上の一節については、第八二頌のあとの散文参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      七、セーラ

    

  
    
      
      　セーラ[image: ──]この教えはそのままの形で中部九二経に出ている。なおこれと類似した経が『増一阿含経』第四六、四七巻（大正蔵、二巻、七九八頁以下）に出ている。最後の散文は「蛇の章」の第四「田を耕すバーラドヴァージャ」、「大いなる章」の第四「スンダリカ・バーラドヴァージャ」及び第六の「サビヤ」の末尾の文と同じ形式である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　アングッタラーパ[image: ──]A[image: 〓]guttarāpa. [image: 註]によると A[image: 〓]gā＋Uttara＋āpa と解する。河水すなわち Mahī河の北方のアンガ地方の意味であるという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　真の人[image: ……][image: ──]以下に挙げる一〇の語は、如来の十号といわれる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　さとり[image: ──]abhiññā （＝abhiññāya）（Pj.  p.444）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　体得し[image: ──]sacchikatvā  ti paccakkha[image: 〓] katvā（Pj.  p.444）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　庵[image: ──]assama. 叙事詩では仙人の住家とされている（tāpasādhyusita[image: 〓] ramya[image: 〓] dadarśāśramama[image: 〓][image: 〓]alam. Nala  XII, 64）。ここでは仙人や修行者の住む小さな家をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　友人[image: ……][image: ──][image: 註]は特殊な解釈を施している（mittāmacce  ti mitte ca kammakare ca, ñātisālohite  ti samānalohite ekayoni-sambandhe puttadhītādayo avasesabandhave ca. Pj.）。 しかしここでは amacca はインド一般の意味に解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　三ヴェーダ[image: ──]『リグ・ヴェーダ』『サーマ・ヴェーダ』『ヤジュル・ヴェーダ』をいう。バラモン教の最上の聖典である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　語彙[image: ……][image: ──][image: 註]にしたがって解した（nigha[image: 〓][image: 〓]u  ti nāmanigha[image: 〓][image: 〓]u-rukkhādīna[image: 〓] vevacanappakāsaka[image: 〓] sattha[image: 〓], ke[image: 〓]ubhan  ti kiriyākappavikappo kavīnam upakārāya sattha[image: 〓], [image: ……]akkharappabhedo  ti sikkhā ca nirutti ca. Pj.  p.447）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　アタルヴァ・ヴェーダ[image: ──]攘災・呪法に関する句を集めた聖典。古くはヴェーダとしての権威を認められなかったが、後に第四のヴェーダとしての位置が与えられるようになった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　史詩[image: ──]itihāsa. 叙事詩『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』がその代表的なものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　順世論[image: ──][image: 註]釈は詭弁説の意に解す（lokāyata＝vita[image: 〓][image: 〓]avādasattha. Pj.）。 しかし後世のインドでローカーヤタというときには唯物論を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　かの師は[image: ──]この節の始めのところに同様の文句が出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　転輪王[image: ──]cakkavatti. 古代インドで、全世界を統一すると考えられた理想的な帝王。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五四八　以下は『テーラ・ガーター』第八一八─八四一詩にも出ている（岩波文庫『仏弟子の告白』一六五頁以下）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五五四　輪[image: ──]古代インドにおける武器の一種だと言われている。また統治権の象徴とみなされていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五五八　仏教教学では、知、断、証、修の四つをまとめて説くのが型となっているが、ここでは「証」が説かれていない。つまり型式化する以前の段階のものであることを示す。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六一　神聖な者[image: ──]brahmabhūta.　「ブラフマンとなった者」と解したノーマン教授は、「梵天となった者」（having become Brahmā）と解する。Brahmabhūto ti se[image: 〓][image: 〓]ha-bhūto（Comm. ad Therag.  831）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六三　色の黒い種族の生れの者でも[image: ──]低い階級の生れの者をいう。ka[image: 〓]hābhijātika（＝nīca-jātiko tamo tama-parāyanabhāve [image: 〓]hito. Comm. ad Therag.  833, vol.III, p.50）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六七　目のあたり、即時に[image: ──][image: 註]にしたがって解した（sandi[image: 〓][image: 〓]hikan  ti paccakkha[image: 〓], akālikan  ti maggānantara[image: 〓] phaluppattito na kālantare pattabbaphala[image: 〓].Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　この詩のうちの諸句は、諸仏典（Mahāvagga  VI, 35, 8; Mahāvastu  III, 246, 7ff.）、ジャイナ教聖典（Utt.  XXV, 16）、『バガヴァッド・ギーター』（第一〇編第二三詩以下）に対応文が存する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　火への供養[image: ──]バラモン教では、神聖な火を燃やして、その中に穀類やバターなどを投じて、神に献ずる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　サーヴィトリー[image: ──]第四五七詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　サーヴィトリー[image: ……]は最上のものである[image: ──]Bh G . X, 35; Sn.  457 参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　王は人間のうちでは最上の者である[image: ──]Bh G . X, 27 参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　大洋[image: ──]sāgara. 漢訳仏典では「海」と訳されるが、インドでは海洋のみならず、大河、大湖水をもこの語で呼んでいる。第七二〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六八　大洋は[image: ……]最上のものである[image: ──]Bh G . X, 24 参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六九　月は[image: ……]最上のものである[image: ──]Bh G . X, 21 参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五六九　修行僧の集い[image: ──]sa[image: 〓]gha. 音写して「僧」、「僧伽」という。五人もしくは五人以上の組織のある団体をいう。わが国で「一人の僧」などといって個々の僧侶をさしていうのは、原義からの転用であって、この場合には適合しない（cf. Dhp.  190）。

      　これはヒンドゥー教のほうで説いていたことが、たまたま仏典にすがたを現わしているだけで、その逆ではあり得ない。そのわけは、後代の仏典（『提婆菩[image: 薩]破外道小乗涅槃論』によると、右の所説はマータラ（Mā[image: 〓]hara）という外道の論師の所説となっているが、マータラは『バガヴァッド・ギーター』などを含む『マハーバーラタ』の編者ヴィヤーサ（Vyāsa）の別名であるからである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七一─五七二　第五四五、五四六詩に同じ。また Therag.  839, 840 に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七二　生存の素因[image: ──]upadhi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      八、矢

    

  
    
      
      　矢[image: ──]〈近親が亡くなった悲しみに打ちひしがれるな〉という教えを述べている一節である。或る在俗信者が子を失って、悲嘆のあまり、七日間食をとらなかったのを、ブッダが同情して、かれの家に赴いて、かれの悲しみを除くために、この教えを説いたと、パーリ文[image: 註]解には説明されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七六　生まれた人々は[image: ──]jātāna[image: 〓] maccāna[image: 〓][image: ……]. macca とは「死すべきもの」という意味で、人間のことを意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七六　つねに死の怖れがある[image: ──]tesa[image: 〓] pāto papatato bhaya[image: 〓]  hoti[image: ──]patanato bhaya[image: 〓] hotī ti attho（Pj.  p.459）.

      　しかしこの第五七六詩の第二 pāda の恐らく最古の読み方は pāto papatanā bhaya[image: 〓] であろう、とリューダースは主張した。同様の文句は、

      　nicca[image: 〓] papatanā bhaya[image: 〓]（Jātaka,  No.13, G.5）.

      　nānyatra patanād bhayam（Rāmāya[image: 〓]a  II, 105, 17;.B. II, 114, 4）.

      に見られる（Lüders: Philologica Indica,  S.38-39）。

      　確かに現存パーリ本の文句は、パーリ語としてもプラークリット語としても異様であるから、リューダースの推定が当っているであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五七九　あの世に去って行く[image: ──]paralokato を、かなり多くの学者は na tāyate にかけて、「かの世から救い出すことはできない」と解する。しかし、名詞のあとに[image: 〓]ta[image: 〓]（Skrt.）, [image: 〓]to（Pali）がつくと、副詞的用法になって、進んでゆく方向、局面を示す（J. S. Speijer: Sanskrit Syntax,  [image: §]103; 104, pp.76-77）（Hinüber: KGP. [image: §]194）。そうだとすると、 paralokato は gacchata[image: 〓]にかかる。またこの詩句の前半だけが一つのまとまった意義を示すと解するほうが順当であろう。この点で Fausböll 訳[image: ──] [image: ‘]go to the other world[image: ’]（p.107）は正当であると思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五八一　世のなりゆきを知って[image: ──]viditvā lokaparyāya[image: 〓],  ima[image: 〓] lokasabhāva[image: 〓] ñatvā（Pj.  p.460）. インド一般としては、paryāya という語は「ありさま」「成り行き」を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九〇　尊敬さるべき人[image: ──]arahat（単数）。この場合には、ブッダのことをいう。或いは諸宗教を通じての聖者と解してもよい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九二　愛執[image: ──]pajappan  ti ta[image: 〓]ha[image: 〓][image: ……]（Pj.  461）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九二　憂い[image: ──]domanassan ti cetasika-dukkha[image: 〓][image: ……]（Pj.  p.461）. 心の苦悩をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九三　こだわることなく[image: ──]asito  ti ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hīhi anissito（Pj.  p.461）. 妄執（愛執）や偏った見解にとらわれることなく、の意である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      九、ヴァーセッタ

    

  
    
      
      　ヴァーセッタ[image: ──]この一節は〈人間の平等〉を説いているので重要である。この一節の教えはそのままの形で中部（MN.） 第九八経として出ている。また最後の散文の部分は本書「蛇の章」の第七「賤しい人」の終り（三六頁）と同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　イッチャーナンガラ[image: ──]Icchāna[image: 〓]gala. コーサラ国の或る村であった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　大富豪[image: ──]ここで便宜上「大富豪」と訳したが、原語は「大きな邸のある」（mahāsāla）となっている。当時若干のバラモンたちが社会的な勢威をもっていたことが、ここではっきりと解るのである（ただし他面では、没落したバラモンたちもいた）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　そぞろ歩きをあちこちで行なっていた[image: ──]anuca[image: 〓]kamamānā. 漢訳仏典では「経行」といい、禅ではこれを「きんひん」と読む。坐禅の間の中休みに行うのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　純潔な母胎に宿り[image: ──]sa[image: 〓]suddhagaha[image: 〓]iko  ti sa[image: 〓]suddha-kucchiko, sa[image: 〓]suddhāya brāhma[image: 〓]iyā kucchismi[image: 〓] nibbatto ti adhippāyo（Pj.  p.462）.

      　この二人は「青年」（mā[image: 〓]ava）と呼ばれているが、主としてバラモンの青年をいう。バーラドヴァージャ（Bhāradvāja）は古来バラモンの一つの氏姓である。ヴァーセッタ（Vāse[image: 〓][image: 〓]ha）という姓の人はパーリ仏典に幾人も登場するが、バラモンの場合が多い（G. P. Malalasekera: Dictionary of Pāli Proper Names,  vol.II, London: Luzac, 1960, p.860f.）。ともかくバーラドヴァージャは血統を重んずる伝統的立場に立ち、これに対してヴァーセッタは、バラモンとは人物・徳行のすぐれた人のことを言うのであると解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九四　三ヴェーダ[image: ──][image: 註]にしたがって解した（tevijjānam＝tivedānam. Pj.）。 第六五六詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九五　ヴェーダ読誦[image: ──][image: 註]にしたがって解した（jappe  ti vede. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        五九八　満月に[image: ──]canda[image: 〓] [image: ……]khayātīta[image: 〓]. これを「新月」と解する説もあるが、インド一般の習俗にはそぐわない。

      　ジャイナ教聖典のうちにも「人々が満月に向って近づいて[image: ……]」という同様の文句がある。

      　jahā canda[image: 〓] gahāīyā ci[image: 〓][image: 〓]hantī

      　panjalī-u[image: 〓]ā|

      　vandamā[image: 〓]ā nama[image: 〓]santā

      　uttama[image: 〓] ma[image: 〓]ahāri[image: 〓]o||

      　（Utt.  XXV, v.17）.

      　 [image: ‘]The beautiful（gods）with joined hands praise and worship the highest Lord（i. e. the Tirthakara）as the planets, &c.,　（praise）the moon[image: ’]　（H. Jacobi）. 

      　その対応関係については、Alsdorf が詳しく論じている（Kleine Schriften,  S.249f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六〇一　生れにもとづいている[image: ──]jātimaya. かかる用法については、『ブラフマ・スートラ』第一編第一章一三参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六〇四　匍うもの[image: ──]蛇の類。とかげ、みみずなどもここに入るのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六〇五　水の中に生まれ水に棲む魚ども[image: ──]原文 macche[image: ……]odake vārigocare. ジャイナ教にも同様の表現がある（udae udaya-carā. Āy. I, 6, 1, 2）。これに対する[image: 註]には「魚、亀、蚋など」と解する（Schubring, S.70）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六〇七　人類[image: ──]manussa, pl. 人類という自覚がはっきりと現われている。〈人類であること〉を強調するのは、インド思想としては珍しい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一一　区別[image: ──]vokāra（＝nānattavidhāna. Pj.  p.466）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一二　牧牛[image: ──]原文には牧牛（gorakkha）とあるが、しかし[image: 註]には「田をまもること」（khettarakkha）、「耕作」（kasikamma）と解す。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一二　人間のうちで、牧牛によって[image: ……][image: ──]以下の諸階級については『メガステネース断片』第四一及び叙事詩（MBh.  III, 207, 24-25）参照。

      　六一二以下、人間のあいだには職業による区別の存在することを説いている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一四　人間のうちで売買をして生活する人が[image: ……][image: ──]叙事詩でも同様にいう（MBh.  III, 207, 24）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一六　盗みをして生活する者[image: ──]adinna[image: 〓] upajīvati. 直訳すると、「人から与えられない物で生活する者」。

      　古代インドでは、盗賊が一種の職業と見なされていた。そうして盗賊と国王とは並べて挙げられている。どちらも良民から暴力を以て何ものかをゆすり取るからである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一八　人間のうちで司祭の職によって生活する者が[image: ……][image: ──]porohiccena jīvati. 叙事詩でも同様にいう（MBh.  III, 207, 25）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六一九　人間のうちで村や国を領有する者が[image: ……][image: ──]叙事詩でも同様にいう（MBh.  III, 207, 26f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二〇　『ダンマパダ』第三九六詩に同じ。cf. Sn.  1063.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二〇　われは、（バラモン女の）胎から生まれ[image: ……][image: ──]ここの二十八の詩句は『ダンマパダ』第三九六─四二三詩に同じ。最初期のジャイナ教聖典でも理想の修行者をバラモン（ba[image: 〓]bha[image: 〓]a）と呼んでいる（Utt.  XXV, vv.19-29, 33, 34）。また開祖マハーヴィーラをバラモン（māha[image: 〓]a＝brāhma[image: 〓]a）と呼んでいる（Sūy.  I, 2, 1, v.15）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二〇　きみよ、といって呼びかける者[image: ──]バラモンのこと。バラモンは互いに他人に向って、「きみよ」（bho）という語を以て呼びかけるからである。さらに原始仏典を見ると、バラモンはゴータマ・ブッダに向って「きみよ！」（bho）といって呼びかけている。ゴータマ・ブッダに対して特別の尊敬を払っていないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二〇　何か所有物の思いにとらわれている[image: ──]saki[image: 〓]cana. 情欲（rāga）などを所有していることであるとパーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  396）は解するが、しかし原義は、自分が財産や名声など何ものかを所有していると思いなすことを言うのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二〇　無一物[image: ──]aki[image: 〓]cana. 何物をも所有しないこと。本書では特に強調されている。第一七六、四五五、四九〇、五〇一、六四五、一〇五九、一〇九一、一〇九四詩参照。パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  397）には情欲（rāga）などを所有しないことと解するが、語釈としては適切でない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　紐[image: ──]nandhi; v.l., nandi. 結ぶ性質があるので、怒り（kodha）を紐にたとえていう（パーリ文[image: 註]解 ad Dhp.  398）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　革帯[image: ──]varatta. 縛る性質があるので、愛執（ta[image: 〓]hā）を革帯にたとえていう（パーリ文[image: 註]解 ad Dhp.  398）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　綱[image: ──]sandāna. 六十二の誤まった見解（dvāsa[image: 〓][image: 〓]hidi[image: 〓][image: 〓]hi 六十二邪見）を綱に譬えていう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　手綱[image: ──]anukkama. ひそんでいる煩悩（anusaya）を手綱にたとえていう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　門をとざす閂[image: ──]paligha＝Skrt. parigha（cross-bar, Torbalken）. r が l となっているのも、古代東部インド語の痕跡である（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]130）。無明（avijjā）のことをいう（パーリ文[image: 註]解）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二二　目ざめた人[image: ──]buddha. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  398）には四諦の理をさとった人と解しているから、崇拝対象としての仏ではなくて、真理をさとった人というほどの意味で、用法としてはジャイナ教など他の諸宗教と共通である。また後代の仏教教学によると、四諦の理をさとるのは小乗の声聞の道であるにすぎないとされていたのに、ここのパーリ文[image: 註]釈には、四諦の理をさとることによってブッダとなり得ると説いているから、初期の仏教思想がまだ[image: 註]釈のうちにも保存されていたのだと解し得るであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二三　『ダンマパダ』第三九九詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二三　罪がないのに[image: ──]adu[image: 〓][image: 〓]ho. パーリ文[image: 註]解に akuddhamānaso とあり、また[image: 註]解文の前後の文脈から見てナーラダ長老は「怒ることなく」と訳している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二三　拘禁[image: ──]akkosa[image: 〓] vadhabandhañ ca. これは古代東部インド語の対格複数形であるかもしれない（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]216, S.150）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　『ダンマパダ』第四〇〇詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　怒ることなく[image: ──]Vajrasūcī, S の部にも同様に説く。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　つつしみあり[image: ──]vatavanta. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  400）によると頭陀行（dhutavata）を実行している人であるという。つまり少欲知足を行なっているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　戒律を奉じ[image: ──]sīlavanta. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  400）によると、四清浄戒（catu-pārisuddhi-sīla）をたもつことであるという。catupārisuddhisīla[image: 〓]（＝Skrt. catur＋pariśuddhi＋śīla）とは、catusa[image: 〓]varasīla ともいい、（１）pātimokkhasa[image: 〓]varasīla[image: 〓],　（２）indriyasa[image: 〓]varasīla[image: 〓],　（３）ājīvapārisuddhisa[image: 〓]varasīla[image: 〓]と（４）paccayasannissitasa[image: 〓]varasīla[image: 〓]とをいう（Childers: A Dictionary of the Pali Language,  p.101; Edmund Hardy: Monasticism,  p.31; Dhp.  115; 380; 422）。それらを訳すと、（１）「別解脱律儀」、身と語とに悪をなさないことを誓うこと、（２）「根律儀」、感官を制しととのえること、（３）「正命清浄律儀」、生活を正しくすること、（４）「縁に関する律儀」、生活必需品を節制することである。catupārisuddhisīla という語は、ジャータカ第三八八（vol.III, p.291）、Dhammapada[image: 〓][image: 〓]hakathā,  vol.IV, p.111, ad v.375 に出ている。第三七五詩に四種清浄戒の萌芽があると言えよう。清浄戒とは、説一切有部のほうでは四種持戒のうちの第四であり、煩悩の汚れを離れた無漏清浄を守ること（『雑阿毘曇心論』『俱舎論』第一八巻一七右）であって、パーリ仏教で意味するところとは異る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　欲を増すことなく[image: ──]anussuda＝ta[image: 〓]hāussāva-abhāva, Comm. ad Dhp.  400（ta[image: 〓]hāussodābhāvena anussadam. Pj.  ad Sn.  v.624）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　身をととのえ[image: ──]danta. 眼・耳・鼻・舌・身・意という六つの器官を制しととのえること（パーリ文[image: 註]解 ad Dhp.  400）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二四　最後の身体に達した人[image: ──]もはや生まれ変って次の身体を受けることがない、との意（ko[image: 〓]iya[image: 〓] [image: 〓]hitena attabhāvena antimasarīra[image: 〓][image: ……], Comm. ad Dhp.  400, vol.IV, p.166）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二五　『ダンマパダ』第四〇一詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二五　[image: 蓮]葉の上の露のように[image: ──]下の汚水に交わらないから清らかである。「水の中に生じた[image: 蓮]が水に汚されないように、そのような諸々の欲情に汚されない人[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ」（Utt.  VII, 27）。cf. na karma[image: 〓]ā lipyate pāpakena（B[image: 〓]had. Up.  IV, 4, 28）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二五　錐の尖の芥子のように[image: ──]粘着してとどまることがないから、執著のないことにたとえている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二六　『ダンマパダ』第四〇二詩に同じ。『ウダーナヴァルガ』三三・二七（岩波文庫『ブッダの感興のことば』二九八頁）参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二六　とらわれのない人[image: ──]visa[image: 〓]yutta.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二七　『ダンマパダ』第四〇三詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二七　種々の道に通達し[image: ──]「これは悪い所におもむく道である」「これは善いところ（善趣）におもむく道である」「これはニルヴァーナにおもむく道である」「これは道ならぬものである」というふうに、道と道ならぬこととについて巧みに熟知していること（Pj.  p.468）である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二七　最高の目的[image: ──]uttamattha. パーリ文[image: 註]解によると、真人の境地（arahatta 阿羅漢果）であるという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二八　『ダンマパダ』第四〇四詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二八　在家者・出家者のいずれとも交わらず[image: ……][image: ──]「貪欲なることなく、人に知られずに生き、家なく、所有なく、在家者どもと交際しない人、[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ」（Utt.  XXV, 28）。「（両親など及び）親戚・縁者との以前からの結びつきを捨て、快楽に耽らない人、[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ」（Utt.  XXV, 29）。「出家者とさえ交わらない」というのであるから、サンガによる共同生活以前の段階である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二九　『ダンマパダ』第四〇五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二九　強く或いは弱い[image: ──]この表現の原語は第一四六詩にも出ている。ジャイナ教でも同様にいう。「動く生きものでも動かない生きものでも悉く知って、三つのしかた（心とことばと身体）のいずれによっても（生きものを）害しない人[image: ──]かれをわれらは〈バラモン〉と呼ぶ」（Utt.  XXV, 23）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六二九　生きものに対して暴力を加えることなく[image: ──]ジャイナ教聖典にも同じ文句が出てくる（nihāya da[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓] pā[image: 〓]ehi[image: 〓]. Āy.  I, 8, 3, 1）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三〇　『ダンマパダ』第四〇六詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三〇　執著する者ども[image: ──]sādāna. パーリ文[image: 註]解によると、〈精神と肉体〉（五蘊）について「われ」とか「わがもの」とかいって執著することである（ādāna＝gahanaa, Comm.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三一　『ダンマパダ』第四〇七詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三一　芥子粒が[image: ……][image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。「磨かれた金のように汚れや悪を払い落し、愛著と嫌悪と恐怖とを離れた人、[image: ──]かれをわれらは真の〈バラモン〉と呼ぶ」（Utt.  XXV, 21）。cf. MBh.  III, 206, 33. またこの第六三一詩に数え立てられている煩悩はジャイナ教のそれに近い。ジャイナ教では煩悩として rāga, dosa（＝dve[image: 〓]a）, moha, annā[image: 〓]a（＝ajñāna）を挙げている（Utt.  XXVIII, 20）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三一　隠し立て[image: ──]makkha. [image: 註]（Pj.） によると、他人の美点を隠すこと（paragu[image: 〓]amakkha[image: 〓]a）。パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  407）にも他人の美徳を隠すことと解している（paragu[image: 〓]amakkha[image: 〓]alakkha[image: 〓]o makkho）（paragu[image: 〓]amakkha[image: 〓]a. Pj.  ad Sn.  631）。しかし仏教一般では自分のあやまちを隠[image: 蔽]することをいう。漢訳では「覆」という。Skrt. mrak[image: 〓]a（『俱舎』論四巻七丁右、Abhidharmakośa  II, 27）（『俱舎論』二一巻四丁左、Abhidharmakośa  V, 49）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三二　『ダンマパダ』第四〇八詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三二　ことがらを[image: ……]真実のことばを発し[image: ──]「正直をたもっている人には、バラモンたる性質も現われる」（MBh.  III, 212, 12. cf. MBh.  III, 206, 22-34）。「バラモンでない者はこのことを明言しえないはずである。若き児よ。[image: ……]わたしはきみを弟子入りさせてやろう。何となればきみは真実（satya）からはずれなかったからである」（Chānd. Up.  IV, 4, 1-5）。「怒りの故にも、戯笑の故にも、貪欲の故にも、恐怖の故にも、決して偽りを語らない人（musa[image: 〓] na vayaī）[image: ──]われらはかれを〈バラモン〉と呼ぶ」（Utt.  XXV, 24）。「怒りと迷いを捨てた人が〈バラモン〉であると神々は知りたもう。この世で真実を語り、師を満足せしめ、害せられても害しない人が〈バラモン〉である、と神々は知りたもう。諸々の感官にうち克ち、徳に専念し、清浄であって、（ヴェーダの）学習を楽しみ、愛欲と憤怒を伏する者が〈バラモン〉である、と神々は知りたもう」（MBh.  III, 206, 33-35）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三三　『ダンマパダ』第四〇九詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三三　浄かろうとも不浄であろうとも[image: ──]subhāsubha[image: 〓]. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  409）には説明なし。長井博士は「価値の上から許さるべきは浄、然らざるものは不浄といふ。戒律の偸盗戒からいへば価五マーサカ（五銭）及びそれ以上の物品を盗めば偸盗罪が成立し、四銭及びそれ以下の場合は成立しないことになつてゐる。この文の浄不浄もこの意味であらう」と[image: 註]解しておられる。ただし金銀浄などいうときの浄は kappa であって subha ではないから、なお研究を要する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三三　与えられていない物を取らない[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。「心のある者でも、心のない者でも、[image: 僅]かの物でも、多くの物でも、与えられていない物を取らない人[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ」（Utt.  XXV, 25）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三四　『ダンマパダ』第四一〇詩に同じ。かれは生死を超越している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三五　『ダンマパダ』第四一一詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三五　不死[image: ──]amata. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  411）は、これをニルヴァーナ（nibbāna）と解する。また甘露を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三六　『ダンマパダ』第四一二詩に同じ。『ウダーナヴァルガ』三三・二九（『ブッダの感興のことば』二九八頁）参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三六　執著する[image: ──]ubho sa[image: 〓]ga[image: 〓]. これは古代東部インド語における対格複数形がそのままパーリ文の中に取り入れられたのである（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]203, S.145）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三七　『ダンマパダ』第六三七詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三八　『ダンマパダ』第四一四詩に同じ。本書第六三二詩の[image: 註]記に引用した『マハーバーラタ』の句参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三八　障害[image: ──]palipatha＝paripantha. pari- の代りに pali- と書くのは、パーリ聖典にのみ限られ、古代東部インド語の残りである（Lüders: Beobachtungen,  S.56; 58）。障害は貪欲など（rāgādi）を意味する（パーリ文[image: 註]解）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三八　険道[image: ──]dugga. 煩悩（kilesa）のことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三八　興奮することなく[image: ──]aneja. 興奮（ejā, iñjita）し、情欲に激することがないの意（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]103, S.87f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六三九　『ダンマパダ』第四一五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四〇　『ダンマパダ』第四一六詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四一　『ダンマパダ』第四一七詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四一　人間の絆[image: ──]mānusako yogo. パーリ文[image: 註]解（ad Dhp.  417）によると、身体と五官による欲楽の対象（pañca kāmagu[image: 〓]ā）とをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四一　天界の絆[image: ──]dibbo yogo. 天の世界に住む神々といえども束縛の絆を受けていることをいう。

      　神々といっても、人間よりはすぐれた存在であるというだけで、やはり変化や苦悩を受ける生存者なのである。神々はまだ解脱していない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四二　『ダンマパダ』第四一八詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四二　快楽と不快[image: ──][image: 註]によると、快楽とは五欲の対象を享楽することであり、不快とは林の中に住もうと熱望することである（Pj.  ad Sn.  v.642）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四二　とらわれることなく[image: ──]nirūpadhi. 生存の素因なく、とも解し得る。 [image: ‘]free from the elements of existence[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四三　『ダンマパダ』第四一八詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四四　『ダンマパダ』第四一九詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四五　『ダンマパダ』第四二一詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四五　前にも、後にも、中間にも[image: ──][image: 註]には、それぞれ、過去、未来、現在のあつまり（khandha 五蘊）についても、と解している（Pj.  ad Sn.  645）。「前にも、後にも、中間にも、一物をも所有せず」についてはジャイナ教でも同様のことをいう（jassa n[image: ’]atthi purā pacchā, majjhe tassa kuo siyā? Āy,  I, 4, 4, 3）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四五　無一物で[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう（aloluya, aki[image: 〓]ca[image: 〓]a. Utt.  XXV, 28）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四六　『ダンマパダ』第四二二詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四六　牡牛のように[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。「覚者（Buddha＝仏、ジナ）はこれら（の美徳）を明らかにした。それらによってひとは（真の）沐浴者（sināyaa）となる。一切の業（kamma）から離脱した人を、われらは〈バラモン〉と呼ぶ」（Utt.  XXV, 34）。ジャイナ教でもブッダと呼ばれる修行者を讃えていることに注意されたし〔それは、釈尊を讃えているのではない〕。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六四六　沐浴した者[image: ──]nahātaka＝Skrt. snātaka. sn- の音は東部インドの諸言語では nh- となり、パーリ語では nah- で示される（Lüders: Beobachtungen,  [image: §]180, S.133f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五〇　行為によってバラモンなのである[image: ──]「ひとは行為（kamma）によってバラモンとなり、行為によって王族となり、行為によって庶民となり、行為によって隷民（sudda）となる」（Utt.  XXV, 33）。「シュードラであっても、柔善・真実・徳のうちに常につとめている人を、バラモンだとわたくしは考えます。その人は行為（業）によって再生族となるでしょう」（MBh.  III, 261, 15）。

      　こういう表現は、当時どの宗教においてでも、自由思想家たちによってなされていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五三　縁起[image: ──]因果関係のこと。pa[image: 〓]iccasamuppādadasā  ti [image: ‘]iminā paccayena eva[image: 〓] hotī[image: ’] ti eva[image: 〓] pa[image: 〓]iccasamuppādadassāvino（Pj.  p.47）.そうして次に kammavipākakovidā という語が来るから、道徳的な因果関係、すなわち善因善果、悪因悪果という関係を意味するのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五四　世の中[image: ──]loka. 世の中」というのも、人々（pajā）というのも、「生きとし生ける者」（sattā）というのも、同じことを意味する。loko ti vā pajā ti vā sattā ti vā eko yeva attho（Pj.  471）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五四　成り立ち[image: ──]vattatī （＝tāsu tāsu gatisu uppajjati. Pj.  p.472）. ここでは、metre の関係で vattati が vattatīとなったのである。rathass[image: ’]ā[image: 〓]īも rathassa が metre の関係でこうなったのである（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  S.35）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五五　熱心な修行と清らかな行いと感官の制御と自制と[image: ──]これら（tapa, brahmacariya, dama）はウパニシャッドに述べられている修行であり、制戒（sa[image: 〓]yama）は叙事詩に説かれている。なんら仏教特有のものではない。熱心な修行の原語は tapo である。この語は普通は「苦行」と訳される。『ダンマパダ』第一八四、一九四詩でも苦行を重んじていう。これはジャイナ教などで苦行（tavas）を重んずるのを直接に受けている（Utt.  III, 20; XXX, 17f.; XVIII, 31）。

      　ところでタパスという語はインド一般としては必ずしも身をさいなむ苦行のみを意味していたのではない。例えば美徳をもつ猟師の妻を tapasvinīといい（MBh.  XII, 144, 11）、このような呼称は叙事詩の貞女物語（Nala ; Sāvitrī） にもしばしば現われる。故にタパスを尊重するという表現は、仏典のうちでは古いにちがいない。ジャイナ教のほうでも同じようなことを言うが、特に断食苦行の面を強調している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五五　これによって〈バラモン〉となる[image: ──]「自己にうち克ち（danta）、瘠せて、血肉を減らし、よく誓戒をまもり（suvvaya＝suvrata）、ニルヴァーナに達した苦行者（tavassi）、[image: ──]かれをわれらはバラモンと呼ぶ」（Utt.  XXV, 22）。仏教でもほぼ同じことをいう（Dhp.  395. cf. Vajrasūcī,  S）。cf. tapasā brahmacarye[image: 〓]a svādhyāyena ca pāvita[image: 〓] vimucya dehān vai bhānti m[image: 〓]tyor avi[image: 〓]aya[image: 〓] gatā[image: 〓]. MBh.  12, 17, 15（Critical ed.）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五五　バラモンの境地[image: ──]brāhma[image: 〓]a＝brāhma[image: 〓]ya. Therag.  631 に対する Norman の[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五六　三つのヴェーダ[image: ──]tīhi vijjāhi. [image: 註]には不明。仏教以前には三ヴェーダのことを意味していた。仏教ではこの名称を採用して、異った解釈を与えた。普通仏教で「三明」とは、宿明通（自分及び他の宿世の生死の相を知る）と天眼通（自分及び他人の未来世の生死の相を知る）と漏尽通（現在の苦のすがたを知って一切の煩悩を断ずる）をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五六　帝釈[image: ──]原文には Sakko vījānata[image: 〓]とあるが、恐らく「識者のうちで最も能力ある人」という意味をも含めていたのであろう。梵天や帝釈は当時インド人が最も崇敬していた神々である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　このように説かれたので[image: ……][image: ──]以下の文章は第八二詩のあとにも出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一〇、コーカーリヤ

    

  
    
      
      　コーカーリヤ[image: ──]第六六〇詩に至る本経の前半はSN.  I, 149-153（SN.  6, 1, 10, Kokālika）と殆んど全文一致し、またAN.  V, pp.170ff.（AN.  10, 89）にも類似している。恐らく SN.  にあるような経典に十数の詩句を附加して、この一節が成立したのであろうと言われている。

      　コーカーリヤ（Kokāliya）は、仏典では多く Kokālika という名で記されている。かれがサーリプッタとモッガラーナを誹ったということは、原始仏典のうちのあちこちに出てくる（それらの出典は赤沼『印度仏教固有名詞辞典』三一〇─三一一頁に詳しく出ている）。この二人は同門の弟子二百五十人を連れて釈尊に帰依したが、一つのまとまった大きな勢力を形成していたであろうし、またこの二人はもともと懐疑論者サンジャヤの弟子であったので、その影響を全然払拭することはできなかったであろうから、ゴータマ・ブッダの他の弟子たちから白い眼で見られていたであろうことは、充分に想像される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　サーリプッタとモッガラーナとは邪念があります[image: ──]邪念（pāpicchā）〔よこしまな欲求〕がある、というのは、具体的に何をいうのかよく解らないが、仏典の或る箇所によると、例えば暴風雨の夜に、雨をよけるために、二人は牧牛女と同じ洞窟の中に宿泊した、ということをコーカーリヤは非難していたという。

      　しかし、ここでブッダは、コーカーリヤに対して、むしろサーリプッタとモッガラーナをかばっている。そこから解ることは、（１）ブッダは、教団内の異った意見に対して寛容であった。（２）かれは他人を非難することを好まなかった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　温良な[image: ──][image: 註]にしたがって解した（pesala＝piyasīla. Pj.）。 pesala ─ [image: ‘]congenial[image: ’]　（Warder, p.242）; [image: ‘]beautiful, lovely, skilful, clever[image: ’]　（Andersen）; [image: ‘]well-behaved[image: ’]　（Buddhadatta）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　右まわりをして[image: ──]padakkhi[image: 〓]a[image: 〓] katvā. 相手に対して合掌して右肩を向けて[image: 廻]ること（時計の針の方向にめぐり歩く）。丁重な挨拶である。漢訳仏典では「右遶（うにょう）」という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　芥子粒[image: ──]saāsapa.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　小豆[image: ──]mugga.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　大豆[image: ──]ka[image: 〓]āya.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　棗の核[image: ──]kola[image: 〓][image: 〓]hi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　棗の果実[image: ──]kola.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　余甘子[image: ──]āmalaka. アーマラカは、熱帯アジア原産の樹高約十メートルになる落葉喬木で、綿状長楕円形の小葉が枝に二列に並んで一見モミの枝に似ているのが特徴である。果実は、直径約一・五センチの[image: 扁]球形で、成熟すると紅色になる。収斂性の酸味が強く、そのままでも食べられるが、普通砂糖漬や漬物にする（満久崇麿『仏典の植物』六三─六四頁）。学名 Emblic Myrobalan または Emblica Officinalis Gaertn. 余甘子という訳語は、荻原『梵漢対訳仏教辞典』による。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　未熟な木瓜の果実[image: ──]be[image: 〓]uva-salā[image: 〓]uka. 水野『パーリ語辞典』（二〇六頁）には、「beluva, be[image: 〓]uva m.〔＜billa〕木瓜、橡、-salā[image: 〓]uka〔同上〕」とある。ところで植物に詳しい人の話によると、日本では棗の実とぼけの実とは、殆んど同じ大きさであるという。インドのそれは少しく種類を異にするのかもしれない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　熟した木瓜[image: ──]billi. この語は、水野『辞典』には見当らず、その代りに「billa m.〔＝bella, beluva. cf. Sk. bilva〕木瓜、パパイヤ」とある（二〇五頁）。雲井『巴和小辞典』（二三二頁）には名詞として「〔cp. Vedic  bilva〕Bilva 樹。（樹名）」となっている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　二十のアッブダ地獄は一つのニラッブダ地獄に等しい[image: ──]アッブダ地獄の続く年数を二十倍したものが、一つのニラッブダ地獄が続く年数に等しいとの意。以下これにならう（Pj.）。 アッブダとは一説によると、巨大な数であり、無間地獄（Avīci）において地獄の衆生が釜の中で煮られる期間が非常に長いため、このように名づけられたのであり、以下これにならう、といい、また他の説によると、そこで悲しんで泣くのがいろいろであるからであるともいい、また他説によるとこれらは寒地獄であるという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五七　斬り割く[image: ──]chindati. cf. Udv.  VIII, 2.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五八─九　Lüders: Philologica  Indica,  S.146-147, 175 参照。SN.  VI, 1, 9, 7; AN.  IV, 3, 3; X, 89, 3 にも出てくる（cf. Vidhurapa[image: 〓][image: 〓]itajātaka, G. 91）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五八　禍を重ね[image: ──]vicināti. vici とは「ばくちで骰子を投げること」 [image: ‘]die Würfel werfen, einen Wurftun, würfeln anzusetzen[image: ’] の意である。cf. Vidhurapa[image: 〓][image: 〓]itajātaka, G. 91（Lüders: Philologica Indica,  S.149; 168）.

      　〈毀るべきこと〉と〈誉むべきこと〉との区別をはっきりと立てることを教えているのである。どちらでもない、いい加減なことを言ってはならないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五九　[image: 賭]博[image: ──]さいころで遊ぶ[image: 賭]博のことである。akkhesū  ti jūtakī[image: 〓]anaakkhesu（Pj.  p.477）. akkhesu は古代東部インド語での Instr. pl.である。locative ではない（Lüders: BSB.  [image: §]221, S.153）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五九　自身を含めて[image: ──]ばくちに自分自身を[image: 賭]けることをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五九　わずかな[image: ──]appamatta. ただし Sn. ; AN.  には appamatto とあるが、SN.  にしたがって [image: “]appamattako[image: ”] と読む方が後の [image: “]mahantataro[image: ”] と対応して意味が通ずる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五九　立派な聖者[image: ──][image: 註]によると、仏と縁覚と声聞とをいう。sugatesū ti su[image: 〓][image: 〓]hu gatattā sundarañ ca [image: 〓]hāna[image: 〓] gatattā sugatanāmakesu buddhapaccekabuddhasāvakesu（Pj.  p.477）. sugata とは、もとは中性名詞で[image: “]善い行い[image: ”][image: “]善いこと[image: ”]という意味であったらしい。古いガーターでは[image: 賭]博に関して述べられていることが若干あるから、[image: “]ばくちに運の良かったこと[image: ”]をも意味していたのかもしれない。邦語の「うまく行った」と同じ表現である。ただしそれが仏典で用いられる場合には、「よく行なった人」の意に解せられたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六五九　不運[image: ──]kali. 古代インドのばくちには骰の目の出方に四種または五種を立てていたが、そのうちで最も不運なものを kali と呼んだ。それに言及しているのである。

      　[image: 〓]Wer den Tadelnswerten preist oder den tadelt, der preisenwert ist, der wirft mit dem Munde den kali ; infolge dieses kali  findet er das Glück nicht. [image: “][image: 〓]Unbedeutend ist der kali,  der bei den Würfeln Verlust des Einsatzes（bringt）, sei es auch der ganzen　（Habe） samt der eigenen Person. Das ist der grösste kali,  wenn einer schlechte Gesinnung gegen Gute zeigt. [image: “]cf. MN.  No.129（vol.III, p.170）（Lüders; Philologica Indica,  S.146f.）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六〇　この詩句は SN.  vol.I, p.149 にも出てくる。そこでは chatti[image: 〓]sa ca が chatti[image: 〓]sati, manañが mānañとなっている。散文の部分では、「アッブダ」や「ニラッブダ」が地獄の名称とされているが、詩句の中ではいずれも巨大な数を意味する（Sāratthappakāsinī,  vol.I, p.216）。そのような個別的な地獄が存在するのではない（abbudo nāma koci paccekanirayo n[image: ’]atthi. Pj.  p.476）（vassaga[image: 〓]anāya ettako so kālo. Pj.  p.477）。cf. Lüders: BSB.  [image: §]219, S.151. なお ya[image: 〓] は古代東部インド語で複数 yān を意味する。原意では、地獄はただ一つのものと考えていたらしい（古い詩句では天 sagga も地獄 naraka も単数で示されている）。

      　ここでは、とほうもなく長い時期の間、地獄に堕ちる、というが、未来永久に地獄に釘づけになるのではない。やがて地獄から脱出できる。地獄にいる期間が定まっているのである。この点が、他の諸々の大宗教とは異る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六一　噓を言う人は地獄に堕ちる[image: ──]『ダンマパダ』第三〇六詩でも説いている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六二　害心なく[image: ──]appadu[image: 〓][image: 〓]ha. Chalmers は [image: ‘]meek[image: ’] と訳している。あるいは「汚れなき人」の意であるかもしれない。padosābhāvena appadu[image: 〓][image: 〓]ho （Pj.  p.478）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六二　害心なく清らかで[image: ……][image: ──]『ダンマパダ』第一二五詩に同じ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六二　罪汚れのない[image: ──][image: 註]は「悪い欲求のない」と解している。pāpakaicchāvacarābhāvena ana[image: 〓]gano  ti veditabbo（Pj.  p.478）. [image: ‘]free from sin[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]good[image: ’]　（Chalmers）.

      　人間が他人に対して我執を以て行動するならば、他の人に対して悪いことをすることがある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六四　生きものを殺し[image: ──]bhūnahu＝bhūtihanaka＝vuddhināsaka（Pj.  p.479）. [image: ‘]blasting[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]blighting[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]Kernhauer[image: ’]　（Neumann）. 語源は不明である（PTS.  Dict.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六五　抗[image: ──]papata.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六六八　あまねく燃え盛る[image: ──][image: 註]によると、aggini sama[image: 〓]（＝samantato）jalita[image: 〓]と切って読むべきである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七〇　燃え盛るそれらの[image: ──]刊本も[image: 註]も agginisamāsu とつづけて読んでいる。agginisamāsū  ti aggisamāsu（Pj.  480-481）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七四　ヴェータラニー[image: ──]Vetara[image: 〓]ī（＝Skrt. Vaitara[image: 〓]ī）. ヒンドゥー教神話によると、大地と地下の世界との間を流れている河で、悪臭を放つ。死者はそれを超えてヤマ（閻魔）の国に至る。これが仏教神話にとり入れられた。しかし漢訳仏典ではこの名を伝えなかったようである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七四　刃[image: ──]dhārā. また「流れ」という意味もあるので、両義を生かしているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七五　黒色ならぬ烏[image: ──]vāyasā（pl.）＝aka[image: 〓]hakākā（Pj.  482）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七七　五千兆年[image: ──]nahutāni ko[image: 〓]iyo pañca. ko[image: 〓]i は一千万のことであると、Apte, Monier-Williams の辞典に出ているので、それに従う。もともと ko[image: 〓]i とは「端」を意味し、[image: 秤]の端に当るような巨大な数を意味したのである。nahuta（Skrt. nayuta）は一万か。PTS.  Dict.  には nahuta を [image: ‘]a vast number, amyriad[image: ’] と説明している。nayuta もサンスクリット仏典にのみ出てくる語で、バラモン教の典籍には出てこないので、確かめようがない。

      　この詩句の中では地獄の名称としては、紅[image: 蓮]地獄だけが出てくる。この地獄の衆生（生きもの）は、寒苦のために肉がさけて血が流れ、そのさまは紅[image: 蓮]のようであるので、この名がある。のちのアビダルマ教義学の体系では八寒地獄のうちの第七とされた（後代の出典としては、玄奘訳『俱舎論』一一巻八枚表。わが国では例えば『今昔物語』第六巻第三四話）。ところが本書の散文の部分では、他の諸地獄のことも考えて、それらの地獄が階層的に並べられている。

      　「Ａの多数集まったものがＢの一つに等しい」という表現様式は、ウパニシャッドの中に現われているが、それがここに反映しているのである。

      　ここでは、地獄の恐ろしさが次から次へと列挙されている。しかしまだ体系化されていない。それを体系化したのは、アビダルマの教義学者たちである。そうしてそれを受けて、わが国では、特に源信僧都の『往生要集』によって地獄の観念が一般化するに至った。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一一、ナーラカ

    

  
    
      
      　序[image: ──]序の部分は、ブッダがカピラ城に誕生したときアシタ仙人がその相を占って、ブッダの将来を予言したことを述べている。この伝説は、例えば『仏本行集経』第九巻（大正蔵、三巻、六九三頁中以下）にも出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七九　三十人の神々の群[image: ──]tidisa-ga[image: 〓]a. [image: 註]によると三十三人の神々（三十三天）をいう（tidisaga[image: 〓]a＝Tāvati[image: 〓]sa. Pj.）。 三十三天の神（devā Tāvati[image: 〓]sā. [image: ‘]the gods in the heaven of the Great Thirty-Three[image: ’], Rhys Davids）は、もともと『リグ・ヴェーダ』において三十三の神々をまとめて考えていたのが、仏教に取り入れられたのである。普通仏典では三十三天、忉利天という。後代のアビダルマ教学によると、欲界の第二天で、須弥山の頂上にあり、その中央に帝釈天（インドラ。『リグ・ヴェーダ』における最も強大な神）がいて、四方のおのおのに八天ずついるので、合わせて三十三天となる。cf. AN.  III, p.339; Sum.-vil.  I, p.310; Mahāvastu,  I, p.262.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七九　アシタ仙[image: ──]Asita という仙人（isi）は、浄飯王（Suddhodana）の父である師子頰（Sīhahanu）という王の宮廷僧（purohita）であった。かれは、浄飯王がまだ王位に即かないときには技芸の師（sippācariya）であったが、王位に即いたあとでは宮廷僧となった（Pj.  p.479）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六七九　日中の休息[image: ──]食後における日中の休息のことで、多くは坐禅を行う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八一　阿修羅[image: ──]asura の音写。神々の敵であり、時々神々と戦闘を交えるという神話が、ヴェーダ聖典、叙事詩などに伝えられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八二　須弥山[image: ──]原文には Meru とあるが、須弥（Sumeru）山に同じ。世界の中心に位置している巨大な山で、その頂には神々が住むという神話が、叙事詩に出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八二　速かに[image: ──]khippa. 異本には副詞形で khippa[image: 〓] とあるが、その意味に解してよいであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八四　仙人（のあつまる所）という名の林[image: ──]Isivhaye vane. ベナレス郊外のサールナート（Sārnāth）をいう。現在は一面の芝生であるが、昔は林（vana）であったのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八四 （法）輪を回転する[image: ──]仏が説法することをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八五　スッドーダナ王[image: ──]Suddhodana. 漢訳仏典では「浄飯王」と訳される。ブッダの父の名。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八七　喜びでわくわくした[image: ──]alattha pīti[image: 〓]＝pīti[image: 〓] labhi（Pj.  p.487）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八八　傘蓋[image: ──]王者の標徴である。[image: 註]は「天の白い傘」（dibbasetacchatta）と解する（Pj.  p.487）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八八　上下に扇いだ[image: ──]vītipatantī  ti sarīra[image: 〓] vījamānā patanuppatana[image: 〓] karonti（Pj.  p.487）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八九　カンハシリ[image: ──]原文では Ka[image: 〓]hasiri とある。アシタ（Asita）とは「黒色」という意味なので、それを同じく黒色の意味であるカンハと書き換えたのである。シリ（Skrt. śrī）はインドで普通に使われる敬称である。サンスクリットにおける対応語（Śrīk[image: 〓][image: 〓][image: 〓]a）は今日に至るまでしばしば使われている。Asitavhayassā （v.686）ti Asitanāmassa dutiyena nāmena Ka[image: 〓]hadevalassa isino[image: ……]Ka[image: 〓]hasirivhayo （v.689）ti ka[image: 〓]hasaddena ca siri-saddena ca avhayamāno, ta[image: 〓] kira Sirika[image: 〓]ho ti pi avhayanti, āmantenti, ālapantī ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.487）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六八九　結髪の[image: ──]原文は ja[image: 〓]ī で、漢訳仏典ではよく「螺髻（らけい）」「螺髪（らほつ）」と訳す。頭髪を束ねて縛り、あたかも螺の突起のごとくであるので、このように訳す。行者のすがたである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九〇　相好と[image: ……]通暁しているかれは[image: ──]so lakkha[image: 〓]amantapāragū  ti lakkha[image: 〓]ānañ ca vedānañ ca pāragato（Pj.  ad v.690）. 結局、人相を占うことと諸ヴェーダに通暁していることが、当時のバラモンたちの主なつとめであったのであろうか。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九三　最上の清浄[image: ──]ニルヴァーナのこと。それは清浄のみのものであるから、このように言う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九三　清らかな行い[image: ──]かれの「教え」の意味である（brahmacariya[image: 〓] ti sāsana[image: 〓]. Pj.）。 故にかれの教えとは実践のことであった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九七　聖者[image: ──]原語 tādin. このように解し得る理由については、拙著『ヴェーダーンタ哲学の発展』五〇〇─五〇一頁参照。原始ジャイナ教では tāin という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九八　最上の聖者の境地[image: ──]moneyyase[image: 〓][image: 〓]ha＝ñā[image: 〓]uttama＝maggañā[image: 〓]a.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        六九九　以下はナーラカとブッダとの対話である。

      　この詩句から以下最後の第七二三詩に至るまでの一連の詩句は、幾分の相違もあるが、Mahāvastu  III, pp.386-389,　『仏本行集経』第三八巻（大正蔵、三巻、八三〇頁上以下）に大体相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇三　婦女[image: ──]園林に遊びに来たり、或いは薪拾いに来た婦女たちを指していう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇五　殺してはならぬ。また他人をして殺させてはならぬ[image: ──]『ダンマパダ』第一二九詩でも同様に説く。ジャイナ教でも同じことを教える（na hantā na vi ghāyae. Āy.  I, 5, 5, 4）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇六　地獄[image: ──]「地獄」というのは、この世の邪まな生活や、そのもととなる妄執をいうのである。naraka-saññita[image: 〓] micchājīvahetubhūta[image: 〓] ima[image: 〓] paccayata[image: 〓]ha[image: 〓][image: ……]（Pj.  p.494）.

      　ここには、〈地獄とはこの世に見られるものである〉という、恐ろしく現代的な、また哲学的な解釈が、今から千六百年前のブッダゴーサによって表明されているのは、驚ろくべきことである。そうして、右の詩から見ると、最初期の仏教でもそのように考えられていたらしい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七〇七　安らぎに帰している[image: ──]nibbuto.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一一　家々を[image: ……][image: 廻]ってはならない[image: ──]na[image: ……]sahasā care. その意味は sahasokitādi-ananulomika[image: 〓] gihisa[image: 〓]sagga[image: 〓] na āpajjeyyā ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.497）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一一　話をするな[image: ──]chinnakatha. 聖者は「啞のごとくであれ」ということが、インドでは理想とされている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一一　策して食を求める[image: ──]第九三〇詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一二　平然として[image: ──][image: 註]によって補う（so tādī nibbikāro hutvā. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一四　高く或いは低い種々の道[image: ──]「高い」とは「速かにさとる楽な道」、「低い」とは「遅く覚る苦しい道」をいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一四　重ねて彼岸に[image: ……][image: ──]ひとたび彼岸（ニルヴァーナ）に達した人は、二度とそこに赴く必要がない。また一度で一切の煩悩を断ずることはありえないから、一度で彼岸に至ることもない（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一五　執著[image: ──]visatā（＝ta[image: 〓]hā. Pj.  p.498）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一六　説こう[image: ──]upaññassan  ti upaññayissa[image: 〓], kathayissan ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.498）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一六　剃刀の刃[image: ──]剃刀の刃についた蜜をなめるときには舌を切らないように用心するという譬えのように、人々から受けた物を受け用いるときには、煩悩に汚されないように用心せよ、との意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一七　腥い臭気なく[image: ──]nirāmagandho（＝nikkileso hutvā）. 煩悩のない者となって、の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一七　清らかな行ないを[image: ……]理想とせよ[image: ──]brahmacariyaparāyano＝sikkhāttaya-sakalasāsana-brahmacariyaparāyano（Pj.  p.499）. 戒、定、慧の三学のことだ、と[image: 註]解されている。 [image: ‘]devoted to a religious life [image: ‘]（Fausböll）; [image: ‘]absorbed in nothing save the Higher Life[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]vollendet heilig seinen Gang[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一八　奉仕すること[image: ──]upāsana. 在俗信者のことを upāsaka というのは、ここに由来する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一八　独り居てこそ[image: ──]版本には eko ce とあるも、異本に eko ve とあるのに従った。もしも ce と読むならば、この一句は次の詩にかかって、「もしもあなたが独り居て楽しむのであるならば、あなたはあらゆる方角に輝くであろう」となる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七一九　わが教えを聞く者[image: ──]māmako（＝mama sāvako. Pj.  p.499）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二〇　大河の水[image: ──]第五六八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二二　道の人[image: ──]sama[image: 〓]a. これを[image: 註]釈は buddhasama[image: 〓]o と解している（Pj.  500）。「ブッダなる〈道の人〉（沙門）」と解するのが穏当であろう。しかしここでは、〈ブッダ〉を仏教の開祖にのみ限定することなく、一般に〈理想的な修行者〉と解すべきであろう。このあたりの一連の詩句には、特殊宗教としての仏教の色彩は認められない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二二　理法にかない意義あること[image: ──]upeta[image: 〓] atthasa[image: 〓]hita[image: 〓] （＝atthūpeta[image: 〓] dhammūpetañ ca hitena ca sa[image: 〓]hita[image: 〓]. Pj.  p.500）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二三　ここで「〈聖者の行〉（mona）にかなう（arahati）」というのは、未来志向的であり、他方「〈聖者の行〉を体得した」（monam ajjhagā）というのは過去的であり、すでに或る境地に到達したことを言う。両者は同一境地の両側面である。〈聖者の行〉（仏道）なるものは、すでに実現されているとともに、またこれから実現さるべきものなのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一二、二種の観察

    

  
    
      
      　何故であるか[image: ──]kā upanisā（＝ki[image: 〓] kāra[image: 〓]am, kim prayojanam. Pj.  p.503）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　如実に知るため[image: ──]yathābhūta[image: 〓] ñā[image: 〓]āya（＝aviparīta-ñā[image: 〓]āya. Pj.  p.503）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      　さとり[image: ──]aññā. この世においてさとりを得て、解脱に達することをいう（asmi[image: 〓] yeva vā attabhāve arahatta[image: 〓]. Pj.）。 さとりは、現世において得られるものだと考えていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二四　以下の四つの詩句は他の原始仏典（SN.  V, p.433, S.56, 22; Itiv.  103, p.106）にも出る。漢訳相当詩句は『雑阿含経』第三九二経（大正蔵、二巻、一〇六頁上）にも出る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七二五　心の解脱[image: ……]智慧の解脱[image: ──]「心の解脱」（cetovimutti）と「智慧の解脱」（paññāvimutti）は、聖典によく出てくる成句であるが、その意味内容は必ずしも一定していなかった。ブッダゴーサは三種の解釈を挙げている。〔i〕arahattaphalasamādhi rāgavirāgā cetovimutti,  arahattapaññā avijjāvirāgā paññāvimuttī  ti veditabbā,　〔ii〕ta[image: 〓]hācaritena vā appanājhānabalena kilese vikkhambhetvā adhigata[image: 〓] arahattaphala[image: 〓] rāgavirāgā cetovimutti,  di[image: 〓][image: 〓]hicaritena upacārajjhānamatta[image: 〓] nibbattetvā vipassitvā adhigata[image: 〓] arahattaphalam avijjāvirāgā paññāvimutti, 　〔iii〕anāgāmiphala[image: 〓] vā kāmarāga[image: 〓] sandhāya rāgavirāgā cetovimutti,  arahattaphala[image: 〓] sabbappakārato avijjāvirāgā paññāvimuttī  ti（Pj.  p.504）. 第三の解釈は、この二つの解脱のあいだに優劣の差を認めるもので、後世に成立したものであると考えられるから、第一の解釈と第二の解釈との共通の趣意をとると、〈心の解脱〉とは心が解脱して静まり安定している境地、〈智慧の解脱〉とは、人間の本来もっている智慧が迷いから解脱した境地をいうのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　二種のことがら[image: ──]次にのべる二種の観察法をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        散文　素因[image: ──]upadhi. 未来の輪[image: 廻]の生存を形成するもとのもの、の意。[image: 註]は、業（kamma）または汚れある業（sāsavakamma）の意に解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三三　ヴェーダの達人[image: ──]vedagū. この場合にはバラモン教のヴェーダ聖典に言及しているが、意味内容は、換骨奪胎して、真理の認識を得た人のことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三四　識別作用[image: ──]第一〇三七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三七　ほろびるが故に[image: ──][image: 註]には、接触が消滅するが故に、と解する（phassābhisamayā  ti phassanirodhā. Pj.）。 第三四二詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七三九　それらの本性を識知する[image: ──]tattha vijānāti. それらの本性を知って、それらに対する執著を離れる、という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七四五　起動のないこと[image: ──][image: 註]によると、ニルヴァーナをいう（anārambhe nibbāne. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七四九　無病[image: ──][image: 註]によると、ニルヴァーナをいう（ārogyan  ti nibbāna[image: 〓]. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七四九　省察して食料を受用し[image: ──]sa[image: 〓]khāya sevī（＝cattāro paccaye puccavekkhitvā sevamāno. Pj.  p.507）. 四縁、すなわち衣・食・住・医薬を受用することをいう。ところがブッダゴーサの挙げている他の解釈によると、sevīを「実践する」の意に解する。 [image: ‘]anicca[image: 〓] dukkham anattā[image: ’] ti ñāñena sevamāno[image: ……].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五〇　動揺[image: ──]iñjita. [image: 註]によると愛執をいう（ejā＝ta[image: 〓]hā. Pj.）。 すなわち、愛執、高慢、妄見、業、煩悩の動揺において業のあつまりの動揺の起ることをいう（iñjitapaccayā  ti ta[image: 〓]hāmānadi[image: 〓][image: 〓]hikammakilesaiñjitesu yato kutoci kammasambhāriñjitapaccayā）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五二　従属することのある人[image: ──]nissita（＝Skrt. niśrita）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五四─七五五　この二つの詩は、他の原始仏典（Itiv.  73, p.62）に出ている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五四　物質的領域[image: ──]rūpa. 色界（しきかい）をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五四　非物質的領域[image: ──]āruppa. 無色界（むしきかい）をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五五　消滅[image: ──]ニルヴァーナをいう（nirodho ti nibbāna[image: 〓]. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五六　非我なるもの[image: ──]名称と形態のことをいう（anattani nāmarūpe[image: ……]. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五六　名称と形態[image: ──]nāmarūpa. ウパニシャッドにおいては現象界を意味する語であったが、仏教に採用されて、両者で個人存在を意味すると考えられた（漢訳では「名色」と訳す）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五八　安らぎ[image: ──]nibbāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五九─七六五　殆んどそのまま他の原始仏典（SN.  IV, p.127f.）に出ている。『雑阿含経』第三〇八経（大正蔵、二巻、八八頁下）に、相当する詩句がある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七五九　考えられるもの[image: ──]原文には kevalā dhammā となっているが、狭義の dhamma すなわち意の対象を言うのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七六一　自己の身体を断滅する[image: ──]他の原始仏典にも説かれている（SN.  I, p.13 G.; p.53G.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七六二　迷っている[image: ──]原文には sampamū[image: 〓]h[image: ’]ettha となっているが、sampamū[image: 〓]hā が縮約されたのである（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  S.35）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第四　八つの詩句の章

    

  
    
      
      　八つの詩句の章[image: ──]この章の原名は A[image: 〓][image: 〓]hakavagga である。この章は古くから独立の経典としてひろく行われ、非常に古い時代から読誦されていたことが、原始仏教の聖典のうちに記されている（水野博士訳、二九七頁以下、Bapat: The Arthapada-sūtra,  Introduction, pp.1-3）。現存サンスクリット断片からみると、Arthakavargīya[image: 〓] sūtra[image: 〓]という名であった。また相当漢訳の名は、『義足経』であるから、学者はその原語を Artha-pada-sūtra に比定している。漢文の大蔵経のうちには、『義足経』という独立の経典が伝えられている。それをサンスクリットに直すと Arthapada-sūtra であるが、Nyāyavārttikatātparya[image: 〓]īkā （I, 1, 1）によると、捨てらるべきもの、または望ましいものを arthapada という。この用例がどこまで[image: 遡]り得るか、不明である。

      　〔heya[image: 〓], tasya nirvartaka[image: 〓], hānam ātyantika[image: 〓], tasyopāyo [image: ’]dhigantavya ity etāni catvāry arthapadāni samyagbuddhvā ni[image: 〓]śreyasam adhigacchati（Nyāyabhā[image: 〓]ya  ad I, 1, 1. Ānandaśrama  Sanskrit Series, ed. p.4）〕.

      　この章の独立経典は聖典自身のうちにその名がしばしば引用されているが、「義品」「義足経」「十六句義」「句義経」「説義」「衆義経」「義部経」と訳されている（水野博士訳参照）。artha を「義」と解し、「利益をもたらす経を集めたもの」と解したのである。しかし何故 Artha-vargīya としないで Arthaka-vargīya としたのであろうか。A[image: 〓][image: 〓]haka-vagga はサンスクリットの A[image: 〓][image: 〓]aka-varga の意味であると解すると、語学的な疑問は氷解する。この章のうちで第二、三、四、五のスッタは八つの詩句のみより成る。第一のスッタは六つの詩句のみで、他のスッタはもっと数が多いが、最初は八つの詩句のスッタのみから成っていたのに、のちに他のスッタが附加されたのではなかろうか。漢訳『摩訶僧祗律』第二三巻（大正蔵、二二巻、四一六頁上）にも「八跋祗経」とある。ところで八つずつ（A[image: 〓][image: 〓]aka, A[image: 〓][image: 〓]akā）でまとめるということは、仏教以前にひろく行われていたことである。『リグ・ヴェーダ』聖典は、八つの詩句ずつ、一まとめにして数えることがなされている。Taittirīya-Sa[image: 〓]hitā は A[image: 〓][image: 〓]aka-Brāhma[image: 〓]a と呼ばれる。a[image: 〓][image: 〓]aka は八つの集まりの意味で用いられる（Śatapatha-brāhma[image: 〓]a  VI, 2, 2, 25）。パーニニ文典も八章より成るので、Pā[image: 〓]inīya-A[image: 〓][image: 〓]aka または A[image: 〓][image: 〓]ādhyāyīと呼ばれる。天文学の書で A[image: 〓][image: 〓]aka-varga があり、後世の詩にも Karu[image: 〓]ā[image: 〓][image: 〓]aka, Ga[image: 〓]gā[image: 〓][image: 〓]aka などがある（Bapat: The Arthapada-sūtra,  pp.19-20）。ヒンドゥー教の聖者チャイタニヤにもアシタカと称する若干の詩[image: 篇]が存する。

      　だから、アッタカ章という名は、ヴェーダ聖典以来のインドの伝統をうけているのである。しかし後に仏教が発展すると、ヴェーダとの連絡は次第に忘れられてしまった。そこでプラークリットからサンスクリットに直すときに、この章が利益を説いているからという理由で Arthavargīya と書かれたのであろう。このアッタカ・ヴァッガの部分は、Arthavargīya-sūtra という独立のサンスクリット経典として伝えられ、その断片が東トルキスタンの Khadalik で発見され、すでに出版されている（A. F. Rudolf Hoernle: The Sutta Nipata in a Sanskrit Version from Eastern Turkestan, JRAS.  1916, p.709ff.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一、欲望

    

  
    
      
      　欲望[image: ──]この教えは『義足経』巻上、桀貪王経（大正蔵、四巻、一七四頁中以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七六七　悩み苦しむ[image: ──]ruppati（＝pī[image: 〓]iyati. Pj.  p.513）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七六八　執著[image: ──]visattikā（＝ta[image: 〓]hā. Pj.  513）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七六九　似た文章がVi[image: 〓][image: 〓]u-Purā[image: 〓]a,  4, 10, 10 にある（Lüders: BSB.  [image: §]235, S. 163）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七〇　苦しみがかれにつき従う[image: ──]原文 na[image: 〓] dukkham anveti. 同様の句が叙事詩にもある（k[image: 〓]tam anveti kartāra[image: 〓] purākarma. MBh  III, 207, 23）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      二、洞窟についての八つの詩句

    

  
    
      
      　洞窟についての八つの詩句[image: ──]この教えは『義足経』巻上、優塡王経（大正蔵、四巻、一七五頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七二　窟のうちにとどまり[image: ──]原文 satto guhāya[image: 〓][image: ……]ti[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓] naro. これはウパニシャッドにおいて、霊魂またはアートマンが身体の中に入ってとどまっていると考えたのを受けているのである（guhā[image: 〓] pravi[image: 〓][image: 〓]au, Kā[image: 〓]haka-Up.  III, 1; guhā[image: 〓] praviśya, ibid.  VI. 6; 7; e[image: 〓]a sarve[image: 〓]u bhūte[image: 〓]u gū[image: 〓]hātmā, ibid.  III, 12）。『アーパスタンバ法典』（第二二章四及び五）では、アートマンのことを「窟にとどまる者」（guhāśaya）とよぶ（cf. Mu[image: 〓][image: 〓].  Up.  II, 1, 8; III, 1, 7; Kā[image: 〓]haka-Up.  II, 12; Maitri-Up.  II, 6; VI, 4; Bā[image: 〓]kalamantra-Up.  18）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七二　遠ざかり離れること[image: ──]viveka. 身体に関しても、心に関しても、諸々の制約（upadhi）に関しても煩わされなくなったことをいう（MahN.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七三　貪る[image: ──]jappan（＝patthayamāna. Pj.  p.516）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七四　熱中し[image: ──]pasuta（＝anuyutta. Pj.  p.516）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七五　ここにおいて[image: ──][image: 註]釈は「この教えにおいて」「この教えに従って」の意に解する（idh' evā  ti imasmi[image: 〓] yeva sāsane）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七八　両極端に対する欲望を制し[image: ──][image: 註]（MahN.） は種々の対立した二つの観念と解している。第八〇一、一〇四〇詩以下参照。中道思想の起原がここに見られる。そうしてこれはジャイナ教と共通である。第一〇四〇詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七八　知りつくして[image: ──]pariññāya（＝parijānitvā. Pj.  p.517）. pari-jñāという動詞は、ジャイナ教聖典とも共通な用法が見られるが、或る対象を知りつくして消滅させてしまうことを言う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七七九　想い[image: ──]saññā. [image: 註]によると「名称と形態」（nāmarūpa）を意味する（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      三、悪意についての八つの詩句

    

  
    
      
      　悪意についての八つの詩句[image: ──]この教えは『義足経』巻上、須陀利経（大正蔵、四巻、一七六頁中以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八〇　悪意をもって他人を誹る人々[image: ──]du[image: 〓][image: 〓]hamanā. これは異教の人々（titthiya）のことをいう（Pj.）。 

      　du[image: 〓][image: 〓]ha に関しては、他の解釈も可能である。du[image: 〓][image: 〓]ha＝Skrt. du[image: 〓][image: 〓]a: [image: ‘]spoilt, corrupt, bad, malignant, wicked[image: ’]　〔PTS. Dict.〕.  ブッダゴーサは「心の汚れた」の意味に解し、外道（異教徒）は心が汚れているが、信仰心ある人は、「誠意がある」と[image: 註]する。titthiyā du[image: 〓][image: 〓]hacittā, ye tesa[image: 〓] sutvā saddahi[image: 〓]su, te saccamanā ti adhippāyo（Pj.  p.519）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八〇　他人から聞いたことを真実だと思って[image: ──]saccamanā＝tathasaññino.[image: ……]ye tesa[image: 〓]（＝titthiyāna[image: 〓]）sutvā saddahi[image: 〓]su, te saccamanā ti adhippāyo（Pj.  p.519）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八〇　心の荒むこと[image: ──]khila. [image: ‘]discontended[image: ’]　（Fausböll）は意訳である。 [image: ‘]waste or fallow land; fig. barrenness of mind, mental obstruction[image: ’]　（PTS. Dict.）.  ブッダゴーサは「煩悩」の意に解する。rāgādikhilehi n[image: ’]atthi khilo kuhiñcī ti veditabbo（Pj.  p.520）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八一　好み[image: ──]ruci. [image: ‘]his inclinations[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八一　みずから完全であると思いなしている[image: ──]saya[image: 〓] samattāni pakubbamāno  attanā vā paripu[image: 〓][image: 〓]āni tāni di[image: 〓][image: 〓]higatāni karonto[image: ……]（Pj.  p.520）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八四　汚れた[image: ──]avīvadāta（＝avodāta. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八五　諸々の事物に関する固執を確かに知って[image: ……][image: ──]第八〇一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八五　ものごとを斥け、またこれを執る[image: ──]nirassati ādiyati-cca dhamma[image: 〓]. ブッダゴーサは、世間の宗教が説くいろいろの教えについて、あれこれと取捨選択する意に解している（Pj.  p.522）。しかしもっと一般的に解し得るのではなかろうか。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八六　いつわり[image: ──]māyā. [image: ‘]deceit[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]error[image: ’]　（Chalmers）. ごまかし（渡辺）。奸詐とでもいうべきものか。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八六　たより近づくものがない[image: ──]「たより近づくもの」（upaya）とは、[image: 註]によると、妄執、偏見という執著である。so hi ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hiupayāna[image: 〓] dvinna[image: 〓] abhāvena anūpayo ti（Pj.  p.522）.　「たより近づくものがない」（anūpaya）とは、ひとり離れて超然としている、という意味である。 [image: ‘]independent[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]apart[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八七　たより近づく人[image: ──]upaya. 妄執や偏見に執している人である（upayo  ti ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hinissito. Pj.  p.523）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八七　捨てること[image: ──]niratta. [image: 註]は「無我」の意味に解するが、「捨てられるもの」（nirasta）の意味に解すべきであろう。第一〇九八詩でははっきりしている（niratta[image: 〓][image: 〓]  vā ti nirasitabba[image: 〓] vā, muñcitabban ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.  p.598）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      四、清浄についての八つの詩句

    

  
    
      
      　清浄についての八つの詩句[image: ──]この教えは『義足経』巻上、摩竭梵志経（大正蔵、四巻、一七七頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八八　見解[image: ──]di[image: 〓][image: 〓]ha. 諸々の英訳者は [image: ‘]view[image: ’] と訳している。諸宗教や哲学の「教義」を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八九　もしも人が見解によって清らかになり得るのであるならば[image: ……][image: ──]第八一三、八三〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八九　正しい道以外の他の[image: ──][image: 註]にしたがって解した（ariyamaggato aññena  asuddhimaggen[image: ’]eva. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七八九　偏見ある人[image: ──]原文には di[image: 〓][image: 〓]hīとあるが、異本に従って di[image: 〓][image: 〓]hi[image: 〓]と読んで解した。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九〇　バラモン[image: ──]原始経典の最古層では、修行を完成した人、理想的な修行者のことをバラモンと呼んでいた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九〇　この世において[image: ……]つくることがない[image: ──]善悪のはからいをなすことがない、の意。今は[image: 註]に従って解した。puññābhisa[image: 〓]khārādīna[image: 〓] akara[image: 〓]ato na idha pakubbamāno （Pj.  p.527）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九一　煩悩の動揺[image: ──][image: 註]にしたがって解した（ejā＝ta[image: 〓]hā＝abhijjhā＝lobha＝akusalamūla. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九一　放つ[image: ──]pamuñca[image: 〓]. ただし或る写本には pamukha[image: 〓]とあり、Chalmers（p.190）およびPTS. Dict. （p.39）では pamukha[image: 〓]という読みを採用しているが、そうだとすると「眼前にある、主要な」という意味になる。しかし譬喩の文章のうちにも単数の finite verb の語形のあったほうがおさまりがよいと思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九二　誓戒[image: ──]vatāni, pl. 道徳をも含めるが、それ以外には特殊な宗教的実践をも含めていう。例えば、行者が雞のまねをしたり、牛のまねをするようなこともいう。ブッダゴーサ（p.527）は象などのまねをすることだという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九二　ヴェーダ[image: ──]この場合「ヴェーダ」とは実践的な認識のことをいう。vedehi＝magga-ñā[image: 〓]avedehi（Pj.  p.527）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九三　見たり学んだり思索したこと[image: ──]原文には di[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓] va suta[image: 〓] muta[image: 〓] vāとあるが、これは古ウパニシャッドの表現を受けている。第一〇八六詩に対する[image: 註]記参照。なお同様の表現は第七九〇、七九七、七九八、八〇二、八一二、八一三、八八七、八九九、九〇一、九一四詩など参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九三　制し[image: ──]visenibhūto. [image: ‘]is secluded[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]transcends[image: ’]　（Chalmers）. ブッダゴーサは通俗語源解釈を行なっている（Māra-sena[image: 〓] vi -nāsetvā [image: 〓]hitabhāvena visenibhūto, p.528）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九三　妄想分別させる[image: ──]vikappayeyya. 妄想分別を起させる、の意（vikappeti＝vikappa[image: 〓] āpajjati. MahN.  vol.I, p.97）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九五　煩悩の範囲[image: ──]第四八四詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九五　欲を貪ることなく、また離欲を貪ることもない[image: ──]na rāgarāgī, na virāgaratto. ブッダゴーサは、前者は欲界の貪りに執することなく、の意で、後者は、色界、無色界を貪ることに執することなく、の意に解する。so ca kāmarāgābhāvato na rāgarāgī,  rūpārūparāgābhāvato na virāgaratto （p.528）. しかし『スッタニパータ』の最古層においては、まだ三界説は成立していなかったから、後代の思想にもとづいたこの解釈は無理である。恐らく、「欲望にとらわれることもなく、また無理に欲望をなくそうと思ってその願望にとらわれることもなく」というのが、原意であったのであろう。同様の心境は、第八一三詩についても見られる。

      　理想の修行者は、欲望を離れているのみならず、〈欲望を離れている〉ということをも離れているのである。こういう表現は、後代の空観、または禅僧のさとりを思わせるものがある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      五、最上についての八つの詩句

    

  
    
      
      　最上についての八つの詩句[image: ──]この教えは『義足経』巻上、鏡面王経（大正蔵、四巻、一七八頁上以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九六　諸々の論争を超えることがない[image: ──]原文に vivādāni とあるのは、古アルダマーガディー語形である。第九〇七詩参照。

      　だから、世間では論争がなくなることがない、というのである。諸々の偏見が対立している状態をいうのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九七　自分の奉じていることのうちにのみ[image: ──]attanī. [image: 註]は「自分とは特殊な見解のことである」と解する。attā vuccati di[image: 〓][image: 〓]higatam（MahN.  p.104）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        七九七　それ以外の他のもの[image: ──]他人の奉じていることをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇〇　分れているが[image: ──]viyattesu＝nānādi[image: 〓][image: 〓]hivasena bhinnesu sattesu（Pj.  p.530）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇〇　党派に盲従せず[image: ──]第三七一詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇一　両極端に対し[image: ……][image: ──]第一〇四二詩参照。「両極端」とはこの場合、何のことをいうのか？　パーリ文[image: 註]解によると、いろいろの説を挙げている。どの説でもよいのである。何ごとでもよいから、両極端を離れよ、というのである。「両極端を離れよ」ということは、ジャイナ教でも教えている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇一　種々の生存に対し[image: ──]bhavābhavāya＝punappunabhavāya（Pj.  p.530）. つまり輪[image: 廻]の生存のことをいう。cf. calācala（中村『ヴェーダーンタ哲学の発展』三六二、七三三頁）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇一　願うこと[image: ──]pa[image: 〓]idhi＝ta[image: 〓]hā（Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇一　固執の住居[image: ──]nivesana. 具象的には「住処」「住居」、抽象的には「執著」「固執」を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇二　妄想[image: ──]saññā. この場合は、想念から起った偏見（saññasamu[image: 〓][image: 〓]hāpitā di[image: 〓][image: 〓]hi）をいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇二　妄想分別させる[image: ──]第七九三詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇三　かれらは[image: ……]受け入れることもない[image: ──]dhammā pi tesan na pa[image: 〓]icchitāse（＝dvāsa[image: 〓][image: 〓]hidi[image: 〓][image: 〓]higatadhammā pi tesa[image: 〓] [image: ‘]idam eva sacca[image: 〓], mogham aññan[image: ’] ti eva[image: 〓] na pa[image: 〓]icchitā）（Pj.  p.531）. いわゆる六十二見のうちのいずれをも受け入れないというのである。仏教は、普通は「法を説く」と言われているのに、ここでは「法」（dhamma）を否定している。その意味は〈教義〉なるものを否定しているのである。教義を否定したところに仏教がある〔ちなみに、ここで pa[image: 〓]icchitāse というのは、『リグ・ヴェーダ』の語法が残っているのであり、この詩句が非常に古いことを示している。pi（＝Skrt .api）は、「すべてひっくるめて、いずれも」の意味である〕。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇三　このような人[image: ──]tādi. 真人（arahā）に同じ。このような解脱した人、このように説く人、という意味である（MahN.）。 「理想的な人」をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      六、老い

    

  
    
      
      　老い[image: ──]この教えは『義足経』巻上、老少俱死経（大正蔵、四巻、一七八頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇五　執著した物のために[image: ──]mamāyite. 理由を示す位格である。＝mamāyitavatthukāra[image: 〓]ā（Pj.  p.533）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇五　変滅するものである[image: ──]vinābhāvasantam ev[image: ’]idam. [image: 註]釈は、「存在しては滅びるもの」「生滅するもの」と解している。＝santavinābhāva[image: 〓] vijjamānavinābhāvam eva idan, na sakkā vinābhāvena na bhavitun ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.534）. この世のものは、滅びないように、と思っても、滅びないということは有り得ない、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇五　在家にとどまっていてはならない[image: ──]出家せよ、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇六　われに従う人[image: ──]māmako（＝mama upāsako bhikkhu vā ti sa[image: 〓]kha[image: 〓] gato. Pj.  p.534）. 出家者でも在家者でもよいのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇七　目がさめたならば[image: ──]pa[image: 〓]ibuddha（Skrt.＝pratibuddha）. 寝ていた人が目をさました場合をいう。この語は仏教以前に、古ウパニシャッドのなかで用いられている。sa yadā pratibudhyate（Kau[image: 〓].  Up.  III, 3; IV, 20）; tad yo yo devānā[image: 〓] pratyabudhyata（B[image: 〓]had.  Up.  I, 4, 10）; yasyānuvitta[image: 〓] pratibuddha ātmā（B[image: 〓]had. Up.  IV, 4, 13）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇九　所有を捨てて[image: ──]ジャイナ教でも同じことを説く（pariggaha[image: 〓] amamāyamāne. Āy.  I, 2, 5, 3; I, 8, 3）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八〇九　安穏[image: ──]khema（＝nibbāna. Pj.  p.534）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一〇　独り離れた座所に[image: ──]原本には vivittamānasa[image: 〓]　とあるも、MahN.  及び漢訳に従って vivittamāsana[image: 〓]と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一〇　生存の領域[image: ──]原語は bhavana であるが、[image: 註]（MahN. ; Pj.） はほぼ bhava の意に解しているらしい。但しここのMahN.  における説明またはプラーナ聖典や後代のヴェーダーンタ哲学において、bhavana を幾つも数え立てる先駆と見られる節がある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一〇　ふさわしい[image: ──][image: 註]にしたがって解した（sāmaggiya＝pa[image: 〓]irūpa. Pj.）。 

      　森に住むということは、バラモン教のほうでは人生の四時期のうちの第三時期にあたる林住者（vānaprastha）の理想であったが、また最後の第四時期にあたる遍歴行者（parivrājaka）も「森におもむく」ものとされていた（Baudhāyana-dharma-sūtra  II, 6, 11, 19. Kashi Sanskrit Series, No.104）。それを受けているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一一　汚されない[image: ──]na lippati. しかし異本は、na limpati（汚さない）と読む（cf. v.l.; PTS. Dict .s.v.limpati）。後者によると、[image: 蓮]の葉の上の水滴が、跡を残さず、[image: 蓮]の葉を汚さないことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一二　[image: 蓮]華の[image: ……]汚されない[image: ──]na lippati. 異本によると、na limpati（水が[image: 蓮]を汚さない）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一三　邪悪を掃い除いた人は[image: ……][image: ──]第七八九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一三　見たり学んだり思索したどんなことでも[image: ……][image: ──]第七九〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一三　嫌うこともない[image: ──]直訳すると「貪りを離れることもない」の意。この表現は、第八五三詩にも見られる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      七、ティッサ・メッテイヤ

    

  
    
      
      　ティッサ・メッテイヤ[image: ──]この教えは『義足経』巻上、弥勒難経（大正蔵、四巻、一七九頁上以下）に相当し、またこの部分については、サンスクリット断片が発見され、ヘルンレによって刊行されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一四　ティッサ・メッテイヤ[image: ──]Tissa Metteyya. ティッサが個人名であり、メッテイヤが種姓の名である。Tisso ti nāma[image: 〓] tassa therassa, so hi Tisso ti nāmena; Metteyyo  ti gotta[image: 〓]（Pj.  p.538）. 或る場合には、二人の別々の人であると考えられることもあった。[image: ──]Tissa-Metteyyā nāma dve sahāyā ti（l.c.）. ちなみにパーリ語では子音二つ重なる前の e および o 音は短音となり、サンスクリットの eya は eyya となる（K.Seidenstücker: Handbuch der Pāli-Sprache  I, Leipzig, O. Harrassowitz, 1926, S.16）。そこで立花俊道師に従って「メッテイヤ」と記すことにした。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一四　さん[image: ──]āyasmā. この語を「[image: ……]さん」と訳すことにした。その理由については『印度学仏教学研究』（一九八三年）掲載の拙稿参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一四　きみよ[image: ──]mārisā ti piyavacanam eta[image: 〓], niddukkhā ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.536）.〔niddukkha（苦しくない）というときには、封建時代に殿さまが「苦しうない！　近う！　近う！」といった表現と、同じ心理的根拠をもっている〕。この表現から見ると、ティッサは、ゴータマ・ブッダを、特別に偉い人だとは考えないで、せいぜい友人程度に見なしていたのであることが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一四　あなたの[image: ──]tava. この修行者は、ゴータマ・ブッダを自分と同格の者と見なして呼びかけているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一八　とどろく非難の声[image: ──]nigghosa（Bapat: The Arthapada-sūtra,  pp.14-15 参照）. paresa[image: 〓] nigghosan  ti upajjhāyādīna[image: 〓] nindā-vacana[image: 〓]（Pj.  p.537）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一九　刃[image: ──]身と口と意とにおける悪行をいう（MahN.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八一九　難所[image: ──]gedha. はっきり自覚しながら虚言を吐くことは、進退極まった難所である（MahN.）。 gedha は普通は「貪欲」の意味であるが、ブッダゴーサは「大きな難所」を「大きな束縛」の意に解する（mahāgedho  ti mahābandhanam. Pj.  p.537）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二二　離れて独り居ること[image: ──]viveka. [image: ‘]seclusion[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]live aloof[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二三　束縛されている[image: ──]gadhita. gathita に同じ。ganthati（縛る、つかねる）の過去分詞。gadhita と濁音になっているのは古代東部インド語（マガダ語）の痕跡がここにそのまま残っているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      八、パスーラ

    

  
    
      
      　パスーラ[image: ──]この教えは『義足経』巻上、勇辞梵志経（大正蔵、四巻、一七九頁下）、サンスクリット断片に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二四　別々の真理に[image: ──]paccekasaccesu. 例えば、「世界は常住である」などと主張する説などを指していう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二七　悲泣する[image: ──]anutthunāti（＝su[image: 〓][image: 〓]hutara[image: 〓] vippalapati. Pj.  p.541）. 語根 stan に由来するから、声を出して号哭することをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二八　得意と失意とがある[image: ──]ugghāti-nighaāti（＝cittassa ugghāta[image: 〓] nighāta[image: 〓] ca pāpu[image: 〓]anto[image: ……]. Pj.  p.541）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八二八　論争を[image: ──]kathojja[image: 〓]. これは古代東部インド語における ablative である（Lüders: BSB.  [image: §]192, S.140）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三〇　清浄が達成される[image: ……][image: ──]第七八九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三二　論争し[image: ──]vivādiyanti（＝vivadanti. Pj.  p.542）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三二　対論する者[image: ──]pa[image: 〓]isenikattā（＝pa[image: 〓]ilomakārako. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三三　対立を離脱して[image: ──]visenikatvā. [image: 註]は、「煩悩の軍を滅して」（kilesasena[image: 〓] vināsetvā）と解するが、原義は対立を離脱することであると思う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三四　それを実現することは、とてもできない[image: ──]（四つに組んで）同じ場所に立つことは、とてもできない、の意。na hi tva[image: 〓] sakkhasi sampayātave＝ekapada[image: 〓] pi sampayātum yugaggāham eva vā sampādetu[image: 〓] na sakkhissati（Pj.  p.542）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      九、マーガンディヤ

    

  
    
      
      　マーガンディヤ[image: ──]伝説によると、かつてブッダがサーヴァッティーにいたときに、マーガンディヤというバラモンが、自分の娘を盛装させて同道し、ブッダの妻として受納するように乞うたときに、ブッダがこのように語ったという（Pj.）。 これとほぼ同じ語がのちの他の仏典（Divyāvadāna  36, pp.515-20; 528ff.）にも出ているが、そのバラモンの名は Mākandika となっている。サンスクリット文アルタカヴァルギーヤ・スートラでも同じ。それらをヘルンレが詳しく比較研究している（JRAS.  1916, pp.723-731）。

      　こういう点では原始仏教の戒律は厳しいものであった。のちの戒律の体系においては、出家した修行僧が婦人と交わるならば、それはバーラージカという大罪を犯したことになり、教団を放逐される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三六　どのような戒律・道徳・生活法を[image: ──]di[image: 〓][image: 〓]higata[image: 〓] sīlavatānujīvitan  ti di[image: 〓][image: 〓]hiñ ca sīlañ ca vatañ ca jīvitañ ca（Pj.  pp.544-545）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三七　省察しつつ[image: ──][image: 註]にしたがって解した（pacina[image: 〓]＝pavicinanto. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八三八　定説[image: ──][image: 註]（MahN.） によると、当時あった六十二種の見解をいうが、これは、やや遅れてまとめられたものであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四〇　ばかばかしい[image: ──]momuha. [image: ‘]nonsense[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]foolish[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四一　見なす[image: ──]dahāsi（＝passasi）（Pj.  p.546）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四二　三種[image: ──]第五三五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四三　誰に論争を挑むであろうか[image: ──]kena vāda[image: 〓] pa[image: 〓]isa[image: 〓]yuñjeyya  pa[image: 〓]ipphareyyā ti（Pj.  p.546）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四四　家を拾てて[image: ──]okam pahāya. [image: ‘]having left his house[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]homeless[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四四　家を捨てて、住所を定めずにさまよい[image: ……][image: ──]同様のことが叙事詩に説かれている（MBh.  XII, 320, 187）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四四　未来に望みをかけることなく[image: ──]apurekkharāno. これは purekkharoti（purakkharoti＝Skrt. pura[image: 〓]karoti）の現在分詞の否定形である。直訳すれば、「前におくことなく」。ブッダゴーサは、「未来の生存を願うことなく」の意に解する（＝āyati[image: 〓] attabhāva[image: 〓] anabhinibbattento. Pj.  p.547）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四五　竜[image: ──]nāga. また象をも意味する。ここでは、すぐれた修行者のこと。 [image: ‘]an eminent man[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]the sage[image: ’]　（Chalmers）. Neumann　は訳していない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四五　諸々の偏見を離れて[image: ──]vivitto（＝ritto. Pj.  p.547）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四五　汚れから[image: ……]棘のある[image: 蓮][image: ──]elambuja[image: 〓] ka[image: 〓][image: 〓]akavārija[image: 〓] yathā. ブッダゴーサの[image: 註]解によると、elambujan  ti elasaññake ambuni jāta[image: 〓] ka[image: 〓][image: 〓]aka nā[image: 〓]a[image: 〓] vārija[image: 〓],  paduman ti vutta[image: 〓] hoti（p.547）. ファウスベルは elambuja を[image: 蓮]華の一種の品種と見なしている。PTS. Dict. は ela を「塩からい水」とも考えられる可能性を残しているが、海水のあるところに[image: 蓮]華は育たないであろうから、むしろ「汚水」と解した方が妥当である。そこで[image: 註]釈を尊重すると、「汚水から生える、棘のある[image: 蓮]華」ということになる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四六　ヴェーダの達人[image: ──][image: 註]の一つの解釈にしたがった（Vedāna[image: 〓] anta[image: 〓] gato ti Vedagū. MahN.  p.205）。そのほか仏教の術語をあてはめて種々異った解釈がMahN.  に述べられているが、それらは後世のもので、原意はヴェーダの達人の意味であったにちがいない。ただしこの書では、「ヴェーダ聖典についての学者」という意味ではなくて、人間の真理を知った人のことを、仮りに「ヴェーダの達人」と呼んでいるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四六　宗教的行為によって[image: ──]kammanā. [image: 註]には puññābhisa[image: 〓]khārādikammanā（Pj.  p.547）となっている。 [image: ‘]（holy）works[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]works[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]Werk[image: ’]　（Neumann）. この場合の kamma とは、単なる行為ではなくて、祭祀や儀礼などをいうのである。Karmamīmā[image: 〓]sāという場合の karman である。祭祀や儀礼が宗教にとって本質的なものであるという見解に従うならば、原始仏教は宗教を否定しているということになる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四六　伝統的な学問[image: ──]suta（＝Skrt. śruta）. 原義は「聞いたこと」という意味であるから、師から聞いて聖典を暗唱する学問のことである。だからこの場合に「伝統的な学問」と訳しても差支えない、と思う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四七　想いを離れた人には[image: ──]saññāvirattassa（＝nekkhamma-saññā-pubba[image: 〓]gamāya bhāvanāya pahīnakāmādisaññassa. Pj.  p.547）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四七　智慧によって解脱した人には[image: ──]paññāvimuttassa（＝vipassanā-pubba[image: 〓]gamāya bhāvanāya sabbakilesehi vimuttassa. Pj.  l.c.）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一〇、死ぬよりも前に

    

  
    
      
      　死ぬよりも前に[image: ──]この教えは『義足経』巻下、子父共会経（大正蔵、四巻、一八六頁下以下）に相当する。

      　『テーラ・ガーター』（第一八一─二詩）、及びサンスクリット文アルタカヴァルギーヤ（断片五）によると、この第十の教えはブッダとムリガシラス（M[image: 〓]gaśiras）という遍歴者（parivrājaka）との間で交わされたものと解せられていたらしい（Hoernle: JRAS.  1916, pp.731-723）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四八　安らかである[image: ──]upasanta.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四九　過去に[image: ──]pubbam antam（＝atītāddhādibhedam. Pj.  p.549）. ここでは addha（＝Skrt. adhvan）という語が用いられているから、過去の生存、前世という意味ではなくて、瞬間瞬間に推移してゆく時間のうちの過去の時間をいうのである。kāla は計量され得るが、adhvan は計量され得ない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四九　現在においても[image: ──]vemajjhe（＝paccuppanne pi addhani）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八四九　未来に関しても[image: ──]anāgate addhani（Pj.）. 　「過去に」の[image: 註]に挙げた理由により、来世のことをいうのではなくて、瞬間瞬間に推移してゆく時間のうちの未来の時間をいうのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五〇　誇らず[image: ──]avikatthī. 戒律などを守っているからとて誇ることもない（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五〇　あとで後悔するような悪い行いをなさず[image: ──]akukkuco（＝hatthakukkuccādi virahito. Pj.  p.549）. kukkuca（＝Skrt. kauk[image: 〓]tya）は、単に「悪い行い」というにとどまらず、「後悔すること」である。アビダルマ教学では「悪作」（あくさ、おさ）という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五〇　思慮して語り[image: ──]mantābhā[image: 〓]ī. Dhp.  363; Therīg.  281. [image: 註]（Pj.  p.549）には、 [image: ‘]mantāya pariggahetvā vāca[image: 〓] bhāsitā[image: ’] と解するが、それは後代の通俗語源解釈である。『真理のことば』[image: 註]解一四〇頁、『仏弟子の告白』第二詩に対する[image: 註]記、『尼僧の告白』（以上、岩波文庫本）一一〇頁参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五〇　そわそわすることなく[image: ──]anuddhato（＝uddhacca-virahito. Pj.  p.549）. アビダルマ教学によれば、「掉挙」（じょうこ auddhatya）を離れているのである。

      　この詩の類句として na vikanthī na kauk[image: 〓]ti[image: 〓]（Udv.  XXVI, 28）という句があるが、vikanthin はパーリ語の vikatthin のサンスクリット化であるとして理解することができる。右のチベット訳は丹生実憲師の刊本には rlon med となっているが、Beckh 刊本も北京版も rlon med とあって、上述の推定に一致する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五一　遠ざかり離れること[image: ──]viveka. [image: ‘]seclusion[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]Er weicht vor jedem Eindruck aus[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五二　遠ざかり[image: ──]patilīno（＝rāgādīnam pahīnattā tato apagato. Pj.  p.549）. cf. MahN.  p.224.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五二　偽ることなく[image: ──]akuhako（＝avimhāpako tīhi kuhanavatthūhi）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五二　嫌われず[image: ──]ajeguccha. 人々から嫌悪されるような下劣な行動をしない、という意味である。人々の嫌がるようなことはしないようにしよう、という意味である（＝manāpa. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五二　両舌（かげぐち）を事としない[image: ──]pesu[image: 〓]eyye ca no yuto（＝dvīhi ākārehi upasa[image: 〓]haritabbe pisu[image: 〓]akamme ayutto. Pj.  p.549）. こちらに向ってはこう言い、あちらに向ってはああ言う、という二つのすがたをとることがない、という意味に、ブッダゴーサは解している。したがって漢訳では「離間語」よりも「両舌」のほうが原語に即している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五三　快いものに耽[image: 溺]せず[image: ──]sātiyesu anassāvī（＝sātavatthusu kāmagu[image: 〓]esu ta[image: 〓]hāsanthavavirahito. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五三　信ずることなく[image: ──]na saddho（＝sāma[image: 〓] adhigata[image: 〓] dhamma[image: 〓] na kassa ci saddahati. Pj.  p.549）. この[image: 註]解の文は「みずから体験したことがらを信じ、いかなる人をも信じない」と訳してよいのであろうか。西洋の訳者は「軽々しく信じない」（not credulous, Fausböll; Chalmers）,　「自信をもって厚かましくならない」（niemals dreist, Neumann）と訳している。しかしブッダゴーサによると、もっと徹底した合理主義の立場をとっている。自分の確かめたことだけを信ずるのである。いかなる権威者をも信ぜず、神々をさえも信じない（Na saddho  ti sāma[image: 〓] sayam abhiññāta[image: 〓] attapacchakkha[image: 〓] dhamma[image: 〓] na kassaci saddhati aññassa vā brāhma[image: 〓]assa vā devassa vā mārassa vā narassa vā brahmuno vā. MahN.  p.235）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五三　なにかを嫌うこともない[image: ──]na virajjati. [image: ‘]he is not displeased（with anything）[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]verschollen wo man andre schilt[image: ’]　（Neumann）. [image: 註]によると、すでに欲情がなくなっているのだから、欲情がなくなるということもないのだと解する（na virajjati  ti khayā rāgassa virattattā idāni na virajjati. Pj.  p.549）。

      　もう一つの可能な解釈は、「特に欲情を去るということもない。欲情をそのままにしておく」ということである。今は解り易い解釈に従った。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五四　利益がなかったとしても、怒ることがない[image: ──]ジャイナ教でも同じことを教える（[image: ‘]na me dei[image: ’]na kappejjā Āy.  I. 2, 4, 4）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五五　第九一八、九五四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五五　煩悩の燃え盛ること[image: ──]ussadā（pl.）. [image: ‘]self-assertion[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]desires[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五六　依りかかること[image: ──]nissaya（＝ta[image: 〓]hā-di[image: 〓][image: 〓]hi-nissayā. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五七　執著[image: ──]visattikā（＝mahāta[image: 〓]hā. Pj.  p.550）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八五九　世俗の人々[image: ──]puthujjanā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六〇　妄想分別におもむかない[image: ──]kappa[image: 〓] n[image: ’]eti akappiyo. 若干の翻訳者はここに劫（kalpa）の観念が内含されていると考える。 [image: ‘]he does not enter time, being delivered from time[image: ’]　（Fausböll）. しかしブッダゴーサは「分別」の意に解していると考えられる。[image: ──]so evarūpo duvidham pi kappa[image: 〓] na eti, kasmā: yasmā akappiyo, pahīnakappo ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.550）. なお第五二一、五三五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六一　かれは世間において〈わがもの〉という所有がない[image: ……][image: ──]第九五〇詩、『ダンマパダ』第三六七詩参照。

      　「所有がない」の原文は saka[image: 〓] n[image: ’]atthi であるが、自分に属するものがない、という意味。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一一、争闘

    

  
    
      
      　争闘[image: ──]この教えは『義足経』巻上、異学角飛経（大正蔵、四巻、一八〇頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六二　争闘と[image: ……]悪口[image: ──]以上を「八つの煩悩」（a[image: 〓][image: 〓]ha kilesadhammā）と呼ぶ（Pj.  p.551）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六四　貪り[image: ──]lobha. 王族などの権力闘争をいう（Pj.  p.551）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六四　来世に関して[image: ──]samparāyāya（＝samparāyanayā, Pj.）.  Hare は [image: ‘]going with others to the next world[image: ’] in opposition to the sage[image: ’]s またekatta[image: 〓],  one state と解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六四　希望とその成就[image: ──]āsā ca ni[image: 〓][image: 〓]hā ca  āsā tassāsāya samiddhi（Pj.）. 「成就」の原語は ni[image: 〓][image: 〓]hāであるが、Chalmers は [image: ‘]fear[image: ’] と訳している。理由は不明。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六五　世の中にはびこる貪り[image: ──]ye vā pi lobhā vicaranti loke. 王族などの貪りをいう（Pj.）。 

      　この辺りの諸句とジャイナ教の聖句とはよく似ている。生きとし生けるものの輪[image: 廻]の原因と結果とについて、次のように述べている（Utt.  32, 6ff.）。

      　「あたかも鶴が卵から生じ、また卵が鶴から生じるように、欲望（渇愛 ta[image: 〓]hā）が迷い（moha）のもとであり、また迷いが欲望のもとであると、ひとびとは説く。

      　貪愛と嫌悪とは業を種子として起ったものであり、また業は迷いから起ったものであると、ひとびとは説く。業は生死の根であり、生死は苦であると、ひとびとは説く。

      　迷いのなくなった人には苦は消滅している。欲望（ta[image: 〓]hā）のなくなった人には、迷いは消滅している。貪むさぼり（loha＝lobha）のなくなった人には、欲望が消滅している。何ものも所有しない人には、貪りが消滅している。」

      　決して文句がぴったり一致するのではないが、精神的に求める態度は同一である。また他の箇所では、迷い（moha）にもとづいて業（karman）が起り、それから貪愛（rāga）と嫌悪（dosa＝dve[image: 〓]a）とが起るという（Utt.  XXXII, 1-12）。これはほぼ仏教でいう惑業苦の三道の観念に近い。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六六　欲望[image: ──] [image: ‘]chanda[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]wants[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六六　道の人[image: ──]パーリ文聖典の中では、理想的な修行者を意味する場合には道の人もバラモンも区別されていない（sama[image: 〓]ena  samitapāpena brāhma[image: 〓]ena bāhitapāpena, bhikkhunā bhinnakilesamūlena, sabbākusalamūlabandhā pamuttena. MahN.）。 ここではブッダ（Buddhasama[image: 〓]a）のことをいう（Pj.  p.552）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六七　快[image: ──]sāta. [image: ‘]pleasure[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六七　断定[image: ──]vinicchaya. [image: 註]には、愛執（ta[image: 〓]hā）にもとづく断定と誤った見解（di[image: 〓][image: 〓]hi）、すなわちアートマンがあると思う見解にもとづく断定と、二種あるという（MahN.） （Pj.  p.552）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六八　道の人[image: ──]sama[image: 〓]a. ブッダ（Buddhasama[image: 〓]a）のことをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八六九　以上の文句では、縁起説と同じ問題提起をしているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七一　所有欲[image: ──]pariggahā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七二　名称と形態[image: ──]nāmañ ca rūpañ ca. これはウバニシャッドに説かれている二つの概念であって、現象界の事物の二つの側面を示す。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七二　諸々の所有欲[image: ──]原語 pariggahāni は、男性名詞の複数主格である。古アルダマーガディー語形（Lüders: Philologica Indica,  S.288f.）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七三　どのように修行した者にとって[image: ──]katha[image: 〓]sametassa（＝katha[image: 〓]pa[image: 〓]ipannassa. Pj.  p.553）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七四　ありのままに想う者[image: ……][image: ──][image: 註]（MahN.） によると、「ありのままに想う者」とは凡人であり、「誤って想う者」とは狂人であり、「想いなき者」とは滅尽定に入った人であり、「想いを消滅した者」とは四無色定を得ている者だというが、のちの教義を適用した趣きがある。なおこの詩については第一〇三七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七四　ひろがりの意識[image: ──]原語は papañcasa[image: 〓]khāであるが、[image: 註]によると妄執（ta[image: 〓]hā）と悪しき見解（di[image: 〓][image: 〓]hi）と慢心（māna）とのひろがりの意識をいう（MahN.）。 〔また第九一六詩における[image: 註]では avijjādayo kilesā papañcasa[image: 〓]khāya mūla[image: 〓]（Pj.  p.562）と解する。〕後代の仏典の漢訳では papañca を「戯論」と訳す。ここではインド一般の用例と同じであると考えられる。ただし第九一六詩では、仏教的な意味で用いられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七五　霊（たましい）の[image: ──]yakkhassa. 人間のうちに存する霊的なものを考えていたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七五　最上の清浄の境地[image: ……][image: ──]第四七八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七六　賢者たちは[image: ──]pa[image: 〓][image: 〓]itāse.『リグ・ヴェーダ』の複数主格形である。ブッダゴーサは「賢者と自称する人々は」（pa[image: 〓][image: 〓]itamānino）と書き換えている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七六　断滅[image: ──]samaya（＝uccheda. Pj.）.  断見（ucchedavāda）を述べているのだ、とブッダゴーサは補説している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七六　巧みに[image: ──]kusalā. 形容詞であるが、形容詞形のままで副詞的に用いられている例の一つである。

      　仏教、特にいわゆる小乗仏教の伝統説によると、無余[image: 〓]槃に入ることが修行の目標であった。ところが、ここでは、そういう見解は偏見であるとして、それを排斥しているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七七　同様のことを叙事詩でも説く（MBh.  XII, 320, 187）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七七　聖者[image: ──]muni（＝pa[image: 〓][image: 〓]ito buddhamuni. Pj.  p.354）. ブッダのことを意味しているのではあるが、インド一般に通ずる muni という呼称を用いているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七七　『これらの偏見はこだわりがある』と知って[image: ──]「こだわりがある」upanissitā. 依拠し固執しているところがある、の意。ete ca ñatvā upanissitā  ti ete ca di[image: 〓][image: 〓]higatike [image: ‘]sassatucchedadi[image: 〓][image: 〓]hiyo nissitā[image: ’] ti ñatvā（Pj.  pp.553-554）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一二、並ぶ応答[image: ──]小[image: 篇]

    

  
    
      
      　並ぶ応答[image: ──]小[image: 篇][image: ──]質問と応答が並べられているので、このように称する。この教えは『義足経』巻下、猛観梵志経（大正蔵、四巻、一八一頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七八　不完全な人[image: ──]akevalī（＝hīno. Pj.  p.554）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八七九　論敵[image: ──]paro. [image: ‘]opponent[image: ’]　（Fausböll; Chalmers）; [image: ‘]der andre[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八〇　低級な者[image: ──]底本には mago〔獣（のごとき人）〕とあるも、いまはMahN. に従って omako と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八一　自分の見解によって[image: ──]刊本には sa[image: 〓]suddhapaññā（完全清浄な智慧ある者）となっているが、古い伝承本に sandi[image: 〓][image: 〓]hiyā ce pana とある読みを採用する（Pj.  p.555）。第八七五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八一　聡明な人[image: ──]mutimā（＝matimanto. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八四　知った人は、争うことがない[image: ──]yasmi[image: 〓]（＝sacce）pajā no vivade pajāna[image: 〓]（＝pajānanto）と切って読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八五　後半では、種々の異説が成立しているのは、伝承、伝統の故なのであろうか、あるいは自分の推理、思考（takka＝Skrt. tarka）によるのであろうか？　[image: ──]といって、問題を投げかけているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八七　[image: 蔑]視し[image: ──]vimānadassī （＝vimānam asammāna[image: 〓] passanto. Pj.  p.555）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八九　かれは過った妄見を以てみたされ[image: ──]atīsara[image: 〓]di[image: 〓][image: 〓]hiyā so samatto[image: ──]so eva[image: 〓] tāya lakkha[image: 〓]ātisāriniyā atisāradi[image: 〓][image: 〓]hiyā samatto  pu[image: 〓][image: 〓]o（Pj.  p.556）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八八九　賢者だと自認している[image: ──]sāma[image: 〓][image: ……]abhisitto（＝attāna[image: 〓] manasā [image: ‘]aha[image: 〓] pa[image: 〓][image: 〓]ito[image: ’] ti abhi siñcati（Pj.  p.556）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九三　確執[image: ──]medhaka（＝kalaha. Pj.  p.557）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九四 （学説の）決定に立って[image: ……]論争をなすに至る[image: ──]第八二四、八八七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一三、並ぶ応答[image: ──]長[image: 篇]

    

  
    
      
      　並ぶ応答[image: ──]長[image: 篇][image: ──]この教えは『義足経』巻下、法観梵志品（大正蔵、四巻、一八二頁下以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九六　安穏[image: ──]khema（＝nibbāna. Pj.）. 

      　「非難されるのは、欲せざることである。称讃されても、心の平安（sama＝śama）を得ることにはならない」（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九七　凡俗の徒のいだく[image: ──]puthujjā（＝puthujjanasambhavā. Pj.  p.558）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九七　世俗的見解[image: ──]sa[image: 〓]mutiyo（pl.）（＝di[image: 〓][image: 〓]hiyo. Pj.  p.558）（＝dvāsa[image: 〓][image: 〓]hī di[image: 〓][image: 〓]higatāni. MahN.  vol.I, p.308）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九七　どんなこだわりに赴くのであろうか？[image: ──]so upaya[image: 〓] kim eyya（＝so upagantabba[image: 〓][image: 〓]hena upaya[image: 〓] rūpādisu ekam pi dhamma[image: 〓] upeyya. Pj.）.  もう一つの可能な解釈は、kim を kena kāra[image: 〓]ena と解し、「何故にこだわりに赴くのであろうか？」という意味に解する（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九八　制戒[image: ──]sa[image: 〓]yama.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九八　誓戒[image: ──]vata（＝hatthivatādi）. 例えば象の生活をまねるという誓戒をまもることをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        八九九　となえて[image: ──]jappati（＝vippalapati. Pj.  p.558）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇〇　一切の戒律や誓いをも捨て[image: ……][image: ──]ウパニシャッドでも同様なことを説くことがある（Sannyāsopanisad  II, v.12）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇〇　宗教的行為をも捨て[image: ──]pahāya sabba[image: 〓] kammañ ca sāvajjanavajjam etam. [image: 註]（Pj.  p.558）は、「一切の悪と世俗の善とを（sabbākusala[image: 〓] lokiyakusalañ ca）捨てて」と解する。kamma は前にも説明したように、宗教的行事のことをいうのである。そうして宗教的行事の実践のときには、こうしたならば罪過がある、とか、ない、とか、うるさくいうから、それを指しているのであろう。単なる「善悪を捨てる」ことをいうのではないであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇〇　安らぎ[image: ──]santi（Skrt. śānti）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇二　欲念[image: ──]jappitāni.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇四　仮説[image: ──]sa[image: 〓]muti（←sa[image: 〓]-man）. 仮りに想定して立てた説。cf. Sn.  897; 911.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇五　勝れたもの[image: ──]visesī（＝aggo. Pj.  p.559）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇六　かれらは[image: ──]以下は理由（kāra[image: 〓]a）を示す（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇七　バラモン[image: ──]バラモンとは「邪悪を払いのけた人」と解されていた（bāhitapāpattā brāhma[image: 〓]o. Pj.  p.559）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇七　論争[image: ──]第七九六詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇八　踏みはずして[image: ──]atisitvā（＝atikkamitvā ariyamagga[image: 〓]. Pj.  p.560）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇八　清浄になる[image: ──]自分自身の問題であって、他人に助けられて清浄になるのではない、というのである。徹底した自力の立場である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇九　名称と形態[image: ──]nāmarūpa[image: 〓]. 個人存在を構成している諸要素を、古ウパニシャッド以来のこの術語で呼んでいるのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇九 （常住または安楽であると）[image: ──]Pj.  により補う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九〇九　それらを[image: ──]tāni（＝nāmarūp[image: 〓]ni. Pj.）.  本文では nāmarūpa[image: 〓]と単数になっているのに、[image: 註]釈文献では複数になっているのは、恐らく、単数のときには一人の個人の nāmarūpa を指し、多くの人々のそれを意味するときには、複数形で示したのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一〇 （「われは知る」「われは見る」ということに）[image: ──]Pj.  により補う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一〇　かれを導くことは容易ではない[image: ──]若干の写本及びMahN. （p.327）に従って dubbināyo と解する。na subbināyo＝dubbinayo duññāpayo（MahN.  p.326）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一一　諸々の見解を知って[image: ──]ñātvā ca so sammutiyo（＝di[image: 〓][image: 〓]hiyo）puthujjā（＝puthujjanasa[image: 〓]bhavā）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一二　聖者は[image: ……]論争が起ったときにも[image: ……][image: ──]叙事詩でも同様のことを言う（MBh.  XII, 320, 187）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一二　党派にくみすることがない[image: ──]na vaggasārī. 第三七一詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一二　執することがない[image: ──]anuggaho（＝uggaha[image: 〓]avirahito. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一三　新しい汚れ[image: ──]美しい色などを見て現在起る煩悩をいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一三　自分を責めることもない[image: ──]善をなさなかったこと、また悪を行なったことについて、自分を責めるということもない（anattagarahī  ti katākatavasena attāna[image: 〓] agarahanto. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一四　はからいをなすことなく[image: ──]na kappiyo. Fausböll は [image: ‘]not belonging to time[image: ’] と訳しているが、インドの哲学文献では「kalpa に属しない」という表現は見当らない。ここでブッダゴーサは、宇宙の長い時期としての劫（kalpa）を考えないで、分別しない、はからいをしない、の意味に解している。[image: ──]na kappetī ti na kappiyo,  duvidham pi kappa[image: 〓] na karotī ti attho（Pj.  p.561）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一四　求めることもない[image: ──] na patthiyo（＝nitta[image: 〓]ho. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一四、迅速

    

  
    
      
      　迅速[image: ──]この教えは『義足経』巻下、兜勒梵志経（大正蔵、四巻、一八三頁中以下）に相当する。原名は Tuva[image: 〓]aka-sutta となっている。tuva[image: 〓]a[image: 〓]（＝Skrt. tvaritam）とは「速かに」という意味であり、tuva[image: 〓]aka とは「速かなるもの」という意味であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一五　あなたに[image: ──]ta[image: 〓]. tvam の対格である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一五　安らいに入る[image: ──]nibbāti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一六　われは考えて、有る[image: ──]mūla[image: 〓] papañcasa[image: 〓]khāyā, ti Bhagavā [image: ‘]mantā asmī[image: ’] ti sabbam uparundhe. yā kāci ta[image: 〓]hā ajjhatta[image: 〓], tāsa[image: 〓] vinayā sadā sato sikkhe.

      　この原文の解釈はむずかしい。一つの解釈は、「考えて（mantā）制する（uparuddhe）」と、つづけて解釈することである。しかし語順を考えると、〈mantā asmī ti〉を一つのまとまった句とみなすほうが順当であり、校訂出版者（Dines Andersen and Helmer Smith）もそのように区切っている。そうだとすると、ここでは哲学的に重要な問題を提供する。ノイマンの訳によると、Das Wurzeln hier im Sondern, Unterscheiden, [image: “]Ich bin[image: ’]s, der denkt[image: ”] muss gänzlich sein entrodet.「わたしは考えるものとして有る（mantāを主格と解する）」、あるいは「わたしは、考えて（＝考えるから）有る（mantāを gerund と解する）」という訳が成立する。

      　〔わたくしは、後者のように gerund に解するほうが良い、と思う。そのわけは、他の箇所（Sn.  1040）で [image: ‘]mantā na lippati[image: ’] を [image: ‘]paññāya na lippati[image: ’] と[image: 註]解されているからである（Pj.  p.588）。〕

      　どちらにしても、「われ考う。故に、われ有り」（cogito ergo sum）に対応する問題が意識されているのである。

      　しかし文句が似ているとしても、近代西洋と古代の仏教とのあいだには、確然たる相違があった。近代西洋におけるその表現は、自我の確立をめざす第一歩であった。しかし古代のインド仏教では、分裂・対立した自我は、むしろ制し、滅ぼさるべきものであった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一六　迷わせる不当な思惟[image: ──]papañcasa[image: 〓]khā. 第八七四詩に対する[image: 註]記参照。 [image: ‘]delusion[image: ’]（Fausböll）; [image: ‘]obsession[image: ’]　（Chalmers）. [image: ‘]papañcā[image: ’] ti sa[image: 〓]khātattā papañcā eva papañcasa[image: 〓]khā, tassā avijjādayo kilesā mūla[image: 〓]（Pj.  p.562）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一七　慢心[image: ──]thāma[image: 〓]（＝māna[image: 〓]. MahN. ; Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一七　安らい[image: ──]nibbuti. [image: ‘]bliss[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一九　外に[image: ──]aññato（＝aññena upāyena 他の手段によって、Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一九　取り上げられるものは存在しない[image: ──]n[image: ’]atthi attā. atta は第七八七詩では中性で使われているから、ここでは中性複数形（『リグ・ヴェーダ』と共通の古形）と解してよいであろう。atthi は単数形であるが、中性複数形が主語であるときには単数形も許される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九一九　どうして捨てられるものがあろうか[image: ──]第七八七、八五八詩参照。

      　真の修行者は取ることもなく、捨てることもない、というのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二〇　不動[image: ──]anejo（＝khī[image: 〓]āsavo[image: ……]avikampamāno. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二〇　欲念を[image: ──]ussadam（＝rāgādi[image: 〓]. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二一　みずから体験したことがら[image: ──]sakkhidhamma[image: 〓]（＝saya[image: 〓] abhiññāta[image: 〓] attapaccakkha[image: 〓] dhamma[image: 〓]. Pj.  p.563）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二一　ねがわくは[image: ──]bhaddan te. ていねいな呼びかけの語である。bhaddan te  ti bhaddan tava atthū ti Bhagavantam ālapanto āha（Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二一　戒律規定[image: ──]pā[image: 〓]imokkha. 出家した僧尼の守るべき戒律をいう。のちには多数の戒律が制定された（古くは sīla と同義で用いられた）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二一　精神安定の法[image: ──]samādhi. 三昧と音写される。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二二　卑俗な話[image: ──]gāmakathā（＝tiracchānakathā. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二三　恐ろしいもの[image: ──]獅子や虎など（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二五　あとで後悔するようなことを[image: ──]kukkucca[image: 〓]. 古代東部インド語の ablative singular である（Lüders: BSB.  [image: §]192. S. 140）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二六　ものぐさ[image: ──]tandi（＝ālasya. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二七　呪法[image: ──]原語の字義は「アタルヴァの法」である（Āthabba[image: 〓]a[image: 〓] ti  Āthabba[image: 〓]ikamanta-ppayoga[image: 〓]. Pj.）。 呪法や魔法は『アタルヴァ・ヴェーダ』に由来すると考えられていたので、このように言う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二七　相の占い[image: ──]lakkha[image: 〓]am（＝ma[image: 〓]ilakkha[image: 〓]ādi[image: 〓]. Pj.）. 

      　ここでは呪法などの禁止が述べられているのであるが、ジャイナ教でも同じことを説く（Utt.  XV, 7-8）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九二八　悪口とを[image: ──]pesu[image: 〓]iya[image: 〓]（＝pesuñña[image: 〓]. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三〇　遠[image: 廻]しに策したことば[image: ──]相手が自分に衣服、臥具、飲食、医薬を与えてくれるように遠[image: 廻]しに話しかけること（MahN.）。 第七一一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三一　虚言をなすことなかれ[image: ──]第九四三詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三一　知りながら[image: ──]sa[image: 〓]pajāno.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三二　ジャイナ教でも同じことを説く（Sūy .I, 14, 21）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三四　かれは、みずから勝ち、他にうち勝たれることがない[image: ──]abhibhū hi so anabhibhūto. 同じ表現がジャイナ聖典にもある（abhibhūya addakkhū a[image: 〓]abhibhūe. Āy.  I, 5, 6, 1）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一五、武器を執ること

    

  
    
      
      　武器を執ること[image: ──]この教えは『義足経』巻下、維楼勒経（大正蔵、四巻、一八八頁上以下）に相当する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三五　争闘する[image: ──]medhaka[image: 〓]（＝hi[image: 〓]saka[image: 〓], bādhaka[image: 〓]）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三五　武器[image: ──]da[image: 〓][image: 〓]a. この語の原義は「[image: 杖]」である。われわれは「[image: 杖]」というと、老人がたよるステッキを連想するが、そうではなくて、「武器」一般のことであり、抽象的には「暴力」を意味する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三五　武器を執って[image: ──]attada[image: 〓][image: 〓]a. [image: ‘]the armed hand[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]who has seized a stick[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三五　衝撃[image: ──]sa[image: 〓]vega. 恐ろしくて、ぞっとした衝撃。 [image: ‘]grief[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]agitated[image: ’]　（Chalmers）. 漢訳では「厭離」と訳す（e. g. Bodhisattvabhūmi,  p.81, l . 5; p.397, l . 13 に対する玄奘訳）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三六　抗争している[image: ──]vyāruddhe（＝viruddhe. Pj.  p.566）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三七　堅実ではない[image: ──]asāro（＝niccasārādivirahito. Pj.）.  恒久的な本質がない、の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三七　自分のよるべき住所を[image: ──]bhavanam attano（＝attano tā[image: 〓]a[image: 〓]. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三七　とりつかれていないところ[image: ──]anosita[image: 〓]（＝[image: 〓]hāna[image: 〓] jarādīhi anajjhāvuttha[image: 〓]. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三八　終極においては[image: ──]青春が終ったときには老いに襲われることをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九三九　沈むこともない[image: ──]底本には nisīdati とあるも、今はMahN. に従って、na sīdati と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四〇　実践のしかた[image: ──]sikkhā. しかし[image: 註]釈文献は、諸々の学問（anekasikkhā）、例えば象の学問（hatthisikkhā）などであるという（Pj.  p.567）。また他の[image: 註]によると、象の学問、馬の学問、弓術、眼科、外科、内科、魑魅をはらう術、小児科をいう（MahN.）。 しかし、後代になると、これらの学問が奨励されたというだけで、この詩における原義ではなかったと思う。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四〇　安らぎ[image: ──]nibbāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四一　悪口を言わず[image: ──]ritta-pesu[image: 〓]o（＝pahīna-pesu[image: 〓]o. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四一　慳み[image: ──]veviccha（＝macchariya. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四三　虚言をつくように誘き込まれるな[image: ──]第九三一詩参照。叙事詩でも同様に教える（m[image: 〓][image: 〓]āvāda[image: 〓] pariharet. MBh.  III, 207, 42）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四四　滅びゆくものを[image: ──]hīyamāne（＝vinassamāne. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四四　牽引する者[image: ──]ākāsa.（＝ta[image: 〓]hāa. Pj.）. 

      　すべては移り行くということの認識にもとづいて、現実に即した柔軟性に富んだ実践原理が成立するのである。人生の指針として、こんなすばらしいことばがまたとあるだろうか！

      　総じて人間の習性であろうが、年老いた者は昔を懐しみ、昔あったものを何でも良いものだと思う。他方若い人は何でも新奇なものにひきつけられ、古いものを破壊しようとする。この二つの傾向は互いに矛盾し抗争する。これは、いつの時代でも同じことである。最初期の仏教における右の詩句は、明言しているわけではないが、恐らくこういうことに言及しているのであろう。

      　しかしどちらの傾向も偏っていて、一面的であると言わねばならぬ。もしも昔のもの、古いものをことごとく是認するならば、進歩や発展はあり得ないであろう。またもしもすべて過去のものを否認するならば、人間の文化そのものが有り得ないであろう。文明は過去からの人間の努力の蓄積の上に成立するものであるからである。だから、新しいというだけで跳びついてはならぬ。

      　人間はどうかすると、人間の根底にひそむ、眼に見えぬ、どす黒いものに動かされて衝動的に行動することがある。だが、それは、進路をあやまり、破滅のもととなるから、「牽引する者（妄執）」に、とらわれていてはならない。

      　では、過去に対して、「どちらでもない中道をとるのだ」といって、両者の中間をとるならば、それは単に両者を合して稀薄にしただけにすぎないのであって、力のないものになってしまう。

      　転換期に当って、或る点に関して古いものを残すか、或いはそれを廃止して新しいものを採用するか、という決断に迫られるのであるが、その際には、その決断は一定の原理に従ってなされねばならぬ。

      　その原理は、人間のためをはかり、人間を高貴ならしめるものでなければならぬ。それを仏典ではサンスクリット語で artha と呼び、漢訳では「義」とか「利」とか訳しているが、邦語でいえば「ため」とでも言い得るであろう。それは「ひとのため」であり、それが同時に高い意味で「わがため」になるのである。

      　人間のよりどころであり、人間を人間のあるべきすがたにたもつものであるという意味で、原始仏教ではそれを「法」（ダルマ）と呼んだ。仏はその〈法〉を見た人であり、仏教はその〈法〉を明らかにするものである（だから「仏法」ともいう）。その法は、民族や時代の差を超え、さらに諸宗教の区別をも超えて、実現さるべきものなのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四五　吸い込む[image: ──]底本ājava[image: 〓]とあるが、今はMahN. にしたがってācama[image: 〓]と読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四五　捕捉[image: ──][image: 註]は「放ちがたい」という意味に解する（dummuñcana[image: 〓][image: 〓]hena āramma[image: 〓]an ti ca. Pj.  565f.）。

      　これはウパニシャッドにおいて Skrt. ārambha[image: 〓]a が捕捉を意味しているのを受けているのである（Chānd. Up.  IV, 1, 4）。拙著『ブラフマ・スートラの哲学』一八七─一八八頁参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四六　これは、真実を語った人は、たとい生れが賤しくても、バラモンと呼ばれてよい、という古ウパニシャッドの思想を受けているのである。Satyakāma（「真実を愛する人」の意）の物語（Chānd. Up.  IV, 4, 1-2; IV, 5, 1; cf. B[image: 〓]had. Up.  VI, 3, 11; Maitri-Up.  VI, 5; Praśna-Up.  VI, I, 1; V, 1）参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四六　陸地に立っている[image: ──]thale ti[image: 〓][image: 〓]hati という表現は、インドの風土においてのみ理解されることである。ビハール、ベンガル、オリッサ地方では、雨季明けに水がたまると、一面水びたしとなり、大海のようになる。日本の洪水は河水に流されることであるが、インドではただ水びたしとなり、山も見えないから大海のようになる。その場合に小高い陸地のみがたよりとなり、人々はそこに集まって避難する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四六　安らかになった人[image: ──]santo（＝Skrt. śānta[image: 〓]）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四八　思いこがれることもない[image: ──]nājjhettī ti nābhijjhati （Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四九　過去にあったもの[image: ……][image: ──]第一〇九九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四九　何ものも有らぬようにせよ[image: ──]māhu. āhu（＝aha[image: 〓]su）は過去形（perfect）複数形と解することもできそうであるが、しかし主語が kiñcana[image: 〓]（単数）であるから、ahu（hoti の aorist）と解すべきであろう。[image: 註]（Pj.  p.568）は、未来に欲情などなにもないようにせよ、の意に解している。anāgate [image: ’]pi sa[image: 〓]khāre ārabbha uppajjanadhamma[image: 〓] rāgādikiñcana[image: 〓] māhu. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四九　中間においても[image: ──]majjhe（＝現在のものに関しても、paccuppanne rūpādidhamme pi. Pj.  p.568）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九四九　安らかな人[image: ──]upasanto.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五〇　名称と形態について[image: ……][image: ──]第一一〇〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五〇　わがものという思い[image: ──]mamāyita. これは俗語形（mamāiya）でジャイナ教聖典でも使われている（Āy.  II, 2, 6, 2）。mamāyate, mamāyita という語をこのような意味に用いるのは、インドでは仏教とジャイナ教とに限られている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五〇　わがものという思いの全く存在しない人[image: ──]同文でジャイナ教聖典に出ている（jassa n[image: ’]atthi mamāiya[image: 〓]. Āy.  I, 2, 6, 2）（cf. DN.  II, p.241G.）。

      　ここに述べられている心境は、初期のジャイナ教と全く同じであると言ってよい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五二　苛酷なることなく[image: ──]ani[image: 〓][image: 〓]hurī（←Skrt. ni[image: 〓][image: 〓]hura）. MahN.  p.440 は nitthuriya を嫉妬（issā）の意に解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五二　動揺して煩悩に悩まされることなく[image: ──]anejo.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五二　万物に対して平等である[image: ──]だから、平静な心を保つ（upekhaka）ことができるのである（Pj.  p.569）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五三　動揺して煩悩に悩まされることなく[image: ──]anejassa. [image: ‘]unregsam[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五三　作為[image: ──]sa[image: 〓]khiti. 訳しにくい語なので Fausböll は原語を用いて sa[image: 〓]khāra と訳しているが、語源的には同じでも、両者の間にはなんらかの相違があるにちがいない。puññābhisa[image: 〓]khārādisu yo koci sa[image: 〓]khāro, so hi, yasmā nisa[image: 〓]kharīyati, nisa[image: 〓]kharoti vā, tasmā nisa[image: 〓]khitī  ti vuccati（Pj.  p569）. [image: ‘]Er weiss von keinem Unterschied[image: ’]　（Neumann）は意訳であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五三　あくせくした営み[image: ──]viyārambhā（＝vividhā puññābhisa[image: 〓]khārādikā ārambhā. Pj.  p.569）. この[image: 註]解から見ると、いわゆる宗教的功徳のある行為も行わないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五三　安穏[image: ──]khema（＝abhaya. Pj.）.  [image: ‘]sicher sein[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五四　聖者は[image: ……]いるとも言わないし[image: ──]「自分は等しい者どもの一人である」「自分は他人と等しい」と思い較べることはない、の意。第八六〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五四　取ることもなく、捨てることもない[image: ──]nādeti na nirassati（＝rūpādisu kiñci dhamma[image: 〓] na ga[image: 〓]hati na nissajjati. Pj.  p.569）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一六、サーリプッタ

    

  
    
      
      　サーリプッタ[image: ──][image: 註]によると、この経は「長老の質問の経」（Thera-pāñhasutta）ともいう。この経は『義足経』巻下、[image: 蓮]花色比丘尼経（大正蔵、四巻、一八四頁下以下）に相当する。なおこのアッタカ・ヴァッガが十六のスッタより成ることは、ヴェーダないしインド一般の観念を受けているのである。それについては、パーラーヤナ・ヴァッガ（第五章）に対する[image: 註]記の最後参照（四二九頁）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五五　トゥシタ天[image: ──]Tusita. 兜率天、都史多天などと表記する。天上にあるすばらしい楽しいところ。後代の仏教宇宙論によると、欲界のうちにあるが、ヤーマ天（夜摩天）と楽変化天との中間にあるとされた。ここでは、ブッダはこの世に生まれる前にトゥシタ天に住し、そこから没して、カピラ城の近くのルンビニー園で生まれたという伝説をいう。cf. Mhp.  III, 15.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五六　神々及び世人が見るように[image: ──]sadevakassa lokassa yathā dissati. [image: 註]解（Pj.） によると、一つの解釈は、神々および世人に見える（見られる）ように、であり、他の解釈は、あるがままに、真実に（tacchato aviparītato）見るブッダは、神々および世人の暗黒を除去して、という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五七　このような範たる人[image: ──]tādi. Bhagavā muttāvī ti tadi（MahN.  p.461）. 西洋の翻訳者たちは、これを指示代名詞のように考えて訳していない。しかしこれは一種の術語である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五七　束縛ある[image: ──]例えば弟子は師に縛せられているから、「束縛ある」というのである（Pj.  p.572）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五七　多くの者ども[image: ──]王族などをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五七　問おうとして[image: ──]atthi pañhena. この句は語義的に難解である。すでに[image: 註]釈（Pj.  p.572）の中に三つの異った解釈が述べられているが、いずれも atthi を atthika（Skrt. arthika 求める）の意に解している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五八　世を厭うて[image: ──]vijigucchato（＝jātiādīhi a[image: 〓][image: 〓]iyato. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五八　人のいない座所[image: ──]rittam āsanam（＝vivitta[image: 〓] mañcapī[image: 〓]ham. Pj.  p.572）. ブッダゴーサは、木の枝や木片を組み合せた粗末なベッドの上に坐すこと[image: ──]現在でもヒンドゥーの行者が行なっている[image: ──]を考えていたのであるが、原文の詩は、そのようなものさえも考えていなかったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五八　山間の洞窟の中におり[image: ──]ブッダゴーサは「洞窟の中の、人のいない座所を愛し」とつづけて解すべきであるというが、原文では必ずしもその必要はない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九五九　座所のうちに[image: ──]sayanesu（＝vihārādisu senāsanesu. Pj.）.  これをブッダゴーサが精舎（僧院）のことと解するが、これは後代のものを持ち込んでいるのである。『スッタニパータ』のうちには、精舎の生活は出てこない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六〇　未到の地におもむく人にとっては[image: ──]gacchanto agata[image: 〓] disa[image: 〓].「未到の地」とは不死、ニルヴァーナをいう（MahN.）。 ブッダゴーサの見た写本には agatam disam の代りに amata[image: 〓] disa[image: 〓]となっていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六〇　危難[image: ──]parissayā, pl.（＝upaddavā, pl.Pj.）.  第四五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六〇　辺鄙なところに[image: ──]pantamhi（＝pariyante. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六〇　うち克たなければならない[image: ──]abhisa[image: 〓]bhave（＝abhibhaveyya. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六一　ことば[image: ──]vyappathayo（＝vacanāni. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六一　戒律や誓い[image: ──]sīlabbatāni（＝Skrt. śilavratāni）. 当時のインド一般では、修行者の守るべき行為規定を、この語で称していた。ところが仏教が発展した以後の段階では、仏教外の異教（外道）の行為規定の呼称に限られ、漢訳仏典では「戒禁」（かいごん）という。だから『スッタニパータ』においては、仏教の修行者の行為規定一般に対する特別の呼称はなかったことが知られる。いわんや「律蔵」のようなものは、未だ成立していなかった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六二　心を安定させ[image: ──][image: 註]にしたがって解した（ekodi＝ekāggacitta. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六二　賢者[image: ──]nipaka（＝pa[image: 〓][image: 〓]ita. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六二　鍛冶工が銀の垢を吹き去るように[image: ──]『ダンマパダ』第二三九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六三　楽しむ境地[image: ──]phāsu（＝phāsuvihāro. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六四　分限を守る[image: ──]pariyantacārī（＝sīlādisu catusu pariyantesu caramāno. Pj.  p.572）. 第二一四詩、『テーリー・ガーター』第三五四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六四　襲いかかる虻と蚊[image: ──][image: 〓]a[image: 〓]sādhipātānā[image: 〓]. 原文は、襲いかかる虻（あぶ）である。[image: 〓]a[image: 〓]sa, da[image: 〓]sa は「虻」と訳される（水野『パーリ語辞典』、雲井『巴和小辞典』）。ところが[image: 註]（Pj.  p.572）には、右の語を[image: 註]解していう[image: ──]pi[image: 〓]galamakkhikānañ ca sesamakkhikānañ ca, sesamakkhikā hi tato tato adhipatitvā khādanti, tasmā adhipātā ti vuccanti. makkhika は同上辞典には「蠅」と訳されているが、蠅は襲いかかるけれども咬みはしない。故に便宜上、「虻と蚊」と訳しておいた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六五　異った他の教えを奉ずる輩[image: ──]paradhammikā（＝bāhirakā. p.573）. 場合によっては、仏教外の人々を titthiya（外道〈げどう〉Sn.  381;422）, tithya（Sn.  891;892）と呼ぶが、ここではまだ「外道」というはっきりした観念が成立していなかったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六五　危難に[image: ──]原語 parissayāni は古アルダマーガディー語形である。第四五、九六九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六六　こういう点はジャイナ教の修行者の場合とも共通である。「火葬場で宗教的修行（pa[image: 〓]imā）を行い、恐ろしいものを見ても怖れず、つねにいろいろの徳をもつタパス（苦行）につとめ、身体を望まない人は、ビクである」（Dasavesāliya  X, 12）。

      　寒冷や酷暑に堪え忍ぶべしということは、ジャイナ教徒の強調するところでもある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六八　怒りと高慢[image: ──]kodhātimāna. ジャイナ教でもこの語を用いる（kohāimā[image: 〓]a[image: 〓] ha[image: 〓]iyā ya vīre. Āy.  I, 3, 2, 3）。この語をジャイナ教の[image: 註]釈者は krodhādimāna と解するが、それは誤りである（Schubring:Āyāra[image: 〓]ga,  Glossar, S.75）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九六九　憂うべきことに[image: ──]paridevadhamme（＝paridevaniyadhamme. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七〇　今夜は[image: ──]ajja（＝āgamanaratti[image: 〓]. Pj.）.  [image: 註]から見ると、昼眠るのではなくて、夜眠るのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七〇　思慮[image: ──]vitakka. あれこれとくよくよ心配することを、vitakka と呼んでいる。思いわずらい。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七一　適当な時に[image: ──]kāle（＝pi[image: 〓][image: 〓]apātakāle. Pj.）.  托鉢の時に、という意味である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七一　衣食に関しては恣ままならず[image: ──]原文 so tesu とあるが、漢訳を参照すると sotesu と読まれていた（Bapat: The Arthapada-sūtra,  p.14）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七二　眼を下に向けて[image: ──]生物を傷つけないように、日夜常に、地を注視して歩めということは、『マヌ法典』第六編第六八詩にも規定されている。第四一一詩以下参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七三　ともに修行する人々に[image: ──]sabrahmacārīsu. これはヒンドゥー教の諸教団で用いられる呼称であり、後代の仏教では用いなくなった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七三　人々をそしること[image: ──]janavādadhammā（＝jana-parivāda-kathā. Pj.  p.574）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七四　五つの塵垢[image: ──]pañca rajāni. 後世の一般仏教教学によると、対象としては、色・声・香・味・触・法の六つを立てて、これを六境と呼ぶのが通例となっている。しかしここでは色・声・香・味・触の五つだけしか立てていない（cf. AN.  III, p.411G.）。これは、六境というまとめかたの成立する以前の観念であろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七四　つとめる[image: ──]「[image: ……]を達成するためにつとめる」のときには sikkhate は dative を支配する（Hinüber, KGP.  [image: §]281）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第五　彼岸に至る道の章

    

  
    
      
      　彼岸に至る道の章[image: ──]Pārāyana-vagga 漢訳仏典には音訳して「波羅延」「波羅延経」「婆羅延」「波羅衍拏」などとして引用されている。聖典自体の中にすでに経典として引用されている〔例えば『四分律』第五四巻（大正蔵、二二巻、九六八頁）。詳しくは、水野博士訳、三八六頁〕。しかし仏教ではパーラーヤナという普通名詞を用いることがない。パーラーヤナとはヴェーダ附属文献や文法学書ではもとは、「聖典を読誦すること」、また一般に「聖句集成」を意味する。サンスクリット諸大辞典のこの項参照（なおMahābhā[image: 〓]ya,  Nirnaya Sagara Press, p.50; SDS.  XIII, 1, 67）。バラモン教一般で聖句集成の意味に用いていたから、最初期の仏教徒はこの語をバラモン教のほうから取り入れて、やはり聖句集成の意味でパーラーヤナと称し、それを語源に分解して「彼岸に至る道」という意味をも含ませて考えていたのであろう。

      　なお、Baudhāyana-dharmasūtra,  IX, I に athāto [image: ’]naśnatpārāya[image: 〓]avidhi[image: 〓] vyākhyāsyāma[image: 〓]「さてこれから、食べないでヴェーダ読誦をする規定を説明しよう」というが、[image: 註]釈者 Govindasvāmin はその行は悪から離脱させること pāpamocana であると言い、pārāya[image: 〓]a という語を[image: 註]解して、Vedasya pāra[image: 〓] paryanta[image: 〓] ni[image: 〓][image: 〓]hām ayante gacchantīti pārāya[image: 〓]am という（Kashi Sanskrit Series, No.104, 1934, p.252）。最初期の仏教がこの名称をもバラモン教から採用したことが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一、序

    

  
    
      
      　序[image: ──]この部分は、のちに附加されたものであるらしい。CuN.  の中でも解釈されていないし、また漢訳文献の中にもこの部分の詩は引用されていない（詳しくは水野博士訳、三八六頁以下参照）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七六　無所有[image: ──]ākiñcañña. [image: 註]によると、所有品も道具ももたないこと（āki[image: 〓]canabhāva[image: 〓], pariggahūpakara[image: 〓]avivekan ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.）。 ウパニシャッドによると、アートマンを悟った真のバラモンは、子孫・財宝・世間に対する欲望を捨てて行乞するものとされている（特にB[image: 〓]had. Up.  III, 5, 1; IV, 4, 22）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七六　コーサラ族の美しい都[image: ──]サーヴァッティーをいう。都の原語 pura を、[image: 註]（Pj.  p.580）は [image: ‘]nagara[image: ’] と[image: 註]解している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七六　南国[image: ──]Dakkhi[image: 〓]āpatha. 今日のデカン高原地方をいう。Deccan という名は dak[image: 〓]i[image: 〓]ā（南方）の訛ったものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七七　アッサカとアラカ[image: ……]中間の地域[image: ──]So Assakassa visaye A[image: 〓]akassa samāsane  ti so brāhma[image: 〓]o Assakassa ca A[image: 〓]akassa cā ti dvinna[image: 〓] Andhakarājāna[image: 〓] samāsanne visaye āsanne ra[image: 〓][image: 〓]he, dvinnam pi ra[image: 〓][image: 〓]hānam majjhe ti adhippāyo（Pj.  pp.580-581）. 現今のアンドラ州（Andhrapradesh）のうちである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七七　ゴーダーヴァリー河[image: ──]Godhāvarī. 河の名については、Lüders: Kleine Schriften,  S.501f. 参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七七　落穂を拾い[image: ──]『マヌ法典』第三編第一〇〇詩参照。自活し得ないバラモンが落穂を拾うことは称讃されている（『マヌ法典』第一〇編第一一二詩）。落ち穂拾いの無欲生活（uñccha-v[image: 〓]tti. MBh.  12, 351, 1）を苦行者は行なっていた。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七八　そこから得た収益によって[image: ──][image: 註]によると、農家の主たちが、アッサカ王に提供した収穫を、王が受けとらないで、バラモンに受けとらせたことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七八　大きな祭り[image: ──]mahāyañña. 大規模な供犠をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九七九　庵[image: ──]assama. 直接の語義は「道を修するところ」（道場）である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八一　バーヴァリ[image: ──]Bāvari.　（１）多くの学者は、他の諸語は語基の形で挙げながら、この語だけは Bāvarīとして挙げている。しかし男性名詞がīで終るのは奇異である。（２）そこで若干の写本および[image: 註]釈（Pj.  p.580）では、Bāvari という単語の形を挙げているが、主格で Bāvarīとして挙げられている理由が不明である。辞典や語彙による限り、ヴェーダ文献のうちには Bavara, Bāvari, Bāvarin などという語は出てこない。（３）Hare という学者は語基は[image: 〓]in で終り、その語は Bāvara＋in より成ると解し、主格で Bāvarīとなったと説明している。これは文法的には無難な解釈であるが、Bāvara という普通名詞は用いられていないから、何故それに[image: 〓]in を付したのか、その経緯が判然としない。〔結論〕そこで、一応の解決としては、ブッダゴーサに従ってその個人名を Bāvari とし、最後の語尾が長音であるのは、韻律の関係であると解することにする。ブッダゴーサによると（Pj.  p.580）、かれはパヤーナディ王の帝師（purohita）の子であったという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八一　かれが快適で[image: ……]たずね[image: ──]「ご機嫌いかがですか」と尋ねたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八三　七日の後に[image: ──]sattame divase. 直訳すれば、「第七日目に」。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八四　苦しみ悩んだ[image: ──]dukkhito（＝domanassa-jāto. Pj.  p.582）. [image: 註]によると、心の中で憂えたのである。

      　呪詛をなすバラモンの作法について、[image: 註]（Pj.  p.582）には次のように説明されている。「牛糞や森の花・草などを取ってきて、牛糞を以て地面に塗って、花を撒いて、草をひろく敷いて、水瓶の水で左足を洗って、七歩進んで、足を地面にこすりつけて、このような詐り（kuhana）をなして言った。」

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八六　女神[image: ──]devatā（＝assame adhivattha-devatā eva. Pj.  p.582）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九八六　かれのためを思って[image: ──]atthakāminī.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九九二　神通[image: ──]abhiññā. この場合には、超自然的認識をいうのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九九二　煩いをなくして[image: ──]upadhisa[image: 〓]khaye. Neumann はこの語を、煩い、執著をなくして、と解している（[image: ‘]Unhaftbar weilt er[image: ’]）。しかし、upadhi を「生存の素因」と解することも可能である。 [image: ‘]life[image: ’]s stuff[image: ’]　（Chalmers）. Fausböll は原語をそのまま用いて、英訳していない。恐らく前者のほうが最初の思想であり、「生存の素因を滅して」と解するのは、教義学的にやや発達した段階に存するのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九九三　目ざめた人[image: ──]sambuddha. ゴータマ・ブッダのことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九九四　薄らいだ[image: ──]āsi＝Skrt. āsīt. 3rd sg. SN.  vol.I, p.30, l .3 にも出てくる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        九九七　ヴェーダの神呪に通達した[image: ──]mantapāraga. [image: ‘]perfect in the hymn[image: ’].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇四　生れ[image: ──]jāti. 普通は、生れの良い悪い、を意味する語であるが、[image: 註]（Pj.  p.584）は、「生まれてから何年になるか？」「年齢」の意に解している。 [image: ‘]kīvacira[image: 〓] jāto[image: ’] ti.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇四　神呪（習ったヴェーダ）[image: ──]mante[image: ……]ti mayā pa[image: 〓]hitavede（Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇〇七　ジャトゥカンニン[image: ──]語基は Jatuka[image: 〓][image: 〓]in.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一〇　右まわり[image: ──]padakkhi[image: 〓]ā. 自分の右の肩を相手の人の方に向けて、相手の人のまわりをめぐること（時計の針の進む方向に動く）。敬礼の一つ（今日日本の仏教でも、儀式の際には行われている）。右まわりをすることは、当時バラモンたちのあいだで行われていて、それを仏教が取り入れたのであることが解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一一　パティターナ[image: ──]Pati[image: 〓][image: 〓]hāna. 以下において十六の地名が挙げられている。十六という数がヴェーダ以来重要であったことについては、「彼岸に至る道の章」末尾に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一一　ゴーナッダ[image: ──][image: 註]（Pj.  p.583）によると、Godhapura の名であるという。Gonaddha はサンスクリットの Gonarda に相当し、サーンチーに近いところにあったらしい（Levi Mémorial,  pp.306-313）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一一　ヴェーディサ[image: ──]Vedisa. 中インドのアヴァンティ（Avanti）国の首府であった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一一　ヴァナサというところへ[image: ──]Vanasavhayan  ti Tumbavanagara[image: 〓] vuccati, Vanasāvatthin  ti eke（Pj.  p.583）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一二　最高の都[image: ──]puruttama.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一二　サーヴァッティーに[image: ──]かれら十六人は、ブッダがサーヴァッティーにいると聞いていたので、南方から西方の路を通って北方のサーヴァッティーに至ったのであるが、そのときブッダはそこを出て、他の都に移っていたので、かれらは逐次そのあとを追って、東南方のマガダ国の王舎城に達したのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一二　クシナーラー[image: ──]古代インドの北部にあった小都市。

      　サーヴァッティー（舎衛城）が特に「最高の都」と呼ばれているのであるから、当時特に繁栄していて、スダッタ長者（給孤独長者）のような大富豪もいたし、また郊外に「祇園精舎」のつくられたのも、むべなるかな、と理解できる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一三　パーヴァー[image: ──]Pāvā（Skrt. Pāpā）. 現在のパドラウナ（？）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一三　ヴェーサーリー[image: ──]Vesālī（Skrt. Vaiśāli）. ヴェーサーリーは当時商業都市として、栄えていた。現在ガンダク河畔のバサル（Basarh）村はその遺跡である（平等通昭氏の論文『仏誕二千五百年記念学会紀要』三三頁以下）。戦後の新研究としては、Krishna Deva, Vijayakanta Mishra: Vaiśālī Excavations : 1950. Vaisali: Vaiśālī Sangh, 1961（Reviewed by A. Tamburello, East and West,  vol.13, 1962, pp.223-224. cf. Bulletin of the School of Oriental and African Studies,  University of London, vol.XXV, part 2, 1962, p.417）; Yogendra Mishra: An Early History of Vaiśālī.  Delhi: Motilal Banarsidass, 1962（Reviewed by A. D. Pusalkar, Annals of the Bhandarkar Oriental Research Institute,  vol.45, 1964, pp.169-170）; Alexander Cunningham: The Ancient Geography of India （New enlarged edition, with additional notes by Jamna Das Akhtor. Varanasi: Bhartiya Publishing House, 1975）, pp.373-376.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一三　石の霊地[image: ──]Pāsā[image: 〓]aka[image: 〓] cetiya[image: 〓]（＝Pāsanaka-cetiya. Pj.  p.583）. そこには一つの巨大な岩石があり、その上に祀堂（deva[image: 〓][image: 〓]hāna）があったが、釈尊のときには寺院（精舎 vihāra）があったのだ、と[image: 註]（Pj.  p.584）は解する。しかし実際としては、そこに巨岩があり、その上に大樹がそびえていて、その蔭で休んだのであろう。そこには小さな祀堂があった程度であろう。大樹がなければ、暑さに堪えられない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一五　獅子が林の中で吼えるように[image: ──]ここから獅子吼という表現が起るのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一八　生年について語れ[image: ──]バーヴァリが何歳であるかを語れ、というのである。Tattha ādissā  ti [image: ‘]kativasso[image: ’]ti eva[image: 〓] uddissa; jammanan  ti amhāka[image: 〓] ācariyassa jāti[image: 〓] brūhī ti pucchati（Pj.  p.584）. この場合 jāti を「身分」の意に解することは困難であると思う。そのわけは、バーヴァリがバラモンであることを、問者も答者もすでに熟知しているからである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一八　神呪（ヴェーダ）に通達していることを[image: ──]mantesu pārami[image: 〓]. ここでいう pāramīは、後代にいう術語としての「波羅蜜」ではなくて、Vollkommenheit というほどの意味である（Alsdorf: Kleine Schriften,  S.316）。paramī=ni[image: 〓][image: 〓]hāgamana（Pj.  p.586）. 究極に達することである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇一九　三ヴェーダ[image: ──]『リグ・ヴェーダ』と『サーマ・ヴェーダ』と『ヤジュル・ヴェーダ』とをいう。バラモン教の根本聖典である。『アタルヴァ・ヴェーダ』が含まれていないことに注意せよ。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二〇　自分の教説[image: ──]sadhamme  ti sake brāhma[image: 〓]adha[image: 〓]me. tevijjake pāvacane ti vutta[image: 〓] hoti. バラモンとしての教説、教義をいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二二　かれは舌を以てかれの顔を[image: 蔽]う[image: ──]これがのちには、広長舌相の観念として発展するのである。舌の尖端が耳に達するほどなどであるという。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二二　白毫[image: ──]白い羊毛のような一本の巻き毛が眉間から現われて出ているのをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二二　陰所[image: ……][image: ──]のちの仏典には「陰馬蔵」（おんめぞう）として出ている。馬のそれのように、かくれて見えないというのである。

      　ここでは、いわゆる仏の三十二相のうち[image: 僅]か三つを挙げているだけである。三十二相の内容は決して最初の時期から考えられていたものではなくて、逐次成立したものであることが解る。

      　さらに興味深いことには、ここでは釈尊の言として、バラモンの修行者がこういう身体的特徴をもっているというのである。現存のヴェーダ文献には出ていないが、恐らく当時の一般民衆のあいだで、すぐれたバラモン修行者の身体はこのようなものだと考えられていたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二三　なにも声を出して聞いたのではないのに[image: ──]原文には puccha[image: 〓] hi kiñci asu[image: 〓]anto とあるが、[image: 註]釈（Pj.  p.585）はpuccha[image: 〓]  hī  ti pucchamānam と[image: 註]解している。はたして古代東部インド語でこのような解釈が許されるかどうかは解らないが、ここでは[image: 註]釈のように解したほうが意味は良くつながると思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二四　スジャー[image: ──]Sujā. 帝釈天の妃。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二六　無明[image: ──]avijjā. 無知の意。しかしここではもう少し深い根柢的な意味に解されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二六　精神統一[image: ──]samādhi. 漢訳では、普通は「定」と訳される。

      　ここに「明知が[image: ……]頭を裂け落させる」というのは、悪いことをすると、その報いとして、その人の頭が砕けてしまうという教えが古ウパニシャッドのうちにしばしば述べられていて、それを受けているのである。すなわち仏教以前のバラモン教では、分を超えて論議をする人、不当なことをする人は、首が落ちてしまうと考えられていた。例えば哲人ヤージニャヴァルキヤは世界の究極を次々とたずねるガールギー女を戒めていう、「ガールギーよ。あなたは余りにも尋ねすぎてはなりません。あなたの首が落ちないために」（B[image: 〓]had.  Up.  III, 6, 1; cf. III, 7, 2）。また真理を説明できない人の首は地に落ちたともいう（B[image: 〓]had.  Up.  III, 9, 2.7）。真理を知る人のところへ来なかったら頭が落ちるともいう（Chānd. Up.  V, 12, 2）（cf. Chānd.  Up.  I, 3, 26）。この一〇二五、一〇二六詩の文句は、このような観念を受けて仏教的に変容したものであろう。

      　このような表現は、最初期の仏典のうちにも、ときどき見受けられる。「〔ラーフいわく、〕わたしの頭頂は、七つの破片に裂けてしまうであろう。生きていても、安楽を得ないであろう」（SN.  Sagāthavagga II, 1, 9, 6. vol.I, p.50）。「愚かな者に念慮（おもい）が生じても、ついにかれには不利なことになってしまう。その念慮はかれの好運（しあわせ）を滅ぼし、かれの頭を打ち砕く」（『ダンマパダ』第七二詩）にも、その痕跡が認められる。

      　しかし後代に仏教が盛んになると、このような警（いまし）めは不要となってしまった。だから後代の仏典では「頭が落ちる」というような脅し文句が単独で出てくることはないようである。むしろ「善因善果、悪因悪果」というような一般的な命題の形をとるようになったのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二七　学生[image: ──]mā[image: 〓]ava. バラモンの若い学生を意味することが多いが、mā[image: 〓]ava は必ずしもバラモンの若者だけではない。盗賊の若者どもをもそのように呼ぶことがある（Therag.  720）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二七　一方の肩にかけて[image: ──]衣を左肩にかけて、右肩を露出する。敬礼の一種。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇二七　頭をつけて礼をした[image: ──]sirasā pati（＝ta[image: 〓] muddhāna[image: 〓] adhipāteti. Pj.  p.585）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      二、学生アジタの質問

    

  
    
      
      　学生アジタの質問[image: ──][image: 註]釈には『アジタ経』（Ajita-sutta）としている。ここの八つの詩は『瑜伽師地論』第一九巻（大正蔵、三〇巻、三八六頁中以下）に引用されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三二　アジタさん[image: ──]āyasmā Ajito. āyasmāは、普通「長老」と訳される。アジタはこの質問を発したときにはまだ仏教者ではなかったが、のちに仏教徒がこの経典を暗誦した頃にはアジタは仏教の長老と見なされていたので、このように訳してもよいとも考えられている。しかし、インド一般の用例では「若き人」である。さらにここ「パーラーヤナ章」に出てくる十六人のうちには老人もいる。インド一般の通称として「[image: ……]さん」と訳しておくことにした。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三三　貪り[image: ……]の故に[image: ──]vevicchā（＝macchariyahetu）. ものおしみの故に（Pj.  p.586）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三三　欲心[image: ──]jappa（＝ta[image: 〓]hā）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三四　流れはあらゆるところに向って流れる[image: ──]『ダンマパダ』第三四〇詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三四　防ぎまもるもの[image: ──]sa[image: 〓]vara.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三五　塞がれる[image: ──]pithiyyare. pithiyyati（＝pacchijjant 妨げられる、Pj.  p.586）.

      　これについては、ジャイナ教のほうでも同様の文句を伝えている（cf. Isibhāsiyāi[image: 〓], 29, vv.1-2）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三六　わが友よ[image: ──]mārisa. この呼びかけは、相手に対して親愛の念はもっているが、尊敬の念をいだいていないことを示す。そうしてここに、アジタが青年の意気軒[image: 昂]たる意気込みをいだいていたことが知られる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三六　名称と形態[image: ──]nāmarūpa[image: 〓]（sg.）. この両者が、現実の世界においては個人存在を構成している、と考えられていたことが、よく解る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三七　識別作用[image: ──]第七三四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三七　識別作用が止滅することによって[image: ……][image: ──]第八七四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇三九　欲望に[image: ──]kāmesu. 特に男女間の愛欲のことをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      三、学生ティッサ・メッテイヤの質問

    

  
    
      
      　学生ティッサ・メッテイヤの質問[image: ──][image: 註]釈には『ティッサ・メッテイヤ経』（Tissa-Metteya-sutta）として引用している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四〇　動揺すること[image: ──]iñjitā（＝ta[image: 〓]hādi[image: 〓][image: 〓]hivipphanditāni. Pj.  p.588）. 妄執や誤った見解のために心が動揺することである、とブッダゴーサは解している。 [image: ‘]commotions[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]waverings[image: ’]　（Chalmers）. [image: ‘]Bei wem kann Regung nicht bestehen?[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四〇　両極端を知りつくして[image: ……][image: ──]第八〇一詩に対する[image: 註]記参照。ここで ubh[image: ’]antam とあるのは、古代東部インド語における複ヽ　数ヽ　対格（acc. pl.）である（Lüders: BSB.  [image: §]202, S.145）。

      　ジャイナ教でも同様にいう、「二つの極端によって見ることなく、賢者はそれを知って世界を克ち得た」（dohi[image: 〓] antehi[image: 〓] adissamā[image: 〓]e ta[image: 〓] parinnāya mehāvī viittā loga[image: 〓]. Āy.  I, 2, 6, 5, ed. Schubring, S.14, l . 4f.）。同じく韻文の部分に majjhattho nijjarā-pehī samāhi[image: 〓] a[image: 〓]upālae; anto bahi[image: 〓] viosajja ajjhattha[image: 〓] suddha[image: 〓] esae（Āy.  p.39, ll.  1-2）というが、これも同趣意であろう。このような見解は中道思想を内含するとも考えられるが、しかしジャイナ教では「中道」の観念を発達させなかった。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四〇　聡明な人[image: ──]mantā na lippati（＝paññāya na lippati. Pj.  p.588）. [image: 註]釈の文から見ると、ブッダゴーサは mantā（＝Skrt. matvā）と解したのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四〇　縫う女[image: ──]sibbanī. [image: ‘]seamstress[image: ’], [image: ‘]desire[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]Wants[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四一　清らかな行いをまもり[image: ──]kāmesu brahmacariyavā. インド一般の用例としては、男女間の婬欲を離れていることをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      四、学生プンナカの質問

    

  
    
      
      
        一〇四三　仙人[image: ──]isināmakā ja[image: 〓]ilā. Pj.  p.589. 結髪の行者を考えていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四四　老衰にこだわって[image: ──]老衰のあわれな状態を避けたいと思って、の意であろう。ブッダゴーサは、あらゆる苦悩の代表として〈老衰〉を挙げたのだと解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四五　わが親愛なる友よ[image: ──]原語 mārisa は、「われのごとき人よ」（mād[image: 〓]śa）の転訛であり、少くとも初めのうちは親愛の意味をこめていたのであろう（英語の My dear[image: ……]という呼称参照）。 [image: ‘]o Herr![image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四六　賞讃し[image: ──]祭祀・祭礼の果報・布施を受けるべきバラモンを賞讃する（CuN.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四七　乗り超えていない[image: ……][image: ──]第一〇八一詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇四八　煙[image: ──]悪い行い、或いは怒り、をいう（CuN.）。 kāyaduccaritādi（Pj.  p.590）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      五、学生メッタグーの質問

    

  
    
      
      
        一〇五〇　執著を縁として[image: ──]upadhinidānā（＝ta[image: 〓]hādiupadhinidānā. Pj.  p.590）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五一　苦しみの生起のもとを観じた人は[image: ──]dukkhassa jātippabhavānupassī （＝ [image: ‘]va[image: 〓][image: 〓]adukkhassa jātikara[image: 〓]a[image: 〓] upadhī[image: ’] ti anupassanto. Pj.  p.590）. この[image: 註]解文では明らかに [image: ‘]upadhi[image: ’] を再生の素因と解している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五二　どうかそれをわたくしに説き明かしてください[image: ……][image: ──]第一〇七五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五二　あるがままに知っておられるからです[image: ──]tathā hi te vidito esa dhammo  ti yathā yathā sattā jānanti, tathā tathā paññāpana-vasena vidito esa dhammo ti（Pj.  p.590）. [image: 註]は、人々が知っているとおりに知らせることによって、この法則が知られている、と解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五三　伝承によるのではなくて[image: ──]anītiha[image: 〓]（＝attapaccakha[image: 〓]. Pj.  p.591）. 第一〇六六詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五四　偉大な仙人さま[image: ……][image: ──]第一〇六七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五五　上と下と横と[image: ……][image: ──]第一〇六八詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五五　喜び[image: ──]nandī. [image: 註]には書き換えて ta[image: 〓]hāとしている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五五　偏執[image: ──]nivesana（＝di[image: 〓][image: 〓]hi-nivesana. Pj.  p.591）. すなわち、ブッダゴーサは偏見に固執することと解している。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五五　識別[image: ──]viññā[image: 〓]a（＝abhisa[image: 〓]khāra-viññā[image: 〓]a. Pj.  p.591）. 事象の形成力を識別すること。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五七　偉大な仙人のこのことば[image: ……][image: ──]第一〇八三詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五七　煩悩の要素のない境地[image: ──]anūpadhīka[image: 〓]（＝nibbāna[image: 〓]. Pj.  p.591）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五八　懇切に[image: ──]a[image: 〓][image: 〓]hita[image: 〓]（＝sakkaca[image: 〓], sadā vā）（Skrt. āsthitam）. [image: ‘]constantly[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五八　竜よ[image: ──]第五二二詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇五九　欲の生存に執著しない[image: ──]kāmabhave asattam. [image: 註]（Pj.  p.592）には、kāmesu ca bhavesu ca asattattā[image: ……]と解する。しかし Fausböll（p.195）は [image: ‘]not cleaving to the world of lust[image: ’] と訳している。 [image: ‘]Entwesen wer an keinem Wunsche haftet[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六〇　悟った人[image: ──]vidvā.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      六、学生ドータカの質問

    

  
    
      
      
        一〇六一　ここでは、「自分の安らぎ（ニルヴァーナ）を学びましょう」（sikkhe nibbānam attano）という。この文章から見るかぎり、安らぎを実現するために学ぶことがニルヴァーナであり、ニルヴァーナとは学びつつ（実践しつつ）あることにほかならない。ブッダゴーサの[image: 註]（Pj.  p.592）によると、「貪欲などをなくすために（ニルヴァーナのために）戒などを実践するのだ」と言い（attano rāgādīna[image: 〓] nibbānatthāya adhisīlādīni sikkheya[image: 〓]）、ニルヴァーナを目的と見なし、戒などの実践を手段と見なしている。後代の教義学はみなこういう見解をとっている。しかしこういう見解によるならば、人間はいつになっても、戒律の完全な実践は不可能であるから、ニルヴァーナはついに実現されないであろう。この詩の原文によって見る限り、学び実践することがニルヴァーナであると漠然と考えていたのである、と解することができよう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六二　ここでも、「自己の安らぎ（ニルヴァーナ）を学ぶ」というのは、よく気をつけて、熱心であることにほかならない。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六三　わたくしは[image: ……]見ます[image: ──]「〈あなたは、そのような立派なバラモンである〉と認めます」という趣意である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六四　解脱させ得ないであろう[image: ──]nāham gamissāmi pamocanāya. ただし Chalmers のテクストには nāha[image: 〓] samīhāmi pamocanāya となっている。[image: 註]（Pj.  p.592）には解釈して、na sikkhāmi, na vāyamissāmī ti vutta[image: 〓] hoti という。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六四　最上の真理[image: ──]不死、ニルヴァーナ、をいう（CuN.）。 

      　ここでは、徹底した〈自力〉の立場が表明されている。仏は、人々を救うことができないのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六五　バラモンさま[image: ──]ブッダに向って呼びかけていう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六五　慈悲を垂れて[image: ──]karu[image: 〓]āyamāno. 愍んでくださって、の意。

      　前掲の訳ではいちおう直訳しておいたが、現代のサンスクリット（ならびにヒンディー語）の会話においては、「どうぞ[image: ……]して下さい」というときには、k[image: 〓]payāという。英語でいえば、please、ドイツ語でいえば bitte に相当する。この場合に、その原義にしたがって「汝が喜ばせてくれるならば」（if you please）とか、「われは汝に懇願す」（ich bitte）とか訳すならば、あまりにも直訳にすぎるであろう。k[image: 〓]pāのパーリ相当語はパーリ文献の中では用いられていないが、その代り karu[image: 〓]ā, anukampāなどが用いられている。それと同じことで漢訳仏典のなかで「哀愍を以て」「慈愍を以て」などと訳すのは、あまりにも直訳にすぎる。経典としての荘重さは加わったかもしれないが、まことにぎごちないものになってしまった。これもサンスクリットにおける日常の用法を顧慮するならば、もっと楽に訳せるはずのものである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六五　遠ざかり離れる理法[image: ──]vivekadhamma[image: 〓]（＝sabbasa[image: 〓]khāra-viveka-nibbāna-dhamma[image: 〓]. Pj.  p.593）. この[image: 註]釈文から見ると、遠ざかり離れるはたらき、行為をニルヴァーナと呼んでいるのである。ここの本文で「理法」（dhamma）と呼ばれているものは、「真理」と訳して差支えないが、それは事実認識の表象内容としての真理ではなくて、実践的認識としての真理なのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六五　認識したいのです[image: ──]vijaññnam. 願望法（optative or potential）の一人称単数と解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六五　乱され濁ることなしに[image: ──]avyāpajjhamāno（＝nānappakārata[image: 〓] anāpajjamāno. Pj.  p.593）.

      　この詩においては釈尊に対して「バラモンよ」と呼びかけているのである。釈尊はバラモン階級の出身ではなかったけれども、理想的な修行者と見なされていたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六六　伝承によるのではない[image: ……][image: ──]第一〇五三詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六六　安らぎ[image: ──]santi（＝Skrt. śānti）. この語は現代の南アジアの諸言語では「平和」（peace）の意味に用いられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六七　偉大な仙人さま[image: ……][image: ──]第一〇五四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六七　わたくしは[image: ……]歓喜します[image: ──]abhinandāmi[image: ……]santim uttamam. 第一〇五四詩には abhinandāmi[image: ……]dhammam uttamam とあり、dhamma が santi となっているだけの相違がある（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六八　上と下と横と[image: ……][image: ──]第一〇五五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六八　執著の対象[image: ──]sa[image: 〓]ga（＝sajjana[image: 〓][image: 〓]hānam, lagganan ti vutta[image: 〓] hoti. Pj.  p.593）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇六八　移りかわる生存[image: ──]原文には bhavābhava となっているが calācala と同様に強意を含めた反復である。中村『ヴェーダーンタ哲学の発展』三六二頁参照。cf. Udv.  III, 7.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      七、学生ウパシーヴァの質問

    

  
    
      
      
        一〇六九　他のものにたよることなく[image: ──]anissito（＝puggala[image: 〓] vā dhamma[image: 〓] vā anālino. Pj.  p.593）. ブッダゴーサによると、「〔他の〕人にたよることもなく、教義にたよることもなく」というのである。

      　〈宗教〉とは、普通は他のなにものかにたより帰依することだ、と考えられ、またそのように勧められている。ところが、ここでは、他人の権威にたよったり、教義にたよったりすることを否定しているのである。これは偶像破壊（iconoclasm）の精神に通ずる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七〇　無所有[image: ──]原語ākiñcañña は無一物、何も存在しないことをいう。[image: 註]釈（CuN. ; Pj.） によってみても、ここでは無所有処定を意味している。ただし[image: 註]釈が書かれたときにはすでに四無色定の観念が成立していたから、ブッダは無所有処定からさらに非想非非想定に入り、さらにそれを出て、より高い境地に入ったと説明している。しかしこれは明らかに原文からそれた説明である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七〇　諸々の疑惑を離れ[image: ──]virato kathāhi（katha[image: 〓]kathāhi. Pj.  p.593）. ただしこの[image: 註]解によらないと、「諸々の談論を離れ」と訳すこともできる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七〇　妄執の消滅[image: ──]ta[image: 〓]hakkhaya（＝nibbāna. Pj.  p.593）.

      　ニルヴァーナというものは、固定した境地ではなくて、〈動くもの〉である。前掲の「妄執の消滅を昼夜に観ぜよ」（ta[image: 〓]hakkhaya[image: 〓] nattamahābhipassa）という文章を解釈して、ブッダゴーサは「昼夜にニルヴァーナを盛んならしめて、観ぜよ」（rattindiva[image: 〓] nibbāna[image: 〓] vibhūta[image: 〓] katvā passa. Pj.  p.593）という（あるいは「ニルヴァーナを消滅せるものとなして」とも訳し得る）。われわれが、ホッとくつろいだときには、その安らぎの境地を増大させることができる。それと同様にニルヴァーナを栄えさせ、増大させるか、あるいは少くとも作り出すことのできるものだと解していたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七一　想いからの解脱[image: ──]原語 saññāvimokkha. 七等至のうちで最上のものである無所有処定をいう（＝ākiñcaññ[image: ’]āyatana-samāpatti vimokkho. CuN.）。 さらに、ブッダゴーサは、それを梵天の世界と同一視している。[image: ……]sattasu saññāvimokkhesu uttame ākiñcaññāyatane[image: ……]so puggalo tattha ākiñcaññāyatana-brahmaloke avigacchamāno ti[image: 〓][image: 〓]he[image: ……]（Pj.  p.594）.

      　この原語を「想念のみ存する解脱」と訳すことも、語学的には可能である。Fausböll は「想念による解脱」（being delivered in the highest deliverance by knowledge）と解する。

      　この解釈は、説一切有部や大乗仏教一般の教義学とは明らかに相違している（これらの学派の教義によると、梵天の世界は色界に属し、識無辺処や無所有処は無色界に属する）。この相違の示すことは、ブッダゴーサも説一切有部も、最初期の仏教の思想をそのままには伝えていない、ということである。

      　ともかく無所有処には想念はないはずである。だからいずれにもせよ「想いからの解脱」と解する方が適当であろう。 [image: ‘]who from Perceptions wins entire Deliverance[image: ’]　（Chalmers）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七三　清涼となるのでしょうか[image: ──]tatth[image: ’] eva so sītisiyā vimutto. ブッダゴーサ（Pj.  p.594）は、これを解釈していう、[image: ──]so puggalo tatth[image: ’] evākiñcaññāyatane nānādukkhehi vimutto sītibhāva[image: 〓] patto bhaveyya, nibbānappatto sassato hutvā ti[image: 〓][image: 〓]heyyā ti adhippāyo.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七三　[image: ……]存在するのでしょうか[image: ──]bhavetha viññā[image: 〓]a[image: 〓] tathāvidhassa. ところが若干の写本やPj.  のもとづいた写本では bhavetha の代りに cavetha（没する）となっている。すると、意味が正反対になる。「死後には精神が存在しないことになるのか？」と問うたことになる。[image: ──]udāhu tathāvidhassa viññā[image: 〓]a[image: 〓] anupādāya parinibbāyeyyā ti uccheda[image: 〓] pucchati（Pj.  p.594）. すなわち、常見を採用するのか？　断見を採用するのか？[image: ──]といって迫ってくると解するのである。しかしここで述べられているのは、常見と断見という二概念に定型化する以前の思想であると思われるので、ブッダゴーサの[image: 註]解に従わないことにした。

      　インドは暑熱の国である。樹蔭の涼しいところに休むのが理想であった。だから解脱のことを「清涼」と称するのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七四　火としては数えられない[image: ──]na upeti sa[image: 〓]kha[image: 〓]. 仏典における特有の表現である。[image: 註]（Pj.  p.594）は「これこれの方向に行ってしまったとは表示され得ない」（[image: “]asukan nāma disa[image: 〓] gato[image: ”] ti vohāra[image: 〓] na gacchati）と解する。したがってこの場合の sa[image: 〓]khā（＝Skrt. sa[image: 〓]khyā）は、表示呼称（vohāra＝Skrt. vyavahāra）と解されていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七四　名称と身体[image: ──]他の箇所で「名称と形態」と呼んでいるものに同じ。結局、精神と身体とを意味する（nāmakāyā  pivimutto  ubhayatobhāgavimutto. Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七四　数えられないのである[image: ──]「この人は王族である」とか「この人はバラモンである」とか表示され得ない（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七五　そこなわれない[image: ──]arogo（＝avipari[image: 〓]āma-dhammo. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七五　どうかそれをわたくしに説明してください[image: ……][image: ──]第一〇五二詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七六　滅びてしまった者には[image: ──]attha[image: 〓]gatassa（＝anupādā parinibbutassa. Pj.  p.595）. 無余ニルヴァーナに入った者には、と[image: 註]解されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七六　測る基準[image: ──]pamā[image: 〓]a[image: 〓]（＝rūpādi. Pj.）.  形態など、と解されている。

      　すべてのことがら（dharma）の消え失せた聖者がニルヴァーナの中に入る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      八、学生ナンダの質問

    

  
    
      
      
        一〇七七　諸々の聖者[image: ──]munayo. アージーヴァカ、ニガンタ（ジャイナ教徒）などをいう（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七七　簡素な生活を送る人[image: ──]nānappakārakena lūkhajīvitasa[image: 〓]khātena jīvitenūpapannan ti（Pj.  p.595）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七八　煩悩の魔軍を撃破して[image: ──]原文には visenikatvāとあるが、いまはパーリ文[image: 註]釈（CuN.  p.253）に従った。しかしジャイナ教聖典（Āy.  I, 6, 3, 2）に visse[image: 〓]ī-ka[image: 〓][image: 〓]u という語があり、[image: 註]には viśre[image: 〓]ī[image: 〓] k[image: 〓]tvāとあるが、シュブリンク（S. 101f.）は viśraya[image: 〓]ī（-k[image: 〓]tvā）と解し、 [image: “]den Kausalnexus[image: ”] oder [image: “]die Reihe der Existenzen unterbrechend[image: ”] と記す。恐らくこちらが原義であり、それが仏典に取り入れられたのであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇七九　制して[image: ──]底本には yathāとあるも、いまはCuN.  にしたがって yatāと読む。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八一　乗り超えていない[image: ……][image: ──]第一〇四七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八二　覆われている[image: ──]nivutā（＝oputā pariyonaddhā. Pj.  p.596）. 覆われて閉じ込められていることをいう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八二　想定[image: ──]muta（＝mata）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八二　究め明して[image: ──]pariññāya. 知りつくして、それを消滅させる、という意味がある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八三　偉大な仙人のこのことばを[image: ……][image: ──]第一〇五七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      九、学生ヘーマカの質問

    

  
    
      
      
        一〇八四　ゴータマ（ブッダ）の教えよりも以前に[image: ……][image: ──]第一一三五詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八五　妄執を滅しつくす法[image: ──]ta[image: 〓]hānigghātana[image: 〓]（＝ta[image: 〓]hāvināsana[image: 〓]. Pj.  p.596）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八六　見たり聞いたり考えたり識別した[image: ──]原文には di[image: 〓][image: 〓]ha-suta-muta-viññātesu とあるが、この四つは古ウパニシャッドにおいてしばしば並べて挙げられており、それを承けているのである（etad ak[image: 〓]ara[image: 〓] ad[image: 〓][image: 〓][image: 〓]am dra[image: 〓][image: 〓]r aśruta[image: 〓] śrotr amata[image: 〓] mantr avijñāta[image: 〓] vijñāt[image: 〓][image: ──]B[image: 〓]had. Up.  III, 8, 11. ātmā[image: ’]ntaryāmy am[image: 〓]to [image: ’]d[image: 〓][image: 〓][image: 〓]o dra[image: 〓][image: 〓]ā, [image: ’]śruta[image: 〓] śrotrā [image: ’]mato mantā, [image: ’]vijñāto vijñātā[image: ──]B[image: 〓]had. Up.  III, 7, 23. なおB[image: 〓]had. Up.  III, 4, 2;III, 7, 27-31;IV, 4, 2;Chānd. Up.  VII, 9, 1;Praśna-Up.  IV, 9 にはこの四つが挙げられている。Ait. Up.  V, 1;Chānd. Up.  VI, 1, 3 参照）。これがUdv.  XXVI, 17 に継承されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八六　ニルヴァーナの境地[image: ──]nibbānapada[image: 〓].

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八七　現世において[image: ──]原文には di[image: 〓][image: 〓]hadhamma とある。多少関連のある用法が叙事詩に存する（d[image: 〓][image: 〓][image: 〓]o dharmo hi dharmi[image: 〓][image: 〓]he[image: ……]vihagottame. MBh.  XII, 147, 9. 法が認められるの意）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八七　全く煩いを離れた[image: ──]abhinibbuta（＝Skrt. abhinirv[image: 〓]ta. Pj.  p.596）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一〇、学生トーデイヤの質問

    

  
    
      
      
        一〇八八　[image: ……]どのような解脱をもとめたらよろしいのですか[image: ──]tassa kīdiso vimokkho icchitabbo ti pucchati（Pj.  pp.596-597）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇八九　かれには別に解脱は存在しない[image: ──]その趣意について [image: ‘]ta[image: 〓]hakkhayo eva vimokkho[image: ’] ti vutte pi[image: ……]という（Pj.  p.597）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九一　欲望の生存に[image: ──]kāmabhave. [image: 註]解は [image: ‘]kāme ca bhave ca[image: ’]　（欲望と迷いの生存とに）と解する（Pj.  p.597）。 [image: ‘]lust and existence[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]Entwesen der an keinem Wunsche haftet[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一一、学生カッパの質問

    

  
    
      
      
        一〇九二　ガンジス河流域、ベンガル州、オリッサ州では、洪水になると、一面に水浸しになり、山が見えないから、一面の大海のようになる。第一〇九二─一〇九五詩はその光景に譬えて、教えを述べているのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一二、学生ジャトゥカンニンの質問

    

  
    
      
      
        一〇九六　勇士[image: ──]vīra. 煩悩との戦に勝ったから、「勇士」と呼ぶのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九七　光輝ある[image: ──]tejin（＝tejena samannāgata. CuN .286, p.162）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九七　理法を説いてください[image: ……][image: ──]第一一二〇詩参照。ウパニシャッドでも同様にいう（Kā[image: 〓]haka-Up. V, 11）。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九八　諸々の欲望に対する貪りを制せよ[image: ……][image: ──]第四二四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九八　なにものも、そなたにとって存在してはならない[image: ──]取捨にこだわるな、という趣意である。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一〇九九　過去にあったもの[image: ……][image: ──]第九四九詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇〇　バラモンよ[image: ──]ジャトゥカンニンがバラモンであったことが確められる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一三、学生バドラーヴダの質問

    

  
    
      
      
        一一〇一　執著の住所をすて[image: ──]oka[image: 〓]jaha[image: 〓]（＝ālaya[image: 〓]jaha[image: 〓]）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇一　悩み動揺することなく[image: ──]aneja[image: 〓]（＝lokadhammesu nikkampa[image: 〓]. 世俗のことがらにぐらぐらすることなく。Pj.  p.598）; [image: ‘]free from commotion[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]unregsam[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇一　歓喜をすて[image: ──]nandi[image: 〓]jaha（＝anāgata-rūpādipatthanājaha[image: 〓]. Pj.）.  未来の美しいかたちなどを求めることをやめる、と[image: 註]解されている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇一　はからいをすてた[image: ──]kappa[image: 〓]jaha[image: 〓]（＝duvidhakappajaha[image: 〓]. Pj.  p.599）. [image: ‘]der Zwecke flieht[image: ’]　（Neumann）. 多くの学者は「時間を捨て」と解するが、どうもそぐわないように思われる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇一　切にお願いします[image: ──]abhiyāce（＝ativiya yācāmi. Pj.  p.599）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇二　あなたの[image: ──]tava. また詩の中では、ゴータマ・ブッダに向って「そなた」（tuva[image: 〓]）という語を用いている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇二　集まってきました[image: ──]sa[image: 〓]gatā（＝samāgatā. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇三　執著する妄執[image: ──]ādānata[image: 〓]han  ti rūpādīna[image: 〓] ādāyika[image: 〓] gaha[image: 〓]a-ta[image: 〓]ha[image: 〓], ta[image: 〓]hūpādānan ti vutta[image: 〓] hoti（Pj.  p.599）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇三　悪魔[image: ──]人を再生させる、五蘊の魔のことである、とブッダゴーサは解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一四、学生ウダヤの質問

    

  
    
      
      
        一一〇五　正しい理解による解脱[image: ──]aññā-vimokkha.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇七　念いの清らかさ[image: ──]ウパニシャッドの観念である。第四三五詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇八　あれこれ行動させるもの[image: ──]vicāra[image: 〓]a（＝vicara[image: 〓]a-kāra[image: 〓]a. Pj.  p.600）. vicara[image: 〓]a というのは珍しい語であり、PTS. Dict.  にはただ [image: ‘]going about, circulating, moving, travelling, Jātaka  V, 484[image: ’] となっている。後代のアビダルマ教学で考えられるようになった、vitarka に対する vicāra とは恐らく別のものであろう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一〇九　安らぎ[image: ──]nibbāna.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一一　感覚的感受[image: ──]vedana. [image: ‘]sensation[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]feeling[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]Empfindung wenn man nicht mehr schmeckt[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一一　識別作用が止滅する[image: ──]viññā[image: 〓]a[image: 〓] uparujjhati. [image: ‘]to dissipate the heritage of mind[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]consciousness ceases[image: ’]　（Fausböll）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一五、学生ポーサーラの質問

    

  
    
      
      
        一一一二　悩み動揺することなく[image: ──]anejo.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一三　物質的なかたちの想いを離れ[image: ──]vibhūta-rūpasaññissa（＝samatikkantarūpa-saññissa. Pj.  p.600）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一四　識別作用の住するありさま[image: ──]原文には viññā[image: 〓]a[image: 〓][image: 〓]hitiyo とあるが、後代の仏典の漢訳では「識住」という。[image: 註]（CuN.） によると四識住（色、受、想、行によって住すること）と七識住（一、人間、天の一部、四悪趣の一部、二、初生の梵衆天、三、光音天、四、徧浄天、五、空無辺処天、六、識無辺処天、七、無所有処天）の二つが挙げられている。段階的に考えられている。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一五　無所有の成立するもとを知って[image: ──]ākiñcaññasambhava[image: 〓] ñatvā  ti ākiñcaññāyatana-janaka[image: 〓] kammābhisa[image: 〓]khāra[image: 〓] ñatvā（Pj.  p.601）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一六、学生モーガラージャの質問

    

  
    
      
      
        一一一六　神仙[image: ──]devisi. [image: 註]（Pj.  p.602）は「浄らかな神となった仙人」（visuddhidevabhūto isi）と解する。 [image: ‘]the divine Isi[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]the godlike sage[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]der Götterherr[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一七　この世の人々[image: ──]aya[image: 〓] loko（＝manussaloko. Pj.  p.602）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一七　知ってはいません[image: ──]底本 nābhijānāmi. 今は異本及びCuN.  にしたがって n[image: ’]ābhijānāti と読む。しかし nābhijānāmi と読むと、訳はかなり異って、次のようになる。「この世と、かの世と、神々と梵天の世界[image: ──]〔これらについての〕誉れあるあなた（ゴータマ）の見解を、わたくしは知っていません。」

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一一九　死の王は見ることがない[image: ──]『ダンマパダ』第一七〇詩でも同様にいう。「死の王」の原語は maccurāja で、悪魔のことである。「死ぬ」m[image: 〓]という語根から、「死」m[image: 〓]tyu, maccu とか、「魔」māra（「殺す者」の意）とかいう語がつくられた。「〈死の王〉は見ることがない」とは、〈死の王〉にうちまかされることがない、の意。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一七、学生ピンギヤの質問

    

  
    
      
      
        一一二〇　そのことわりを説いてください[image: ……][image: ──]第一〇九七詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一二一　物質的な形態があるが故に[image: ──]rūpesu（＝rūpahetu rūpapaccayā. Pj.  p.603）.

      　この詩は、身体に対する愛執を捨てるために（kāye sinehappahānattha[image: 〓]. Pj.  p.603）説かれたのである、とブッダゴーサは解する。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一二二　四維[image: ──]vidisā catasso. 四つの中間の方角。東南、西南、西北、東北。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一二二　見られず聞かれず考えられずまた識られない[image: ──]これは古ウパニシャッドの表現を継承している。第一〇八六詩に対する[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      一八、十六学生の質問の結語

    

  
    
      
      
        一一二二　十六学生の質問の結語[image: ──]この標題は底本にも[image: 註]釈（Pj.） にも存在しないが、いまはCuN. の標題 solasa-mā[image: 〓]avaka-pañhā-nigama に従った（水野博士訳、四三五頁）。ここでわざわざ十六の質問をまとめたのは、ヴェーダないしインド一般の影響であろう。ヴェーダの祭祀は十六人のバラモン補助祭官を必要とする。十六の紐よりなる首飾りがあるという（Hare）。ブラフマ・スートラも四編十六節より成る。「十六分の一にも及ばぬ」という表現は、原始仏教聖典の韻文の中に度々現われる。アッタカ・ヴァッガも十六のスッタより成る。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三〇　彼岸に至る道[image: ──]原名 Pārāyana. 本書四一〇頁の[image: 註]記参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三一　立派な方[image: ──]nāga. [image: ‘]lord[image: ’]　（Fausböll）; [image: ‘]Lord[image: ’]　（Chalmers）; [image: ‘]der Meister[image: ’]　（Neumann）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三三　目ざめた人（ブッダ）と呼ばれるにふさわしい人[image: ──]saccavhayo  ti [image: ‘]buddho[image: ’] ti saccen[image: ’] eva avhānena nāmena yutto（Pj.  p.605）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三四　見ることの少い人々[image: ──]バーヴァリなどを指していう。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三五　ゴータマ（ブッダ）の教えよりも以前に[image: ……][image: ──]第一〇八四詩参照。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三七　時を要しない法[image: ──]sandi[image: 〓][image: 〓]hikam akālikan  ti sāma[image: 〓] passitabbaphalam na ca kālantare pattabbaphalam（Pj.  p.605）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一三七　煩悩なき[image: ──][image: 註]釈にしたがって解した（anītikan  ti kilesaītivirahitam. Pj.）。 しかし Hare は an＋ītī＋ka と解する。しからば「しからず、しからず」と説いたウパニシャッドの哲人ヤージニャヴァルキヤの思想を受けていることになる。

      　この文から見ると、ニルヴァーナは即時に体得されると考えていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四二　「わたくしはかれから離れて住んでいるのではないと思います」[image: ──]この感懐は、禅における「相見せざるなし」という表現や、また遠く跳ぶが、親鸞の「大悲無[image: 倦]常照我」（『正信偈』）に通ずるものがある。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四四　かしこに[image: ──]仏のいますところに（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四四　おもむくことはできません[image: ──]na pareti（＝na gacchati. Pj.）． 異本には paleti となっているが、意味は同じである（Pj.）。 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四四　想いを馳せて[image: ──]sa[image: 〓]kappayattāya（＝sa[image: 〓]kappagamanena. Pj.）. 

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四六　信仰を捨て去れ[image: ──]原文には muttasaddho, pamuñcassu saddham とあり、[image: 註]釈は信仰によって解脱すると解する（saddhādhimutto ahosi [image: ’]saddhādhurena ca arahatta[image: 〓] pāpuni, [image: ……]tato saddhāya adhimuccanto [image: ‘]sabbe sa[image: 〓]khārā aniccā[image: ’] ti ādinā nayena vipassana[image: 〓] ārabhitvā）。しかし直訳すれば「信仰を解き放つ」であって、多くの訳者のように「信仰によって解脱する」と解することは、語法上困難である。

      　「信仰を捨て去れ」という表現は、パーリ仏典のうちにしばしば散見する。釈尊がさとりを開いたあとで梵天が説法を勧めるが、そのときに釈尊が梵天に向って説いた詩のうちに「不死の門は開かれた」といって、「信仰を捨てよ」（pamuñcantu saddham）という（Vinaya,  Mahāvagga, I, 5, 12. vol.I, p.7）。この同じ文句は、成道後の経過を述べるところに出てくる（DN.  XIV, 3, 7. vol.II, p.39; MN.  No.26, vol.I, p.169）。恐らくヴェーダの宗教や民間の諸宗教の教条（ドグマ）に対する信仰を捨てよ、という意味なのであろう。最初期の仏教は〈信仰〉（saddhā）なるものを説かなかった。何となれば、信ずべき教義もなかったし、信ずべき相手の人格もなかったからである。『スッタニパータ』の中でも、遅い層になって、仏の説いた理法に対する「信仰」を説くようになった。

      　ちなみに、saddhāという語は、インド一般に、教義を信奉するという意味で、多く用いられる。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四七　心が澄む（＝信ずる）[image: ──]pasīdāmi.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四七　明察のあられる方[image: ──]pa[image: 〓]ibhānavā（＝pa[image: 〓]ibhānapa[image: 〓]isambhidāupeto. Pj.  p.607）.

      　この詩および前の詩から見ると、最初期の仏教では、或る場合には、教義を信ずることという意味の信仰（saddhā）は説かなかったが、教えを聞いて心が澄むという意味の信（pasāda）は、これを説いていたのである。

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四九　奪い去られず、動揺することのない境地に[image: ──]asa[image: 〓]hīran  ti rāgādīhi asa[image: 〓]hāriya[image: 〓], asa[image: 〓]kuppan  ti akuppa[image: 〓] avipari[image: 〓]āmadhamma[image: 〓], dvīhi pi padehi nibbāna[image: 〓] bha[image: 〓]ati（Pj.  p.607）.

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        一一四九　了解していること[image: ──]adhimuttacitta[image: 〓].

      　最初期の仏教のめざすことは、このように確信を得ることであった。

      
        
          戻る
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